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記号の鋭明

N = N o u n
,
P r o n o u n 字l 討 ･ 代官, 詞

Ⅴ= V e rb 動詞

A dj = A (1j e kti v e 形 執
i
;･-[J

A d v = A d v e r b 副詞

N u m = N u m e r a l 数字

I n tp
= I n t e r f O g a ti v e P r o n o u n 疑問詞

C o nj = C o nj u n cti v e 接続詞

P o s t p
= P o s tp o siti o n , P a rti cl e 後置詞 ･ 不変化詞

P r e p
= P r e p o siti o n , P a r ti cl e 前置詞 ･ 不変化討

n o m = n o m i n a ti v e 主格 ( 主語)

g e n
=

g e n e ti v e 属格 (何 々 の)

a c c = a c c tl S a ti v e 対格 ( 目的語全体)

p a rt
=

p a 1
･titi v e 分格 ( 目的語 の部分)

e s s = e 8 Si v e 様格 ( 何々 として)

t r a n s = t r a n l a ti v e 変格 ( 変化の 結果に)

i n e s = i n e s si v e 州各 ( 場所で)

el a t = el a ti v e 川格 (場所から)

ill = ill a ti v e 人格 (lB
･

]
.TT へ)

a d e 8 = a d e s 8i v e 所格 ( 場所で ･ 何かで)

a bl = a bl a ti v e 内剛客 ( 吸 汗から)

all = all a ti v e 向格 ( 場所 - )

a b e s = a b e s s i v e 欠格 ( 何々 なしで)

i n s = i n s t r u cti v e 見終 ( 方法で)

c o m = c o m it a ti v e 脚各 ( 誰かと典に)

s g
= si n g u l a r , p o 8 8 e Si v e s u ffl X 単数 ･ 所有接尾討

pl
=

p l u r al , p o s s e si v e s u fFI X 複数 ･ 所有接尾詞

1
,
2
,
3
,
4 i n f = fi r 8t , S e c o n d ,t hi 1

･ d
,
f o u r t h i n fi n iti v e 軌糾u) イこ

J

ji:Jr･3 1 ･ 2 ･ 3 ･ 4
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p a s t f o r m 漣占ム形
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p rt .p rf = p e rf e ct p a rti sip l e 過 去分詞 (｢ o11 a+ 虫幅iJと+1,: にt
=

la/1Lミ完丁 ･ 過去完 T )

i m p = i m p e 1
･
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m 命令法

p o t = p ot e n ti al f o r m 叶穂状

c o n d = c o n diti o n al f o r m 条件法

p a 8
=

p a S S i v e 受け身
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日本語とフィンランド常 の動詞 の 意味範囲 の対照研究

あげる
-

N O S T A A 等

序論

(I) 研究 の 目的

ある--- 瑠 の 言語を使うす べ ての 人間の集団u) なか で
､ それぞれの個人は ､ 自分自身の特有の言

語習慣をもち､ 他人と個性的に区別されて い る｡ しかし
､ 同じグル ー

プ の 中で コミュ ニ ケ ー

シ ョンが

成り立 つ ため には ､ 個人 差ほ 互い に分かる範囲内に限るo 同じようにどの言語も世界のあらゆる

物や事を分割し､ 範噂化する固有 の形式をもっ て い る() しかし
､ 固有の 言語は地理的に遠く離れ

ているはど差 異が多くなるにヰ) かかわらず
､
人間の 使う言語活動は

､
どの言語の場合でも非常に

似て いるともい えるだ ろうD どの 言語 の話者も
､
人 間という生き物 に特有の音しか .tt.S せな い し､ わ

れわれの 誰もが ､ そ の 気 になれば､ 他人 の 言語を習得できるの である｡ ただし､ 自分にとっ て新し

い 言語 ､ 特に遠い 国 の 言語の習得 は容易なことで はない ｡ 例えば､ 日本語をならう外国人が 直

面する問題は ､
｢アクセ ントはどこに置くか+ ( 肝芹の 区別) や｢どの助詞を使えばい いか+ ( 文法的

な要素の 区別) や｢ 形容詞は動詞と区別するか+ ( 語褒の意味の 区別) などの ようにさまざまである｡

しかし
､
こ の 上うな問題 はす ベ て ､ それぞれの 言語の 固有の 発展 の結果であるo 現在 のグロ - バ

ル 化されたIu ･
-

･界の 中で 札 特 に先矧司の 剛では ､ 情報は国境を問わず猛烈なスピ ー

ドで広がり､

I-tL
-

非的に火 遁の概念が次 々 と誕生するo また ､ 数ある言語 のヰ叱 は ､ そ の発展 に必 要な時間が

与えられずに消えていくものもある() このように言 語の 同化が進んでも､ そして共通の概念が増え

ても､ 生き残る言,=i[f の[g,!l 有性 は完全 になくなることはない だろう｡

では
､ 固有性 は ､ 言語の どの 分野まで 及ぶかというと､ 音韻 ･ 語褒･ 形態 ･ 統語の すベ ての 文法

的な要素だけでなく､ 語用論を含む言語生活の 全面に見られている｡ しかし､ それが最も目立 つ

の は ､ 語桑の 意味の なか である｡ ある言語 の 語意を他言語 の類似の 語意と対応させたときに ､ そ

れ杜
､ 判らか になる( , 例えば､

日本語の ｢ できる+ という動詞の 意味を大雑把にフィンランド語の 動

詞に比 較すると( a - d l) ､ そ の ｢ できる+ に相当する動詞の機能はだい ぶ違うことが分かる｡

a) O s a a n t u ll a si n n e .

- 凍ることが できるr
,
｢ 行く道が 分かる+ ( o s a t a)

b) V oi n t u ll a si n n e .

- 来 ることが できる｡ ｢ 都合が い い+ ( v oi d a)

c) K y k e n e n t u l e m a a n si n n e ･

- 来ることができるく) ｢ 体 の調子がい い+ ( k y e t a)

d) S a a n t u ll a si n n e .

- 来 ることが できる｡ ｢ 許可をもらっ た+ ( s a a d a)

このように見て ､ 語意の 対照言語的な比 較は ､ 言語の 語意の 固有性を明確 に取り出すために有

fF 掩]j 法 であり､ 類-!F-J. 論 的な語意の 比 較にも道を開くもの ではない かと思う｡ こ の研究の 第
一 の

= 的 ほ ､
｢ あげる+ とフ ィ ンランド語の ｢ N O S T A A + 等 の移 動動詞を対比 し､ それぞれの 動詞の 意

味から特イ‾]r
-

の 要素と観似 的な蟹素を特近し､ 類似点はどの 程度普遍的であるか ､ 固有の 要素は

'
軌詞u ' 機能 叫 重い /= J J) か ろた め に ､ 肋軌詞 - られ る1 や 郎司 l 叶 軌 を 含め た 詳 しい 意歳素分析が必 要で あ るが､ こ

こ で は 表面的に単純な例 引u L た だ けで あ るし ,



どの得度個別 言語的であるかを考察することである｡

もちろん本格的な語意 の類型論的記述を行うため には ､ 多言語的な語意の 比較を行う必 要が

あるが ､ 本論で行うような二 言語的な語意対 胤ま､ そのための 基礎的な作業であるとい えるだろう｡

以 下 の 記述 によ っ て 明 らかになるように
､
二 言語的な語意比 較にお い てさえ言語の 意味研 究に

関する本質的な問題 が多く現れ ､ そ の 多くは未だ に舶決できない ｡ 従 って ､
この 論文の 第二 の 目

的は ､ 口本 譜の 基本的な語の
･

つ を取り上 げ
､ それをフィンランド語に対応すると思われる語に

当てることによっ て ､
ニ カ国語間の語意対照における本質的な問題を表面化し､ そ の間題を解決

するため の 方法論的な考察を行うことにあるo 本論は ､ 将来にわたる日本語 ･ フ ィンランド語の 対

照研 究のため の 基本的な土 台を確立するための礎石 をなすものである
()

( 2 ) 対照研究に つ い て

( 2 .1) 言語を対比すること

どの 学問 でも新しい 発 見をするため に
､
あるい はある車) の の特徴を探るために ､ 周 辺 の 同類のも

のと比 較することは頻 繁に使われる方法の一-- 一 つ である
｡ 言語学という学問の原 点もこうい っ た 比

較に基づ い て いると言えるだろう｡ 1 8･[!i
-

,1;己の 終わり1 9 世紀の 初め頃 ､ 言語研究が本格的に始ま

つ たき っ かけも､ 言語 の 比 較によ っ て 雅 兄された言語の 歴史的な関連であるo 当時のヨ - ロ ツ パ

を中心とした研究は ､ 最初はキリスト教の｢ バ ー･ ベ ル の塔+ 神 話に基づ い て進められたが ､ 次第に

世界が広くなるに連れ ､ 言語にはさまざまな形があり､ 全てが同類のものから分類したので はない

ことが分か っ た` ) この ような発 見から､ 言語の歴 史的な研究は ､ 以下に述 べ る類型諭的な研究な

どに発展してきた(,

言語比 較は ､
どの 言語が人 間の コミュ ニ ケ ー

シ ョン能力にとっ て -
-

番適切 であるか ､ とい ったよう

な基準で行うことはけっ して できない ( , 例えば､ 日本語の ほうがフィンランド語より語の 変化が少な

いから効率的である､ あるい 杜トl 本譜 のほうが歴 史的な文献が多い の で価値が 高い ､ というよう

な言語 の比 較は無意味である-) なぜなら
､
どの 言語もそれぞれの地域社会に適用し､ 発展してき

たからである.∴言語を全体として 対比するの は ､ 人間 の言芹酔
I
j

'

･

動に特有の特徴を研究するときだ

けである
.】
この ような特徴は ､ 例えば E d w a r d s の述 べ る､ 人間の 言語が動物の コミュ ニ ケ ー

シ ョン

能ノJと 肘だる安泰 ､ (di s p l a c e m e n t) 助9
-

rと峠何と慣係なく話すこと､ (p r o d u cti v it y) 常に新しい

前に述 べ たことの ない-雅 話を限りなく生産できること､ 佃 a diti o n al t r a n s m i s si o n) 言語を次の 世

代に伝えられること､ そして b a tt e rn d u al it y) 少ない数の 音の組み合わせ で多くの 意味の異なっ

た 執活を形成 できることなどである(E d w a r d s 1 99 5/1 8) o

-
I

-

-述 u ) ように 言語 の 諸仰 を全体的に比 較するの ではなく､ 部分的 にも､ 言語は比 捺することが

できるし､ そ u ) 比 較u ) 紙iA ･ は ､ そ れぞれの研究分野の 観点によ っ て
､
さまざまな形 で役に 立 っ て

い る
( , 今 札(JI ､

.

= U ) ような.-I-f 語u) 対比 に共づく研究分野 は ､ 人きく分けて次の 5 稚あるo

a) ｢ 歴^
rjl ･ 比 較 吉 緋;,

I

:
+ け ､ 言語 の 比 較によ っ て 言語の親族関係 を明らか にし､ 語族 を形成し

ようとするl】



b) ｢ 言語類型諭+ は ､ 構造上 o) 特徴を比 較することによ って ､ 言語を範噛に分類することを目標

にしてい る(,

c) ｢ 言語地理 学+ は ､ 別布とおりに地理的 に近い 言語を対比させて ､ 互 い の影響関係などを明

らかにしようとする(
′

d) ｢ 翻訳学+ は ､ 言語学と区別される学問であるが ､ そ の Ll - で は ､ 言語の 比 較によっ て 同価 値

の 訳を研究する分野もあるo ( R oll e r 1 97 9/1 0 3)

e) ｢ 対j托ミ研究+ は ､ 二 つ の 言語を対照し
､ 両言語における表面化しない 要素を明らかにしようと

する｡

第
-

の研 究分野 は ､ 比 較を道具とする研究の Ll ] でもっ とも古いもの で ､ 主に青線 の規則的な変

化によっ で言語の 歴 史的な関係 を明らかにしようとする｡ 上 述のように ､ 特 に印欧語族の歴 史の

研 究では ､
この 方法が 多く使川された)

次の類型論は ､ 歴 史言語学 の 音韻論に限る制限を越え､ 言語をもっとグロ ー バ ルに関連づけよ

うとする｡ その 目的は
､ 牡界の 言語にお ける普遍性とそれぞれの 言語( 言語グル ー プ) の 特徴性

を明らかにすることであるt , 伝統 的に最ヰ) 有各な分叛 は ､
1 9 虻紀 のドイツ の 言語学者によって作

られた
､
4･ つ U ) 大きなタイプ屈折語 ･ 勝者語 ･ 孤立語 ･ 抱命語であるが ､ これほどお おざっ ばなタイ

プ は
､ 言語の 普遍他 につ い て何も語らな い ｡ 今 世紀の 初め頃サ ピアはこの 分類をより詳しく応用

したが(S a p i r 1 9 2 1/1 4 2) ､ 6 0 47
-

-

- 代から発達してきた最近の類型静的研 究( G r e e n b e r g 1 97 8) は ､

語順や格などu) -･ 一 定の 文法現象によっ て言語を分類し
､
研究を進めている( 角 田 1 9 90/ C r o ft

1 9 90) く)

言語地理 学は ､ ドイツ のヴュ ンガ - 一

に よっ てカ 貢の発 音における境界線の研究から始まっ た｡

そ のあとフランス の ジリエ ロ ン は ､ 今世紀の 初めごろフランス 言語同巻を発表し､ 言語地理学の 基

礎を確立 した｡ こ の 研究分野は
､ 伝統的に主に語褒の両 である言語の 方言差を研究するが ､ 隣

接する二 つ の 言語の 間 の 語東や 文 法的な要素に関する｢ 借用 ･ 影響関係+ も研究されて い る

( B e c b e rt 1 99 8/4 0) じ

翻訳学は ､ 現象としては ロ ゼ ッタス ト ー ン よりも古いヰ) のであるが ､ 学問として 割と新しく1 9 5 0 年

代からナイダによ っ て 凝 鳩してきた( N i d a 1 9 6 4) ｡ 翻訳学の 基本的な考えは
､
チョム ス キ ー

ー

などの

/I :_ hk 文法と同じように
､ 言語間に杜jlI･ 適 の 意味構造があるというo つ まり翻訳できるような文 の意

味は
､
別 の 文法構造や語褒を使川しても

､ 意味構 造が 同じであると押測するのであるo 深層構 造

a ) 小で位われて い る
､ 核文と派生 文という概念も頻繁 に使われて いるo 翻訳学は主に3 つ の分野 ､

翻 訳U) 普遍l 即亡法則を研 兜する分野
､
2 つ の特定 の 言語に限 っ て生じる翻訳問題を扱っ てい る

分野 ､ そして翻訳プ ロ セ ス(ノ･)
'
'

-
1

f
(

: 習を研究する分野に別れて いる(I n g o 1 9 9 0/ 1 5) o 最近は ､ 特に機

械翻訳では翻訳学が蒐脹してい る(,

最後 の) Jt川ほ
‾

;
-

i'r
,

.

1

1

学u ) 研 兜分野として碓 屈してきた｢ 対 脚肝究+ も､ 2 つ の 言語を対比 し､ その違

い を主に語学教育で 満雄した () 伝統的に対照研 究で は ､ 言語 の 学習は母 語と外 国語の 差 の 発

見に基 づく､ と考えられて い た ) 例えばラドは ､
｢ 外国語を学習する学生は ､ ある特徴 は別 の特徴

より簡 単に学習できると感じてい る(
,
,
柾語と1 r.

:

j じ特徴は学4 :_ にとっ て簡 単であるが ､ 異な っ た特徴



は難しい { ) + ( L a d o 1 9 5 7) Q ただしこの ようなfi_
'

J
r3長は ､ ながくは通用しなか っ た｡ 敵用分析 で明らか

になっ たように､ 異な っ た特徴 は学習者 にと って必 ずしも習得が難しいというゎけでもない ｡ 現在

r j(
L

lj
-

照研究+ は ､ 翻訳学とほ ぼ同
一

の 目標で研 究を進め
､ 応用 言語学における言語教育という

｢ 対照研究+ だけには限らない ようである｡ 翻訳学と対照研究との 間の
- 一

番大きな違い は ､ 対照研

究はラン グ(1 a n g u e) の 研 究 で あるの に 対し､ 翻訳 学は パ ロ ル ( p a r ol e) の 研究 で ある( D u t eil

1 9 9 8/ 1 25) ( 1

このように言語比較はさまざまな形 で言語学の(1 コ で応用されてい る｡ 今回め研究でも2 つ の 全く

異なっ た 言語の動詞を対比 し､ そ の 意味を比較する｡ この研 究は
､
二 カ国語辞書を出発点とし､

外国語の 語意をF･f
l
: 解するための放り組み であるので ､ 対照研究と断定することができるo もちろん

類型論あるい は地理学的な言語研 究として ､
この研 究の範囲は小さすぎるが ､ 多数 の言語 の語

意を対比 するための 方法論的な基礎研 究として何らか の貢献ができると思う｡ 現在 ､ 語の 意義案

分析 は個別言語 内では 発達しても､ 普遍的な言語間の意味記述は実現されてい ない の である｡

こ の初究は ､ 新しい 記述 方法を提案しない が ､ 現在 存在する方法でどこまで記述が できるかを明

らか にするo いずれに せよ､ 本研 究の-
- -

番重要な課題は ､ 異な った 言語 の 単語 における語意の

II,
-

･ 通点と･ 差熊ノ,
l

よを特定することであるの で ､
こ の研究を｢ 動詞 の意味範囲の対照研究+ と名づ け

f= ( ,

(2 . 2) 比 較の対象範囲

先ほども述 べ たように言語 は ､ 全 体として
- 一

遍に対 比することが できない ｡ 比較するため に ､ どの

対象範囲( 例えば音韻論 ･ 形態論 ･ 統語論 ･ 意味論 ･ 語用論) を中心に研究が進 められるかを決

定しなければならない , ,
--- 一 般 に比 較を目 的とする研究の対象は ､

これらの対象範囲の 中で､ 言蘇

の 中の ある- 一 定 の 機能に限る｡ 例えば､
｢ 移動動詞+ を比 較する場合 ､ ｢移動+ という意味機能 の

観点から研究を進める() また ､
｢ 格+ を比 較する場合 ､

主に統語論 上の観点からの研 究になる｡ こ

の場 合は ､ 補語 の 数や格 マ
- ー

カ
ー も異な っ てくるの で ､ 形態論と意 味論的な機能 の観点からの

比較もゃ)ちろん 考えられる( , これ につ い ては ､
2

.3 で より詳しく検討するo

研究対象は ､ 辞書u) ように単語と単語 の
一

対
-

的な比較 に限る場合､ 対照研究などよりも翻訳

学の 範帥として 考えなけれげならない ( , なぜなら
､
二 つ の 単語を比較するとき､ そ の 単語の 言語

シ ステム の 中の働きや位 置が明らか にならない からである｡ しかし､ 本研究と同様 に ､
シ ステム全

体を伸展にお い て ､
:rTも譜 の 意義素を対 比し研究を進めれば､

二 つ の 単語 の 比較も少なくとも対

照研 究u ) 重要な---
一

分野と考えることができるの で はない かと思うo

次に重要なのは ､
対照するための 3し通点が存在することである.L,

ワ -
- グナ - が対照研究に つ い

て いうように
､

｢ 対照の基態として働く共通の 要素をもっ ている場合だけ､ 対象物 は､ 対照的 に比

較することができる+ ( W a g n e r 1 9 7 4/3 7 5) o つ まり､ 比較 の対象を設 定する前 にそ の対比 の 可能

性を計らなければならない () 例えば ､ 本研究で扱 っ て い る｢ あげる+ と｢ N O S
′

｢ A A + の場合 ､ そ の

意味機能で 托 ､ 同じ鹿本的な意味要素 ｢J I_ 罪+ と統語機能の ｢他動詞牲+ が存在する｡ 共通点の

有無は ､
いくつ か 0 ) 例 文を訳して服 べ ばわかるものであるo この ほかに｢ あげる+ と｢ N O S T A A + の



共通する点として ､ 文の 中で動詞( V ) として働くことが 臥ヒげられる｡

( 2 .3) 対照によ って明確 にされる｢ 同価倍+

対照研究の F川勺杜
､
先ほどでも取上 げたように

､
共通点を持 っ て いる2 つ 以上 の 言語の 要素から､

そ の 要素の 共通 の 働きと異なっ た働きを見 つ け､ そ の 差異をは っき,りさせることである｡ 基本 にな

るの は ､
｢ 同価値+ という概念 である

o
こ の概念の 元 になるの は

､
ドイツ 語のÅq u i v al e n z そ して英

語の e q u i v a l e n c e という( - e q u i - ｢ 等しい+ ＋v al e n c e ｢ 価値+) 概念で ､ 日本語では｢ 同等 ･ 同量 ･

同価低 ･ 同意議+ などの ように訳されてい るo 同意議は ｢ 同義語+ と間違えやす い の で ､
ここで は

｢ 同価値+ と呼ぶことにする(〕

同価値を求める対照研 究のr
L
i 憎 ,

･託として ､ 三 つ の 立場が考えられる( D u t eil 1 9 98/1 28) 0 ①も

つ とも使 われて い る対照の 設定基準は ､ 同じ機能を推定し､ そ の機能の丙言語 における出現( 同

価値の 表現) を11)) らか にする､ という方紘 である`, こ の場合 ､ 対照の 出発ノ烹は
､ 客観的で両方の

言語 の外 にある
o 例えば ､ 鳩 詞句が移動の 到着点であることをあらわす要素+ を対照する場合

､

日本語とフィンランド諦は お上そ次の 通りになるく,

( 1) 到 着点

( 日本語) / ＼ ( フ ィンランド語)

に ･ へ ･ まで [ - V n] ,【h V n L トs e e n] ,ト11 e] ,[ s a a k k a] ,[ a 8 ti]

②次によく使わ れて い る設走盛準は ､ ある言語の 範噛または構造などを放上 げ ､ その機能を別

の言 語に記述し
､
同価値 の範幡 ･ 構造がどう表面化するかを解明するものである｡ 本研究もこの

立場から研 究を進める方針 である｡ こ の 場合 ､ 出発 点杜 ､ ある
一

定の言語現象である｡ 例えば､

日本語の｢ に格+ をフィンランド語に対照する嚇合､
次の ようになるだろう{, ( 対照は筆者の 直感に

よるもの である) ()

( 2) に( いる)

に( いる)

に( 入れる)

に( 置く)

に( 変わる)

に( 与える)

1 n e S S I V - S s Å

a d e s si v -llA

ill a ti v - V n / - h V n / - a 良e n

all a ti v -li e

t r a n sl a ti v _ k si

d a ti v -ll e

に( 教わる) a g e n ti v
-/ - 〟 - t A

③最後 にもっ とヰ)批 判される べ き盛準であるが ､ 同じように命名された範噂が2 カ同語の 中 でど

の ように実現されるか を調 べ ､ そ れぞれの 同価値の 出現を求めるものである｡ この 場合 ､ 範噂は

ただ同じ才,Jう子J
-

を措ち ､

I

j:fg7.竺に対照できるような根拠はない ｡ しかし､ 伝統的に同じ# . 前をつ けた

理 由として
､
共通点があることが取上 げられるの で ､

一

種 の (あまり推薦できない が) 対照研究は

可能 であろう
( , 例えば ､

ドイツ 語と日本語の ｢ d a ti v e + と呼ばれる格を対照すると､ 次の ような結果

になるかも知れない
u (例 は対照の 基準を明確 にするために ､ 筆者による｡ )

(:り ｢d a ti v e+



( i-I 本訴) /

にい る

に 変わる

に-
･
]
-j

･ える

に教わる

＼ (ドイツ語)

1 o k a ti v

tI
･

a n Sl a ti v

d a ti v

9

ワ

g e b e n , h elf e n

∈唱e n ti v ?

?
o bj e cti v b ef e hl e n , fo 1g e n ,

(2 . 4) 同価値 の段 階

二 つ の 言語を対照するとき､ そ の対照されるもの はどれほど｢同価値+ をもっ ているか によ っ て三

つ の 段階が区別されて い る( D u t eil1 9 98/ 1 3 2)
o ①｢機能 上 で は同価値 である+ ど印断された際

に
､ その機能は

､
文 法的 であるか語義的 であるかを区別されて いる

o 文法的な機能の 場合 ､ 対照

された要素は ､ 両方の 言語の 中で文法的に同じ機能を持 っ てい ると判断される｡ 例えば
､
日本語

では
､ 動作の進行形を表わすの に動詞 の語尾｢ - て い る+ が使われるの に対し､ フィンランド語 で

は
､
動詞 の 不 定 働 こ内格 の 語尾

､
あるい は 目的語 の語尾の 区別が使われるo この 場合､ 前者は

動詞につくことでは っきり文法的に同仰i値 のもの であるど剛断できるだ ろうが ､ 後者は｢ 現存するも

の の 部分を+ という意味 でRi】接的 にしか文法的な同価値をもたない o

( 例) 食 べ ているo Ol e - n s y 6
- m 良一 s s a .

パ ンを食 べ て いるL,

パ ンを食 べ る( +

Ⅴ: 1 s g ＋Ⅴ: 3i n f:i n e s si v .

S y 6
- n l eip a

- a .

Ⅴ: 1 s g ＋N : p a r titi v .

S y 6
- n l ei v a - n .

Ⅴ: 1 s g ＋N : a c c u s a ti v .

語義的な機能 で 同仙‖直であると判断される場合 ､ 研究対象は適例 単語または 意味場 である｡

比較の 対象が両 言語の 単語 である場合 ､ 単語の意義素が別の 単語の 意義秦と対照され ､ 単語

全体は-
一

つ の 構造として観察される-〕 例えば ､ 本研究の 場合は ､ ｢ あげる+ と｢ N O S T A A + の 意味

の LI I か ら同価値の 意義素を求めて い るo それが意味場になると､ 単語は構造 の 中の 要素として

観察されるく, 例えば､
｢ 移 動+という意味場は ､

より細かく｢ 上 昇+ などのグル ー プ に分類され ､ それ

ぞ れ の 動討は ､
これらU) グ ル ー : }

'

の- 一

員として機能するo 文 法的な機能の 場合 ､ 山裾 点は主 に

形態 ･ 統一論論にあるU) に対し､ 語義的な機能 の場 合､ LI
J
f 軌烹は語桑 ･ 意味論にあるo

二 つ の 文 の 要素が ､ 何機能u) rElf で 同価値であると判断され ､
しかも構造 1

-

. でも同価値である場

介 ､
｢ 構造 I

･

_
a )l p11mi伯+ と いうo 例えば ､ [1 本.i .I ,7

-

-

a ) ｢ 私は学 /l三だ+ という又は ､
フ ィン ランド語の ｢ M a

o p i s k elij a o o - n + と機能的に同佃値 のヰ) a ) であるが ､ 構造 卜ではそうではな い｡ ) ( 語順が同じだが ､

フ ィンランド諦u ) 存/i
:
. 軌諦‖こは･･

一

人 称蝉数o,) 動作 モを示 す語尾がある) o そ の代わりドイツ語 の

機能的に 剛Iti伯(D 文｢I c h bi n S t u d e n t+ は ,
フ ィン ランド 卸 ) ｢ M a o o n o p i s k elij a+ という文と構

造 J
･

. でもF'-ll 価値である､ )

6



意味が等価 に位 擬する場合
†
両) )

.

a ) 言語の 安泰は ､
しばしば 語用論上 の 同価値をもつ ことが

ある｡ つ まり､ 両言語 の要素は ､ 機能と構造だけでなく場面的にも同じ価値をもっ ている｡ いわば､

同 割勺表現に近い 状態であるo 例えば
､

｢ M 畠 o o n o p i sk elij a + は 口語形で ､ 語ff] 論的にはドイツ

語の rl c h bi n S t u d e n t + には柑当しない が ､ 文語でもr7 語でも使われる｢ M i n a ol e n o p i s k elij a +

は ､ 直感 で判断すると語)-fj 論上でも同価値のもの であるo

( 3) 語の意味の 対照に つ い て

(3 . 1) 意味とは何か

｢ 意味+ という概念を考えると､ それ は意味を観察する視点によ っ て次の 二 つ の 主な｢ 意味内容+

に分けることができる
( , 第

一

は
､ 話者が本来頭の 中で 考え､ 相手に伝えようとする意味内容(考

え ･ 意図 ･

溌 想) であるo この 思考に内在する｢ 意味+ は ､ 話者の 表情にしか旧ないものなどで ､

外から解釈されることがない () 第二 は話者の 口から言葉に課した意味内容である｡ これは ､ 聞き

手によっ て解釈され ､ 誰にでも伝えられるメッセ ー ジ(発 話 ･ 言語的な意味) である｡ この 思考と言

葉の 差の ために
､
我 々 はよく｢ そんなことを言うつもりで はなか っ た+ あるい は｢ 今の 心境を表すの

に 吉葉が 見 つ からない+ とい っ たような場面 にぶ つ かる｡ これは 全て脳の rT , の 思考とその 思考を

伝達する言柴の 追い によ っ て 生じる問題 である
｡

もし､ 言語と思 考が 同じであれば､ 単語 の 多義性(1 . a m bi g u it y) と､ 言語の論 理的な明白性の

不足(2 .l a ck of l o gi c al e x p li cit n e 畠8) と､ 前に述 べ たものを指す機能(3 . c o - r e fe r e n c e) と､ 話者

の
I
i
J

!
'

- 場 から見ること( 4 . d ei x i s) と､ 同義語(5 . s y n o n y m y) の 解離というような言語 現象壮ありえな

いことになろう｡ 例えば ､

1 . I) ru n k G et s N i n e M o n t h s i n V i oli n e C a s e .

( 酔 っ ぱらい は ､ 九 ヶ)l もヴァイオリンケ -

ス(7) 中に暮らさないだろうu )

2 . R alp h i s a n el e p h a n t . E l e p h a n t s li v e i n A f ri c a . E l e p h a n t s h a v e t u s k s .

( 象は 同じア フリカに住ん でいるけれど同じ牙を使 っ てい ない ｡ )

3 . T h e t all bl o n d m a n w i th o n e bl a c k s h o e . - T h e m a n …

- H e . , .

( ｢ 彼+も同じ良い 説明を指して いる)

4 ･ A p o li c e m a n
'

s 1 4 -

y e ar
-

old 8 0 n , O p e n e d fl 1
･

e f r o m h i s h o 1ヽ S e , killi n g a p oli c e m a n ,

A p oli c e m a n
'

s 1 4 -

y e a r
- old s o n

,
O P e n e d fi r e fr o m h i s h o u s e , k illi n g th e p oli c e m a n .

( 卜の 文の 督察官は違う人物であるが ､ 下は同じである｡ )

5 . S a m s p r a y e d p a i n t o n t o t h e w all 二 S a m 叩 r a y e d t h e w all w itも_ p ai n t

(fA.T1･l
1

方 の 文は[i171 じ 刺雨を指してい るが
､
表現方法は違う) ( Pi n k e r 1 9 95/7 9 1 8 0)

のように恕考と言語は ､ 区別する必 要がある｡

しかし､ こ の 1 つ は ､ 非常に密接な関係を持 っ て い る〔, 例えば幼児 壮 ､ 言葉の 指す概念を理解

しない ので
､
大人 の いうことが分からない が ､

二 才ごろから人生 でもっとも重要な発見をする: す べ

てU ) 物 事( 概念) は# .1前( 言柴u ) 表示) をもっ ている｡ このときから｢ 言柴は 思考的 になり､ そして思



考け言 脚勺になる+ ( V y g o t B ki 1 98 2/92) ｡ ただし､ 言語と思考は ､ 前述のとおり互 い に当てはまら

ない 部分もあり､ 二 つ の 輪が部分的に穫うように完全に位置するのではない く〕

( 3 .
2) j悩 の 中の 言語

脳 は非常に精密な機関 であるの で
､
脳細胞を切っ たり刺激を与えたりすることは非常に危険であ

る｡ そ の ため に､ いくつ か の 手術やレ ントゲン による方法があっ ても医学 の観点から見て ､ 思考と

言語はどのように脳の rf ] で実現するかに つ い てはは っきりと知られてい ない( Le s s e r 90/3 7 2) . 脂

は ､ 数えられない ほどの 量( 約 1 0 0 億) の脳神経細胞から成 っており､ これらはまた脳 の表面 にあ

る灰 色のヰ) つとも活発な短 い脳神経網とその 下にある白いより消極的な長い神 経網から成っ てい

る｡ 脳 は心臓と肺臓と全く同じように･
-

つ の潜官として体の 中で機能しているの で ､ 任務によ っ て

脳 の他の 部分からは っきりと区別 できるような自立している核は存在しない ｡ 脳は … 部だけでは機

能 できない し､ そ の形と働きに関しても個人差が大きい ｡ 例えば
､ 言語能力は 4 - 6 才くらいまでに

完成する(S kn t n a b b - K a n g a s 8 8/4 2 , P i n k e r9 5/2 93) が ､ そ の後に生じた脳 の部分的な障害も､

脳の ほかの 部分によ っ て 多少 か ミ -ー
-

できるo こ のように見て ､ 脳は非常に柔軟性をもっ てい る｡
･

し

かし発 達してから( 特 に軒膚期の 後) の月那草寓は ､ 部分的に直っ ても完全復帰はほ ぼ不可能 で

ある｡ この ように用抑) す べ ての 純分は ､
人間の 思考と行動にとっ て重要であるo しかし､ それにして

も脳 の機能は ､ ど の 部分 に集小して いるか によ っ て多かれ少なかれ分けることができる｡ 言葉に

関する器官も､ 脳のどの位置に当たるかがだいたい 特定できる｡

聴覚器官 に
-

番近 い順 の 分野は ､ 穿と声の 差などを分析する脳の ｢ 耳+ であるo こ の部分はお

そらく発 話と碓 話 ､ 単語と単語 ､ 音節と音節 ､ 音素と音素との 間の 区別を明確 にし､ 脳 のほか の

部分にそれぞれの 単語 の意味などが解釈できるように声を分析する｡ この 部分は ､ すでに生まれ

る前か ら周 辺 の 声を聞き分け
､
自分の 母 語 に特 有の 音節構造を形成し､ 記憶する肝i n k e r 9 5/

2 64 - 26 6) ( ,

次に耳に近いJ】削) 部 分は ､
左 半分2 の 聴覚機 能の 後ろにあるウ ェ ル ニ ケ領域である｡ この 部

分は ､ ある概念と単語を結び つくような働きを果たして いる｡ 単純に言うなら脳 の 中の 辞書として

機能して い る
`〕 見体的 に脳桔 ､ ど の ように単語をそ の 意味概 念とつ なぐか は知られて い ない が

､

脳梗 塞魅者の 観察によっ て
､ ク ェ ル ニ ケ領域 は ､ 語 桑形成で 大きな役割を果たして いることが 明

らかであるo ウェ ル ニ ケ領 域の脳梗塞患者は ､ しばしば名詞に関する失語症の症状を見せてい る

からである
` , 彼らの許してい る言葉は ､ 文法的に了F _ しい が ､ 使 っ て いる単語は全く意味を持たない

間違 っ た単語が多い (Pi n k e r 95/3 1 0) ｡ ウェ ル ニ ケ領域は ､ 聴覚器官で分析された名詞 を記憶

にある意味概念と結び つ けることはできるが
､
文の 構造に関する情報とは結合できない ｡,

脳 の 左 半分( 聴覚器
JLF ･; の 前) にお けるブ ロ ー

ー

カ領域 は ､
文 の 形成に当た っ て大きな役割を果た

している. ) ブロ
ー

ー

カ領域 の脳梗塞 恕者は ､
動詞の 使月] に彩響があり､ i . 詞をただ拒ん でい る様子

z
右 手利きの 場合9 7 % 左 手利きの 場合19 % は

､
順 の 左 半分に 言葉を支配する部分を持っ て い るo 残りは脳 の 右半分(68 % ) ある

い 比 剛l削こ言語能ノ) を持 っ て い るo ( P i n k e r 1 9 9 4/3 0 (;)



で 話して い る() 軽 い 障害を持 つ ブ ロ ー

カ領域の 患者 は ､ 例えば能動文と受動文の差が分からな

い
､
また格 などの 文 法的な要素の 働きも認 識できない(Pi n k e r 9 5/3 0 8) ｡ しかし文法全体を把握

する部分として はブ ロ ー ー

カ領域 は小さすぎる｡ ブ ロ ー

カ領域の周辺も､ その長距離の脳 神経も､

その他の 全休的な思 考を支配する領域も､ 言語の 文法と何らかの 関係を持 っ て い る｡ 例えば､ 耳

の 卜にある 仰 ) 動きと指などを コントロ ー

リ レする部分( s o m e B th e ti c a r e a
, p ri m a r y m o t o r a r e a)

も言語能力､ 例えば派生接辞などに影響して い る｡

言語学の 観点から見ても､
ブ ロ

ー

カ領域とウニ ル ニ ケ領域が言語に関する機能を分担してい る

ことは ､
ごく自然なことである｡ ほとんどの言語の 中で動詞と銘詞は互 い に区別され3 ､ 発話 の基本

になる動詞とそ の素材になる銘 詞に別 れてい る｡ こ のため に基本語桑の 中でも､ 動詞は語秦全

体の 中で少ない ( フ ィンランド語で約8 % と日本語で約1 1 % ) が ､ 名詞 は広い範囲( フィンランド語

で約7 5 % Fl 本語で約7 8 % ) を占めて いる(S a u k k o n e n 1 9 7 9/1 1 ､ 石綿 1 9 82/1 24) .

(3 . 3) 語と概念の 関係

全ての 人間が他界を同じような道具ヰ)川い て概念化するとは言えても､ その道具の作っ た概念自

体は同じとは限らない
l
】 どの 人間 に共通の概念 ､ 例えば｢ W A L K + ｢ E A T + ｢ W O M A N + ｢ C H I L D +

などがあるとしても､ 環境 によっ て必 要とする概念杜人い に異なる｡ 例えば､ 赤道近くに住んで い

る人 は
､
｢ 吹雪+ や ｢ セ ントラルヒ -

ー

ティング+ とい っ た概念を知る必 要がない o 同じように - 定の 言

語 の 中でも､ 例えば農民 は､ 必ずしも｢ 為皆レ 一

寸+ や｢ 円相場+ とい っ たような経済概念を使わな

い し
､ そ の 意味を知る必 要もない ｡

しかし､ 外 国人でも農 民 でも ､ 必 要に応じて 自分 の思考の 中

にない ことがらを学び ､ 新しい 概念を身に つ けることは できる｡ 外国語の 場合 ､ 言葉が新しいとは

い っ ても､ 概念 自体はた い て い の 場合新しいもの であるとは 限らない ｡ しかし､ これらの概念は ､

母語と結び つ い てい るので ､ 概念の 新しい 分類 ･ 整 理が必 要である｡ これは外 国語学習で行 わ

れる精神 的作業である【,

で 桔 ､ 単語を通じて 表面に出てくる概念は ､
い っ た い どのように理解するr <きであろうか o 例えば ､

フィンランド語の 単語 ｢k o i r a + は ､

- 方｢ 犬+ のようにもの を直接的 に指す明示的な(d e n o t a ti v e)

意娠を表し､ 他方では 人 によ っ て 異なる｢ かわい い ･ 怖い+ というようなもの に付加されて いる内包

的な( c o n n o t a ti v e) 意味も含めて い る｡ 本研 究で 杜 ､ 後者の 意味を分析しない ｡ その概念が本

来的に暖味なためであるQ

同じ｢ 犬+ という概念のさまざまなニ ュ アン スを指すために
､
また異なっ た単語も使 われて い る｡ 例

えば ､
｢h a u v a + ≠ ｢ い ぬ の幼児語+ ･ ｢ r a k ki+ ≠ ｢憎 い い ぬ+ ･ ｢ p e n t u + ≠｢ 子 い ぬ+ ･ ｢ p i s ki+ ≠ ｢番

犬のようない ぬ+ などがあるo また犬をその形によ っ て｢ ゴ ー ルデン レ ッドリバ -

+ や｢秋 田犬+ などそ

れぞれ異なっ たg . 称が蛙 われる(, これらはす べ て同じ概念｢ 犬+ を含めた｢ 犬+ の下位範噂であるo

例えば ､ 大 の 場合 ､
それ ぞれの 単語 は ､ 階層関係(b i e r a r cb y) によ っ て 少なくとも次の 2 つ 以 上

の 下位範噴騰造に振り分けることが できる〔,

3
1rl 国語 な どで 比 叡詞と名詞の 区別 姓 ( 日 本語 の 憎 < > 愛す る) の よう に) 仕 っ きり しない と言わ れて い るu



( 1) 動物

/ - ＼

野!-I-:_ 動物 ペ ット 家畜

/ i ＼

魚 犬 鳥

/ l ＼

( 2) 有様

/ I ＼

人間 動物 植物

/ ‡ ＼

馬 大 鳥

/ l ＼

秋 円犬 ハ ス キ
ー ー サ モ イェ ド 番犬 盲導犬 警察犬

最初の( 1 ) は ､ は っきりと｢ 動物と - スキ ー ー

+ の 間をつ なぎ､ 全体と部分の 関係 を築い て い るが ､

( 2) の ｢ 有様と盲導犬+ の 関係は 多少わざとらしい感じがするo 動詞も同じように意味の 階層 関係

によっ て下位範噴に分けることができる｡

( 1) d o

/ i ＼

m a k e c a ll S e b e c o m e

/ ! ＼

c o o k kill b o il

/ 】 ＼

する

/ I ＼

作る 行う 成る

/ t ＼

調即する 殺す 湧かす

/ J ＼

e x e c u t e m u r d e 1
･

a S S a S 8i n a t e 処刑する 殺害する 暗殺する

( 日本語の動 詞は英語からの 訳である(, ) ( T a yl o r1 9 91/4 8)

しかし
､
こうい っ た構造で は ､ 例えば【d o -b e c o m e】や恥ill - e x e c u t e] の 関係 は本当に全体と部分の

関係だろうか ｡
｢ 死刑犯は殺された+ は｢ 処刑する+ という意味には成らない ()

(3 .
4) 語の 意味の分類

上述 の フィンランド語 のもキ絹吾｢k oi r a + には ､ 別の ｢弱 虫+ という直接的な意味もあるo これは ､ 単語

の意味の 変化によ っ て /I :_ じたも()) で あるu もともと｢ 犬+ は ､ えさを十分放れず ､ 外 で寒さの 中で飼

われたため
､ 貧弱のヰ) の として 見えただろう｡ このように単語の意味が変化するの は ､

ごく普通 のこ

とであり
､ 却っ て 変化しない ぼうが おかしい(,

言薬の 意味の 変化に関して ､ 少なくとヰ)次の 7 つ の原 因が考えられる( E a n g a s n i e m i1 9 97/8 3 -

8 6) く) ( 1) ｢ 言語内部 による原因+ の 場合 ､ 単語が使われる環境の 中で ､ そ の 使用目的が変わる｡

例えば､ 形容詞の 鰐川語尾｢ けれ+ と接続助詞｢ ども+ が一
-

緒に使 われたので ､ 接続詞｢ けれども+

ができた( 渡辺 1 9 9 7/ 1 5 5) ｡ ( 2 ) ｢歴 史的な原 因+ の 場合 ､ 新しいもの が古 いもの の 代わりに入 っ

ても古い 単語が使われる() 例えば､ 昔はfヒき物だけが｢ 走 った+ が ､ 今は列車も｢ 走る+ o ( 3 ) ｢社会

的な原[kl+ の 場介 ､ 杜会の 常識 によ って意味が変わるo 例えば､
フィンランド語の ｢j u n k k a ri + は ､

もともとr 貴族 の 青年+ の 意味を表したが ､ 社会の イメ ー ジ の 中で ｢ 悪ガキ+ の 意味 に変わっ たo

( 4) ｢ 感情的な帰 因+ の 場合､ 深 い感 情を表す語の 意味は反対の 意味に転じる() 例えば､
フ ィンラ

ンド語の｢ p a h a + という単語は ､ 元 の意味紘｢ 意地悪な+ であるが ､
｢p a h a ty tt 6 + のばあい ｢かわい

そうな女の 子+ であるし, ( 5) ｢ 感覚器宵 による原因+ の場合 ､ 例 えば昧でしか 言わなか っ た言葉( 甘

1 0



い ･ 苦 い) は ､ 別 の場 面でも使えるよう
.

になる( 恥 ､ 考え ･ 苦 い 経験) o ( 6 ) ｢ 意味的な借用+ の場合 ､

別 の 言語からの 直訳 の 影響で 単語は 新しい 意味を持 つ ようになる｡ 例えば ､
フ ィンランド語 の

｢ h e d el m a t 6 n + ( 実のない) という形容詞は ､
ス ヴェ - - デン語の r fr u kt16 8 + 同じ意味の単語から別

の新しい 意味( 無駄な) を借りた｡ 最後 に( 7) ｢ 新しい 概念の 誕生+ の場合､ 依然存在する単語は

新しい 概念の意味を受け持 つ ことになる
`) 古 い 単語に新しい意味を導入すれば ､ 言語自体はより

経済的になる( I

言葉の 意味の 変化 は ､
心理 的な原因にも分類されて い る( K a n g a s n i e m i 1 9 9 7/78 - 82) o

一

番

変化の 多い のは ､ ( a) 具体的な意味から抽象的な意味 - の 変化 である｡ 例えば｢ あげる+ はもとも

と｢もの を上昇させる+ の 意味を表しただろうが
､
少しず つ その 意味は｢ 与える+ 意味に変動した ｡ ま

た
､
(b) 単語の 比 愉 的な用法( 隠愉 m e t a p b o r) によ って できた意味 ､ 例えば｢机の脚+ など､ も少

なくはない ｡ そして( c) 同じように換愉( m et o n y m y) ､ 例えば｢建築+ は原因と結果の 関係を表す ､

と提愉( 8 y n e C d o c h e) ､ 例えば｢ め し+ は全体と--- 偶 の 関係 を表す ､ もよく使われる｡ 発 音に近 い

単語(d) も変化を起こす原 因になるD 例えば ス ヴェ - デ ン語の ｢ s v a rt 8j tl k + ( 黒い 病気 の) 嫉妬

深 いという意 味の 削吾は ､
フ ィンランド語で｢ m u st a 8 tlk k ai n e n + ( 黒い靴下の) の 形で同じ意味を

表すょうにな っ た ‥
ニU) はか に( e) 複合語の --

一

部( プラットホ - ム - ホ
ー ム) も､ (の語の軽蔑語 - の

変動( 爵様) も､ (ど) 語の意味的な向上(｢ m a rs alk k a+
★

牛飼い 一 将軍) も
､
(也) 語の 意味の激化 ･

緩和( ｢t a p p a a +
☆

殴る - 殺す ･ ｢ v alitt a a +
☆

痛む - 嘆く) も意味の変化の原 因になっ ている｡

本研究 では ､
｢ あげる+ と｢ N O S T A A + の意味変化の原 因は解明しない が ､ どの ような原因がある

かを指摘することによ って ｢あげる+ と｢ N O S T A A+ の 多義性を分かりやすくするつもりである｡

( 3 . 5) 語の 多義惟

上述のさまざまな意味変化の 原因でできた新しい 意味は ､ それぞれ同じ単語 の 多義性としてそ

の 単語の 意味に加 わる｡ もし言語は ､
こ のような現象がなければ ､

つ まり
- ー

つ の 単語が常に-
一

つ

の 意味を表すならば､ 我 々 の脳 はその莫大な畳に堪えられないだろう0

単語の 多義牲 は ､ 直接 に単語 の使用頻度にも関係している｡ 例えば､ 動詞 は ､ 語尭全体 の 中

で名詞より少ない( 上 述 p . 9) が ､ 任用頻度の場合 ､ 動詞は名詞の 半分ぐらい( 動詞と名詞との使

川頻度の割合ほ ､
フ ィ ンランド語で 動詞約2 5 % と#, 詞約4 4 % ､ そ して 日本語で動詞約2 4 % と名

詞約6 2 % ) 使われて い る( S a u k k o n e n 1 9 7 9/1 1 ､ 不 納 1 9 82/1 2 4) ｡ したが っ て ､ 動詞 の意味 は ､

名荊よりヰ) 多義作が高い ことが分かるo

多義.i .
L
テと非常に近 い 訴は ､ 同音輿義詣である` , そ の 差は暖昧 であるが､ :I: . つ の 語の意味はもと

もと同じ===- - つ U ) 意味だっ たか どうかは ､
--

一

般的に 区別の基準になっ ている｡ しかし､ 歴史的にさか

のぼることは難しい t )
こ の場合､ 意味の 関連惟が決め 手になるo 例えば ､

｢ 郵便ポスト+ と｢ 会社の

ポスト+ 托 ､ 心 ､ に何i )悌】連牲 がない (
,
-

- 方統語論 l
･

_
の遠 いも多義語 の--l

l -

? の 基準として 考える

ことができる(, 例えば､
｢ p i t 狛 - a + 壮｢ 持 つ+ という意味を｢p it a 魚 - s 上a + は｢ 好き+ という意味を表して

いるく) ただし
､ 桝らかでないl;i,

･

今は ､ t許= 担は多 い ｡
また

､ 多義 語の意味を分析するときに ､ 語 の 階

層 関係との 区別も判らか にしなけれ ばならない o 例えば ､
｢耕す+ は｢ 殺害する ･ 暗殺する+ の 二 つ

l l



の意味を含めないと考えることにす冬)

語の 意味は ､ 連結し､ 互 い に意味的な関係 を持 っ ているo そ の 中の- -

つ は ､ 語 の 基本的な意

味､
あるい は言い 換えれ ば中JL ､的な意味である｡ 例えば｢ のる+ の 中心的な意味は｢台に上がる+

であるが
､
｢ 乗り物に入 る+ などは 二 次的な意味 である｡ それぞれ の意味に近 いもの は

､
より密接

な関係 を持ち､ 語の中で 多義の
-

つ の意味要素を形成する｡ 例えば
､
｢船 に乗る+ と｢ 電 車に乗

る+ は ､
｢ 太郎は船 に

､ 次郎は自転車に乗 った+ という文で 分かるように ､ 両方の 文ほ同じ意味を表

して いる｡

本研究 では ､
｢ あげる+ と｢ N O S T A A + の意味の対照は目的であるの で

､ それぞれの意味の 多義

性も把握しなければならない(, しかし､ それはあくまでも対照するため に行うもの で ､ 多義性そのも

の を解明しようとはしない (.,
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本論

第-トー1
- 章 動詞｢ あげる+ と｢ N O S T A A + に つ い て

第一
一

節 動詞とは何か

(二1) 世界と概念と動 詞の関係

世界のどu) 言語も､ 脳 の [P の 発想を反 映し､ コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン の rF. で その発想を発話に変えて

情報を伝える｡ しか し､ 言語は思考そのもの ではない o か つ て Pi a g e t などの研 究では ､ 思考が言

語によっ て発 達するとい われてい たが ､ 思考が独自に発達することはすでに二1 9 3 0 年代に指摘さ

れて い る(V y g o t s ki1 9 82/9 0) ｡ 最近 の研究では ､ 生まれてくる赤ちやんは ､ すで に3 ケ月 のとき単

純な模様に つ い ての プ ロトタイプを形成し､ 7 ケ月 のときおもちやを大人と同じように概念化し､ そ

して l ()ケ月 のとき顔を把握 できることが分か っ た(It k o n e n 1 99 6/26 5 - 2 66) ｡ つ まり､ 思考と概念化

能力は ､ 言語能ノJ の 前に存在するが ､ 言語の発達によ って思考は意識されるようになるo この よう

に概念が語と結 び つくことによっ て ､ 論理 的な考えが発 展し､ そして( 生まれ育っ た環境で話され

て いる) 言語が獲得される(Itk o n e n 1 99 6/ 26 9) ｡ したがっ て
､ 思考はどのようなシステムで伝達さ

れるか(様 々 な言語の 文法) ､ また概念はどのように分類されるか
､ ( 手 =【h a n d , a r m] ､ h e a d = r 頭 ､

臥) ､ そしてどのような概念は 対ヒと開通してい るかは ､ 言語の 比較によって明らかになる｡

それぞれ の 言語の シ ステム によ っ て
､ 意味を表す要素は ､ 別 々 の 自立 した単位として認識され

たり( 中国語など) ､ または - 一

つ の 文を- 一

つ のまとまっ た単位として把握されたり( エ スキ モ ー 語な

ど) ､ あるい は 両方のケ -ノー

ス が 多かれ少なかれ-･-
一

緒に認識されたりする｡ しかし､ どちらかの 形態

論的な傾 向が強い かとは 言えても､ 完全 に
一

つ だけの方法という言語は存在しない o どの言語も､

両方の 自由形態索( 駅 ･ 向かう) も拘 束形態素( に/ - ･ る/ た) も使用している｡

このように言語 の 差はす でに形の 上で 大きく異なっ ているが､ 直接
.
現実の 性界に存在する要素

を形 の 上で反映する普遍的な要素もある(, 例えば､ 前に起きたことを先に述 べ なけれ ばならない

という規則がLLi
-

界 の 多くの 言語の Ir l で 存在するが ､ 逆の 規則は存在しない ｡ また､ 言語的に複数

が表示される物 は現 実世界 で は-1
･

つ 以 上であり､ 言語の 複数形も単数 形より長 い ( 山仙 々 ･

B e r g/B e r g e
･

V u o ri/ V u o r e t) . そ して､ ｢物+ と｢物 の牲質+ や｢動 作+ と｢ 動作の対象+ などの ような

支配 関係 は ､ 現実世界でも言語 の [7] でも密接な関係 を見せてい る｡ また ､ 動作と物体の 区別も､

言語の 中で ､ 動詞と銘詞 の 区別としてどの 言語でも現れてくる(It k o n e n 1 9 96/2 6 1) ｡ しかし､ ｢ 動

詞+ というJ
'

”

'

l 詞概念 は ､
どこまで 普遍的であるか ､ どの ような変索の結合 によっ て個 別言語的な動

詞範嶋が できるか は[rulj磨であるo

( 2 ) 動詞の 捉轟

まず｢ 動詞+ という文法概念は ､

一

般的にどのように定義されて い るかを見て みたい 0 日本の国語

梓蓄(1L
'

.
秤苑) a) 巾で｢ 動詞+ は ､ 次のように定義されて いるo ｢【動詞1( v e r b) 品詞の

-

o 事物 の動
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作 ･ 作用 ･ 状態 ･ 存在などを時間的 に持続し､ 時間的に変化して行くものとしてとらえて表現する

語｡ 国語 で は ､ 用言に属し語尾変化に正格と変格とがある｡ -

+ ｡ こ の 定義に従うと､ 動詞は ､ ま

ず意味の L で｢ 動作 ･ 状態+ などを表して い る｡ しかし
､
動作や状態を表す普通名詞もある｡ 例え

ば､
｢ 使用 ･ 勉強 ･ 往来+ はそれぞれ｢何かをすること+ を表して いる｡ またもともと動作を表した語か

ら字･ 詞を派生した語も多 い (
, 例えば､

｢ 売りJ 二げ ･ 使 い ･ 本立 て+ はそれぞれ動詞から派生した名

詞であるo そ の ために ､
｢ 動詞は ､ 時 間的に持続し､ 時間的に変化して行く+ 意味をもつ と説明す

る
( ,
｢ 使用 ･ 勉強 ･ 柁束+ も時間の経過を含む 語であるが ､ 形態的には明らか に名詞であり､ 意咲

的にも｢ 働き+ を表さない く】 例えば､
｢ 勉強は去 年始まっ た+ ､ ｢ 使用の 始めと終 わりに注意しなさ

い+ の 場合 ､ 文 の時 間的な位置は動詞で表される
( , 説明の 最後に｢ 語尾変化+ が述 べ て あるが ､

これは
､
日本語における動詞には､ 規則通りの 活用とそうでないものがあることを示す o

言語学大 事典 の 巾で動 詞は ､ 次 のように定義されているo r動詞は令嗣とともに ､ もっとも重要な

品詞である(, 才一詞は 文 の 主要な素材をなすが ､ 動詞はそれをまとめて 文を作り上 げる｡ まことに
､

動詞は ､ 言菓( v e r b u m ) の l･r 叩) 苦楽である,, それ で 壮動詞は何 であるかということになると｡ 一 言

でそれを明らか にすることができない ｡ 孝一嗣の 場合と同様に ､ 形態論的に定義することができない

からである{ J 印欧語のような言語なら､ 括月ヨ( c o nj u g a ti o n) をする語鮮とい えるかもしれない o しか

し
､
い かなる語形変化をもしない 言語があり､ しかもその 言語にも動詞を認めない わけには行かな

い の である｡ 括川 は ､
い かなる)捌こしろ ､ それをもっ て動詞を定義する性質のもの ではなく､ む し

ろ動詞の 中に含まれる ベ き契機 の現れにすぎない のかもしれない ｡ + (亀井孝 19 96/1 00 3)

同じようにライオンス は : ｢伝統的な文法概念｢名.詞+ ｢動詞+ ｢形容詞+ は ､ 形と役目と意味の 全

て の 加街からの ｢ 合わせ た概念+ であると批判して いる｡ そ の ためにインドヨ ー ロ ッ パ 語以外の 言

語で は ､ r

r

i r
'

' 詞を定義するとき､ 困難な場合もある+ という(L y o n s 1 9 77/4 23) ｡ ライオン スが 引用す

る言語 ､ 北アメリカの ヌ ー

トカ語 では ､
主語と述語は 語尾で 示され

､
あらかじめ形態論 的な動詞と

f '詞の 分け)i
-

がないそうだ ) しかし
､
この 時制と法を表す要素は ､ ただ文 の最初の語の後 に つくと

いう規則 に基づくことで ､ 名詞と動詞は同じように活用するとは断定できない ｡ ヌ ー

小カ語 の基本

的な語順 は V r N ll1 ｡S O であるが ､ 特別な目的語の取り立て の場合 ､ 語順は O I N FI J V S である｡ 名

詞と動詞 は同じ活用 を持 つ ことを証 明するために S I N F L V の ような語順も存在するはずである

(A n d e r 8 0 n 1 9 85/1 5 5 - 1 5 8) ( ,

確かに動詞は形の 上で 定義できない が
､
サピアが言うように:

"

T h e r e m t1 8 t b e 8 0 m e t hi n g t o

t alk a b o u t a n d s o m e thi n g m u s t b e s ai d a b o u t t hi s s u bj e c t o f di s c o u r s e o n c e it i s

s el e c t e d - ･ N o l a n g u a g e w h olly f a il s t o di sti n g u i s h n o u n a n d v e r b , t h o u g h i n p a 1
･ti c u l a r

c a s e s t h e n a t u r e o f t h e di s ti n cti o n m a y b e a n e l u si v e o n e
”

(S a p i r 1 9 2 1/1 1 9) ､ つ まり何らか

の( 意味論 1二の)ノブ法で 発話の l･rl の 動詞と# . 詞を区別する必 要がある｡

J 二述 の ことを参 考に ､ 動詞 は ､ 形態論_I
-

_ と統語輪__1二と意味論 上の 三つ の 観点から次のように

1i:凝 できるだろうo

I . 形態論 1
･

.
a ) 定義: 括川( 人 称 ･ テ ン ス ･ ア ス ペクト･ など) ｡ 形態論_l二の超義は ､ 非常に個別言

語的 である
L , 言語によ っ て活用などの 形態論的な定義が不 可能な場合もあり( rI . 国語など) ､ 形
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容討が動詞と似たような膨 で活用する場合もあり 川 本語など) ､ それぞれの 言語によっ て 活用 の

存在が異なっ てい る` } したが っ て ､ 動詞は ､ 普遍Fl(J iこ形の 上 で定義することができない o

2
･ 統語論 l二の 定義: 動詞は述語あるい はそ の 一

部として機能し､ 名詞句を結合する力を持 っ

ち､ 名詞 句の 格を決定する｡ この 場合の 動詞は
､
動詞句(V P) の 中で働き､ 名詞句( N P) と区別

される
c }
また基本的な文u ) 中で 札 動詞

'
,･J 札 --

-
-

) 以 上 の 郡司句を支配することが できる. しか し

存在文の場 合 ､ 動 詞は ､ 述部の 中の 名詞( N P/ N ＋ 阿) または形容詞( A ＋㈹) と区別することが

難しい
o 例えば ､

｢ 総理 大 掛ま橋本さん である+ ｢ 私は学生である+ ｢ この本壮私のである+ ｢地球壮

丸いです+ の 中の連結詞(である ･

です) は ､ 物 事も性質も表してい ないほか 二 つ の 要素の 結合を

要求するの で ､ 動詞 の 分類として認められるが ､ そ の前 の名詞句あるい は形容詞は認 められない ｡

日本語やウイグル 語など多くの ｢ ア ルタイ系+ 諸言語の 場合､
``

連結動詞
''

がなくても文が形成でき

るが ､ この 場合 ､ 堵 詞と# ]言司+ または 鳩 詞と形容詞+ の 関係 は
､
語順などによっ て明確であるの

で ､ それをわざわ ざ示す必 要がない ｡ 例えば
､
｢ 地球は丸い+ の 場合､ ｢ 地球+ と｢丸い+ の 関係は

ll)J らか であるL,

しかし､ ｢ 私IJTt ゴリラが恋しい+ と｢ 私 は ペ ットが欲しい+ の 場合､ この 関係は明らか で桔ない ｡ それ

は
､
｢恋しい +と｢ 欲しい+ a ) ような語は ､

二 つ の 観点からの意味を同時に受け持 つ からであるo つ 蕊
v)
､
｢ 恋しい+ a) 場合､ ｢ 軌11 =-i ぱ

`

恋しい
' '

+ と｢ 対象が
`̀

恋しい
”

+ の 二 つ の 意味が含まれてい る｡ そ

して
､
｢ 欲し い+ の 場合 ､

｢ 動作 主ぱ
`

欲しい
”

+ と｢ 対象が
"

欲しい
''

+ という二 つ の要素があると解釈

できるだろう(. こu) ように ､
｢ 欲しい+ ｢ 嫌いだ+ ｢ 好きだ+ のような形容詞または形容動詞 は ､ 片方だ

けの意味は単独 で 登場できない の で ､ 動詞と同じような結合力を持 っ てい る｡ これらの 語は
､ 構 造

上の 意味のf'rn
-

で 杖状億劫 詞｢好 む ･ 欲しがる+ などに匹敵するもの であるが ､ 形態論と統語論 の

違い によ っ て動詞ではないと判断 できるo ( 結合する表層格は動詞と違う)

クリントン け# l
d

-

い 女性 が好きだ】
≠ クリントンは若い 女性を好むo

彼女はお金が欲しい (,
≠ 彼 女はお金を欲しがる｡

このように
､
動,弼を比 模するときには ､ 同じ意味のもの は別の言語 で ほかの 品詞 で表されてい るこ

ともあるo

3
･ 意味論上 の 起義: 動 詞は文の T･f l で ｢ 動作( e v e n t , p l

･

O S S e 8
,
a c ti o n)+ と｢ 状態( st a t e)+ を表して

い る‥ また
､ 熱論行 為( s p e e c h a c t) ･ 法 ( m o d ality )

･ 時 制( t e m p u s )
･ 禰 ( a s p e ct)

･

人 称

( c o nj u g a ti o n)
･ 数( n tl m b e r) などの ょうな要素も ､ 動詞 の意 味に内在して いると考える場合もあ

るが
､ 普段 これらは析川 語尾 などによっ て 関連した意味として動 詞に結 び つ い てい る(〕 こ のほ か

に動詞は ､ 文構J戊要素と籍接な関係 を持ち ､ 意味によっ て｢ 動作主+ ･ ｢ 対象+ ･ ｢ 場所+ などの 補

語を 軌托することが できる( , ニ の ように ､ 意味から動詞 を定義するなら､ 動作と状態の ような｢ 語嚢

的な意味+ と｢ 時間u )軸との 関連作+ そして｢ 構文配+ が 窮要な決 め手になると思う｡ (例えば､ 叩j

るむ+ に対して｢tリj るい+ 1と叩ほさ+) (,,

1
I】木綿u;,)F;/

I
/

I
I

T
<

.*l H二 ､ 例えu
'

l す げt
-

, L V ､ 心 ､うFr
A
/; 郎 柑 優れてい る 心 ､う状態動詞と比 べ る場 合

､ 収
･

旗を表す 動詞と同じ時

間a ) 他に 表 現され るu しかし
､
形容詞E･-t ､ 最終的に 事物0 )1'L 質しか 表せ ない｡ 例えば ､ トflll;-tま怖 い はI LJ M -

I

. が怖 い 旧 ､
それぞ
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こ の ようにそれぞれ形 ･ 文構造 ･ 意味の観点から見た｢ 動詞+ は ､ 多少異なっ ていても､ 互 い に密

接な関係を持 っ てい る｡ すなわち言語範時として の動詞は
､
この 全ての観点 で定義された語であ

る
｡
しかし

､ 普遍的に動詞 のカテゴリー -

を定義する場合 ､ その 本来の意味( 動作 ･ 状態 v B .もの ･ こ

と･ 性質) と又の 叶 の 桝 那 述語) と構造 上の 意味( 意味上の 格支配) が動詞の 重要な要素になる

と私は 考える` ,

( 3 ) 【･rl 本譜とフィンランド語における動詞

動詞は ､ 日本語 でもフィン ランド語でも形によ っ て ほか の 品詞と区別できる｡ こ の形とは動詞の 活

用であるo 両言語では活用は語幹に付く語尾によっ て表されるo フ ィンランド語 の場合は
､
語尾に

よる変化が多い ので ､
｢ 不定形語幹+ と｢ 活用語幹+ の 二 つ の 語幹が 考えられてい る｡ ｢不定形語

秤+ に付く語尾は ､
｢ 卦

-

､ 第 二 不定形+ ･ ｢ 過i;- 分詞+ ･ ｢ 二 人 称 単数以外 の命令形+ ･ ｢ 可 能法+

そして｢ 受身+ である(1( a rl s o n 1 98 3) (,

不 節

不

過 二 命 可 隻
定 去 人 令 能 身
形 分 称 形 紘
三Lこ
l]r I

節

J

jii
'

形
詞 倭

敬

チ
n t a/ a n t a/ a a n t a/ n u t a n t a/ k a a a n t a/ n e e a n n e t/ a a n

h u o m a t/ h u o m a t/ a h u o m a rJ n u t h u o m a t,/k a a h u o m a n / n e e h u o m a t/ R a n

t s a a/ B a a/d a s a a/ n u t B a a/k a a B a a/ n e e s a a/d a a n

n o u s/ n o u s/t a n o u s/白u t n o u s/ k a a n o u s/ s e e n . u s/t a a n
t

t u l/ t u l/1 a t ul /i u t t u i/k a a t u i/l e e t ui/i a a n

はか の ｢ 人称+ ･ ｢ 過ム+ I ｢ 第
-
_

-

'

. 小 i { 形+ ･ ｢ 条件法+ ･ ｢ 現在分詞+ などの 活用言別宅は｢ 活用語幹+ に

付く. , ( K a r1 8 0 n 1 9 83)

i
こ

n
L

奪 人
過 二 第 ＋ 粂

1i: ム 人 二 人 什
)!

'

f
;-〟. 1 J

:;岸壁
JifJ; ＋ 称 イこ 格 紘

_
I

-

t L

Tl l l 単
!キ乞

敬

辻
■

幹 数 形

a n t a / a a n t a/ a n n a/ n a n n o/i - t a n t, a/ m a - a n a n t a/i si

れ)jり Jl , ”, 観山か らu , hWIJ
-

さL a )
･r
･J
J
:
.

R

{r /i ･ 如して い るt , .-難が 誰を怖が るか り二､ 鮒象と習慣に. レ 〕で糾断 される√一
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h u o m a/t a h u o m a a/ h u o m a a/ n h u o m a s/i _t h u o m a a/ m a - a n h u o m a/i si

βa a/d a s a a/ s a a / n 白a/i - t B a a/ m a -

a n β a a/i si

n o u s/t a n o u B e/ n o t 柑 e/ n n o u s/i -t n o u 自e/ m 王トa n n o u s/i si

t ul Jl a t u l e/ tt ll e/ n t ul/i - t t ul e/ m a - a n t u l/i si

t a rv it/ a t a r vit s e/ t a I ･V it s e/ t a r v it s/i - t t a r vit 8 e/ m a - a n t a r vi t s/i 8i

1a m m e tノa 1 a m p e n e/ 1a m p e n e / 1良m p e n /i
-t 1a m p e n e/ m 良一 a n 1& m p e nJi si

衷 の 小で 語幹が 射ヒして い るところがあるが(｢ a n n o it+ など) ､ これらの 変化は語尾 による｢ 子音

階粒 交俸+ または ｢/i/ による1U:1昏の 変化+ である｡ 二 つ の語幹は ､ 第一
- 不定形の 語尾を｢ _ A + と決

定すれば ､

･

つ にまとめることも可能 だろうが
､
ここ では形態論的な問題を扱わない ことにする｡

IILイモ= 本'i
-

,

L
i

l

.

a ) 励 納ま
､
J･

.

･ 段析川とj
･

.

･ 段析川と 卜
･ 段新川とサ行変格清 川そしてカ行変格

満川u ) 1L二つ U ) 即亡つ た1r.
'

川ノJ
'

･

26こな っ ている【, これらは :[E
-

. 段新川の 嵯合､ 子 削こ終わる語幹 ､ そし

て上
一

段括川とT; ･
一

段析川 では
､ は 音で 終わる 謝吟を)軌'i l)

-

る o 変格活用は ､ 下記の モ デル で

は了
･

存で終わる語幹を持 っ ている(佐久間 1 9 6 6 年) 0

括 ･善玉
rlF 1 終

活褒
過 連 仮 命 求

lf3 節 .
1ヒ 去 用 定 令 莱

形
I

過

● 又 .

二受 そ 形
● ●

現 可
体
形

身 形
■

在 能
●

形

五段 h a n a 針 h a n a 8 - u h a n a B - a n a i h a n a s _ ib a h a n a s - e b a h a n a s 1 0 0

卜 ･

m i _ m l - r u m 1 - n a l m i - t a m i - r e b a m 1 - y O O

下
-

kik o e - k i k o e - r u k ik o e - n a i ki k o e -t a ki k o e -b a kik o e -

y o o

サ変 S - 良 - u r u S - 1 n a 1 s -it a 8 - u r e b a さト1y O O

カ変 k _ k _ I
.u

･

u k - o n a i k _it a k - u r e b a k - o y o o

こu)1r.
-

川L)) 体 系托恐らく衣より卓)簡ii
'

T
_ な車) a) もあるだろうが ､

この研 究では ､ 清川自体を問題にし

ない
( ,

.i
-

r

L '
,

-

- 幹 に付く川 言的な.榔己はい つも
･

起(ノ.) 順 席で動詞0) 語幹にかかる. ) ll 本語の 場合この順番

は
､
｢ 語幹 ＋ 帖1

/
*
L

＋
′受身 ＋ 肋動 詞(｢ 始めるJf亡ど) ＋ア ス ペ )/ 卜( ｢ て い る+ など) ＋丁寧 ＋ 打消＋

時制＋推 鼓など＋終肋,i',i+ である(f !;f ･]f)l
二

1 9 7 8/1 02) L ) 例え ば､

｢ 食 べ させられ始めて いなか っ ただ

ろうわ+ の ような文が Il‖鮭である(
,
l' ll じしヒうにフ ィンランド譜の 動詞u )語尾 は ､

｢ 受身 ･ 時制 ･ モ ダリテ

1 7



イ
･ 人称 ･ 終B)J 軌 という順 で 語幹 につくo 世界の 言語の 中でも､ ｢ ア ス ペ クト> 時制 > モ ダリティ ー

> 人称+ という順 剛 増 遍的であるようだ(It k o n e n 1 9 96/1 1 6) 0

動詞の文 の 小の倍 置は基本文の 小で ､ 日本語の場合文の 最後 S O V で ､
フィンランド語の場合

主語UJ) 後 S V O であるo しかし､ フ ィンランド語の 場合 ､
文の rfl のどの 要素を取り立てるか によ って

語順が変わるLl 働
L

1
/

JG こ 札 次の 5 つ の 脚fB
'

b 唯 われて いる｡

I(i s s a s(ii k al a l l K js s a k ala n s iii ■K al a n kis s 壬I S 6i K al a n se)i k
'

･

S
一'

◆

K
'

/

c a t . a l .c fi s h S V O c at .L
'

i s h a t .C S O V Lうs h c a L <Ilf .e O S V

)S S a

rl S h at .e c壬11･1 0 V S

o 1 1 S 8 a k al a n

at ,e c a l', fi s h V S O

語順が追 っ ても動詞が使川されている場所 は ､ 両方 の言語の 中で似ている｡ 日本語でもフィン
ランド語でも動 詞 叫

J

I
'

- 置 は述 部 のr P ､ あるい は ､ 名詞句を修飾する場合､ 名詞の 手前であるo た
だし､ フ ィン ランド語 u) 連 附 &

'

B(rJ
･

文 で は ､ 関係代 郎司を使 っ た文も可能であるo こ の 3 つ のす ベ て

の 場今､ 動詞け格+硝J によっ て名詞句を連結し､ 文法的な関係を決 めるo

動詞に似て い るr:”(･き ･ 恋しい ･ 欲 しい + などの 語は ､ この ような連体修飾の 中 の連結 を作れ な
い
o

5iif
'

tj : 魚を食 べ た`ノ > 5J
'

･

'

1

'

0 ) 食 べ た瓜 ･ ･ ･

( , > 魚を食 べ た猫 ･ ･ ･

｡

K i s s a s 6i k al a n .
> K i s s a n 革y 6 m 魚k al a ‥ ‥ > K a l a n s y 6 n y t ki s s a ‥

N : n o m ＋Ⅴ: p t:3 8 g ＋N : a c c > N : g e n ＋Ⅴ:3i n f＋N : m o m > N : a c c ＋V :p r t: p rf＋N : n o m .

こ の 三 つ 0) 文 机 す べ て同じ動詞とそれに結 び つく名詞句の 関係 に基づく｡ しか し
､

｢ 犬が好きな

猿は -

+ の場今 ､ ｢ 犬が猿が好き+ か｢ 猿が犬が好き+ か は分からない ｡

( 4) 動詞の意味範l州

動詞 の 意味が
-

つ の 形態素としてどの 粒度はか の形態素の意味役割を拒うことが できるかは ､ 言

語また は動詞 に上 っ て鬼なる. 語療的な意味を表す要素と文法的な意味を表す要素は､ 日本語

とフィンランド語 でどの ように区別されて いるかをいくつ かの 例によ っ て見てみよう｡

( 1)

T u ul e - e ･

- 凪 が吹くD M e n e - n si s 紬 n .

- 私が入る
u

V : s g 3 N : n o m ＋V V : 8 g l ＋N :ill a t N : n o m ＋Ⅴ

(
☆

w i n d s) ( w i n d ＋bl o w 8) (I g o ＋i n sid e) (Ⅰ＋g o i n si d e)

最初の 例文で は ､
フ ィンランド語の 動詞は ､ T-1 本訴 の# .詩司の意味も含んで いるo と言うよりもフィン

ランド1 糾 ) /t tl ul e -/ と いうr . .弼( t tl ul i) a ) .湘咋は動詞(t u ul e e) に派′l :. できるが ､ [Ⅰ本訴の/k a l e/

は動詞(
☆

触る) には 派/f-
･

_ で きない (
,
フ ィンランド語の場合､

化u u li p u h alt a a/ の ように｢吹く+ という

動詞が従われると
､
｢凪 が吹く+ という｢ 意味+ a ) 文もf ･[ 能 になる｡ :I

-

_ 番 = の例文で 札 フィンランド
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語は ､ 動作と 郎勺地を別 々 に分けている叫こ対し､ 日本語の動詞 は ､ 目的地(何らかの 場所 の 中

にあること) もそ の意味 の 中に組み込まれてい る( 】 日本語は ､ ｢私 は中に行く+ のように別 々 の形態

素 でも同じことが 表現 できるo それぞれの 言語の形態と統 翻静造は異なっ ても､

一

定 の ｢意味内

餐+ は ､ 非常 に文化的な要素でなければ､ どの 言語 でも伝えることができる｡ つ まり､ 言語が違 っ

て い ても､ 駄考の 中の概念または概念化する能力は似て いる｡

次に ､ より複雑な｢ バ イオリンを演奏する+ という動作を3 つ の別々 の 言語 で表現してみると
､ それ

ぞれの 言語に使われる動 詞はかなり異なるo こ の場合､ 本来の意味というの 臥 動詞の 最も原索

的な意味の ことを言うQ Fl 本譜に訳しf= r 換作する+ 鳩らす+ はいうまでもなく､ 英語とフィンランド

諦の 意味に介うょうな動詞を選んだだけであり
､ 意味的に 鰍-･･ - したもの ではない

｡

( 2 )

文 本来の 意味

炎語 ｢I p l a y t h e v i o li n .+ > バ イオリンを換作する

Fl 本譜 ｢ バ イオリンを弾く+ > バイオリン の弦を引く

フィンランド語 ｢ S oit a n v i u l u a .+ > バイオリンを鳴らす

最終的な意味

- 音楽を演奏するo

- 音楽を演奏する｡

- 音楽を演奏する｡

この ように炎語 ･ Ⅰ-1 本譜
･ フ ィンランド語の中で

､ 動作に対する考え方はそれぞれ異なってい るが
､

最終的に想像される･剰耐ま同じであるo たとえば[t u u l e e] という形態素は ､ 日本語では文 の 主語

を表す 郎対句( 凪が) と述 語( 吹く) の 意味を表してい るが
､ 結果的に同じ事柄 を表している｡ また

同じ事柄は ､
全く別の 方法で表される場合もある｡

( 3)

0 1 e ･ n 8 u u tt:t1 _ n u t
.

Ⅴ: 1 s g ＋Ⅴ:p rt:p e r£

(Ⅰ
'

m ＋g o t a n g ry)

M i n u -

a r ai v o 8 t u t t a - a .

p N : p a r 什 Ⅴ: 3 s g .

( m e ＋ m a k e a llg r y)

H a h r ai v o 8 t tlt t a -

a m i n u _ a .

p N : n o T n ＋V : 3 s g ＋p N : p a r t .

( H e ＋ m a k e a n g r y ＋ m e)

O l e - n vi h a i n e n .

Ⅴ: 1 s g ＋A : m o m .

(Ⅰ
'

m ＋ a n g
.

ry)

0 1 e ･ n vi h a i n e n h 免n e _ll e .

Ⅴ: 1 s g ＋A : n o m ＋p N : all .

(Ⅰ
'

m ＋ a n g ry ＋t o h i m )

私は怒 っ ている｡

p N :t o p / n o m ＋Ⅴ: d u.
r ∴

(Ⅰ＋b e g et a n g r y)

私は怒 っ ている()

p N :t o pノn o m ＋Ⅴ: d u r .

(I ＋b e g e t a n g r y)

私は彼 のことで怒 ってい るo

p N :t o p / n o m ＋p N : g e n ＋N :i n s t ＋Ⅴ:d u r .

(Ⅰ＋hi s ＋th i n g w it h ＋b e g e t a n g r y)

私は怒 っ て い る(,

p N :t o p / n o m ＋Ⅴ: d u r .

(Ⅰ＋b e g e t a n g r y)

私は彼の ことで怒 ってい る
()

p N :t o p / n o m ＋p N : g e n ＋N ニi n st ＋Ⅴ: d u r .

(Ⅰ＋h i s ＋th i n g w it h ＋b e g e t a n g r y)

これらの 例で /J) か るように
､
ある言語 で n 軌訓( 怒 る) で 表されることは ､ 別 の 言語で 自動 詞
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( 飢I u tt u a) でも他 動詞( r ai v o 白t u tt a a) でも形容詞( vi h a i n e n) でも表すことが できる｡ 自動詞 でも

他動詞でも結果が同じで ､
そ の原 因はどうIrR V)--L げられるか は問題である(, また形容詞になると､

結脹だけが存存し､ 加 r
L

JIJ
･性を))n えることによ っ てその 原因との関係も述 べ ることができるo

このように 肘亡つ た｢-i
-

語 の)r3 態索は ､ 同じ意味を表しても
､
｢弾く⇔p l a y ⇔ s oit t a a + の ように.

一

対
一

と比 べ られる場今 でも､ それぞれ の 形態素の 意味範匪= ま同じではない o 例 えばフィンランド語
の/a n t a a/(

”

GI V E
”

) という動詞に相当する日本語 の動詞は ､
｢ 与える+ ｢ あげる+ ｢くれる+ ｢ 下さる+

｢ 渡す+ などであるが ､ それぞれの動詞にはまた別 の/a n t a a/ にない ような意味が含まれてい るo 例
え ば ､ ｢ あげる+

2
の 川 法 に は

､
｢ 与える+ の ほ か に｢ 持ち上 げる+ (

"

L IF T
,,

) と｢ 調 理 す る+

(
"

C O O K
”

) などの ような意味があるo

6) 本を棚にあげるい

N : a c c ＋N : d a t 十Ⅴ

仲o o k ＋t o s h elf ＋1ift)

7) 私は魚を揚げる
( i

N : a c c ＋Ⅴ

(Ⅰ＋fi s h 十f1･y)

= N o s t a - n k i rj a - n h y lly
-lュe .

V : 曙1 ＋N : a c c ＋N .

･

a ll a t . ( 場所として 人間も可能)

(I lift ＋b o o k ＋o n t o s h elD
= P ai s t a - n k al a - a r a s v a s s a .(二剛卑以外も可)

V : s g l ＋N :p a rtiti v ＋N :i n e B B i v .

(I fl
･

y ＋ & 8 h ＋i n oil)

例文( 6 ) で は｢ あげる+ の 意味は ､ 物 理的な移動にすぎない の に対し､ 例 文( 7) では ｢ あげる+ の

意味は料用地 まで 及ぶ( , どちらかというと｢ あげる+ の 意味の rJl で は ､ 所有関係を表す領域は非

常に限られている
｡

同じように動詞と僻接な関係を持 っ て い る｢格助 詞+ など格を表す語の 意味範囲も言語によっ て

非常に異なる( , 格助 詞｢ に+ に当たるフィンランド語の 格接辞も､ 次のようにい ろい ろな語尾に訳す

ことが できる` ,

8) 棚に入れる.,

N : d at ＋Ⅴ

( a t s h e lf I ＋p u t t o)

9) 棚 に置く̀l

N : d a t ＋Ⅴ

( a t s h elf 十p u t o n)

1 0) 棚( の lい) にある｡

N : (g e n ＋N) d a t ＋Ⅴ

L ait a n b ylly
-

y n

V : 8 g l ＋N :ill a ti v .

(I p u t ＋i n t o s h elD

L ait a n h ylly
- n e .

Ⅴ: s g l ＋N : all a ti v .

(I p u t 十o n t o 8 h elD

S e o n h ylly
- 8 8 a

N : n o m ＋V : s g l ＋N :i n e s s i v .

z
こu )J :

r

) に 記した【あげ ろJ 帆 全て の 挙‖
)

る
･ 卜り

'

ろ
･+易げ るu,

) 別 諸 掛 札 たヰ) の であ る
u
ただ し

､ 卿l:_ 通 用す る 脚 寺的な意味

だH ri 対象になる
レ
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( a t s h elf ＋i n si d e ＋i s)

l l) 棚( の 上) にある｡,

N :(g e n ＋N) d a 什 Ⅴ

( a t B h elf ＋o n ＋i s)

1 2) 太郎杜 先月三になる｡

N :t o p ＋N : d a 什 Ⅴ

(T .
＋

.t o t e a c b e r ＋b e c o m e)

1 3) 先生にもらっ た( )

N : d a t ＋Ⅴ

仲y t e a c h e r ＋ r e ci v e)

1 4)銀行 にヰ) らうo

N : d at ＋Ⅴ

(b y b a n k ＋ r e ci v e)

1 5) 私はあo ) 人に鞄を駄まれた(,

N : n o m ＋N : d a t ＋N : a c c ＋Ⅴ:p a s t:p a s s

( Ⅰ＋th a t ＋b y m a n ＋b a g ＋ w a s S t ol e n)

(It十i s ＋i n sh elO

S e o n h y lly
-11且

N : n o m ＋Ⅴ: s g l ＋N : a d e s si v .

(It ＋i s ＋o n 8 h dlf)

T a r o v al m i s t u u o p e tt aj a -k B i .

N : n o m ＋Ⅴ: 8 g 3 ＋N :t r a n siti v .

(T ･
＋b e c o m e . ＋t o t e a c h e r)

S a i n B e n O p e t t aj a -1 t a
.

Ⅴ:p a s t: s g l ＋N : a c c ＋N : a bl a ti v .

(I r e ci v e ＋it ＋f r o m t e a c h e r)

S ai n 台e n p a n ki - e t a ,

Ⅴ: p a 如: 8 g l ＋N : a c c ＋N : el a ti v .

(I r e ci v e ＋it ＋fr o m b a n lこ)

M i n u lt a v a r a sti t t1 0 m i e 月l a u k u n .

N : a bl ＋Ⅴ: p a s t: s g 3 ＋N : n o m ＋N : a c e .

(f r o m I ＋s t ol e ＋t h a t ＋ m a n ＋b a g)

1 6) T 寧に挨拶する( ) = T e rv e h di n k o h t eli a か 8 ti .

A dj: a d v ＋Ⅴ Ⅴ:(p a s t) B g l 十A dj: a d v .

(p olit ely ＋g r e et) (I g r e e t e d ＋p o lit ely)

格助詞｢ に+ の 8 から1 2 までの 例文の意味は ､ それぞれ別の フィンランド語の格接尾辞に相当す

るo 1 3 から 1 5 まで の例 文の 場合､ 方向性が異なっ ているの で
､
フ ィンランド語 の語尾( _ 畠t a/ _l上a)

と似て いるような意味を持 つ 助詞｢ から+ も使川 できるu 1 5 のような受身文の 動作主を表すような格

揺)g 騨u ) 働き札 フィンランド,i .h.
-

･E こは全くない ( , フ ィ ンランド;3
-

,

L ･

.

-

･

o ) 受身 札 どちらかというと非人称 で

あるからである〔) 最後 の例 1 6 の 動名詞に付く場合の｢ に+ は ､ 格助詞ではないが ､ 形は同じである｡

フ ィンランド語 の 場合､
こ0) ような副詞の形成は形容 詞から副詞を作る派生接辞に相当すると考

えることができるだろうり

こ のようにして格助 詞｢ に+ は ､ 述語とその術語のI貰順 をより帥象的 に表してい るの に対し､ フィン

ランド語の 格接辞は
､
より艮 榊勺な意味を持 っ て い る

.
したが っ て両言語の 格接 辞は ､ 格 の 範噴

を県なっ た患味範軸 で表現して い るo J
:

1 本譜の場合､
述語と補語の 関係 は ､ それぞれの 語桑的

な意味に 乱 )

!
i
･J? 視 る( , 格助詞は必ず しも,

Ei- 体的な意味を持たない の で
､
ときにはり防〔名詞+( 奥

津) と呼ばれる
-
l二 ･ -l l ･ i

-

などの 補肋 的な単語が ､ 動詞と補語の 関係 を特 定するo そ の代わりフィ

ンランド語の格接 伴
3
は

､ Li 本譜u)j各助 詞よりも具体的な意味を補うことができる( 例えば上 ･ 中の

二ト
フィン ラン 順 の 中で 接辞は非常に人きな役割を持ち､ 例えさ£語根 は,*

/
.J 6 0 0 0 語しかない が

､ 派生壊辞に よっ て 新しい 単 軌 ミ

形 成できる｡
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意味｡ 例文 8 - l l) ( ノ 動詞の 意味を比 較するときにも､ 格 の役割の 違いも意味規定の重要な因子と

して検討しなければならない ( 】

( 5) 動詞の 対照のiE 準

I
-

･ 述u) ように r
:
=

=
-

; 諦によ っ て動詞 は､ 形態論的 に､ 統語論的に ､ そして意味論的に異なっ て いる｡

しかし似 てい る､ ある い はIL:- 通 の点もある
【, 捌 こ( 2 ) で述 べ た動作 ･ 状態という動詞 の意味と結合

価という構造^l
-

･
u ) 意味 榔巨要な要素になる, , しかし

､ 似て いるとはい っ ても､ 初めから言語間の 共

通点 ､
あるい は 汗遍的 要素がなけれ ば､ 比 較することも難しい ｡ 序論で述 べ たように ､ 対照研 究

で は
､
こi つ u ) ･lT 他な対比 する) )

-

法があるn

①同じ機能を抑止し､ その機 能u) 帆言語における川卑抑TJ価値 u) 衣呪) をr”j らか にする｡

②ある言 卸 ) 範噛または栴造などを収 上げ､ そ の機能を別 の言語に記述し､ 同価値 の範噂 ･

構造がどう表面化するかを解lリけ るもの である
{,

③同じように命 =f t され た範嶋が2 カl 耶 ,Li･ u ) 小 で ど の ように 実現されるかを調 べ ､ それぞれ の 同

価値 o) 川卑己を求めるもの である
{ 一

本研究では節②u ) ;!
'

-
Ji1 から動詞を対照するo つ まり､ ｢あげる+ の 意味を分析し､ それをフィンラン

ド語に比 較するu しかし､ い ちばん客観的な①の,
-l
J

[
-

_ 場も配慮するため に､ ｢ N O S T A A+ というフィン

ランド語 の 動ri
-

r粥) 検討することにしたo このL.
A

_
つ の 軌 詞の接点は ､ も っとヰ)原 索的な意味のもの で

あるo lit･L
-

) J V ) 動 Fi･･1 は ､ ｢ 地球 o) 引力 に対してノJ を)J‖え､ 対象物を上 の方rJ
L

.] - 移動させる+ というよ

うな意味を基本 にもっ て い るり さまざまな意味は｢ J
･

_ 罪+ から派生したかどうか は定か ではない が
､

人 間の 発 達の rll で
､
｢ 上 昇+ は恐らく最も基本的な概念 の-I--

･

つ であるo この ように対 象は ､
｢ あげ

る+ を底本に 考えてい るが
､
フ ィンランド譜とu:)接点を明らか にするために ､ ｢ 上 昇+ という共通の 意

味も建てることにした
o
この ように対象は次のように現れてくるだろう｡

｢ あげる+ ｢ 上昇+
1

｢ あげる+ 意味
2

｢あげる+ 意味
3

｢ あ げる+ 意味
4

動詞
2

意味
5

動詞
こぅ

意味
6

｢ N O S T A A + ＋動詞
l

動詞
2 ･

｢ N O S T A A +

動詞
3

｢ N O S T A A +

｢ N O S T A A +

｢ l
･

･ 削 が心 考u ) 巾 で根本的な概念 であるならば
､

｢ ヒ削 を表す動詞の ほかの 意味をほか の 言

語u ) 同懲u-)
hものと比 べ ると

､
本来o) 概念化と文 化的な影響の 差が明らかになるだろう(, そ の ほか

､

｢ あげる+ が ､
どこまではか の Ji .

1
i

-

･ の 動 詞で 表別できるかは興 味深 い 問題 であり､ この 間題 を検討

することによっ て
､ 言語 の 居味の個別 言語的差異を明らか にするための 方法がI 獅モされよう｡ そ

れは記述)J 法論 l
･

･ の 倫山をいくつ か 耶 ) か にす るにけ二まらず､
この 分野の個別言吾郎舶〉節の 差

興に つ い て の類哩論的な刑場を指摘することになろう.

以 F こU 〕ようなII .縮比から｢あげる+ ｢ N O S T A A + a ) 語意対照を
J

l
･

+う‖
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第2 節 研 究対象｢あげる+

( 1) 辞書の 中の ｢ あげる+

語粂の 息吹記 述が 尉 ) 多く用い られ て い るの 批 評書におい て である｡ こ の研 究で使われるrあ

げる+ の 意味に関する例 文も
､
おもに辞書の [l];p ら取り

､ 再分類された｡ もちろん ほかの意味分析

の l｢ 忙 川て いる｢あげる+ の 例文も位用するが ､ 辞書はそれぞれの 語 ､ この 場合｢あげる+ の 意味

を包括的に記述してい るからであるo 意味論的な研究の 中の｢あげる+ の 記述は ､ おもにほか の動

詞とともに現れ ､
ある-･･-

･

達 の 意味場 の 記述だけで使われてい るo 辞書は語のす ベ ての意味(使用

される環境) を全体的に見てい るの で
､
｢ あげる+ の 意味を理 解するために ､ 辞書における｢あげ

る+ の 意味分類を考察しなければならない ｡

こ の研 究の ために) 仙 ＼た辞書は ､
4 つ の 国語辞典と2 つ の和英辞B･LLの 合わせて6 つ の 辞書であ

る
o 国語辞 脚j: ､ 文化庁u

I

･)坂の｢外 国人の ための底本語用例辞典+ ､ .･-｢ 嘩 の｢ 新明解国語辞典+ ､

そして大型の ｢ 大辞林+ と｢ 広辞苑+ である｡) 和英辞射ま､ 中型 の｢ 小学館プロ グレッシ ブ和英辞

典+ と研究社の｢ 新和iR
-

- [I‾1 辞典+ である｡ 秤嘗によっ て語の意味の 分類法方が 異なるの で ､ できる

だけ多くの 辞書を互い に比較しなければならない ｡ 特 に多義語 の場合 ､ 語 の意味が形として按っ

きりと表l
=

EIT
-

1 E しない u) で ､ 意味 の分類または同音興義語との 区別は ､ さまざまな方法で実現され

て いるo しかし､ こ の研究 の 目的 は､ ｢ あげる+ の 意味を分析しフィンランド語に対照することである
o T ご

､
｢ あ げる+ の 全体的な任用を把握することで 十分 であるo そ の ため に分析された静香の数は ､

六 つ である
u

国広( 1 9 9 7) は ､
いくつ か の 国語辞曲を比 べ ､ 辞書の 中の意味記述 一 般に つ い て述 べ てい るo

例えば
､ 語義の配列 方針 を､ ト 般的な意味から特殊な意味 - + ( 意味関係) ､ ｢ 原 義から転義

へ + ( 牛代順) ､ そして｢ 使用頻度の 多い語から使用頻度の少ない語 - + ( 頻度順) の 三 つ のタイプ

に分ける‥｢ こ の 語義配列 の基本方針を見ると､ 『三 省堂』のもの が
-

番明確 で ､ 『現代の基本的

な意味から
､ 派生関係 に 注意しながら特殊 - 』ということである｡ 『大辞泉』.は 基本 的には『現代

(
一

般的 - 特殊)
-

li.J満車』としながら､
そ れと∃丘ん で『原義 一 転義』という歴史的配列 方を認 めて

おり
､ 混 乱の 口†能惟はらんで い るo ･ ･ ･『必 携』は ､ 秤典で 引か れる頻 度によるということであるが､

- ･

(, 筆者の推測で は
､ 『必携』は実際は語 の『任用頻度』のことをいうつもりで『辞典を引く頻度』と

表現してしまっ たの で はない だろうかと思われるo もしそうだとすると､ 三秤換はほぼ同じ『普通 -

特殊』という順序で配列 しようとしてい ることになる+ ( 国広1 9 9 7/1 8 7 - 1 8 8) ｡ このように ､
た い て い の

国語辞典は ､ 脚寺的 に語の 意味を分類し､ 現在使われて いる意味を
-

般 の意味から特殊 の 意

咲 - と記述してい る. 単語 の 語源 による意味記述は ､ 通事的な語 の意味変化 に基づい てい るの

で ､ 特殊な語源辞蝕 の 巾で扱われるはずであるが ､ 総合的な国語辞曲の 中で語源的な記 述も

混ざっ てある場合もあるo また
､ 語 の 意味の配列順を使川頻度 の 面で見ると､ ｢ 普通

-

特殊+ とい

う順 番が明らか になるが ､ 語 の 意味関係か明確でない の で
､ 語意分類または語と同じ形をもつ 同

音異義語との 区別ができなくなる. その ために ､ 語 o) どの用法が互 い に意味的に統 一 性 のあるグ

ル
ー

プ を形成し､ そ してそ れぞれ のグル ー

プ は !j 小 にどの程度関連しているかをIl)l らか にしなけ
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ればならない <,

( 1 . 1) 研究社u) 新和 典小辞i[Li-

和炭辞幽 の枚卜1 は ､
[l 本訴 の 単語の意味を英語 に伝えることであるの で

､
この辞頻でも｢あげる+

の意味を分析し､ 英語 に訳すようにしてい る｡ しかし､ どの ような基準で意味が 分析されたか は定

か で はない ｡ 意味の 配9
-

”)掛j: ､ 主要なもの ､ 普通 のもの から特殊なもの - という論理的な渡 べ 方

を基本にして いるが ､ 最初に.!1E
べられたもの は1 ｢ 高い 所に移す+ > 2 ｢ 招じ入れる+ > 3 ｢学校に+

と具体的な意味を表すもので ばかりである｡ より主要な普通の意味をもつもの は後回しになっ てい

る｡ 例えば､
6 ｢価格などを+ ･ 1 2 ｢ 実例を+ ･ 1 8 ｢ 天ぶらを+ は ､ 普通 に使われている｢ 上 げる+ の 意

味なの に ､
｢学校に+ ほど---

･

般的でない ような印象を受ける｡ そ のほか
､
｢ 与える+ 意味は非常に重

要なの に ､
8 ｢( 神仏に) 供える+ という意味の I【P で説明されてい る(】 また､ 同音異義語の扱い に つ

い て 杜
､
｢ 国をあげて+ の ように副文でしか使われない ｢ あげて+ と接尾語的な用法の ｢ -

てあげる+

は別の項 目になっ て いるo 接尾語的な用法は別 扱いでもい いが ､
｢ 国をあげて+ は同音異義語で

あるなら､ ｢ お金を上げる+ や｢天 ぶらを扱げる+も別の 項 馴 こ入れなければならない ｡ 以下主要な

点を引川するu

｢

あげて 挙げて al 1 i n a b o b y 『全財産を挙 げて事菜に投資する｡ i n v e st e V e l
･

y th i n g

【a ll] o n e h a s i n a n e n t e r p ri s e . ( 文例) : 彼 は
一

家を挙げて南米 に移住した｡

あげる 上 げる, 挙げる, 揚げる

1 (高い 所に移す) r ai s e ; lift ( tl P) ¶顔を上 げる｡ r ai s e o n e
-

a f a c e ; 1 o o k u p . 棚 に箱

を上 げるo p u t a b o x o n t h e s h elf . ( 学校で生徒が) 手を挙げる p u t o n e
.

良 h a n d u p . 旗を

揚げる｡ I. ai s e [ h oi st] a fl a g ; ru n a fl a g u p 《a p ol e》･ 本から甲を上 げる｡ l o o k u p

f r o m o n e
-

s b o o k . ( 文例) : 先生 に質問したか っ たら手を挙げてからするのです よo Y o u

s h o u ld p u t y o u r h an d u p [ r ai s e y o u r h a n d] fi r s t if y o u w a n t t o a s k t h e t e a c h e r a

q u e s ti o n ･ 新聞から目を上げて窓の外を見た｡ H e 1
･

ai s e d h i s e y e s f r o m hi s n e w s p a p e r

a n d l o o k e d o u t o f t h e w i n d o w .

2 ( 招じ入れる) c a n [i n vi t e] 8 b . i n ; ( 芸者などを) c a n i 皿 [ hi r e] a g ei B h a ; ( 荷

物を陸に) l a n d [ tl n l o a d] 《th e g o o d s a t G e n o a 》; ( ( 魚を) 釣 る) fi s h 《8 e a

b r e a m 》; a n g l e fo r 《t r o u t》 ¶宥を座敷 に上 げる｡ c all [ i n v it e] th e g u e st ( 良) i n t o

t h e p a rl o r ; ( 案内する) s h o w [ u s h e r] t h e g u e s t( 良) i n t o th e p a rl o r . / ､ ゼを
一

束( い

つ そく) 上げる` ) 鮎 h [ c a t c h] a h u n d r e d g o b y . ( 文例) : あんな人を上げることはないよ｡ あ

あいうの は家(うち) のお 客じやないんだから. Y o u w e r e q u it e ri g h t t o t u r n h i m a w a y

[ t o r e f u s e hi m ] . W e c a n d o w it h o u t t h a t s o rt of c tl St O m e r [ H e
-

良 n o t a t a ll th e s o rt

of c u st o m e r w e w a n t] .

3 ( 学校に) 白e n d 《o n e
'

8 b o y》 t o 8 e h o o l . ( 文例) : 私は息
:
(

- を鹿京の学校に上げたo I

s e n t m y b o y t o s c h o ol i n T o k y o .
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4 ( 声を) r a i s e 《o n e
.

8 V Oi c e》;g i v e[ u t t e r] 《a 8 C r e a m 》; く気勢を) r a i s e [ b o o 8 t]

8 b
.

8 m o r al e ; r a i s e [ 1i氏] 8 b
-

8 S p i ri t s , ( 文例) : 閉山には彼らはこぞっ て反対の 声をあ

げた｡ T h e y all s p o k e o u t a g a i n st th e cl o s u r e o f th e m i n e .

5 ( 秦(
ほ
) める) p r a i s e ; S p e a k w ell o f 8 b ¶上 げたり下げたりする｡ p r a i 8 e S b o n e

m i n u t e a n d s p e a k b a dly o f h i m t h e n e x t ; n o w p r ai s e a n d n o w di s p a r a g e sb .

6 ( 価格などを) r a i s e 《t h e p ri c e o f a c o n m o dit y fr o m 1 , 0 0 0 y e n t o 1 , 2 0 0 y e n》;

く品質などを) i m p r o v e [ b e tt e r] 《th e q u alit y o f
- 》; (地位などに) p r o m o t e 8 b t o

《a h i gh e r p o 8 iti o n 》; (( 数を) 上 の桁( けた) に送る) c a r r y [ m o v e] 《a 丘g u r e》t o

t h e l e ft 『1 桁(り
た
) 上げるo c a r ry [ m o v e] 《a fi g u r e》 o n e p l a c e t o t h e l e 氏 . (1 5 ＋1 7

の ような計算で) 卜に 2 を書糾､ て 1 をJ 二に上 げる｡ p u t d o w n t w o a n d c a r r y o n e . 腕を上げ

るo 生産牲を上げるu i n c r e a s e [ r a i 8 e] th e p r o d u cti v it y 《o r)) . 名を上げる. 給料を上げ

てもらうー】 h a v e [g e t】 o n e
-

s s al a ry r a i s e d ; g e t a r a i s e [《英》 ri B e] (i n s al a r y) ; 《口

語》 g e t a p a y [ w a g e] hik e . ( 文例) : 家賃をそんなにむちやに上げることはできない はず

だ
､ 適法なんだからu lt

7

s ill e g a l [ a g ai n s t th e l a w ] f o r t h e m t o r a i s e y o u r r e n t lik e

th a t [ t o s u c h a n e x o rb it a n t l e v el] .

7 ( 成果 ･ 利 益 な どを) [ 成 果 をあ げる ｡ g e t g o o d r e s u lt s ; 事 が 主 語 p r o d u c e

S a ti sf a ct o r y r e s u lt s ･ 利 益をあげる｡ ( 事が主語) b ri n g [ g i v e , fe t c h] o n e a p r o fit . 百

方円の 純益をあげる｡ ( 人が主語) m a k e a n e t p r ofit of o n e mi lli o n y e n ; cl e a r a mi lli o n

y e n ･

8 ( (神仏に) 供える) o ff e r 《i n c e n 8 e 8 ti c k B O n t h e al t ar )1; l a y [ pl a c e] 《且o w e r 8

o n 8 b
-

s t o n b》; (( 目下の者に) 与える) giv e Bb 8 t h ; gi v e 8 th t o 8 b ( 文例) : こ の本を

君に上 げよう｡ Ⅰ
-

ll gi v e y o u thi s b o o k . Y o u c a n h a v e th i s b o o k .

9 く胃から捺く) v o m it ; 《口語》 t h r o w u p 《自動詞として用い るの が普通》; 《口語》

b ri n g tip 《o n e
.

a b r e a k f a B t》( 文例) : 昼 食 べ たもの を皆あげてしまっ たo S h e v o mi t e d

[ b r o u g h t u p ] w h a t s h e a t e f o r l u n c h .

1 0 く終える) fi n i s h [ バ イ エ ル を上 げるo fi n i s h [ g e t t h r o u gh , g r a d tl a t e f r o m ]

B e y e r
-

s P ri m e r ( o f P i a n o Pl a yi n g) . ( 文例) : こ の仕事を月末まで に上げてもらいたい ｡ I

w a n t y o u t o fi n i s h [ c o m pl e t e] thi s j o b b y th e e n d of t hi s m o n t h .

l l ( - の費用ですませる) ( 文例) : 披露宴の 費用は 1 人あたり3 万円 で+ 二げてもらい たい ()

W e d o n
-

t w a n t th e c o s t of t h e r e c e p ti o n t o e x c e e d 3 0 , 0 0 0 y e n p e r p e r s o n .

1 2 く実例などを) m e n ti o n 《8b
f

8 且 a m e》; 《 f n l》 cit e 《an i n 8 t a n C e》; く列挙する)

li s t ; 《f m l》 e n u m e r a t e [ 証拠をあ げる gi v e [ p r o d u c e , b ri n g f o r w a r d] e vi d e n c e

《t o s h o w th a t - 》; 《 f m l》 cit e st h a s ( a) p r o of 《o 机 ( 文例) : 今は機械の時代で ､ ほ

ん の 2
,
3 の例を挙げれば ､ 自動車もテレ ビも衣服も書物もみな機械で作られたもの である｡

W e li v e i n a m a c hi n e a g e ; m o t o r c a r s , T V βet s , Cl o th e s , a n d b o o k s , t o n a m e

b u t a f e w
.
[ t o m e n ti o n o n ly a f e w ] , a r e a ll m a c hi n e

- m a d e p r o d u ct s .
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1 3 ( す べ てを出し尽くす) - あげて ｡

1 4 ( ( 犯 人などを) 捕える) a r r e s t ; 《口語》 n a b ¶警察に挙げられる｡ b e a r r e s t e d ; b e

t a k e n t o t h e p oli c e st a ti o n .

1 5 ( 式などを) h old 《a w e d di n g》( 文例) : 結婚式は 1 1 月 3 日に挙げようと思 っ ていま

すo W e a l ･ e P l a n n i n g t o h old o u r w e d di n g o n t h e 3 r d of N o v e m b e 1
･

.

1 6 (兵を) [ 兵を挙 げる｡ 《f m l》 ri s e i n a rm s 《a g ai n st》; 《f m l》 t a k e u p a r m s 《i n

d e fe n s e of
･ ･ ･

》.

1 7 ( 子を) ¶3 人 の 男子を挙げる{, b e a r [ gi v e bi rt h t o] th r e e 8 0 n B . ( 文例) : 彼女は彼

との 間に 2 人の 子供を挙げた｡ S h e b o r e b i n t w o ch ild r e n .

1 8 ( テ ン プ ラを) ( d e e p -) fr y 《c Ⅶttl e 丘8 h》 『野菜をサラダ油で揚げる｡ ( d e e p -) fr y

v e g et a bl e s i n s a l a d o il .

1 9 (花火 ･ 凧( たこ) などを) B et O ff 《丘r e w o r k B》; fl y a kit e》.

- あげるo ( 文例) : 手伝 っ てあげよう｡ I
I

ll h elp y o u ( w ith y o u r w o r k) . 切符を買っ てあげ

よう
i ,
Ⅰ
'

11 b u y [ g et] y o u a ti c k et .Ⅰ
'

11 b u y [ g e t] a ti c k e t f o r y o u . そ のおばあさん に手を

貸してバ スから降ろしてあげた. I h elp e d t h e old w o m a n d o w n f r o m t h e b u s . 年寄りには

親 切にしてあげなさい o B e ki n d t o old p e o p l e . +

上 に見るように語の 格意味はこのようにほぼ無振作のままで放 べられてい るが､
これで は ､ それぞ

れ の川法は互 い に関係がない ような印象を受ける() 編者が多義性や語義の抽象性に つ いて考え

てい ないとは 思われない が ､ 辞書を利用する側としては ､
こ のような分類は分かりにくい ので ､ 何ら

か の意味的な分類 による配列順が必 要である()

( 1 .2) ′ト学館プログレ ッシブ和英押収

この 辞書の 分類 の 中 で
､

｢あげる+ は ､ 表記によ っ て ｢ 上 げる+ と｢ 挙げる+ と｢ 揚 げる+ と｢ - あげる+

の 四 つ の 同音輿義語に分類されて いるD 表記による分類は ､ 秤嘗を利用する側として特に漢語と

外来語の場合便利かも知れない が ､ 意味的な関連性がない ことが証明できない ｡ 漢字が異なっ

ても意味が同じ場介が多 い からである｡ 例えば､
｢ 簾を上 げる+ と｢ 寮を挙げる+ と｢ 串を揚げる+ は ､

｢ 新明解同語辞鵜+ によると､ 同じ意味を表してい る｡ それぞれの
"

同音異義語
”

の語義は ､ 前の

辞典と同じようにy
一

般 的な意味から特殊な意味 へ と分類されて い るが ､ 英語の意味に反映してよ

り糸川かく分けて い る
u そ の ほか ､

こ の辞書 柑頁義を｢ I + そして比愉を｢ ”+ と区別 して いる｡ しかし
､

下位分類の 順番 は ､
比較的あい まい である(メ

｢

｢あげる【上 げる】Ⅰ

①｢ 下から上 に動 かす+ r a i s e ; ｢ 持ち上 げる+ 払氏(u p)『｢ 石 を頭より上に l二げるo + r ai s e a

r o c k a b o v e o n e
'

s b e a d . ★ ｢ 彼は帽 子をちょっと上 げて ､ 婦人 にあいさつ した｡ H e r a i s e d

b i s b a t a lit tl e t o th e l a d y . ★彼は1 0 () キ ロ の バ ー-
- ベ ルを上げた｡ H e li 洗e d t h e 1 00 -
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kil o g r a m b a r b ell .

②｢ 高い 場所 に移す+¶｢本 を2 階 に【1二げる+ c a r r y b o o k s u p s t a i r s . ★｢花瓶をピアノの 上 に

上 げる+ p u t a v a s e ( u p) o n a p i a n o ･ ★｢床 を上げる+ p u t a w a y o n e
'

8 b e d di n g .

③｢ 体の
一

部を上 に動かす+¶｢ 私は驚い て顔を上 げた+l o o k e d u p i n S u r p ri s e . ★ ｢遠くの

Il-J に向か っ て 目をあげた+I lift e d u p m y e y e s t O t h e di s t a n t m o un t a i n s .

④ ｢ 部屋 などに 入 れ る+ 『｢ 客を座 敷 に あげる+ i n v it e g tl e 8 t8 i n t o t h e p a rl o r( a n d

e n t e rt a i n t h e m t h e r e) .

⑤｢ 学校に入れる+ s e n d[ ｢ 子供を2 人とも大学に上 げた+Ⅰ
'

v e s e n 七b ot h o f m y c hild r e n t o

c oll e g e .

Ⅱ

①｢ よくする､ 上達させる+ i m p r o v 酬｢製品 の 質を上 げる+i m p r o v e[b e tt e l
･

] t h e q u alit y o f

a p l
･

O d u ct 【m a n u f a c t u l
･

e d g o o d 8】. ★ ｢ 子供 の性質を上げるために家庭教師をつ けた+ W e

e m pl o y e d a t u t o r f o r o u r c hild 8 0 t h a t h e w o u ld g e t b ett e r g r a d e 乱 ★｢ 女性の 地位を

,,,
t げる+ r a i s e W O m e n

'

s st a t u s .

②｢ 昇進させる+ p r o m o 七郎｢彼はや っと課艮にあげてもらっ た+ H e w a s fi n a lly p r o m o t e d

t o s e c ti o n cbi e£

③｢ 数量 ･ 程度を高くする+ r ai8 朗 ｢ 声を上げる+ r ai s e o n e
'

8 v oi c e . ★｢ 部屋 の温度を上げる+

r a i s e t h e t e m p e r a t u r e of a r o o m ･ ★ ｢ 来年 は 私 の給 料を上 げてくれるそうだ+ T h e y

p r o m i s e d t o r a i s e m y B al a r y【(栄) gi v e m e a r ai s e/(英)gi v e m e a ri 8 e】n e x t y e a r . ★ ｢ こ

こは 1
･
O O キ ロ まで ス ピ ー ー

ドをあげられる+ Y o u c a n i n c r e a s e y o u r s p e e d h e r e t o 1 0 0

kil o m e t e r 8 ･ ★｢ 生産を5 年で2 倍 に上げる+ d o u bl e th e o u t p u t i n fiv e 少e a r B .

◎｢物価 ･ 袋幣価値を高める+ r ai 8 釧｢家賃を上 げる+ r ai s e th e r e n t . * ｢ その会社は大幅に

株価 を上 げたo J T h e c o m p a n y
'

s s t o c k h a s ri s e n a g r e a t d e alt( ∩) g o n e w a y u p/

8 k y r o c k e t e d】.

⑤｢手tj 益などを得る+¶｢ そ の取 引 で2 0 () 万 円の利 益を上 げた+ W e m a d e a p r o 丘t o f 2

m illi o n y e n o n th e t r a n s a cti o n .

⑥ ｢ ある費用ですませる+ [ ｢ パ ー
ー

テ ィ
ー

-

汁---
-

人 l.)j
-

Pl で 上 げて ほしい+ W e d o n
'

t w a n t th e

c o s t o f t h e p a rt y t o g o o v e r 1 0 ,0 0 0 y e n p e r p e r s o n . ★｢ 安く上 げてくれ+ D o it a s

ch e a ply a s p o s sibl e .

⑦ ｢ 仕 上 げる ､ 終 える+ [ ｢ ド レ ス は 明 日 中に 上 げます+ T h e d 1 ･ e S S W ill b e f in i s h e d

t o m o r r o w ･ ★ ｢ この 仕事を年 内に上 げるようにする+ W e
'

ll t r y t o c o m p l e t e t h e j o b b y th e

e n d o f th e y e a r ･ ★｢ 第3 巻を上げたところだ+Ⅰ
'

v e j u s t fi n i s h e d ( w riti n g/ r e a di n g) th e

tlli r d v ol u m e .

⑧｢効果などを現す+ ¶｢ 立派な成果をあげた+ T h e y o b t ai n e d e x c ell e n t r e s u lt s ./T h e y di d

v e r y w e ll .

⑨ ｢神仏に供える+[ ｢祭壇にろうそくをあげる+ o ff e r c a n dl e s o n th e a lt a r .
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⑩｢ 与える+ gi v eTTr こ の時 計を君にあげよう+I w ill g i v e y o u th i 8 W a t ch ./ T hi s w a t c h i s f o r

y o †l . / Y o u c a n h a v e t h is w a t c h .

⑪ ｢ 吐く+ v o m i t;( 口)t h r o w u p ;( 口) u p c h t l C k ¶｢ ゆうべ 食 べ た物 をあげて しま っ た+ I

v o m it e d [t h r e w u p] w h a t l a t e l a s t n i gh t .･★｢ 急にあげそうになっ た+ I 8 u d d e n ly fe 1t

v e ry si c k a t m y st o m a c h .

⑫r 声を立てる+刀｢ 彼は苦痛 の叫び声を上 げた+Ⅰ寸e g a v e [ u tt e r e d] a c r y of p ai n . ★r彼女

は絶望のうめき声を上げた+ S h e g r o a n e d i n d e s p a i r . ★｢ それを見てみんな歓声を上げた+

T h e y s h o u t e d f o r j o y a t t h e si gh t . ★ ｢ そ の提案にだれもあえて反対の声を上 げなか っ た+

N o o n e b o t h e r e d [ m a d e th e e ff o rt】t o s p e a k o u t a g a i n s t t h e p r o p o siti o n .

あげる【挙げる】

①｢ 上 の方 - 伸ばす+ r a i 8 e『｢ 賛成の人は手を挙げて下さい+ T h o s e i n f a v o r , r a i s e y o u r

h a n d s . ★｢ 後ろで 手を挙げろという声がした+
''

H a n d s u p !
”

8 a id s o m e o n e b e hi n d u B .

②｢ 示す+[ ｢ 似た例をヰ)う2 ､ こ3 挙げる+ gi v e a fe w m o r e Si mi l a r e x a m p l e s / ( 文) cit e a fe w

m o r e si m il a r c a s e s . ★｢ 督察は状 況証拠しか挙げられなか っ た+ ★｢警察は状況証拠しか

あげられなか っ た｡ + T h e p o li c e c o u ld p r o d u c e o n ly ci r c u m s t a n ti al e v i d e n c e . ★｢ 国会議

員の名前を挙げた+ H e m e n ti o n e d a D i et m e m b e r b y n a m e .

③｢推挙する+『｢ 彼を会艮候補に挙げることが決まっ た+ T h e y d e cid e d t o n o m i n a t e hi m

f o r p r e si d e n t .

④｢ 検挙す る+ a r r e 8 t『｢殺 人犯 杜 そ の 場 で 挙 げられた+ T h e m u r d e r e r w a s a r r e s t e d

【( 文) a p p r e h e n d e d] o n th e 8 P O t . ★ ｢ 麻 薬密 輸団はまだ挙げられて い ない+ T h e d ru g

s m u g gl e r s a r e still a t l a r g e .

⑤｢ 式を行う+[ ｢結婚式は1 0 月 に挙げる予定 です+ W e pl a n t o h a v e 【h old】o u r w e d di n g

( c e r e m o n y) i n O ct o b e r .

⑥r 大勢の 人を動かす+¶｢ 彼らは つ い に政府に対して 兵を挙げた+ T h e y fi n a lly t o o k u p

a r m s [ r o 8 e u p i n a r m s】a g ai n s t y h e g o v e rn m e n t .

⑦｢ 世間に知らせる+ ¶｢ 第2 作目 の 小鋭で彼 杜名を挙げた+ H e w o n f a m e w it h hi s s e c o n d .

n o v e l . / H i s s e c o n d n o v el b r o u g h t hi m f a m e .

あげる【揚げる】

①｢ 揚げる+ h o i s t; 『｢ 空中に飛ばす ､ 翻す+ n y ★ ｢旗 を揚げる+ fl y 【h oi st] a fl a g . ★ ｢ するす

ると旗をあげる+ ru n u p a fl a g . ★ ｢凧をあげる+ fl y a kit e . ★｢ 花火をあげる+ s e t [8 h o o t】off

丘r e w o r k s

②｢ 揚げ物を+ d e e p fr y; d e e p - f a t fr y¶｢ エ ビ( 負) を揚げる+(d e e p) f ry s h ri m p s ( a fi s h) .

③ ｢ 陸に移す+1 a n d ¶｢ これらの箱はすぐに陸に揚げる必 要がある+ Tll e 8 e b o x e s a r e t o b e

l a n d e d【g o a s h o r e】i m m e di a t ely .

④｢芸者を呼ぶ+¶｢ 芸肴を揚げてどんちやん騒ぎをする+ c all i n g e i s h a s a n d w h o o p it u p .

- あげる
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①｢ す っ かり
- する+¶

◆

｢ 賊を縛りあげた+ Tll e y ti e d u p til e tl li e £

②｢ は っきり表す+ 『｢ この 誌 は彼 らの 勝利を歌い あげて いる+ T hi s p o e m Si n g s o f th ei r

v i ct o r y .

③｢ - し終わる+ ¶｢ こ の本を昨夜読みあげた+Ⅰ丘n i s h e d r e a di n g th i s b o o k l a st mi gh t .

④｢ - してあげる+[ ｢ 代わりに行 っ て糾ブよう+I w ill g o i n y o u r pl a c e 【i n s t e a d of y o u] ★

｢ 自転 軽を貸してあげる+ Y o u c a n u s e m y bi c y cl e . ★｢彼 にも見せてあげなさい+ Le t h i m

s e e it , t o o . +

この ように意味の分類で-一-
･

定 の基準を使 おうとしても
､ 結果的に意味の 分類は語の意味を波 べ た

リストになっ てしまうく) 例え ば､
｢旗をかか げる+ と｢揚げ物をフライする+ と｢ 芸者を呼ぶ+ は ､ 意味の

面で非常に興な っ てい ても､ す べ で
`

｢揚げる+
''

の 原義に属するように次々と並 べられているo

( 1 .3) 外国人の ための 底本語用例辞典

この用例辞典は ､
あまり配列順に つ い て述 べ て いない が ､ 外 国人の ための 基本語衆を並 べ たも

のなの で
､
基本的な語褒とその･--

一 般的な意味しか登録してい ない o ｢ 本書を使用する学習者を考

えて
､
あまり特殊な意味 ･ 用法には及 ばない

｡
農本語粂として採録した語は ､ 日本語の 学習者や

諸種の 語褒詞査などに見られるもの を資料とし -

( 用例 1 9 9 4/0) +-というように語の特殊な意味は

採録されてい ない ` 〕

｢

上 げる ･ 揚げる･ 挙げる> あがる｢ 上がる+

1) 下から上の ほう､ 高い 所 へうつ す ｡ ｢上 ･ 揚+ > さげる｢ 下げる+ ｡ おろす｢下ろす+ ｡ あがる

｢ 上がる ･ 揚がる+ ｢ お客をざしきに上げなさい+ 0 ｢こ の にもつ を棚に上 げてください+ 0 ｢ 手をあ

げてあいさつ をした+ o ｢ 下ばかり見て い ない で ､ 顔を上 げなさい+ o ｢ 町は前になっ たの で ､ 花

火を掛ずて お いわい をした+ o ｢ 船は積み荷を揚げると､ すぐに港を出た+ 0

2) 値段 ･ 価値 ･ 資格 ･ 程度などを高くする｡ ｢ 上+ > さげる｢下げる+ ｡ あがる｢ 上がる､ 揚がる+ 0

｢ 政 臓 7t 税金をあげないと行 っ てい る+ 0 ｢･
一

年に-･
-

度月給を上 げることになっ て い る+ 0 ｢もっ

と部屋 u,) 温 度を_1二げないとか ぜを引いてしまう+ ｡
｢も っと調子を上 げて歌 ゲ⊂ください+ 0

3) 物事を終わらせる｡ すませる｡ ｢ 上+ ｢ 生活費は できるだけやすくあげたいと思います+ 0 ｢ ピ

アノソナタを-- - 仙あげた+ o

4) ｢ 敬語+ として使う場合 d ｢ 上+ ( 1) ｢ やる ･ あたえる+ の てい ね い な言い )J
-

a
> やるo あたえる

｢ 与える+ . ｢ お好きならあなたにあげましょう+ ” ｢ あとで手紙をあげます+ o ( 2) ｢ 動詞＋ て 糾ブ

る+ の 形 で ､ 人 u) ためにある動作をする意味を表すo ｢ てやる+ の ていねい な言い方 ｡ ｢ わから

なけれ ば教えてあげます+ (, ( 3) ｢ 申す ･ 存ずる十あげる+ の形 で使 っ て ､ けんそん の気持ちを

表すく,

｢ ここでお待ち申し
_
1二げます+ o ｢ お名 前はよく存じあげて おります+ 0

5) やさい や ､ にくや ､ さかななどをあつ いあぶらの 中に入 れて料理する0 ｢ 揚+ ｢ てん ぷらを
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あげる+ ( ) ｢ カツ レ ツをあげる+ 0

6 ) 人に知られるようにする｡ 翁をよんだりして数え立てる｡ ｢ 換+ ｢ 例をあげて説 明せよ+ 0 ｢ 合

格者 o) 名 前をあ げて 下さい+ . ｢ 彼は スピ ー

チ コ ンテ ストで
一

番にな っ て学校め名をあげた+ 0

｢ 来)] 結婚式をあげます+ ,,

7) 全部を
一

度にするo 使うo ｢ 挙+ ｢ 全力をあげて試験の ため勉強した+ 0 ｢ 国をあげて記念 日

をいわう+ く}

8 ) 利益を得るo ｢デ パ -

トは大きな利益を+ 二げて い る+ o +

こ のような分類 は ､
基本的な意味だけが採用されて いるの で ､ 語の おもな意味領域がよく把握 で

きる｡ しかし､ 意味範臣削Tt 全 体的にどの ように形成するかはここでもは っきりしない ｡

( 1 . 4) 新明解国語辞BLL

新明解国語辞典の編集方針 の 中で 語歳 の 配列に つ い ては
､
｢ 語轟は ､ 現代日本語におい て 通

常使 用されて い るもの を凝視し､ 頻度 の多いもの から低いもの - ､ -
一

般的なもの から特殊なもの

- という方向によることを原則とした｡) 古義 ･ 原義で ､ あと - 回すことに忍びないもの は､ 語鯨として

冒頭に注した( 新明解1 9 8 1/3) 0 - なんらかの 意味で対比される同音語､ 及び語甑 の異なる同型

の 外来語を便宜 I ･ n で統合し､ ス ペ -
-

ス の倹約を図 っ た+ ( 新明解 1 9 81/4) という｡ この 分類で

｢ あげる+ は ､
形態 ･ 統語論的な働きによ っ て Ⅰ他動詞 ･ Ⅲ自動詞 ･ Ⅲ 助動詞の 三 つ の項 目に分

けてあるo その 他の 分類は ､ 傾度または
-

-
-

般牲によるもの であるo

｢

拙

あ ･ げる[ 上 げる] I 0 ( 他下
-

)

( -
-

) 人 目に付か ぬ ･ 低 い 所( 下の 方) から､ 人 の 目に付く･ 高い所( 上の 方) - 移す. ｢( 塞

い) 腰を -
-
･ 国旗 を - -〔- 高く掲 げる〕･ 手を - (〔①挙手する/ ②⇒ お手 上 げ〕) ･ 両手をあげ

て賛成する: 軍配 ･ ( 慕) を: 棚 に - -
･ 客を座敷に

-

〔揚がるように進める〕･ 芸者を - 〔 - 座 に

呼ん で遊興する〕･ 娘を大学に - -〔- 入学させる〕: 食 べたものを
- -

〔- 吐く〕: 打ち -

+

( 二) 今までより程度を高めるo ｢ 成績を -I
-

〔- よくする〕･ 月給 を
-

〔- 昇給させる〕: スピ ー

ド･

( 全力) を - 〔- 出す〕璃 ･( 盟) を
-

: 血道 .( 熱) を -

: あげたり〔- ほめたり〕下げたりする: 運

賃 .( ス ピ ー
-

ド ･ ピ ッチ ･ 能率 ･ 効果 ･ 業績) を -
-

+

( 三) それとは っきり分 かるように ･ 形( 行為) に表す ｡ ｢ 花火 ･ ( 波しぶき ･ の ろし ･ アドバ ル ー

ン) を - 一

: 兵 を- -

〔- 起 こす〕: 悲鳴 ･ (総 力) を
- -

〔- lt
.

. す〕: 結婚式を-
-

〔- 行う〕･ おだを-
-

〔- 自慢する〕: 収穫 ･ ( 利溢) を--
-

〔- 得る〕: i . ･ ( 声 ･ # , 乗り) を - -

: 槍玉に
- -

: 高らか に歌 い

- ‾

+

( 四) 〔条件を満足する ･ ( 問題となる) ものとして〕示す o ｢ 具体的な例 ･ (難 点) を
-

: 何人かの

# 1 ･( 候補者) を -
-

: 矧17 ･ に( を)
-

:
･ ･ ･ の 点が 挙げられる ･

筆頭 に
- 〔- 掲げる〕･ 証拠を

-

〔- 見せる〕･ 犯人を -

〔- 検挙する〕･ 挙げて数ふ べ からず〔- あまり多くて
- 一

々 数 えては居

られない〕: 数え -
-

･ 取り-･ -
･

_
il([

-

.

べ - -
･

+
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( 五) 望ましい 結果を納めるo ｢ 結果を - ･ 業績を -
･ 利益を - 〔- 得る〕:･ 一

男
一

女を - 〔- も

うける〕+

( 六) ( そ の範囲内で) けりが っくようにする. ｢ 千円で -

〔- ①まかなう｡ ②済ます〕･リ ー ダ ー

を
- 〔- 終える〕+

(･･L;) ｢ 与える+ の ･ 謙譲( 丁寧) 語 o ｢ 花を -

〔- 供える〕+

Ⅱo ( 自下
-

)

〔遠くにあっ たもの が〕すぐそ ばまで 来て 一

杯になるo ｢潮が - 〔- 満ちてくる〕･ 胸が上げそう

だ〔- むかむ かして吐きたくなっ た〕+

Ⅲ〔接尾語的に〕

(---･1
-

) もう十分だというところまで何かをするo ｢ 書き
-

･ 縛り-
-

･ 練り -
･ こね - ･ で っ ち -

+

( 二) 相手 へ の動作を へ りくだ っ て言う｡ ｢願い あげます+

( 三) ｢ てやる+ の謙譲 ･ ( 丁寧) 語o ｢ 見て -
-

+

あ ･ げる｢ 揚げる+ ( 他下
-

)

(-
-

) 熱 い油に 入れて火 を通し､ 食 べられるようにする. ｢ 天 ぶらを - フライを - ニ ンジン を
-

+ ( ) +

こU )J=うな分類 は ､ 辞書 の Ll ' で最も適 川しやすいもの で ､ 比較的見やすい 分類の 結果を生 み出

すく) しかし､ I- 倣 姓または 頻度順 を使 っ ても｢ 上げる I + の⑦｢ 与える+ は ､ よく使われてい る意味

なu) に
､ ⑥｢ (範L 卯勺で) けりが つくようにする+ のあとに配列されて い る｡

( 1 .5) 広辞苑

この辞BILL O･･) 配列順 につ い て作者は ､ ｢ 国語項 目は ､ 現代語はもとより､ 古代 ･ 中性 ･ 近代にわたっ

てわが国の 古拙にあらわ れる古語を広く収集し､ その 重要なものを網羅した ｡ ･ , ･ 国語項 目の解鋭

に当たっ て 臥 つ とめて古曲カゝら文例を引用し､ 語 の用法を実地に示した(広辞苑 19 91/9) o 語義

がいくつ か に分かれる場合 には ､ 原則として語派に近 いものから列記した( 広辞苑 1 9 9 1/1 3) a + と

いう() そ の 意味の 大きな分類は ､ (
-

) ( 二) ( ≡) ･ ･ ･

で 行われ ､ それをまた細かく分ける場合( 1 )

( 2) (こり - を使 い ､ そして更にこの意味を分割 する場合は ､ ( イ) ( ロ) ( ハ) - と示して いる｡ こ の分

類 では ､ 語源が基本 になり､ 用例もほとんど古曲文学から引用されてい るので
､ 現代語の 国語辞

典として の 働きよりヰ)総今的な国語辞曲とする方が適 切な呼び名 であろうo

｢

鞄 あ･ げる【上 げる ･ 挙げる･ 揚げる】《他 下--
-

》( 文) あ･ ぐ( 下二)

力や手を加えて ､ 物 の位置や状態や次元を高くする｡

( 1 そ のもの全体または部分の位置を高くするo

( 1) 上 - やるo 高 い所 に移動させる｡ 月磯 風二ヒ記逸文｢ 大和 べ に風吹き -
･ げて+ ｡ 竹取｢ 燕

はい かなる時にか 了
･

産 むと知りて人をば - ･ ぐ ペ き+ 0

( 2) 上向きにするo ｢ 目を - ･ げる+ (,
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( 3) 空高く浮ぶようにするo ｢ 凧を - げる+ o ｢ 花火を - ･ げる+ o

( 4) 陸上 - 移す o 平家
-

-”- r -
･ げ置い たる船+ 0

( 5) 下げて い た髪を結 い 上 げるo また､ もの を高 い位置に据え付けるo 万
-

六 ｢橘の 寺の 長

屋に吾がゐねし童女放髪(ウナイハナリ) は髪 - ･ げ つ らむか+ 0 ｢ 棟を -
･ げる+ 0

( 6) 下に敷 いてあるもの を取りの けるo r優を -
･ げる+ o

( 7) 吸い 上 げるo ｢ 切花が水を -
･ げる+ o

( 8) (胃から口 の方 - )もどすo 吐くo ｢船に酔 っ て -
･ げる+ 0

( 9) 家の 中に入らせるo 軌 忠 臣蔵｢ はじめて のお方を同道申した｡ -
一

つ
-
･ げます座敷

があるか+ 0

( 1 0) 芸 卦 遊女を(座敷 - ) 呼び寄せるo また､ 呼んで遊ぶo 織 酔
- ｢ 丸尾の 七左衛門方に

太夫の 吉野を -
･ げ置き+ ”

( l l) ( 人を) 都 - の ぼらせるo 上京させるo 娠 玉撃｢とかく梢 - て ･ 京 - - げ奉りてむ+ 0

( 1 2) 勢いよく馬を駄ねあがらせるo 寄 掛-
-

O ｢ おとど力及ばで ､
あがり馬をひかれにけりo な

か道ぐらをはづさせ て - ･ げけり+ 0

( 1 3 )(気を)たか ぶらせるo 栄華若枝 ｢あない みじ｡ 気(ケ)
-
･ げさせ給 ふな+ a

( 1 4 )(水位を高める意から自動詞的に使われて)潮がさすo ｢潮が - げてくる+ o

( 1 5 ) ( ｢ 揚げる+ と書く｡ 金網 にの せて油をきる意) 油で煮て ､ 揚げ物をこしらえる｡ ｢ てん ぷ

らを - ･ げる+ o

( 二) 資格 ･ 価値 ･ 軽度 ･ 勢いなどを高める｡

( 1) 地位を高めるo 昇進させるo 続紀 - O ｢ 冠位
一

階 - ･ げ賜ふ事+ 0

( 2) (｢ 騰げる+ とも書く) 価を高くするo 金額をふやす o ｢ 料金を -
･ げる+ ｡

( 3 )( 子女などを) 寺 子屋 ･ 学校などに 入れるo 浮世物語 ｢ 寺に - げて 手ならひをさすれど

も+ 0

( 4) 技能などを高度にする. 上達させるo F] 繭｢ ガクモ ンナドノイロヲアグル+ 0

( 5) 勢いをさかんにするo 勢い をつ けるo ｢ 気勢を - ･ げる+ 0 ｢ ピ ッチを
-
･ げる+ 0

( 6 ) 声量を大 にする｡ 高く発する｡ I_】億｢ コ エ ヲアグ ル+ 0

( 7) 顔だち ･ 風采また評価などをよくするo ｢ 男ぶりを - げる+ 〔, ｢ 男を -
･ げる+ 0

( 三) 極点にまで 至らせる｡ 事を終らせる｡

( 1) なしとげる｡ 仕上 げる｡ ｢ この 仕事は今夜 中に …
･ げなけれ ばならない+ ( ,

( 2) 育てあげる｡ 今昔九｢ これ片輸者なりとて
､ その 子を遂に -

･ げずして棄て つ + 0

( 3) (赤 子を)とりあげる｡ もうけるo ｢ 二 男 - 女を -
･ げる+ 0

( 4) 経費をそれだけですませ る｡ 浮世床初 ト 分 ｡ ヱ ｡ それで -
･ げる つもりか ヱ+ 0

( 5 ) 遊興や投 資に金を全部使う. 入れあげるo 浄 ､
二枚絵 草紙 ｢ 新地狂 ひに身代 - げ ･

方 々 の 借銭+ {,

( 6 ) 全部出しつくす o 何物も残さない o ｢ 全力を -
･ げる+ o ｢ 国を - ･ げて祝う+ o

( 7 ) 撤去する. かたづけるo 玉塵抄1 4 ｢ 食ひ果てて ､ 食ひ残しの 分けのあるを
､ 婦が膳を - ･
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げて
､
そ の 膳 の 分けを食ふぞ+ 0

( 四) 高く人 目につくようにする｡ 広く知られるようにする｡

( 1) 高く掲げ示す o 平家 二｢ 天
山‾
F に兵乱起 つ て ､ 怪火を - げたりければ+ o

( 2) (実例
･ 証拠などを) 明確 に表 面 にあらわす｡ また ､ (効 卦 実蘇などが) は っきりあらわれ

るようにするo ｢ 証拠を -
･ げる+ (〕 ｢ 成果を -

･ げる+ o

( 3 )(各声などを)世に広めるo 平家六 ｢ 日本-
一

州に# . を - ･ げ+ 0

( 4 ) 取り立てて示す ｡
I:F 家

- ｢ 大織冠 ･ 淡海公 の御事は - ･ げて申すに及 ばず+ o

( 5 ) ほめたた えるo また､ そ の 地位や仕事に突した人として推挙する｡ 雨月 三｢ この 玉 何て

ふ川は国 々 にありて
､
い づれをよめる歌もそ の 流れの掃きを

-
･ げしなるを思 - ば+ 0 ｢ 委員

には某君を -
･ げる+ (,

( 6 ) 大勢の 人を集め 動か して事を起す o 十訓抄｢ 義兵 を -
･ げて ､ か の 国 - 向ひ給 ひ し

時+ o

( 7) (行事や儀式などを)とり行うo ｢ 式を - ･ げる+ 0

( 五) 高位または有力なもの の 所に到達するようにする｡

( 1) 神仏に供えるo 奉納するo 栄華鶴林 欄 白殿 ､ El ごとに法華 掛
一

部､ 阿弥陀経あまた -

を
-
･ げさせ給ひ て+ () ｢ お寒銭(サイセン)を

-
･ げる+ (,

( 2 ) 身分の 低い 着から高 い者 にさし上げるo 献上するo 農行紀｢ すなはち朝庭(ミカド) に進上

(ア) げたまふ+ ( ,

( 3 ) 返上す る｡ 辞任する｡ 玉 塵抄二 ｢ 周 公 の 摂政を - ･ げ て ､ 山瀬の 東国 - ひ つ こまれた

ぞ+ ( )

( 4) (本来は ｢ 与える+ ｢ やる+ の 相手を敬 っ た言 い方)対等または 目下の相手に物を渡す場

合の 丁寧表現｡ ｢君に -
･ げよう+ 0

( 5) 屋敷などに奉公にやる｡ 浮世風呂賭｢ 六ツ の 秋 ､ 御奉 公に -
･ げました+ 0

( 6 ) 参 上させる. 莫切白根金生木 ｢ ず い ぶん [FI L 触らしまして ､ 横着な借 手を - ･ げませう+ 0

( 7) (官が嶺地 ･ 役 目などを) 召し上げる. 没収するo 諏訪の 本地｢彼 が知行 の所領を - ･ げ

て ､ 我等半分づ つ 知行せん+ 0

( 8) 物をむりに取り上 げる｡ まきあげる｡ 浮 壮風 呂前 ｢トレ 手拭を見せや 0 - あれが所から
- ･ げて来やアが つ て+ 0

( 9) 賊などを召しとる. 検挙するo ｢ 犯人を -
･ げる+ 0

( 六)

( 1) (動詞 の連用形に付い て) そ の動作を完了させる意を示す ｡ 古今六帖二 ｢ わが門の 早

稲Lr](ワサダ)もいまだ刈り
-
･ げぬに+ o ト

ー

刻も早くし -
･ げてほしい+ 0

( 2) (｢ 申す+ ｢ 頼む+ ｢ 願う+ などの動詞 の連用形 に付 いて) その 動作の 対象をあがめ敬う意

を添える. 1 托 ､
三人夫｢ 汝らが銘を申し -

･ げい+ o

( 3) (動詞連用形 に助詞｢ て(で)+ の付 い た形 に添えて) そ の 動作を他にしてやる意の 丁寧

表 乳 梅暦｢どこぞ - 私(ワチキ)があづけられて ､
お金をこしら - て - げるよ+ 0 +
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こ の 分類 で は ､ 時代の 流れの 中で 消えた用法も､ 新しく誕生した用法も､

-

緒に同じ｢あげる+ の
[Fl で取り上 げて い るu 文語 の [1 1 の意味を分かるために語源 による細かい 分類は適 切であろうが

､

現代語の 語義の 範囲を把握するためにこのような分類は誤解を招くものである｡

( 1 . 6) 人辞林

こJ ) 辞典 の見山し語と配列に つ いては ､ 次の ように述 べられてい る｡ ｢ この辞典は ､ 現代の言語生

活に立脚し､ 現代語を中心 に 古語や 百科語をも含めた総合的な国語辞曲として編集したもの で

ある+ ( 大辞林 1 9 95/5) o ｢ 意味 の 記述順序 は次のようにしたo ( ア) 現代語として用いられてい る意

味 ･ 用法を先にし､ 古語として の 意味 ･ 用法をあとに記述した｡ (イ) 現代語 は 一

般的な語義を先
にし

､ 特殊な語義や 酎 即勺な語義をあとに記述したo (ウ) 古語は ､ 原義を先にし
､
その 転義を順

を追 っ て記述した+ ( 大辞林 19 95 侶) というように大辞林は ､ 広辞苑と同じように総合的な国語辞

典 であり､ 譜 の 意味を現代 の意味範囲に限らない で記述したものである｡ 帝義 ･ 用法は大きく異

なる場合 , 【1】【2】【3】 - を使 い
､
そして語義 ･ 川法を分ける場合､ (1)(2)(3)

- を使う｡

｢

洩あ ･ げる【上 げる ･ 揚げる ･ 挙 げる】

【1】より高い 所 へ 移動させるo ( 1) 物を､ 高い所 に移動させ るo 《上 ･ 揚》o r fs んすを二 階に
-
･ げる+ o ｢ 原 っ ぱでたこを - ･ げる+ 0 ｢ ロ ケットを打ち -

･ げる+ a ( 2) 体の 一

部を上の方 - 動

かすo ( ア) 手や足を上 - 動かす o 《挙》- - おろす . ｢ わか っ た人は事を - ･ げなさい+ o (イ)

顔など､ 下向きになっ てい たものを上 向きにする｡ 《上》- 一 伏せる｡ ｢ 顔を
-
･ げてこちらを

見る+ o ｢ 目を
-
･ げて相手を見 つ める+ 〔, ( 3 ) 水 の中の 物を､ 陸地や船の 上 に移す｡ また､ 船

に積まれて いた物や人を陸に移す o 《揚》D ｢網 を -
･ げる+ a ｢ 船から荷を

-
･ げる+ o ( 4) ある

家屋に人を入れるo ( ア) 屋外や土 間から人を部屋 へ 入れる｡ 《上》｢客を座敷 に - ･ げる+ o

(イ) 妓楼で ､ 柵 手を客としてLl･lEこ 入れるo 《揚》｡ ト 見(イチル) の客は
- げるわけにい かな

い+ o (ウ) ( 芸者を) 宴席に呼んで遊 ぶ o 《揚》｡ ｢ 芸者を -
･ げて 一

晩愉択に遊び 明かす+ .

( オ) 自分 の 子供を学 校に入 学させ る･ また
､ 進学させる() 《上》｡ ｢ 子供が 六歳になっ たら小

学校に -
･ げる+ o ｢ 大学に

-
･ げる+ 0 ( 5 ) 敷 いてあるものを取りのけるo 《上》o r 布団を - ･ げ

る+ o ｢ 畳を -
･ げて 1

-

-

＋+ o ( 6 ) い っ たん食 べ たもの を､ 吐くo 目的語を省略して 自動詞橡に

も用い るo 《上》o ｢船に酔 っ てす っ かり -
･ げてしまう+ 0 ( 7) 〔生まれた赤ん坊をr取り上げる+

ということから〕自分 の 子供を つくる｡ 母親にも父親にもいう｡ 儲( モ ク) ける｡ 《挙》｡ ｢結婚して
一

男 二 女を - げた+ (J ( 8 ) ( ｢ 兵をあげる+ の形で) 軍隊を率 いて行動を起こす o 《挙》o ｢ 開

成 に兵を -
･ げる+ 0

【2】定形 のないものや ひそん で いたもの を､ 現れるようにする｡ ( 1) 煙 ･ 炎などを､ 上方に立

ちのぼるようにする○ 《上》o ｢ の ろしを -
･ げる+ o ｢ 真 っ 赤な炎を -

･ げて燃える+ o ( 2) 大きな

声を発するo 《上 ･ 揚》o ｢ 悲鳴を - げる+ 0 ｢喚声を - げる+ 0 ( 3 ) 話題となっ てい るもの を明

確にするため に ､ 人 ･ 物の名や数億などを具体的に示す ｡ 《挙》｡ ｢ 次期社長の 候補として三
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人 の 名を
-

･ げる+ o ｢ 具休的数字を -
･ げ て鋭 明する+ 0 ( 4 ) 利潤やよい成果をおさめ る｡

《上 ･ 挙》o ｢ 多額 の 利益を - げる+ a ｢ 好成績を - ･ げる+ 0 ( 5) 犯人をつ かまえる｡ また､ 証

拠などを発見するo 《挙》. ｢ 犯人を - げる+ 0 ｢ 確証を - げる+ 0

【3】物事の 軽度をは なはだしくするo ( 1 ) 値段を前よりも高くする｡ 《上》- - さげる｡ ｢も っと

給料 を - ･ げてもらい たい + 0 ( 2) 勢い ･ ス ピ ー

ドなどを高くする ･《上》o ｢ あまりス ピ ー

ドを - .

げると危険だ+ ” ｢ 仕事の ピ ッチを -
･ げる+ o ( 3) 温度 ･ 湿度その 他の 数億を大きくなるように

するo 《縦》- - さげるo ｢部屋 の 温度を - げる+ o ｢ 打率を
-
･ げる+ a ( 4) 地位 ･ 成凍 ･ 評価

などをよくす るo 《上》o ｢位(クライ)を
- げる+ o ｢ 腕 を - ･ げる+ ｡ ト 躍男を -

･ げた+ o ( 5 ) す
べ てを

-

度 に - するo ( ア) ( ｢ 全力をあげる+ の形 で) す べ ての能力を出し尽くすo 《挙》o r 問

題解決のた め全力を - ･ げる+ o (イ) (｢ ･ . ･ を挙げて+ ｢ 挙げて ･ -

+ の 形で 副詞的に 剛 ､ る) 棉

成メン バ ーーー がそろ っ T ･ - す るo 《挙》o ｢ 市民はこの 計画に
-
･ げて 賛成した+ o r 国を -

･ げて

歓迎する+ 0

【4】物事を最後まで し終える. 完了するo 《上》( 1) 仕事 ･ 作 数 学習を完了するo r この 仕事

は今j] [F7 に
-
･ げて しまわなければならない+ o ( 2) ( ｢ -

であげる+ の形で) 合算した費用 .

日数などがそ の範囲 内で済むようにする. ｢ 総額
-

千万l･･【J で -
･ げる+ 0

【5】熱した油の 中に材料を入 れて ､ 天ぶら･ フライなどをつくる. 《換》o ｢ 天ぶらを -
･ げる+ a

【6】神仏に供物(クモツ)を捧げたり､ その 前で祈っ たりする｡ ( 1) 神仏に供物を捧げる｡ 《上》｡
｢ お墓にお 花を -

･ げる+ o ( 2) 神 仏の 耐で祈りの言葉を唱える｡ 《上》｡ ｢ 仏壇 にむ か っ てお

経を
-
･ げる+ o ( 3 ) 結婚式を行うo 《挙》o ｢ 教会で結婚式を -

･ げる+ 0 ｢ 祝言を -
･ げる+ 0

【7】｢ 与える+ ｢ やる+ の 丁寧な言い 九 《上》｡ ｢ こ の本 ､ あなたに - げます+ 0

【8】潮が満ちて水位が上がるo ｢ 夕方になると潮が - ･ げてくる+ 0

【9】他 の動詞の連用形 の下に付い て複合動詞をつくる｡ 《上》｡ ( 1) 十分に -

する｡ できるだ

け･ ･ ･ す るo ｢ ビカピカに磨き
-
･ げる+ o ｢ 鍛え - げた体+ Q ( 2 ) 最後まで - するo -

し終えるo
｢ 論文を書き

-
･ げる+ o ト 週間 で編 み -

･ げる+ a ( 3) は っ きり他者 に示すように -

するo
｢ 原稿を読み -

･ げる+ (∫ ｢ 欠点を数え - ･ げる+ o ( 4) 動作の受け手 に対する尊敬 の気持ちを

表す. ｢ 申し - げる+ o ｢ 存じ -
･ げる+ 0

【1 0】(補助劫詞) 動詞 の 連用形に接続助詞 ｢ て+ の付 いた形に付く｡ 相手に対し恩恵となる
ような動作をすることを､ 動作者の 立場からいうo 《縦》〔普通 ､ 坂轟音き. これFj: r ･ ･ ･

てやる+

と異なり､ 受け手に対する軽 い瑚意がこめられて い る｡ 目上 に対しては ｢さしあげる+ を用 い

るの が 一 般的である〕o ｢本を貸して - ･ げる+ 0 ｢家まで送 って - ･ げます+ o

こu) ように大きな意味分類 が鹿本 になり､ それぞれ分類された意味はまた細かく下位分類されて
い るo しか し

､ 大きく分けた意味は 互 い にどう関係 してい るか はは っきりして い ない ｡ また､ 細かい

意味項目も､ 無理 に同じ大きな意味項 目 の rT-1kこ挿入されたようにも感じる｡ 例えば
､
｢【6】神仏 に

供物を捧げたり､ その 前で 祈っ たりする+ の rr] の ｢(3) 結婚式を行う+ は｢【4】物事を最後までし終え

る
(, 完‾F する+ に入 れることも可能 であろう

o
こu) ように具 榊勺な同-

-

した項目ははたして立 てるこ
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とができるだろうか
`〕

(2) 辞書における｢あげる+ の意味分類 のまとめ

I 郎告辞gLLと和長押娘u ) 分類法) J は ､ それほど興なっ て いない が
､ 国語辞他の方がより具体的に

か つ 論理的に｢あげる+ の 意味を分類して い るo 和英辞典では ､ 異な っ た意味項 目 は ､ 比較的翠

純に渡 べ らえて い るの に対し､ 国語辞曲 で は
､ 榎昧 でありながらも､ 頻度 ･ 語源などの 基準に基

づい て意味の 配列が行 われて いる(, 国語辞曲の場合､ 外国語が説 明の 中で使えない の で ､ より

具体的な意味の分類が必 要になるu

国語辞典 の 間でも意味分類にかなりの 差が出るo まず ､ 大きさの 関係 であるが ､ ｢用例辞 則 と
｢ 新明解+ は ､

｢ あげる+ の意味を直接細か い 具体的な意味場に分類 する｡ 前者は ､ 基本的な意

味しか集めてい ない の に､ 八 つ の 意味場
､ そして後者は＋

-

もの 意味場を形成するo その 代わり
に

､
｢ 広辞苑+ と｢大辞林+ は ､ 総合的な広い範囲の 意味を記述しようとするが ､ 基本的な分類はそ
れぞれ 六と十しかない(J しかし､ この 基本的な分類 はまた細かく下位分類されてい る｡ 広辞苑は

多い場合十六 の ､ そして大坪林は 九 つ までの 下位分類がある｡

意味分類 の 巾で ､ もっ とも単純なの は
､ 基本的な意味しか扱わない ｢用例秤則 である｡ その意

味は八 つ の 意味場に分けて い る: ( 1) 下から上 の ほう､ 高い 所 - うつ す､ ( 2) 値段 ･ 価値 ･ 資 掛

程度などを高くする､ ( 3) 物 事を終らせる ･ すませる､ ( 4 ) ｢ 敬 軌 の 場合±(1.) ｢やる+ の 丁寧な言
い 方 ･ ( 2 ) 人 の ために動作をする･ ( 3 ) 謙遜 ､ ( 5) あぶらの中に入 れて料理する､ ( 6) 人に知られ

るようにする ･ 名をよんだりして数え立 てる
､ ( 7 ) 全部を - 度にする･ 使う､ ( 8) 利益を得る｡ 土の 分

類の r-P で ､ 例えば｢( 4) 敬 語の場合+ と｢( 7 ) 全部を
- -

度にする+ の貌明は不透明である. 例えば ､
｢ この 本を君 にあげる+ の 場合の｢ あげる+ は ､ 普通の ｢ 与える+ 意味の方が近い の に､ 敬語｢ 差し上

げる+ の--
一

種として扱われてい るo ㌔-
一

人称が間接 目的語 にならない の は
､
｢ 敬語+ として認められ

て い る理由だろうが ､ こ の 場合の ｢ あげる+ の 敏
一-･ 欣 的な意味は ､ 所有物を渡すことである｡ また

､

｢ 国をあげて+ は ､ ｢ 全軒･-I-
-

度にする+ というような説明 では理解できない . これよりも新明解国語辞

敗の 説明の 方が分かりやす い であろうr,

新明解国語辞典も､ 意味分類項 目が少ない が ､ そ の 定義(意味鋭明) は｢用例辞典+ よりも論理

的である( , 最初の段階 で は｢新 明解+ は ､
｢ あげる+ の意味を統 語論上で( 1 ) 他動詞と(2 ) 自動詞

と(3) 接尾 語 の用法 によ っ て分けるo 辞 書としてこのような形 ･ 構造からの分け方 臥 意味の 関連

怖があっ ても､ 最も適切だろうo そして ほかの辞書と大きく異なっ て いるの は
､
｢調理 する+ という｢ あ

げる+ の 用法は ､ 全く別 の 同音異義語の 語褒索として扱っ て いることである｡ こ の意味 は ､
ほかの

意味とあまりにもかけ離れてい るの で
､ 別の項目を立 てることの 方が論理的だと判断されたため だ

ろう( J ｢ 上 げる+ 他動詞 : ① -

高い 所 - 移す ･ ②
･ -

程度を高める ･ ③ -

は っきり分かるように形( 行

為) に表す ･ ④条件を満足する ･ 問題とするものとして 示す ･ ⑤望ましい結果を納める･ ⑥ ･ - けりが

付くようにする ･ ⑦｢ ij
･

- える+ の ･ 謙譲( 丁 寧) 軌 自動詞: ① -
一

杯 になる｡ 接尾語 : ①十分 - 何か

をする ･ ②動作を - りくだ っ て 言う･

③謙譲 ･ (丁
‾

寧) 語｡ ｢ 揚げる+ ( 他動詞) ‥①熱い 油に入れて 火

を通し､ 食 べ られるようにする( ,
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｢ 川例押幽+ の( I) ｢ 高 い 所 へ 移す+ と( 2 ) ｢ 程笹を高める+ は ､ お おむ ね｢新明解+ の(①) と(②)

に相当するが ､
｢ 用例辞典+ の ｢ 高い 所 - 移す+ の｢ 花火を･

+ は ､ ｢ 新明解+ で(③) ｢ は っきり分かる

ように形 に表す+ で鋭明するo その ほか｢新明解+ の ( ②) ｢ 程度を高める+ は ､
｢ 用例辞SLLl の ( 7)

｢ 全 部を--+ 壁にする+ と(6 ) ｢ 人に知られるJ:うにする+ U} - 一 部 の 意味も含ん でい る｡ さらに｢ 用例辞

典+ の( 3 ) ｢ 物 事を終らせる+ は ､
｢ 新明解+ の( ⑥) ｢ けりが付く+ に ､ ( 4) ｢ 敬語+ は( ⑦) ｢謙譲語+ と

｢接尾語+ のr--
一

部に ､ ( 8) ｢ 利 益を得る+ の -
一

部は(⑤) ｢望ましい 結果を納 める+ に ､ そ して( I ) ｢ 高

い 所 - 移す+ と( 6 ) ｢ 人 に知られるようにする+ と( 8) ｢ 利益を得る+ の -
一

部は(③) ｢ は っきり分かるよ

うに形に表す+ に相当するu ｢ 用例辞典+ で 区別されてい ない 項 馴ま､ ( ④) ｢ 条件を満足する､ 問

題として 示す+ と自動詞であるが ､ ( ㊨) の 内容の 鋭明は( ③) ｢ は っきり分かるように形 に表す+ とど

の ように異な っ て いるかを明らか にならない o ｢新明解+ は比較的論理 的に分類されて いるの に ､

( ⑤) の ｢ 1 男l一女をあげる+ は｢ 望ましい 結果を納める+ であるか のように問題 になるところもある｡

総合的な国語事 如 ) 意味分煩もIl愛味な点が 多い ｡ 中辞敗と異なる点は
､ 大きな意味分類が 下

位 分類されたことであるo ｢ 広辞苑+ は唯一･-
- r あげる+ の全体的な意味を鋭明する静書であるが ､ こ

の説明｢ 力や手を加えて ､ 物 の位置や状態や次元 を高くする+ はせい ぜい 1 (そのもの 全体また按

部分 の位 置を高くする) と2 ( 価値 ･ 資格 ･ 程度 ･ 勢 いなどを高める) と4( 高く人目に つくようにする
､

広く知られるようにする) の 項 目を説 明でき､ 基本的な意味を指すだろうo 3 ( 観点にまで至らせる｡

事を終らせる) と5 ( 高位または有力なもの の所 に到達するようにする) と6 ( - ) はそのままこの よう

な基本的な--､-I
-

つ 0 ) 定義に当てはまらない o 細か い分類でも疑閃があるo 例えば､
1 ( 位置を高くす

る) の rf” では｢ 花が水をあげる+ は rL吸い 上げる+ と個別 の 下位分類項目に 区別されてい る｡ また
｢潮があげる+ と｢ 天 ぶらを揚げる+ も1 の 下位分類に数えている｡ 2 の 下位分類は おおむね合っ て

い るが ､ 地 4 と5 の 下位分類を
-

つ にするの 札 かなり無理がある｡ 例えば ､ 3 では｢ 二 男 -

女をあ

げる+ と｢ 安くあげる+ と｢ 国をあげる+ がそれぞれ 下位分類をなしてい る｡
｢ 大坪林+ は｢ 広辞苑+ よりも多くの 大きな項目( 1 0) を立 ててい るが ､ ｢ 調理する+ と｢潮が満ちる+

と｢ 与える+ は別 々 の項 目として認められてい るので
､ 大きな項目 はほぼ同じぐらい である｡ そ の代

わり｢ 大辞林+ の 下位分類 は｢ 広辞苑+ の 4 9 より大幅に少ない ､
3 2 だけである｡ 下位分類を見てみ

ると､ 辞書の 間には大きな差が 出てくるo どの用法がどの 下位分類項 目に属するかは ､ 非常に主

観的な判断に基づ いて いる( , 次 の 表( 1) で は ､ 広辞苑の 下位分類 に対して ､ ほか の 国語辞典と

和典辞曲 の 小u) 下位分類 は ､ どのように当てはまるか が示 してある｡ 広辞苑の 一

つ の 下位分類

項 目に対して ､ 他 の 秤Bf-fl ･ で は いくつ か の 項目が相当する場合もあるが ､ 語擬を基準にもっ てい る

の で
､ 全く相当しないものもあるo 広秤苑と大辞林 の場合 ､ 最初の数字 は大きな分類 項目

､
そ し

て次の数字はそ の 卜位分類 を意味する(, 新t･yl 解国語辞典 の場合 ､
t r は他動 軌 it r は自動詞 ､

a u x は接尾 乱 そして a g e ru ほ 同音異義語｢彪をげる+ を指して い る. また
､
小学館和英辞他の場

合 ､ 同旨異義語は a ･b ･ c ･ d と分類されて いる` )

衣( 1)

3 7



騨嘗

下位分類

広 大 . 新 国 典 用 初 中
秤 秤 明 兆 語 基 例 典 英 秤
苑 林 解 辞 本 辞 秤 ･ 典

高い 所に移動させるu 1 . 1 1
,
1 t r l■

.
I a l l/ c l 1

1I _JI
L

I)きにするl〕 1 .2 1 . 2 t r l 1 a 1 3/b l 1

坐高く浮ぶようにする｡ 1 .3 1 . 1 t r3 1 c l 1 9

陸上 - 移すo 1 .4 1 .3 1 c3 2

もL/) を高 い位 置に据える. 1
. 5

敷 い てあるもの を放りの けるo 1 . 6 t r l a 1 2

吸 い 上げる(〕 1
.7

吐くo 1 . 8 1 . 7 t r l a 2 1 1 9

家の 中に人らせる,, 1 .9 1 . 4 t r l 1 a 1 4 2

芸者を呼んで遊ぶ (, l . 1 0 1 . 4 t rl c 4 2

上 京させる(, I . l l

燭を跳 ねあがらせるt, , i
. 1 2

気をたか ぶらせるo 1 . 1 3 t r 2 4

潮がさす(, 1 . 1 4 8 it r l

揚げ物をこしらえる｡ 1 . 1 5 5 a g e r u 5 c 2 1 8

地位を高める｡ 2 .1 3 .1 t r 2 2 a 2 3/4 6

価を高くする｡ 2
. 2 3 . 4 a 2 1/2 6

学校などに入 れるL,, 2
.3 1 . 4 t r l 3

上達させる｡ 2 . 4 3 . 4 t r2 a 2 . I 6

勢 い をつ ける
o 2 . 5 3 . 2/3 . 3 t r2 2 a 2 . 3 6

声量を大にする(
, 2

. 6 2 .2 t r3 a 2 . 3/1 2 4

評価などをよくする. 2 . 7 3 . 4 t r 2

化 卜げる
,) 3 . 1 4 . 1 3 a 2 . 7 1 0

育てあげるu 3 . 2

)]]モー一戸をもうける
o 3 .3 1

.8 t r 5 1 7

経費をすませるu 3 . 4 4 . 2 t r 6 3 a 2 . 6 l l

金を全部使う｡ 3 .5

全部糾しつくす( ) 3 .6 3 . 5 t r 3 7

撤 去する(, 3 . 7

高く掲げ示す (, 4 . 1 2 . 1

l州掛こ表由‖こあらわす o 4 . 2 2
, 5 t r3/ 4/5 a2 .8/b 2 1 2

[.!J_
-

に広める
o 4

. 3 2 .3 t r2/3/4 6 b7

3 8



取り立てて示 すo 4
.
4 2 .3 t r 4 6 b 2/3 1 2

ほ めたたえる
. 4 . 5 t r 2 5

大勢 の 人を集め事を起す o 4 . 6 1 .9 t r 3 b 6 1 6

行事を行う｡ 4
. 7 6 .3 t r 3

′

6 b 5 1 5

神仏に供えるn 5 . 1 6 .1/6 . 2 a 2 9 8

身分を上げるo 5 . 2

辞任するo 5 .3 t r6

与える｡ 5 .4 7 t r7 4 . 1 a 2 . 1 0 8

奉公 にやるo 5
. 5

参上させるo 5 . 6

没収する｡ 5 , 7

物をむりに放り..l
･

_ げるu 5 . 8

検挙するo 5 . 9 2 . 5 t r 4 b 4 1 4

動作を完了させるo 6 . 1 9 . 1/2/3 a u x l/t r 1/4 d l/2/3

申す ･ 頼む ･ 願う｡ 6 .2 9 . 4 a u x 2 4 3

動作を他にしてやる() 6 . 3 1 0 a u x 3 4 . 2 d 4

成果を収める 2
.
4 t r 3 8 a 2 . 5 7

国語辞頻と和英辞典の 分類を全体的に見ると､ その意味分類 臥 主観的な判断によるもの であ

るo 具体的なもの を高める意味｢ より高いところ - 移す+ そしては っきりした抽象的な意味｢ 程度を

たかめる+ はどの 辞書にも分類されているが ､ ｢ あげる+ に結 ばれる名詞句は ､
より抽傘的になるに

つ れ
､
または基本的な意味から離れていくと､ 意味分類もさまざまになる｡ ｢新明開国語辞典+ の

自動詞 ･ 他動詞 ･ 接尾語 のように形に基づく客観 的な分類も使われ てい るが
､
｢ 天ぷらを揚げる+

はなぜ別 の意義索に成るか は
､
明らか で はない ｡ それは

､
｢到着点がよそうできない+ という理 由

があるならば ､
｢ 国をあげる+ も｢利益をあげる+ も｢ 費用を千円であげる+ も別の 語褒索として取り立

てなければならない
. ,

(3) 多義語の意味分類

辞書の 巾の ｢ あげる+ の意味分類 でも見たように ､ 多嵐語を同音異義語と区別するとき問題 になる

の は
､
｢ 解決を図る+ と｢ 会議に諮る+ などのような意味関係がは っきりしない 中間的なケ ー

ス である｡

辞 割こよ っ て そU) 記述ヰ) ､ --
一

つ U ) 多義語であるというもo) から多くの 同音異義語であるというもの

までさまざまであり
､ どちらを選ぶか はかなり主観的な判断によるとされる｡ 語源自勺に判断する場

介 ､ 現 如 ) 意味が非常にか け離れて いる場合もあるの で ､ 同音異義語との差が分からなくなる｡

例えば
､
｢ 辞を書く+ ･ ｢7 F をかく+ ･ ｢ オ

ー

リ レで水を掻く+ は ､ おそらく語源的に同じであるが､ 意味的

に関連性がない ( 伺広 1 9 9 7) ｡ したが っ て ､ 語鯨的に分類すると､ 三 つともに同じ多義語｢かく+ の
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項目 に入 れることが できるが ､ 意味の 関連性 で分類する場合 ､ 別 々 の 同音異義語として分類する

べきである｡

一-
-

番多く使われて いる多義語の判定基準は ､ 語の 共時的な意味的関連を調 べ ることであるが
､

辞 書の 分類 で見たようにこの 場合の 判断は 主観的で統 一 性がない o ただし､ 客観的な意味変化

によ っ て 多義 語を記述することが可能であろう｡ こ のような普遍的 に認められる意味変化 の類型

は ､
互 い には っきりと区別できるような独 立した意味変化の 関係を表わすもので はない だろうが ､

先行研究の 叫で は少なくとも次の 1 6 の変化過程が考えられてい る( 国広哲弥 1 99 7/21 0 -2 2 5 ､

K a n g a B n i e m i 1 99 7/7 8
- 8 3) o

①｢ 焦点移動+ とは ､
｢ 海岸 の波+ > ｢若 い 女他の波+ の ように ､

-

定 の 現象索を異なっ た心的角度

から眺めるとき生じる意味の 差である｡

②｢ 具象化+ とは ､
｢ 水 の 流れが速 い+ > ｢ 流れを渡る+ のように ､ ( 流れる) 事柄を表す 語はもの

( 川) a) 意味に転じたことをいう｡

③｢ 比愉的転轟+ とは ､
｢ お爺さん の 心 臓+ > ｢ 大都市の 心臓部+ の ように､ 二 つ の 事物の 間に類

義性 が認められる場合をいう
u
これは①｢ 焦点移動+ とほぼ同じであるが ､ おそらく現象と事物 の

差で 別々 の項 目としてみとめられたためだろう｡

①｢ 時空比 愉+ とは ､
｢ 映画館に入 る+ > ｢ 雨期 に入 る+ のように ､ 空間を表す語が時間を表す意塊

に転じるもの( あるい は旋対) である｡

⑤｢ 時 空間推義+ とは ､ ｢ 目が差す+ > ｢ 母の 日+ > ｢ 晴れた目+ の ように ､ 現象( 太陽)
･ 時 間(

-

il ) ･ 空間( 天気) の それぞれの 方面から見て語の意味が変わるものであるo

⑥｢ 推義+ とは ､
･

一

般｢伽こ｢ 換喰+ と｢ 脚 釦 と呼ばれるo ｢ 換愉+ ( m e t o n ym y) は ､ ある事物 に関連

してい るもの( m e 8ik a m m e n - 蜂蜜の 羊
☆
> 熊) を表し､ そして｢提愉+ ( s y n e c d o ch e) は ､ 事物の

- 部が全体をあるい は全体が
-

郭を( a 8 e - 武器 > 鉄砲) さすことである｡

⑦｢ プラス値派生義+ とは ､ ｢ 柄人は熱がある+ と｢ この 人は力がある+ の ように ､ 本来の意味より以上

であることを表すo

⑧｢ 上 f 関係 派生義+ とは ､
｢青い 空+ と｢青信号+ の ように､

-

般義と特殊義の 関係を示している.

⑨｢推 論的派生 轟+ とは ､
｢ 人を撃 っ た+ ( 弾を当てて > 人が 死ぬ) の ように ､

- 一

般 の 人 々 の 常識 に

よる推論の 結果である(,

⑩｢ 抽象化派生義+ とは ､
｢歴 史の 流れ+ と｢大学には いる+ のように ､ 元 の意味が抽象化されたこと

をいう
u

⑪｢ 拡大+ とは ､
｢ p e n ik k a

- 子 犬 > 犬 ･ 狼 ･ 狐 の 子+ の ようにもとの 意味は ､ 似たような意味も含め

るように広がることをいう｡

⑬｢ 縮小+ とは ､
｢ e m a - 人 間 ･ 動物 の 杜 > 動物 の 母+ のJ=うに元 々 の 意味範囲が小さくなることを

いう
( 】

⑬｢ 向上+ とは ､
｢ k ol a ri - 交通事故(I二l 語) > 文語+ のように語 の社会 的な価値 があがることであ

る(J

⑪｢ 墜落+ とは ､
｢p iik a (少 女

☆

) > ( 女･71)+ のように語0) 価値が社会の 中で 下がることである｡
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⑬｢ 転移+ とは ､
｢h u o m e n = I)

r

g
*
> 明日+ a) ように元乍の 意味が類型の 意味に転じたことをいうQ こ

れはお そらく⑤ ｢ 時空間推義+ と関連して い るが ､ もとの意味が存在しない の で ､ 意味が転じたこと

になる｡

⑲｢ 発 音の 近 いもu )+ とは ､
｢t ei n i - 学生

☆ > テ ィ
ー

ー

ネイチ ャ
ー

+ のように ､ 外来語など新しい語 の

発音が似てい るので ､ 語はそ の意味を受け持 つ ことをいう｡

これらu) 意味関係は ､ 語の 意味関係構 造を明らかにするために
､
重要な役割を果たしてい るが ､

この ような意味変化の 分類は ､ 語源からの 歴史的な派生によるもの であるとも言えるだろう｡ ただ

し､ この ような意味関係を適時的ではなく共時的に判断するならば ､ 語の意味構 造が明らか にな

り
､ 語の それぞれの 用法は 互い にどの ように分類されるかも解明できるだろう｡ ただし､ 共時的な

語の 用法に限 っ て意味の 分類する場合､ これらの 意味派生の類型は ､ 上述の 1 6 よりも少ない だ

ろう( ,

( 4) 機械 翻訳川｢ 日本 語意味辞書+

ここで 紹介する｢ あげる+ の意味分析は ､
N T T コ ミュ ニ ケ

- ー シ ョ ン科学研 究所で機械処理の ために

作られた日 英機械翻訳 シ ステム A L T - J/ E ( a u t o m a ti c l a n g u a g e 七r a n sl a t o r -

j a p a n e s e t O

e n gli s h) の
'l ' の 卜Ⅰ英文型パ タ ー

-

ン 表によるものであるo こ のシ ステムは ､ 日本語 の文を機械的 に

苑語に翻訳することを目的とするの で ､ 語尭諭と構文諭の 両面から語 の用法を記述する. この 場

合 ､ 単語 の 語褒輪上 の 意味は｢ 単語意味辞 割 に､ そして構文諭的な意味は｢構文意味辞書+ に

記載される｡

｢ 単語意味辞書+ は ､ 単語の 意味的用法とそれぞれ の用法に付与した意味属性を含ん でい る｡

単語 の意味的用法は ､
｢ 人 間は 単語 の語義が分かると常識を援用してその 単語 のさまざまな用

法までを理解するが ､ 計算機にはそれができない+ ( 池原 1 9 97/1 3) というように ､ 語義そのもので

はなく
､ 単語のあらゆる用法をリストしたものである() 単語意味属性 は

､

一 般名詞意味属性と固有

者･ 詞意味属作と用言意味属惟 に別れ て い る｡ ここで 扱う用言意味属性は ､
｢ 用言 の持 っ 本来 の

意味とそれが文 [l ' で使われたときの働きに着 目して 用法を分類したもの で ､ 構文意味辞書に登

錬された用言叫1‾】法 の 記述などで使用される+ ( 池原 1 9 9 7/1 5) 0

｢ 構文 意味辞書+ に記載されるの は ､ 文型 パタ ー ー ンと格要素の 意味的制約であるo 文型 パタ ー

ン は ､ もっ とも鹿本と見られる川言と銘 詞との結合 の 構造を体系化したもの であり､ ･
一

般 表現文型

と慣Jr ほ 呪文巧-iからなる｡, ト ー 般 表現文型杜 ､ Jf】言の 椅 つ･ - 般的な文型パ タ -

ンを用言の 字面

をキ ー ー

とする意味的結合価 パ タ ー ン によっ て表現したもの で ､ 用言の 字面と -

つ 以上 の格 要素

から脱走される
o 格安糸は･# . 詞と格助詞から構成され ､ # .言司は意味属惟が規定される｡ ･ ･ ･

｡ 慣用

表現文型は
､
----

-

般 表現文型と同様なパ タ ー ー ン対 であるが ､ -
-

つ 以上 の格要素が意味属性 でなく､

直接 単語o ) 字面で規定される点が 一 般表現文型と異なる｡ + ( 池原 1 99 7/1 6) o

･̀- 一

般 的に意味論の rいで語 の 意味は ､ 細かく｢ 意味索+ に分けるか ､ あるい は全体的な｢ 意味標

識+ として把握される【, しか しこ の 翻訳 システムで は ､ 単語の 意味は ､ その 用法 の違い によ っ て識

別される
tl 川法 によ っ て 分類 するという観点から見ると

､
こ の シ ステム は ､ --

-

般的な和英辞典とそ
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れほど変わらない ( ) しかし ､ 機械 で処 理 できるように作られて い るの で ､ 語 の 意味は ､ 文型パ タ
ー

ン と意味属牲によ っ て
一

般的な辞書よりも細かくか つ 組織的に分析されてい ると言えるだろうo 例

えば｢夜,げる+ の それぞれの 川法杜 ､ 単語意味辞書の 巾で ｢ 用言意味属性+ をも っ てその位置が

決まる{ ) しかし､ 池原もいうように｢ 単語 の 意 脚勺片] 法を定義するに当たっ ては ､ 単語意味属性が ､

そU ) uti .
3
;[
L ･
7

-

･

U ) 表す概念u )i[lJ象度を超えない よう､ 盲. 紺i の意昧属牲体系のなるべく下位の 意味属性

の 巾から適切なもの を進ん で 付与した+ (池原 1 9 9 7/1 6) と､ 単語 のどの 用法がどの 意味属性をも

っ か壮
､

--L 観的なや‖析にJ= るo 次の 単語意味属性 の 下位分類表( 表2) でも分かるように ､ 状態 ･

行動u) 区別以 外のもの は ､ 比較的主観的にう〉類することになるo

( 表2)

l 事象

2

ニ状
態

3 9 1 5

仙象的関係 精神的関係 自然現象

1 6

行
動

3 3 3 4 35 3 6

使
役
可
舵
開
始
終
了

1 7 2 8

物兜 的行動 精神的行動

( 池原 19 9 7/24 3)

哲通 の 辞書と人きく輿なる点は ､ 意味属牲項 削ま語褒全体にわたっ て同じである(, また ､ 意味

属性を分類することに?当た ゲ ⊂､ 状態 動詞と動作軌詞の 皆遍的な差が利用されてい る｡ この よう

な点で
､ 語の 意味記述の 普遍性が陛枯れたが ､ 原 言語の それぞれの 語の 用法 は ､

結局構文意

味辞書の rI 7 で 目 的 言語に直接 訳されたことによっ て機械科訳が成 立するくつ 抽象的な意味属性

の使 川は ､
‾F 位関係構造 が埋解するには便利だが ､ 提案された客観的な横弛び の 分類 は果た

して
-
r lr 能だろうか ( J

次に ､
二カ[ 郎 舶草書と異なる点は ､

それぞれu) 動詞の 各意味属性 の中の 可能な文型パ タ
ー

ン

のリストア ップ であるL - 辞書 では ､
文型 パ タ ー

ー

ン は ､ 例文 でまかなうの で ､ より組織化された記述に

な っ て い る
` ,
しかし

､
格形式が柁 っ きりして い る以外利点がない ようだo 以下は ､ 用言意味族性別

文型 パ タ ー
ー

ン 対表にお ける｢ あげる+ に関する文型 パ タ
ー ー ン が示 してある｡ 日英の 文型 パタ

ー
ー

ン

対であるの で ､ それぞれo ) 息吹属件 の 意味で川いられた場合 の｢及) げる+ の 川法を示してい るo
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5 属性

7 相対関係

1 6 行動

1 8 物理 的移動

1 9 所有的移動

望0 属性変化

2 2 結果

2 3 身体動作

挙げる(【1 0)

挙げる( l l)

上げる( 4 3)

揚げる( 5)

とげる( 1)

上 げる( 2)

1:_8 ･ヂる(こ3)

_
1二げる( 4)

上げる( 5)

上 げる( 6)

ノl
二げる( 7)

上げる( 8)

1二げる( 9)

N l が効果を
-

N l b e eff e cti v e

N l が N 2 に ･ - ･ の 効果を
-

-

N l b e eff e cti v e i n N 2

N l が N 2 に昏を - -

N l t h r o w u p th e s p o n g e t o N 2

N l が N 2 に
･ - 白旗を - N l gi v e sig n al f o r s u r r e rld e r t o N 2

N l が全力を - N l d o N l
'

8 b e s t

N l が N 2 を N 3 に - N l p u t N 2 o n N 3

N l が N 2 を N 3 に
･ - ･ まで - N l r ai s e N 2 t o N 3

N l が N 2 を N 3 に - -

N l が N 2 を N 3 で - -

N l が N 2 を N 3 に
-

N l が N 2 を N 3 に -

N ll e t N 2 i n t o N 3

N I c o v e r N 2 w it h
'

N 3

N l gi v e N 2 N 3

N l m a k e N 2 N 3

N l が N 2 を N 3 に ･ まで - N l i n c r e a s e N 2 t o N 3

N l が N 2 を N 3 に -

N I s e n d N 2 t o N 3

上 げる( 1 0)

上げる( l l)

上 げる( 1 2 )

1 二げる( 1 3)

上げる( 1 4)

上げる( 1 5)

上 げる( 3 ())

L げる(:3 1)

上げる( 3 6)

1
･

_8ずる( 3 7 )

とげる( 4 2 )

卜げる( 4 9)

撹げる( 1)

揚げる( 4)

1二げる( 1 6)

J
･

_ げる(こ3 3 )

挙げる( り

挙げる( 2)

挙げる( 3)

挙げる( 4)

上 げる( 1 7)

上げる(1 8)

上げる(1 9)

N l が N 2 を N 3 に -

N Ip r o m o t e N 2 t o N 3

N l が N 2 を - -

N l .p r o d u c e N 2

N l が N 2 を - -

N l i m p r o v e N 2

N l が男降りを
- N li m p r o v e N l

'

s l o o k

N l が N 2 を N 3 - N l r ai s e N 2 b y N 3

N l が N 2 を - N li m p r o v e N 2

N l が N 2 に
･ の腕を - N li m p r o v e N l

'

s s kill i nJ a t N 2

N l が N 2 の腕を-
-

N li m p r o v e N l
'

B S kill o f N 2

N l が N 2 の質を - N li m p r o v e th e q u al ity of N 2

N l が N 2 を棚に
-

N I s h el v e N 2

N l が ･ の N 2 で # . を - - N l b e c o m e f a m o u 白f o r N 2

N l が風 采を -
-

N li m p r o v e i n N l
'

s a p p e a r a n c e

N l が N 2 を - N l d e e p
一 缶y N 2

N l が N 2 に気勢を
- -

N l b e el a t e d a t N 2

N l が N 2 を - - N l r a i s e N 2 t o N 3

N l が N 2 に対して凱歌を
-

N I w i n a v i ct o r y o v e r N 2

N l が N 2 を -
-

N l が N 2 を -

N l が N 2 を -

N l が 兵を- -

N I c el e b r a t e N 2

N l r ai s e N l
'

s N 2

N l a r r e Bt N 2

N l t a k e u p a r m s

N l が歓声を - N I s h o u t f o r j o y

N l が N 2 を N 3 に
- 一

N l r ai 畠e N l
'

s N 2 a b o v e N 3

N l が しぶきを-
-

N I s e n d u p a s p r a y
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2 4 利用

2 6 生成

2 9 精神的移動

3 0 知覚動作

3 1 感情動作

3 2 思考動作

l二げる(2 0)

上 げる(2 1)

卜げる(2 2)

卜げる(2 3)

山ブる(2 4)

上げる(25)

卜げる(26)

__
1二げる( 27)

揚げる( I)

揚げる( 2)

揚げる(:∋)

挙げる( 1 3)

上 げる( 3 2)

N l が N 2 を-- - N I c all i n N 2 t o N 3

N l が N 2 を-
- hJl t a k e u p N 2

N l が N 3 に N 2 を - - N l off e r N 3 t o N 2

N l が腰を-
-

N I s t a n d u p

N l が N 2 を
- -

N I B h o o t o ff N 2

N l が N 2 を砂浜に -

N I p u t N 2 a s h o r e

N l が N 2 を-
-

N l が の ろしを -
-

N l が N 2 を
-

N l が N 2 を - -

N l が N 2 を -

N l r ai s e N 2

N I s e n d u p a n ai 一 a s a sig n a l

N l d e e p
一 缶y N 2

N l 皿y N 2

N l r ai s e N 2

N l が N 2 を例に -

N I cit e N 2

N l が産声を - -

N I c o m e i n t o th e w o rld

挙げる( 9) N l を以LF に -
-

N l b e a s f o11 o w s

-
l二げる( 2 7 )

l 二げる(:3 4)

上げる( 4 6 )

I_山ヂる( 2 8)

挙げる( 1 2)

上げる(:i 8)

上 げる( 4 0)

l二げる( 4 1)

卜げる( 4 3)

卜げる( 4 4 )

上 げる( 4 5 )

上げる( 4 7 )

上げる( 4 8 )

N l が のろしを
-
-

N I s e n d u p a fl ai r a B a 8i g n a l

N l が N 2 に気炎を-
-

N l t a lk bi g t o N 2

N l が N 2 に N 3 の悲鳴を
-

N l l e t o t lt a 8 C r e e C h of N 3 t o N 2

N l が N 2 を -

N l l e t o u t N 2

N l が N 2 を槍玉に
- N l m a k e a n e x ap l e o f N 2

N l‾が N 2 を棚に -
-

N 1 8h u t N l
'

s e y e 8 t O N 2

N l が N 2 に血道を - N l b e h e a d o v e r h e el s i n l o v e w ith N 2

N l が N 2 に血道を -
-

N l b e o b s e s s e d w it b N 2

N l が N 2 に音を
- -

N l th r o w u p tll e S P O n g e t O N 2

N l が N 2 に音を-I - N l b e n o o r e d b y N 2

N l が N 2 に音を -､
I

N l b e a t N l
'

s w it s
'

e n d f o; N 2

N l が N 2 で ･ に悲鳴を - N I c r y f o r h elp b e c a u s e o f N 2

N l が N 2 に N 3 の悲鳴を
- N l a lt e r n at e b e t w e e n j o y a n d

e m b a r I
･

a S S m e n t W ith N 2

揚げる( 4)

揚げる( 5)

挙げる( 5)

挙げる( 6)

挙げる( 7)

挙げる( R)

N l が N 2 に気勢を -
-

N l b e el a t e d a t N 2

N l が N 2 に
･ - 白州を -

-

N l g i v e a sig n al f o 1
･

S u r r e n d e r t o N 2

N l が N 2 を-
-

N l g i v e N 2

N l が N 2 を N 3 に
- -

N l n o m i n a t e N 2 f o r N 3

N l が N 2 を
-

-

N l gi v e N 2

N l が N 2 を -
-

N l li s t N 2

挙げる( 1こ主) N l が N 2 を例に
- -

N I cit e N 2

卜げる( 2) N l が N 2 を N 3 に
- -

N l p u t N 2 o n N 3
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1
･

. げる( 3 5 ) N l が N 2 に ･
- 軍配を

- -

N l d e cl a r e N 2 th e w i n n e r

上 げる( 3 9) N l が N 2 を棚に -

N l r ai s e N 2 o n a B h e lf

3 6 終了 上げる( 5) N l が N 2 を N 3 で - N I c o v e r N 2 w ith N 3

上げる( 2 9) N l が N 2 を -- - N l fin i s h N 2
'

s N 3

( 池原 1 9 97/7 02 - 84 4)

この ｢あ げる+ a) 用法を見る限り､ 3 6 まで続く意味属性では
､ 動詞 の用法を -

質してまとめる統括

的な力がない ( , 例えば､
5 属牲と 7 相対関係の ように｢ あげる+ は

一 般的に考えられる上で状態を

表わす事ができない o また 2 0 属性変化の中 の｢ 天 ぷらを揚げる+ 壮行動でも身体動作でも結果

でもありうるし､ 2 4 利)f] の ｢ 例に挙げる+ はこ主2 思考動作でも見つ かる｡ それぞれの 文型パ タ - ンが

英語 に対比されたことによ っ て ､ 機械 翻訳は可能 になっ たかどうか は分からない が
､
｢ あげる+ の

意味がどの程度英語の動詞の 意味に似ているか ､ あるい は動詞という概念が言語によっ てどのよ

うに 異なるか ほfyl らか にならない( ,

(5) 動詞の意味州法o ) 記述的研究 の 分類

これまで観察した｢ あげる+ の意味記述 は ､ 辞書また は機械処 理 の ため の動詞の 意味用法の 体

系だっ たが ､ 次に放り-1ニげる記述は ､ 最も本格的な実際の用例に基づく動詞 の意味記述的研 究

0) 小o ･
) もの であるo これは ､ 昭利4 0 年代 に国 立国語研 究所が行 っ た日本語の 現代語の 動詞の

意味 ･ 川法を全体的に分析 ･ 記述する研究 である〔, 本束辞書というもの は
､
文法書と隣り合わせて

使う必 要がある
(,
しか し､ 学問的な研究がなか っ たため

､ 辞書は ､ 語の意味に関する説明が不完

全で ､ 結論 に達する根拠が示さず ､ 語と語の 意味関係 を明らか にしないという欠点を抱えてい る｡

-
一

方 ､ 意味論の 【中の 哲学的な意味分析方法も､ 意味記述 で解決策を導かなか っ たので ､ 実例

の 分析 による研 究にすぎないもの になった( 国研 1 9 7 5/1) o 動詞 の意味記述は研究の 目標である

が
､
方法論の研 究もそれとなうようになっ てい る

【,

方法論の 原点は ､
できるだけ多くの 用例を集め ､ それによっ て 語の意味を分析することである｡

実際の作 品から用例を集めるもの なの で ､ 多くの用例は基本的な多義語的な単語につ い てしか

見 つ からない く, また
､
用例 を集めた文 献は ､ 先世紀のものもあるの で ､

"

現代語
' '

の 意味記述よりも

幅が広いというJL ､配もあるが
､
基本的 な動 詞の意味は1 () 0 年 の間 はそれほど変わらない ( 国研

1 9 7 5/6) ｡

一

対 の 単語の 意味を区 別するの は意味特徴である｡ 例えば｢ ほえる+ と｢なく+ の 場合 ､ A ｢ 犬が
- ‾

+ 0 ) ような文脈で はlホfjj
-

の動詞が可能だが ､
B ｢ 紡が - -

+ という文脈 では｢なく+ だけが可能である｡

B ”) 場合､
｢ はえる+ a) 患嫌が積極的な制限を受けているから

､
実現できない ｡ この 制限が ､

｢ ほえ

る+ にとっ て意味的な制限を示し､ 同じ愚昧分野の 動詞を上位
‾
1
ご
位 ･ 同位 ･ 反対語関係に分けるo

多義語に つ い て 0) 処 矧j: ､ ぎ人化した比喰的方法 ､ 基本的な意味から派生して使われる方法 ､

または 意味が広がり変化したとする方法 のいずれかで解決するく】>--･
一

つ
一

つ の 単語を全 面的に記

述しない の は ､ 労)J と記述 の ス ペ -ー
ー

ス のた めであるo そ こで動詞は意味分野によ っ て 分短し､ そ
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れ らd ) 息吹的 +
-

_ l
ご関係を分析し､ 個 々 の動 詞の 意味特徴を明らかにした( 国研 1 9 7 5/1 5) ｡ しか

し
､
いくつ か 0) 動詞の 用法が国研の 研究で全面的に記述されて いるので ､ こ ごご扱うのは ､ 当研

究で分析された｢あげる+ の用法であるo

個 々 の 単語の 記述で は ､ す べ ての 単語は ､
｢あげる+ の ように多くの 異なっ た用法をもつもの で

ある
(,
こ0) 場合 ､

全体的な共 通の意味側面 は ､ 認 めることが できる場合もあるが ､ 難 しい 場合もあ

るの で ､ 動詞の 意味は多義語として扱っ てい る(, 動詞の 異なっ た意味は､ A B C と別々 のグル ー

プ

に分け､ それぞれu) グル ー

プ に共通な抽象的な側面をもつもの は ､
A
l
∧2 A 3 と並 べ られる｡ A I B I C l

などの 小 分類 の 間の 関係も全体的 に見て
､
明らか にする必 要がある｡ しかし､ 最も基本的な問題

として ､ ど のJ:うなもの を-･-
一

つ の 意味に認めるベ きかという点が未決 定であるo A B C ･ ･ ･ A
I
A 2 A ｡

-

∧
1 1
^
1 2 ∧1:与 という分類 では ､ 境目が箱 のようには っきりしているが ､ 多義語の本当の 姿は不規則な

JP/ a_) 星 雲 であるo そ こで ､
実例を多く積み 重ね ､ 多義語における意味関係の 具体的なあり方を追

求する巾から､ この 間題 の 解決 に迫る( 国研 1 97 5/5 09 - 5 1 0) ｡ 次は国立国語研究所の 分析を観

察して ､ そ の 泣所と短所を検 討する｡

｢

[ o o] ｢ あげる+ の 基本的な意味は ､ 空 軌的にJ :_ - 移動させることである｡ 移動させるというこ

とのなかには ､
2 つ の ばあい が ふくまれるo l つ は ､

O ｢ これでしょう? + とウイスキ ー の びんを__1二げて女中は 首を傾けた｡ (暗夜行路
･ 前8 5)

○校長は椅子を離れてガラスの 戸を上 げた【, ( 破戒7 8)

○錨を上げたり､ 下したりする度に ､ (蟹 工船1 0)

のように ､ 移動が ､ はかから加 えられる力によ っ てお こるもの である｡ 大部分の｢あげる+ の 用例

はこれに属する(, もうl つ の ､ 数からいえばずっと少ない型 のもの は､ 次のように､ 移動はこれ自

身 の 力によ っ ておこり､ 他動詞としての性格 は ､ そ の 移動を他 のものがゆるすところにあるもの

である
( ,

O ｢ 牡と# . a ) つくもの は肺も膝 にあげちやいけないよo + ( 小鋭春秋1 9 5 6 年7 月3 9)

○盲目の 女師匠が物干台に立 ち出でて雲雀を空に揚げているのを( 春琴抄1 8 1 )

他動詞他 にお けるこの ようなちが い は
､ 対応 する自動詞( この ばあい は｢あがる+) にみられるち

がいとともに ､ 多くの 動詞 に共通して いるもの であるく)

｢薮) がる+ の ばあい ､
｢ 二階に 上がる+ の ような到着点や｢ 坂をあがる+ のような経由点が示され

て い ることが多く､ そこから､ 到着という結果に重みがかかるものと､ 経過に重み がかかるものと

の あいだに ニ ュ ア ン ス の 差が 生じることをの べ た. ｢ あげる+ に つ い ては ､
そ0) ような差はほとんど

問題 にならない o というの は ､ 到着点も経Fll 点も示されてい ないもの が多い からである｡ い ま､

雑誌9 0 種 の 資料によ っ て ､ [0] とした空｢ 即勺上 昇の 意味をもつもの のうち ､

｢ - に( - ) + ｢ - を+

｢ - から+ の形で到着点 ･ 経由点 ･ 出発点の 明示されてい るもの の数をしらベ ると､ つ ぎのとおり

であるu

到着点 経Fll 点 けト発点

あがる 3 9 例 1 5(3 8 % ) 3(8 % ) 4(1() '34 ,)
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あげる 6 9 例 1 2(1 7 % )
-

(()
0/o) 3(4 % )

この ことは ､
上 昇するもの ､ すなわち､

｢あがる+ に つ い ては動作の 主体､ ｢ あげる+ に
-

? い ては動

作の 対象が何 であるか にも関係する｡, これを､ いきもの( 人 間 ･ 動物) ･ からだの部分 ･

それ以外

のものニ3 つ にわ けるとつ ぎの ようになるo ( ｢ 裾から八 寸上が っ た所 に+ のように主体があまり問題

にならないもの 柁 ､ 便宜上 ､
いきもの にしたo )

いきもの 部分 もの

あがる 3 9 例

あげる 6 9 例

2 2(5 6 % ) 2(5 % ) 1 5(3 8 % )

2(3 % ) 2 9(4 2 % ) 3 8( 5 5 % )

こ の ことは ､
卜界するもの が い きもの

､
特に人 間であるばあい には到着点や経由点が問題 にな

るが ､ か らだ の 部分 であるばあい には問題 にならない
､
ということを示すものであろう｡ からだの

部分に つ い て は ､
からだ 全体との 相対的な位置がきまっ て い るから､

ある部分( たとえば手や

堤) がーーヒ昇すれ ばどの 辺 に来 ､ その 結果からだは全体としてどんな形になるか は ､ わ かりきっ て

い る
o
つ ぎにあげるような例で は ､ そ の 部分の 上昇ということ自身よりも､ その 結果として人が 一

定o) 姿勢をとっ たことが大切なの であるu

O ほりながらときどき
､ 頗をあげて ､ 左 右に気をくぼっ たが ､ (真空地帯 ･ 8 6)

○向うで鎌昌せ上 げたと思ふと草をさらさらと渡 った｡ (高野聖2 0)

○時屋
一

等兵は
一

寸薄い唇の 右端をあげ､ ( 寅空地帯 ･ 上6 8 )

○雑夫長が薪を脇 にはさん で ､ 片肩を上 げた窮屈な恰好で ､ (蟹工船 6 5)

○その ひと杜指を-v
一

本あげてしづかにそれをおろしました｡ ( 銀河鉄道の夜 3 1 8)

○ 拳固をあげて ､ 自分 の頭を力まか せに撲りつ けた｡ ( 多情仏心 ･ 前 2 8 9)

○婦人 は背後 - 高 々 と瞳を上 げて向う - 飛んだ｡ ( 高野聖 3 7)

○白耳はそれを見上 げてい たが
､ もう下から吠えるようなことはせず尻尾を上に上 げて何事

もなか っ たように引揚げて行っ た｡ (小 説新潮 1 9 5 6 年 8 月 3 0 2)

この ほ か
､ 首 ･ 事 ･ 腕 ･ 足などを対象とした表現があっ た()

以 l
･

. にU ) べ たように ､
からだの -

･

[f
-

rS をあ げることu) 表現は ､
たしか に特徴的な1 畔である｡ しか

し､ --
一

部 の 辞書がしてい るように ､
これを独立 の意味とすることには問題 があるo 人体の

-

部で

なくても､
｢ - をあげる+ という表現が ､ 習慣的に

--- 一 定 の 姿勢をとるばあい をさすように固定化 し

てい る例があるからである( ,

○彼は ､ ただ機械 o )如く揮身の 力を入れて ､ 槌を挙げ､ 揮身の 力を以て ､ 之を振り降ろしたo

()息響u ) 彼)jL こ7 9)

○鞭をあげて ､ 光秀は 小姓に訊い た( , (オ
ー ー

ル 読物 1 9 5 6 年 1 月 1()0)

これらが ､ 単に道具の 空間的な上昇をあらわすだ けでなく､ その 道見をもっ て
-

定の 姿勢をと

つ たことをあらわして い ることは ､
rU] らか であるL) これと｢ 芋をあげる+ などと桔､ はたらきかけの 対

象が主体 の からだ の 外にあるかどうかという基準 による以外は ､ 区別することが難しい ｡
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なお ､ 消極的な理口‾は して は ､ 他 の い ろんな動詞
､
たとえば｢まわす+ ｢うごかす+ ｢さげる+ ｢ なじ

る+ などに つ い て ､
からだの

一

部に対する動作とそうでないものとを別の意味としてい るものがな

い ことをあ げることが できるだろう. , これヰ)
､
｢ あげる+ の ばあいとま っ たくおなじ按ずである｡

こ の 上うな ､
い わば ,

rS: 昧 の 特殊化に向かう傾向は ､ 実は空間的上 昇を意味する｢ あげる+ の 用

例の 大潮分に つ い てみ られることで ､ そ のようなニ ュ アン スのうすいもの の ほうが
､
かえっ て少な

いようであるo ( 最初に引用した｢ びんをあげる+ ｢ ガラス の 戸をあげる+ ｢ いかりをあげる+ は ､ 比 較

的特殊化されて いないとおもわれるものであるo もちろん ､ 対象はそれぞれちがう以 上 ､ 完全に

不色透明な上昇というもの はない ｡ ) ｢ あがる+ に つ い ても､ ｢ 坂道をあがる+ のと｢階段をあがる+

a
.
)とでは ､

たしか にあがりかたがちがう. しかし､ どちらも”ヒ昇するもの が人 間であることにはかわ

りない ｡ ｢ あげる+ に つ い ては ､
上 昇するものが ､ いちいちの ばあい でらがうので

､

一

層特殊化し

やすい の であろうi )

特殊 化を意味 のずれの 第 1 段階とすれば ､ 第 2 段階として は､ これに象徴的な用法のくわわ

るものがある｡ ここで象徴的な月] 法とよぶの は ､ そこで直接の べ られて いる動作にともなう他 の

現象を暗示するようなもo ) である｡ ｢ 薮' げる+ という動作をその
-

部分とする､ より大きな動作を示

して いるという意味で は ､ これを捉 ゆ的な用法とよんで い いかもしれない ｡

O ｢御巨川
.

1 たう+ と云 つ て ､ 先生が私のために杯を+ 二げて呉れたo ( こころ 8 8)

O fa
-

がIL
･

_ め るのも聞かずに
､
とうとう床を上げさっ て仕舞つ た｡ ( こころ 8 8)

○根は愛妻家などで決して直接手を上げる様な事はなく､ ( 文芸春秋 1 9 5 3 年 1 0 月 2 3 2)

｢ さかずきをあげる+ というとき､ かんじんなことは酒をの むことである｡ ｢床をあげる+ で披床をかた

づけることである｡ これらの ばあい に､ さかずきや床の 上昇という事実はあるにちがい ないが ､
大

切なのは ､ そ の 上昇に象徴され ､ 代表されてい るもっと大きな動作全体である｡ しかし､ ここで ､

｢ あげる+ に｢ ( - をつ か っ て) 酒をの む+ ｢ かたづ ける+ などの 独立 の 意味をみとめる べきではな

いだろうo なぜなら､ こU) 用法 は｢さかずきを+ ｢床を+ という形 ､ または意味的にみて これときわめ

て近い ｢祝杯 を+ ｢ ふとんを+ などの形でしかみられず ､
｢ 茶わんをあげる+ ｢ コ ップをあげる+ や( か

たづける意味 で) ｢ 下着をあげる+ ｢食器をあげる+ などとはい えない ｡ つ まり､ これは自由なむす

び つ きをつくるもの で はなく､ 意味のずれは｢さかずきをあげる+ ｢ 床をあげる+ 全体に つ いておこ

つ てい るものとみる べ きである(∫

｢頑をあげる+ ｢顔をあげる+も､ この 段階に属するものとみられる｡ これらの ばあい ､ たそかに大

体は頭や顔 の空間的上 昇をともなうだろうが ､ 大切なことは ､ むしろそれとともに頭や顔が前を

むくということであるo

｢あがる+ と同様 ､ 部分的な位置変化のものもみられる()

○それをだしてきた､
上衣の 前をあげて腹のところに納めたが ､ (真空地鰐 ･ 上 1 3 5)

○藷き帽章の 朝が ､ 薦をあげるやうに ､ するすると明け放れるの を( 野火 6 7)

鹿本的な意味の 範脚内 で ､
全体が比 ゆ的な慣用句になって いるもu ) には ､

｢ たなにあげる+ が

ある
. ∫

O 菓子壮 ､ 自分u ) ことは棚に上げておい て
､
激しく事務長を憎んだ｡ (或る女

･ 前 1 6 2)
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i あがる〉になら っ て ､ 空隅] 的 上 昇の範囲 州 こあ ゲ ⊂本 来の 用法とはちが っ て い るもの をなら

べ ておこうu ( 国研 1 9 7 5/5 3 4 - 5 3 7) +

宮島は空間的な1 :- 昇を｢あげる+ 0) 基本1和己意味として定義するが ､ なぜ空間的な上昇が基本

的な意味であるか に つ い て 詳しく述 べ て い ない ｡ おそらく宮島は ､ 言語の歴 史的な発展の 中で 空

間的な意味が 底本とされて いることを判定の動機としてい るだろう｡ 人間の進化の 中で空間的な

認識は ､ すで に言語能力の 前の 段階で存在したと思われるの で ､ 原 始的な段階の 言語は ､
おそ

らく具体的な空間的な動作を表しただろう(J a ck e n d o ぽ19 8 3/2 1 0) o しかし､ 現在の語 の姿を明ら

かにしようとすると､ 歴 史的な発展は 重要ではない o 重要なの は単語のrl･ JL にお ける意味とほか

の意味とu)J弼係である｡ ｢ あげる+ を幼児の 凝 展から見ると､ やはり具体物の 空間的な上昇は ､ お

そらく子供 の 言語裾 達の段 階で ほか の 意味より早く覚えられるだろうし
l
､ 使用頻度 の 面でも物 理

的な動作は小心的な意味である( 国研 1 9 7 2/5 5 1 ( p .6 8)) o このような観点から見ると､ ｢ 空間的な

上f(-+ は ､
｢ あげる+ a)jl ･本的か つ Lf ' )L ､ 的な意味の1-

一

つ であるど刷断できるo

次に宮島は ､ ｢ あがる+ と｢ あげる+ の 要)托する# . 詞句を比 較して ､ 移動する生き物 は多くの 例で

到 着点を必 要とすることを指摘するo しかし､ 動作主を｢ 生き物 ･ 部分 ･もの+ と意味的に三段階に

分けるよりも､ 動作 1二の 可能 な動きに注 目したい o 意志 のある生き物 は( アリ< > 鳥の ように動物

の移動 できる範囲に限りがあるが) ､ ほぼどこでも移動 できるので ､ ｢ あがる+ 場所( 到着点) の提示

が必要 である( 】 しかし
､
もの や体の 部分 は､ 多くの 例では決まっ た動きしかできない の で ､ 到着点

を必要としない ( , こU) ように｢人が上 がる+ というとき､
空間的な移動は S F 文学でしか考えられない

の で
､ 別の 意味(｢ 講演の 前にあがる+) を衷すことが妥当となる｡ 他動詞｢ あげる+ の 場合､ 生き物

は生き物を物理 的に上に上 げることは 考えにくい ので
､
｢ 人を上げたり下げたりする+ 意味になる

が
､
｢ 座敷に -

-

+ と到着点 の決 定すれば ､ 物理的な動作になるo ただし､ 生き物を上 下に動かす

場合 ､ 複合動詞｢ 持ち上げる+ を使用しなければならない o カ モメなどの鳥は ふだん風 に乗 って 上

空にあがるので
､
｢ カ モメが 上がる+ という到着点のない 文は 可能かもしれない が ､ ｢ いかり･煙 ･

日

の 丸+ などの ようなは っきりと上下に動くものを上げる場合 ､ 到着点は 要らない ｡ 言うまでもない が ､

手 ･ 首･ 顔など体の 部分も物 理 的な動きには限りがある｡

次に述 べ る第一- 一 段階 u) 意味 の 変化､ 特殊化ヰ) ､ 上述のものの 動きの制限に関係して いる｡ 宮島

杖｢ ｢ びんをあげる+ ｢ い かりをあげる+ は ､ 比 較的特殊化されていない+というが ､
｢ 鞭 ･ 槌をあげる+

に比 べ ると
､ それらはただ 興なっ た環境 で使われるもの である｡ ｢ 鞭 ･ 槌+ は｢ 手に捲 っ て打つ ため

のもの+ という特徴を持 っ て い るなら､ ｢ あげる+ 動作に｢ おろす+ 動作が自動的に加わる｡ ｢ いかり+

a ) 場命 ､
｢ 船を1ヒめるため に位う道具+ という特徴を)Jn えるなら､ ｢ 出航 ･ 漂流+ という動作が考えら

れる
o
しかし｢ ビ ン+ 0) 場合 ､

｢あげる+ は 別 に特定の連想を起こさない の で ､
ただ単に｢ 空間的上

子供カ; 最初に 習う 移動 を伴 う軌 詞 l 行く ･ す る ･ 食 べ る ･ 有 る ･ 乗 る ･

見 る
･

と1 ほ
･ 要る ･ 終わ る ･ 開く ･ 居 る ･ 買

う ･ 書く ･ 締 よ る ･ 取 る ･ 飲む ･ 持 っ ･ 置く ･ 来 る ･ 出す ･ 向く+ は ､ 具体的な動作､ また 比 空間的な移動を表 して い

る ( 人久 保 1 99 .

.

‡侶9) .

4 9



罪+ を表して いる` , 語川論に おける特 定o ) 環境だけにおける連想と異なっ て ､ 意味論での連想は ､

言語 の 中で -
一

般的な習慣として使われる意味であるo

第 ∴段階 の 意味 の 変化 ､ 擬愉的な表現では ､ 重視される動作はすで に
"

あげる
''

動作から連想

される別 の 動作に変 化して い るが ､ 空間的_ヒ昇はまだ背 景に残 っ て いる｡ こ のように ｢ 杯を上 げ

る+ や｢)jf をあ げる+ け ､
坐l 帥

'

】勺l二 =57 - (杯 ･ 床を終ら上 げる) を衣すよりもそ の後 に伴う動作(飲む)

や結果()
1

7

'

づ けた) を表して い るu これとは別 に､ 比 愉 表現で は ､
｢ 熱帯の 朝が ､ 幕をあげる+ や

｢ 自分のことは棚に l二げて+ のように 視点は完全に連想する意味に移っ た｡ ｢ 幕を挙げる+ は｢始ま

る+ ､ そして｢ 棚 に=_ 山ヂる+ は
｢ 後にする+ ことを連想するの で ､

そ の 連想だけが残り､ 慣用句を形城

する▲J

｢

[()1] ふ つうとの ほうにあるもの ､
つ まり服装の 頭に近い ほうが ､ 平面状にあ っ ても上とされ ､ そ

れらに近づくことが｢ あげる+ であらわされるの は ､
｢衣) がる+ の ばあいと同様である｡

○肩線は肩先とネック ･ ポイントを 5 ミリ上 げてカ ー ー

ヴ線で訂 正します ｡ (婦人倶楽部 1 9 5 6 年

1 0 月 付録 流行のジャケット集6 2)

○ウ エ スト線を 3
-

巨ン チ j
･

_ げ ､ そ こからスカ
ー

ト丈をとるo (婦人 の 友 1 9 5 6 年 1 2 月 2 5 1)

( 国研 1 975/5 3 7) +

これらu) 例文ももの U) 前挺 にある意味の 影響力を裏付ける. つまり､ テ - : j ル の 上にある紙であ

つ ても､ 話者に近 い 端は下遠 い 端 は上というo そ の 上 の線や 点などを動かす場合 ､
｢ 上 げる+ と

｢ F げる+ が使われる(J 上 述の 例では ､
｢ 肩線 ･ウ ェ スト線+ は 人間 の胴体に関係して いるの で ､ 人

の )
'

/
-

.
っ て いる状態が前提 に想像されて い る(, その ために｢ 肩 ･ ウ ェ ストを上げる+ こと桔自然に考え

られる(,

｢

[ o 2()] ｢薮' げる+ の 壷Jr,
I

.

.: が
､ 単なる上昇よりも､ そ のものをよく日立たせる､ という点にうつ つ て い

うるばあい がある
o

O 松I h 書店と書家を書い た肴板をあげて い る古本屋 - 来た｡ ( 暗夜行路 ･ 前 2 6 5)

○ 汚い1f;
-

動小食があ っ て ､
言責々 しい チャン バ ラヰ) の の絵肴板があげてある( .( むらぎも 1 7 5)

これらヰ) ､ もちろん 1
･

j -
-
i -という事実を毛要な要素として ふくん でい る｡ しかし､ 単なる上 昇ではな

く､ よく見えるようなイt
'

(
-

_E差引 こ看板をか かげて固定する､ ということを表して い るの であるo その よう

な 一一連 の 動作を｢ あげる+ で表現させてい る点で ､
これは｢さかずきをあげる+ ｢床 をあげる+ など

と同様 に挺ゆ的な側面をもっ て いる( 〕 ただ ､
｢ 表札をあげる+ ｢国旗をあげる+ など､ よく目 立 つ 高

い 位指引こおくことであれ ば､
わりに白山 につ かわれるの で はない かとおもって ､

それらとはちが

う扱 いをした｡ ( 本当 に｢さかずきをあげる+ などとちが っ て 独立させる必 要があるかどうかを確認

するためには ､ さらに大規模な調査が必 要である｡ )

つ ぎの 例は ､
ト ー 旗あげる+ 全体で比ゆとな っ て いる(+

○ 夏期林rf
n
.i
)
5

-戸枝で--
-

凝∈挙げんものと近藤舞了･

に赴くが ､ (明星 1 9 5 6 年 1 1 月 2 0 4)
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[o 2 1] (顔などを)I
I

JfJ
-

の ほうに向けること(,

からだの 部分につ いて｢-Tl をあげる+ ｢足をあげる+ などというばあい を
､ 特に l つ の 意味としてみ

とめる必 墳がない ､ ということは前にの べ たが ､ それは ､
--. ･ 定 の賓勢をとるようなし方で の 上昇で

あるノさi( で 特殊で 枕あっ て車) ､ とにかく上 昇に'1 ] 心 があ っ たo しかし､ ｢ 顔をあげる+ ｢ 目をあげる+

に つ い ては ､ 部
I

ji
/

-として l
･

. 界をともなうかどうか はあまり問題 ではない o

O 木村はふと戯をJ,
A

.8ずてしげしげと薙千を見たo ( 或る女 ･ 前 2 2 1)

○私け ′付測‖比を卜げてi:[･i 刑 こ立 つ てゐるK を見ました｡ (こころ 2 4 7)

○新治と水 夫は訊ねる視線を上げたo (潮騒 1 4 4)

これらU ) 例で 射撃削こ)･l などの代償がより高くなっ たかどうかはわからない o 下を見てい たの が

前を､ つ まり､ より上をみるようになっ たこと､ 視線が前をrr
L

i] い たことが問題なの だ｡ つ ぎの例 が

尖際に l
･

. 外封印越にして いるのとは ､ 区別される べ きである｡

○*
-

･ 務基で 過解1
,

I

-I : 甘u ) 調査がはじまっ たが ､ 安西ははい っという言葉を繰返しては日の

1 姥 卜u ))j にあげた{ , ( 貞築地肺 . 卜2 1 ( ト 2 1 1)

この 例で わざわざ｢ 上のノノに+ とことわ ってい ることに往.意｡ 単に｢ 目をあげる+といえば､
目 玉を

｢ l
･

.
a ) )jL こ+ つ V) あ8ずることではない の であるu ただし､ 顔や目を前に向けることに は､ 上昇をとも

なうことが 多い はずで ､
｢ 顔をあげる+などとの 境は連続的である｡

戯やl--は 前の)j8 こr'
E

ll けることは ､
つ まりこれらを他人からよく見えるようにすることである｡ そ の

ノたくで ､
こL7) 川法 は[0 2 ()] u) ｢ 看板をあげる+ ｢旗をあげる+と兆通する面をもっ てい る｡

[o 2 2] 敵u) 首
'

をとることf ,

○慎軍之を追撃して虜主を挙げること数千｡ ( 李陵 1 5 8)

これは ､
｢ 肖

-

をあげる+ とい えても｢頗をあげる+ とい えない ことからみて ､ 完全に慣用句として の

用法であり､ ｢さかずきをあげる+ などの延長上にある｡ しかし､ ｢さかずきをあげる+ などが ､
上昇

という要素を失 ってお らず ､ _
ヒ昇で全体を代表させる捉ゆであるの に対し､ ｢ 首をあげる+ で は ､

上昇o ) 安泰がほとんどゼ ロ に近い

なくても｢ 首をあげる+ といえるu

つまり､ 首を切りさえすれば ､ より高い位置に移動させ

点で
､
A ,

･

』本的な用法からのズレが大きい ｡

首をとることを｢ 肖せあげる+ というの は ､
とっ た 首を高くかか げて示すことからでたものと考えて

ここにイ､
'

[
･

.I
'

_
,

T

q
_
づ けた(ノ) だが ､

とにかく慣川f･J だから､ こU) ｢ あげる+ の 意味をそうは っきり規定するこ

とができない L ,

っ ぎの 例は ､
こ の 川法 の ｢ 兜首をあげる+ が ､ 全体として比 ゆ的にもちいられたもの である｡

○ レ ッヅ の 腸合は ､
新鋭が]さい がけず に兜首をあげるの で はない かと見られてい る｡ (野 球

界 1 9 5 6 咋 1() J】 1 5 7) ( 国研 1 9 7 5/5 3 7 - 5 3 9) +

最初の ｢ 看板 をあげる+ はどの ように｢ 国旗をあげる+ などと追っ てい るか につ い で宮島は ､ 提愉

表現であると鋭岬ルてい るが ､
｢ Il の 丸をあげてい る同 ;(

-

. 競技場+ と言うこともできるだろう｡ 看板 を

あげて い る場所 州 幻 が多い だけであるL , つ まり動作二E が意志のある生き物である場合 ､
｢看板 ･

国旗を糾ずる+ 州j:
,

, 那”I
'

I勺な上界であるが ､ 動作ノ1ノ･
･

. が看板や国旗などの 場所 である場合 ､
｢ あげ

5 1



てい る+ 状態であるu こ の 点で｢看板を,b iずる+ は｢床をあげる+ とは異なっ てい る｡ ｢ 床をあげる+ は

空間的 上 昇が時間I
E

)
/

JL び司じ動作の 連続である
.

次に宮島II L 傾 をあげる+と 噸 をあげる+ を別々 に分けているが
､ 問題は｢あげる+ の空間的上

昇ではないと)L
'
/
I

) ･ , なぜなら助 は ､ 頑 の ---
一

部分であるので
､ 頗と同じような動きをするからであるo

ただし､ 顔 は 卿･) 表であるの で ､ 当然｢ 見る+ ことがまず連想される｡ しかし､ それは ほか の 体の 部

分と区別する1]I![1I にはならないと恨うo また､
｢ 目をあげる+ は｢視線をあげる+と同じように解釈で

きると心う｡ つ まりr ”J U ) 意味は｢ 脱線+という連想をおこすの で ､
｢ あげる+ こと杜｢ウ ェ スト線+ と同

じように 可能であるl , 同じように次の例 のょうに上から下 - の
``

動ぎ
'

も可能である｡

O ｢ そu ) ぎらぎら輝くI ほ 淋したo + ( ア ンナ ･ カレ ーー･ - ニ ナ)

辛) ちろん 就か他 u ) 人 U )｢ 卜は 首をあげる+ ことになると
､ 結果は恐ろしいもの だろう｡ ｢ 首+ の場合､

宮島も慣川句であること糾 別海してい るが､ ｢床をあげる+と同じように擬愉表現であると思う｡ なぜ

なら首を放る励介 ､ 軌ずる動作は前提 になるからであるo

｢

[() 3] ｢ あげる+ ことが桁‖特に対象の!.FJ 宅む鼓映する例は多い ｡

○けたたましい 汽筋が､～･-
-

妹の 剛!fi
'

を青空に挙げて鳴りはためき､ (或る女 ･ 前 1 6 4)

○爆碓 して 似気で車)あげてゐるやうに見えるの でした｡ ( 銀河鉄道の夜 2 6 3)

○やがて水沫をあげて全身をあら托した`, ( 冬の宿 1 7)

○砂ぽこりをJ/. げながら､ j =: 人 の後になり前になりして､ ( 田園の憂密 5)

○手首にぶ つ か つ てできた披は ､ うつくしい燐光をあげて ､ (銀河鉄道の 夜 2 7 4)

○ 見えない 天 の 川の 水もそのときはゆらゆらと青い 焔の やうに波をあげるのでした｡ ( 銀河鉄

道の 授 2 9日)

次の 例は
､
ここから比 ゆ的に つ かわれるようになっ たものである｡

○
-

方を挟み 消す為 には･ 一 方にどんと火 の 手を挙げる必 要があるo ( 或る女 ･ 前 2 7)

○ このときに､ 分 / I /卜物学の研 究を志すl1 本の 学肴たちはノロ シを上 げたの であるo ( 生命

の 暗 号を解く 1 6:i)

作りだされた結果は ､ 以 上の ように｢ - を+ で 示されることが多い (】 しかし､ また､
｢ - に+ で示され

ることもある` }

○ 丸常に結 つ たり教師らしい 地味な束髪に 上げたりしてゐる｡ ( 或る女 ･ 前 8 0)

この 文に杜ない がこu ) ばあい ､ 材料となるもの を｢ 髪を束髪に._1二げる+ の 形で おぎな って示す こ

とが できる
( ,
これ けら Lうど､

i

i

絵をかく

けしきを絵 にかく

かざりをつ ける

花をか ざりに つ ける

などに見られる対),i:[5g 係と同じである{ ,

つ ぎに
､
空 附l勺移動ではあるが ､ かならずしも_l二昇といえな

いもの o

5 2
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ここの ｢あげる+ 札 対象/I :- 慮を鼓すJこりヰ) ､ 対象 別本は継続して生産されて現れてくるもの であ

ると) 汎 波 ･ 淋 はこり 傾 曳
･

t ･ 州拙 ( 披以外 ? ) す べ て数えられないものを表して い るの で ､ -
- ･

つ

---
･

つ あげるニとはイ; [ 'T 能であるu そ u ) ために動作 ト札 ｢ 凧 ･ ヒバリ+ u )JB
t ･

介と同じようにただ｢あが

る+ きっ かけを
I
j ･ えるだけであ ゲ ⊂

､ その 後の 動きを継続させる｡ 意志 の ない 軌作主は
､
｢看板+ と

同じように起きる 馴 (
･

k.起して い るo ｢ 磐を束髪に上げる+ という文は ､ この 類の# ) 詞とは関係ない ｡

どちらかというと｢ 羊を準に振 っ た+ というような例であるu つ まり格B)J 卸 に+ で表される 卵可句は ､

場所を表せ ない ので ､ ｢ あげた ･ 掛 っ た+ :[i
L

憶を表してい る() ｢ 髪 の 毛+ をあげる場合 ､ か つ らで は

ない の で
､
吋能な捌き紘

一

つ しかない
n

｢

[o /1] ｢ あがるJ (ノ) ほうには
､ 如から附こ｢ あがる+という川法があるが

､
これに対して

､
｢寂, げる+

の ほうには ､ 水 のなか から空 fx 川りことりだす ､ というばあい があるu 下の例で ､ たとえばザル が水

よりも 卜にあるとはい えない
‖

○そうめんさTt ゆでて水にさらし､ ザ ル にあげて`, ( 主婦と生括 1 9 5 6 咋: 川 3 8 7)

○金 触ま､ よわい
o 水からちょいちょい 卜げて行くんじや ､ もたないや o ( 婦人 倶楽膚[ミ1 9 5 6 年

7 Jj 7 1)

さかなをつりあ げることを｢ 触ずる+ という叫 Tt ､ ここからさらに特殊化したもの であろうが ､ 別 の

独 ) 紬)もJ) としてたてるペきかどうか は不明である(,

○ ,k rtl 氏托 1 t!i
'

ヒ付知の 寒鯛と)しF
=

( 匁u ) イ潮 を軌ずたのみ で殆んど全員があぶれた
【) ( rl l 央

r] 諭 1 9 5;3 41 ミ8 )i 2()8) (同研 1 9 7 5/53 9 q 5 40) +

これらの例は ､
｢ 本を棚に 1 :- げる+ のと変わらないと思うo ただし

､

｢ エ ビを5 0 キロあげた+ の場合
､

エ ビ漁の 独特な動作が 前 掛 ごあるの で
､ 多少ダらなっ てい るL , また ､

｢ つ り1
･

_ げる+ に つ いてだが ､

｢重くJ つ てあげる+ という居味L7) 別動詞ではない かと)且う( ,

｢

[()5] 棚倣などにとおす こと｡

｢ あがる+ に つ い て(ノ) べ たように
､
｢ 家にあげる+ こと札 多くの勘 弁+

-

_i-( - の動作があるとしても
､
そ

れに本質があるとはい えない
o

O n !') の 家/ ＼イ';をI
･

. げては
､
北ん だ奴らに済まぬと感じた男だ｡ (帰郷 1 3 5)

○糾h;I;l = Tt = 本) A
.

1
J:I
. 放 - 二人をあげた

( ) (むらぎも 1 6 6) ( 同研 1 97 5/5 4 0)+

1二川勺地は家u ) J7 . である戯作 ､ヰ) a ) をh
l

- ん でも人を辿れてい ても動作-トは 玄関の 段差を
"

あがら
' ･

なけれ ばならない
( ,
ただし

､ 人 をあげるとき､ ふ だん花嫁以外 肘1 分 の足 で家に入 るの で
､

｢ あげ

る+ の 空 剛(J
l
l

･

. 糾Tt ｢ 連れる+ 息吹に変化するo ｢ 人 をあげたりドげたりする+ という意味で の用法

もあるが
､

･ 般 的に｢ 人を 糾 ずる+ ことば 卵l 的 I
-

. 昇として考えられない ので ､ 格助 詞｢ に+ で表さ

れる動詞の意味を特
J

ji: する要素が必 蟹であるo

5 3



[o (i] 神 仏にそなえる､ J
[
1

;.l
l

: 妹【,

○伐u) 布を 卜げ花を 卜げ水を汁いでから
､ 前に将 つ て心の ゆくまで拝んだo ( 野菊の 墓 5 3)

○燈桝をあげ ､ 凧衣をつ け
､ 欺粘抄に如したヰ) の を唱したo (仲子 ･ 上 1 6 9)

○お経をあげて- = 川] '; U 鳩 を慰め てやることは川瀬ない (, (鋸1
･

. 船 8 日)

これは
､
たしか に 1 つ u ))!1 ･:をつくるだろうが ､ そu) なかで車) い ろいろな､ 具体的な上 糾こ 掛 ､車)

a ) からきわめ で悼川Ji7hJI
[

1勺なヰ',J ) に い たる脚皆をみとめることができるo

まず､ ヰ) - J とも移動動作としてU) 他栴をこく車) つ て いるヰ) の に ､

○政は ､
'

/
'

･ つ た次 T
･

･ にイ紘 軌斬つ て仏胤 こ捧げて F さい o ( 野菊o) 基 l o)

のように ､ 到 削丘が19 挿 されてい るヰ) の があるu これはい わば移動と｢ささげる+ 意味とをあわせ

もった､

｢ = 洞的なヰ)(ノ) であるt }

つ ぎに 肘 芥 紬 げる+｢ 脚 悼あげる+ u ･
) 別 格 る- , これ阜) ､ 否や 燈叩悼 ほか の脇所から仏鷹 へ

うつ したばあ い にヰ) い えるn しかし､ ｢ 花をあげる+ が つ ねに移動をあらわすの に対し､ これらはか

ならずしも移動をとヰ,なわなくてヰ)+こい
n もともと仏 胤 こあ っ た杏に火をつ け､ 燈明をともしただけ

でも｢ 糾デる+ ことになるu したが っ て ､ ｢ 仏 胤 にということばをとヰ) な っ たとしても､ これが移動の

剖j
l!

.

:
･

)+I:tr 机 わすとIi: ･モ
ー

いきれない u ) である‥ 人 抑 に と比布や燈 仰 こ火が つ けられること､ す

なわちこれらの 状態が 射ヒすることであるく,

巌後に｢ お経をあげる+ があるo ここで はもう移動 はまっ たくおこらない o これ 臥 意味的には ､

移動よりヰ) む しろ つ ぎu) ｢ 祈りをあげる+ などを[T J だらとして
､
｢ 声をあげる+ の ほうに つ ながるとヰ)

みられる(,

○ 隣人 u) 女た
､

ら 榊 で 感謝の 祈りをあげ､ 叫び声をあげて ､ 子供たちを抱 い た0 ( 実話雑誌

1 9 5 6 4[
:
- 1 2 )･J 2日)

こu )｢ 祈りをあげ+ は｢ お 経をあげる+ のと同じ肺 に属するとおもわれるが ､ つ ぎ の 叫 び声をあげ

て+ とも近い ようにおもわれるo ( 国研 1 97 5/5 4 0 -5 4 1) +

これらu )1列に つ い で由鳩 は｢帥 に供える+ 意味と解釈するが ､ 実は｢床をあげる+ と｢杯を上 げる+

などと卜和 上うにr lj ･ える+ と｢ 脚ヂる+ という辿心をおこす げ ごはない かと考えて い るu そ の 馴 二1 とし

て動作の 小には
'

' 朋 的な上 糾ま
'

ji([掛 こ存/ け ることが 糾ずられるo 仏壇も祭壇も机と同じように
"

上
”

にある所であるu 燈IyJ()) 場命｢ あげる+ ところが決まっ てい るの で
､
述 べ る必 要がない() また､

お経や祈りの 場介 ､ 川 軌 ,

I

;(1] 汀' 旨をあげる+ であるの で ､ 別 ル ー
ー

トごの連想が考えられるだろう｡ こ

の意味川 法は ､ 低 い 声から 糾 ､ 声 - の 変化という拙象的な｢ 上昇+ から派生したもの ではないか

と考えてい る
L )

｢

[()7] た べ た車) (ノ) を托くことl ,

これは尖例がなか っ たが ､
｢ さげる+ や｢ お ろす+ に対応しない ことや ､

到着点が表現されない 点

で特殊なヰ) のであるl , ( 国研 1 97 5/5 4 1)+
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この川払はよE ^ I
r

l勺に｢ /k 削f
･

･j l
.

か ら 卜げる+ という 馴 北 にてい るが
､ 瞥過の空 剛 紙 上昇と異

なっ て ､
あげられるもu ) 枕 動作 ト 叫 一にあり

､
必ずしヰ) 動作主の 意志 によ っ てあげられるもの では

ない u
い ずれ にせよ l ･･ げられるヰ, u･' は｢ 食 べ たもu･)J i =-取っ てい るので ､ 川る方向は 上下の 二 つ し

かない o

｢

[l] :fR
-

f曲･ ･Pl;･
J

E[f uy)変化をあらわ丸ょうになっ たヰ) の u

[1 1] 仙 馴 鳩 Jfn
-

内で の 射ヒ{ , これには ､ つ ぎに示 すように
､
｢ 入 学させる+ ｢ 進級させる+ の

2 つ 州ゴあい がある
u

O おくみ が = 叫になつ て 女判安 - 卜げて放つ たばかりのときに(桑の実 6)

○夜) れ 蜘りしか休 ま榊 ､ で賄節するなんか ､ 変だな臥,
,

L

&, れくらゐなら､ 僕なんか 上げてヰ) ら
えるんだがなあ

l , ( 冬u )
J

l[
l

i 1 2 9)

ただし､ こU 'T･hl
'

J粁駅 ら べ ると､ 揃肴u)8,t y
'

) が｢ 判軌という､ ときとして壮見対物をもあらわしうるこ
とばとつ なが ゲ こい る 州 こくらぺ 後者は｢

一

l,･ 級+などの ､
より仙象的なもの - の 移動であり

､ その

ノ∴( で つ ぎJ ' 個 純粋な 脚曲射ヒに虻づ い て いる. (｢室㈲ 1 97 5/5 4 1) +

前にも述 べ たように人I和が ｢ l
･

･81
.

ら+ の 対象になると物理的な空間的な移動は考えにくい の で ､

格助 剛 こ+ で 起される療索にJニ ケこ動 作u 鳩 塊が決まる｡ 学校は ､ 酋通の 家とは適っ て小 ･ 中

高等学校というl
･

･ f の ランク付けの 場所であり､ また学校u) .I . で低学級と商学級があるの で ､ 抽

象的に･･lニ 榊
-

る意味が考えられるo ただし､ ｢ 人が相 手に勧められてどこか ヘ 入る+ という要素に

よ って｢ 人を家に 卜げる+ と｢ 人 を都 - 上 げる+ という用法と類似して いる｡ 爵禅 級に上げることはこ

れとは別に考えなけれ ばならない ()

｢

[1 2] 資格 の 変化( ,
= れ 札 人 に

-

加 J ( これまよりもよい) 資格 ･ 役 目をあたえることをあらわ

すもの であるu

O 帝Lljj 人学を牛濃後 は 郎 こ助教授 に挙 げられ
､ ( つ ゆのあとさき 5 3)

O n 分を代 胤 ･i にあげ てくれ た職七捌こくると､ ( L& 逝 1 9 5 4 年 l )I 1 5:i)

これらu･) 例 札 対象は 人という見対物であるノ: ..
'

1 ､
｢ アゼもを学校にあげる+ などの[1 1] の ばあいと

共通であり
､

｢ 粘度をあげる+ a) ように帥象g . 詞と結 び つ いた[1 3] とはちがう. しか し､ [1 1] で は ､

婦着) 加 汀女
J

判安+ a ) ように ､ 対象o ) 外 にあるもの(組 織) であり
､
仙象的な執 副こおける移 動と

もい えるU) に対し､ ｢ n)) 教授 にあげる+ で は ､ 帰 軌 ,!:t である｢助教授+ が ､ 対象自身 の 資格であっ

て
､ 外 にある 馴 11

'

で 舶 こい u そ れだけ
､
より純粋な状態変化であっ て ､ [1 3] に近づくo ｢ 助教授

にする+ とい い かえられることも
､
この ことを,Jt

･

して い るu ( 同研 1 9 7 5/5 4 1) +

これらの 例ヰ) また什 会的なランクの 低い 段附から1
･

.
()) 段階 - a.)irh 象的な 卜昇を表して いるo し

かし[1 1] 0 ) 学校と学級とは 財だつ て 助g
-

rと関係な い の で
､
空間的な移 動の意味は完全に打 つ 切
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られて いる｡

｢

[1 3] 純粋な附畠射ヒ(I) うち､
軌杓拡人を示 すヰ) の に 札 つ ぎのような例があるo

O 勤縦咋数が ふえるに つ れて
､ 給 J 姥 あげねばなられ ( 文芸春L”J 1 9 5 6 年 1 0 月 9 8)

○将 丸 )] ))
'

( ･･
:

･

:
I T

.

トン1;[
'

･
の 能ノ+ までは 卜げるかも知れない がそれ u

_
I

-

.8 こする計画桔ない よ

うであるo (ダイヤモンド 1 9 5 6 イF
:
- /= j 2 8 II 7())

○温度を 卜げて縮刷して液体にすると､ (新しい繊維 3 8 1)

なお ､
こU )斬u.)

'

車) の で比ゆ的に従われた慣川イ･J に｢熱をあげる+ があるo

O マ リナ の ほうけ㍉1･くヰ) 彼 に熱叡如ず､ a7 )
.

=
r
,j の お 耶･

J

:うてが帥なの ですっ かりふくれ ､ (スクリ- ー

ン 1 9 5 6 咋 7 +) I()8)

馴(J 向 I
･

. を郎 'わすヰ､ J) に壮
､
つ ぎ,]) ような例があるo

O ]9L:･0 ) h文麿掛 ヂよおヰ) て ､ ∩'J) 0.) 朗 u )ヰ)ん にええu) ん廻して ､ ( 兵 制也掛 上 4 9)

○レンズや)5( 11寸鏡などで収レンさせて 5()`舛洩でこ の 率を上げることができることが分か っ てい

る
(, (科

J
'

; ･
I

: I;i)i II 1 9 5 6 咋 l( 川 .

l

i l)

○額倦に依 っ てt
'

l 分(ノ州 = を 卜げ+こうとする努ノJ である
. (=!: 欄 1 9 5 L

･

1 年 4 月 3 6)

[1 1]と[1 3]とu ) ちが い は ､ 志 脚勺に ほ ､ 前常に糾象的場面における移動というニ ュ アン ス がある

の に対して ､ 後 榊 桟 っ たく密化o) 緋鵜をホすヰ) のだということである(
∫
, Al:. にあげたように ､ 変化

の Ii-: 体は ､ [1 1] で はIi - 対物 であり[l ･
'

!] T 卜畑山象的な､ それ自身質であるもの であるo そして ､ 後

肴の ばあ い ､ ｢ - に 心 ､う判 別 ､け七,J
'

,

･

されない ことが 多い() 艮対物を｢あげる+ ばあい には ､ 空

間的にあげることも渉,るし
､
また ここにみるように帥象的なわくのなか で｢ あげる+ すなわち変化さ

せることもある
o
これに対して仙象物 を｢あげる+ には ､ 酬 '

L

]n
'
J l･

-

. 昇ということは考えられない から､

質的に変イヒさせることにきま っ て い る
u
そして ､ ｢働も+｢成績+ などの抽象物はおの お の 独自の し

かたで変化する()) で挿' V) t そ(ノ) 柑 掛∴くをノi 叶 必 要がない { , (もし示すとすれば､ それは変化の程

度をあら1 , サニとになる. , ) ニれが｢ - に+という帰 掛∴･: が[1 1] で 拙示されて い て[1 2] では示されて

いない 仙11 であろ
‥

i :i ･体才一剥がもちい られ て い ても､
つ ぎu.) ような例 では抽象化して質をあらわすもの になっ て い

るu

O 1
1
-

‾

藤さんも･T
･

･ 緋u ) 卜では
･

枚がたリほ l
･

_ げてゐます わね (ある女 ･ 前 2()4)

O ｢ 煉ゆる情炎+ 以 火 ､ 腕 をあげて､ ( スクリ-
ー

ン 1 9 5 6 年 2 月 1 4 ･1)

○ 前に1)ll)膝矧Tt チャクレ
-

戯
､

仰ぐ
･

船ケ. を糾ヂたが ､ (改造哨ロI 1 9 5: 川三 1 0 )i 1())

も､ や壮V) ここ - は い る べ きもu ) であろう､ ,
｢ ダ, がたか い+という表現があることからみ て

､
空間的

1 二卜
-

i/:)r 州系をl
･

.f T ( こお い てい るとお卓) われるu ｢ 人に 知れるょうにする+という)∴くで｢ i
･巳をあげる+

などとくく-
' T い る辞1.I

'

.

: があるが
､

｢ , ･じを+ a )iまうには｢ J
･じがたか い+ という表現はない . ,

(l 糾l
'

Jr
･

1 97 5/5 4 1 - 5 42) +

最初 の｢ 熱を- -

+ ｢J戊緋を-
-

-
+ などu ) 例は ､

卜
'
t

/
I

: 鰍 こ -
-

+ ｢ 代議 1 : に -
-

+ とは っ きり区別する必 要が
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ある( , 宮島の いう通り､ ｢ # u r),R 績+ などは ､ 程度を高低で表される帥象頚絹可であるの に対し､ 人は

具体物であるく, おそら( i)
-

/ ヾて の 高低で 表される仙魚 卵司肘 あげる+ で上昇することが表 現でき

るだろうL,
= の ような例払 お そらく 酬 川勺な l 沸 から底接意味 の抽象化によっ て派 生したもの だ

と似う【, そ u)[t わり､ ｢ 93 を+
-

･ げる+ ｢字J 2ta = あげる+ けおそらく｢ 質む1二げる+ 逆に派生されたものだろ

うo でなけれ 捌Ei
'

川ヰJJ として扱わなければならない
.二, しか し｢腕をあげる+ はただ 利 こ比愉表現に

なっ たもu)と恕うn ｢式 をあげる+ は ､
｢ 宥板をあげる+ に類似して いるが ､ ｢ 町を上 げる+ など盛りJ 二

げる愚昧ヰ) 考えられる( ,

｢

[2] は っきりJI だた せるようにすることをあらわすもの o

これには ､
｢ 犯人をあげる+ ばあいと､ ｢ 例をあげる+ ばあいと

､
2 つ ある｡ 移動的で

､
か つ 人目につ

くようにすることをあらわす｢ 帯板 をあげる+(() 2)などの 延長にあるものであろう｡

[2 1] 検挙すること
( ,

○質 励 ､ら比が つ い て ､ 川人りの 糾主的 抑 ､ 肴が とげられた
｡ ( 多情仏心 ･ 前 3 0 8)

○ 卜犯)J.l'6 u い つ しよに 挙げらまひました( -( 本卜仙 診 7 6)

[2 2] とりだして)J
'

( す
‥ 掛妹( ,

○触女が)LL い 川すままに挙げる新しい作家u).,1 . l
l

J(ff亡ど､ ( 雪国 4 1)

○ 湖 針御ヂると､ 卓) し肋さん に女の r ･ があ つ て ､ 班女の
～

f ･ が 年頃になつ たとすると､ 檀家
U )辛) a) が 机淡して ､ 何処か適当な所 - 嫁に追つ て呉れます u (こころ 1 9 4)

この 川法にl･j: ､ 特に 文法 的な制1 掛まなさそうであるく〕 慣川句的で はない ､ 自由な意味としてよ

い
o
｢ あげる+ a ) 対象としては ､ ｢ 雪 国+ の｢頚絹ifJ の ように ､

ことばの ばあいもあるが ､ 多くは｢ ここ

ろ+ の 例o) ように(｢
一

例+) 言語外 の鮮
J

kt である., ｢ 雪国+ の ばあいでも､ ただ単に｢彼女が思い 出

すままに挙げる新しい 作家など+とい い かえてもよい ｡ つ ぎの例を参照｡

○先にあ げた松 ド皐之肋 氏枕 ､ あれだけの 要素は備えて いたの だ｡ (実業の 日本 1 9 5 6 年

1 1 月 1 11 5 2)

畔地の なか には｢候祁肴をあげる+ の 例をひ い て､ これに｢ すい せんする+ という鋭明をくわえて

いるもの がある
o
こu )J=うな例は見当たらなか っ たの で

､
は っきりは いえないが ､

こういうれい ぶん

があることだけで｢ すい せんする+ という意味をみとめることはむずかしいだ ろうo それはちょうど

｢欠
ノ

ーさよをあげる+ という例文から｢ 非雌する+ という意味が ぬきだせない U ) と同じである｡ 辞典の な

かには また ､
｢ 例をあげる+ などに つ い て ､

｢ かぞえたてる+ ｢ 列挙する+ という訳をあてているもの が

ある
(,
たしか に ､ 例は 1 つ だけでなく､

いくつ かまとめ てあげることがおおい ｡ しかし､ それと｢ ここ

ろ+ a )｢
一

例を挙げると+ a ) あ い だに縦をひ い て別 の 意味とするの は , あきらか に無理 である｡ だ

から
､
これらu ) 訊.桝Ttl .

”

'j 追いとしなければならない o

｢とりだして /J
'

,
･

す+ というtlL 定は ､ それらにくら べ れば購点がすくない が
､
この ようなかんたんな

加近では
､ け っきょくU ) ところイこ(

･

分なことはまぬ かれない . ｢ 示 す+ 行為は ､ ある意味で は ､ 意

織的にせよ軌削gRL
t

伽 こせよ､ ｢ ト ぐ⊂他からとりだしていうことであるo だから､ よりくわしくは ､
｢ い

う+ ｢ の べ る+｢ 許す+｢ 知らせる+ など､
いくつ か の類題語 の糾 のなか において ､ その ちがい をしら

5 7



べ なければならない ｡ ここでは ､ いくつ か曳
'

( づ い たこと糾旨摘するにとどめる｡

第 1 に､ 形式o ) ノ卜からは ､

｢ あげる+ は休
′

1勺なヰ) の しかうけえない u つまり､ ｢ あげる+ 対象は ､

｢ 例+｢偵祁称ノ) 別行+ のようにIrL ,-i
.

'
EL
,

'

･ 朴
`

け)辛) の でZh V)
､
｢ -

したとい っ た( の ベ た) + の ように文相

当u )l車)a ) をうける川旺 肘亡い ( , 後背をい い かえれ げ
､
｢ ･ ･ ･ したことをあげた+ の ように体言 化した

)捌こ つ づくわけである‥

節 2 に ､
｢ 糾ずる+ け つ ねに対象を要求する`,

か れ托l
!

7 分の5t. /卜に つ いて(ノ バ た( ,

の｢ の ベ た+ を｢あげた+ でおきかえると｢何を+薮' げたのかあらためて指摘しなければならない(, し

かもこの 対象は
､
雅 糾 ) 内科 こかか わることであ っ て

､ 雅 語の膨 式にかか わることではない .

｢ 怨 = を諾うJ｢感 謝()) ことばをの ペ る+ a ) ょうに
､
｢ いう+ ｢ の ベ る+ には 言語形式を対象とする用法

があるが ､ ニれF ' (ノ)例ほ｢ あげるj ではおきかえられない D

節 3 に､ そU ) 対象け資格づ けられてい なければならない ｡

かれ 柑
`

]
/
J) に翁がない ことをu ) J ヾた‖

とい 分u) ｢ u･>
ヾた+ を｢薮, げたJ にするとお

■

らつ かない
o そのまえに｢ 不 馴11 の 矧I] として+とい っ

た衣削が ほしいとこ7, である
u すなわち ､ ｢ 糾ずる+ 対象がI 1̂ 糾l(J8 こ

･

k
･

の叙述 ･ 判断をふくん

でい るば糾 ､ ( い いかえれば ､ A
-

榔 二!うのことを伝えるばあい) ､ これはおもな伝達内容であるより

も､ 副次l
′

)(J/L
h

税 仰 ごあるo しかし､ ｢ 候補肴u .) 和1fl
'

をあげる+ のように ､
｢ あげる+ 対象は当絹膏相当

のヰ) a.) であるばあい には ､
こ のことはかならずしもあてはまらない ｡ また､

インドネシアに つ いて知 っ てい ることをあげなさい o

のようなばあい にも､ 伝達内容という観点からみ て ､ 副次的とはい い にくい だろう｡ それで ､
この

ようなものまで ふくめて 考えるならば､ 愉 げる+ の特徴は､ あげられた内容( 対象) の 資格が話 し

手だけでなくf-i
t

(lき 利こもあきらかなことに求められるかもしれない o 金がない ことは 単純な報告

でありうるu そ(ノ) ば 如 ､ ､ これは｢(ノ) べ た+ ことであ っ ても｢あげた+ ことではない o これが 不参))n の

軌11 という刑部で の べ られるとき､ それは｢薮) げた+ ことであるu

第 11 に
､
｢ あげる+ がはたして 言語析動に属するとしてよい かどうか の 問題がある(,

○こU) 説には種 々 の反 証が 挙げられる(, (t･,I 本及 日本人 1 9 5 4 年 1 月 9 O)

証拠をあげるばあ い
､ ヰ) ちろん原州として 壮言語活動によるわ けであるが ､ ある物的証拠をつ き

つ けるという軌言U ) 動作に上っ ても､ やはり_
1:I

-

_ 証したことになるばあい があるであろう｡ すなわち､

大蜘なことは 紺姓を,Jt
･

す ことであり､ 述 べ ることで はない o だから､
｢とりだしていう+ という規定よ

りも､
｢とりだして /J

-

～

-

す+ とい った)j がよ い u (I 卯F 1 97 5/5 4 2 - 5 4 4) +

宮島によると最初の 例壮｢ 看板をあげる+ の 延艮であるというが ､
｢ 警察は犯人を上げる+ 場合 ､

[･] 立たせるという意味はないと心う｡ それよりも｢ 犯人をあげる+ ことは ､ [2 1] で示されるように捕まえ

ることを意味して い るく, ほか の 例を考えると｢捕まえる+ という意味が含まれるの は｢ 魚を釣りあげる+

のような例である(}) で
､
こu ) 意味の ｢あげる+ 0 ) 比 愉的な快い 方ので はない かとJ患う(,

次の ｢ 例をあげる+ という煩u)ものも直接｢ 看板を糾ヂる+ とつ なが っ てい るか に つ い て疑問を抱
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いているu それょりヰ,1lh 馴勺な｢ , 鴨 あげる+ 0)
-

椎 ではない かと心う｡ 例も 別 払 結局声を川す必

要があるu ) で ､ 別 のノ,
.

l ･
L

.)/ p らの 派′ヒだろう
り その代わり｢ 候補者をあげる+ は 具体物を動かしてい

るU) で ､
｢ 剤:;A

-

をあ げる+ (ノ) 意味からu ) 比n 鮒勺な 朗L だろうo なぜなら｢ 候補者を軌ヂて いる+ は ､

｢孝.iLm をあげてい る+ と-恥な
っ た時 間U )経過を見せ ているからであるo また､ 宮島の指摘する秤番

におけ73 rJlf::Jj針L)
-

ら+ という掛 棚 綱くは ､ そU) 秤 潜肴の 連想で はないかと思う｡

漢
-

r=
J

軒別:t ､ ｢ あげるJ を｢ 述 べ る+ ｢ rf ･;.T,
'

す+ などの 聴講動討との 違い にJ: っ て｢ 放り出して示す+ と

いう意味解釈を矧りけ るが ､ ｢ 声を如ずる+ a ) 意味と比 べ れば ､ その 意味 牡.-
･

日瞭然である｡ ｢あ

げてい る+ という迎1 J
-

.

)惇で 剛 ･7
'

加 即T】じように繰り返して いるような声の 出し方を示 してい るo その

代わり｢ 述 べ る ･ 肘 ,h などは ､
- 1

欄 ながら辿純してい る話の 意味になる｡ また､ 節こきの 鋭明では
､

｢ 金がない こと+ 出:T / 泊り｢ 諾膿+ を起さないイ.J J ) 場合､ 別の｢ 言柴+ を盛付けるような要素( 理由と

して) &))rI えなけれ ばならない o 節4 ･U ) ' 馴 け の r反 紅を糾ブる+ は声で行う｢反 証+ でヰ)物的紅拠

による 坂5Jl
:
A+ でもあ 岬 ほ L7) で ､ 伯介な例であるが ､ 雷柴の 連想と自I.h な意味の 創造の 証拠とし

てヰ)放り卜げられるH

｢

[:!]
/( :, 虎をあらわす車)(I) < J

[こil] (
･

どヰ.) をうむことf ,

O t 'J‥しげ女 心i 川 棚 町U ) 跡軸氏のH = こして
'

&
'

･ ん御門に嫁し二男Pq 女を挙ぐく,(春琴抄 1 .
,

i 8)

たまたま 如 'h;･ 史u ) 川例 しかなか っ たが
､
こ の 意味 の｢あげる+ は 口 語文でも使われるo しか し､

文 郎酬勺であっ て前しことばには川てこないであろうo また､
｢うむ+ とい ぅ てヰ) ､ 具体的な出産

の動作をさすよりも
､ も っと帥象的に ､ いわば家族橋 脚 こ変化があっ たことをの べ てい るの であ

り､ その 点｢もうける+ に通じるo 動物 に つ い ては ､ おそらくい わない だろう(J なお ､ 対応する自動

詞｢ あがる
.+ には ､

こ の 川法はない ｡ ( 国研 1 97 5/5 4 4) +

こU) 川法につ い で,,:.; .島は ､ ･
･ )i n 訳 文でも使 われるというが ､ すぐに話し言葉には出てこないと

いうo こ の研 先の 資料u ) 中で似たような例はす べ て文語的な慣用句であるo また ､
｢ 赤ちやんを上

げる+ と｢ √･ 供 を上げる+ という文の 意味は ､ こ の 意味を連想させない が ､ 具体的な動き｢赤ちやん

を乳1妻川l
'

･( こ 卜げるJ a) J=うにijr 能である( } お そら(
”

ヰ)うける
''

と いう用 法壮 ､ 空間的な上 昇の 比 愉

表現であるu ｢ *
-

_ リ川らは を乳F!]: 中二に 1二げる+ という空間的な上 昇がおかしい の で ､
｢ 二男 四女を

J
･

_ げる+ 州3Ij u ) 辿触をIJl き起こすu

｢

[3 2] 宵 ･

)
A
, .

:

(ノ) !IiJ!
{

(i. .
,

これには
､

○ア - ー

メンとムふノ
'
･ り) -

･

傾 の 人 々 から挙げられるc)) を待 つ て( 或る女 ･ 前 6 3 - 6 4)

○奥の 間 の廊‾卜までくると､ 俄か に滝十郎 は酢撲らしい つくり声をあげて ､
｢ さア ､ 来ました

よ ! 束ましたよ ! ど
､ 同勢そろつ でらん入しますよ ! + ( 多情仏 心 ･ 前 8 /1)

のように ､ は っきりしたことばにな って いるもu)辛)ある. また ､
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○そJ )tL!)
-

: U '彼 の 銘 掛らを考 - ､ 小にはj
l
t 埴あげて柁い たヰ) の がゐたD (蟹二丁二船 8 7)

○急に 糾ナ返 つ たやうな笑ひj
L
L 7

:

をあげ ､ ( 多情仏心 ･ 前 8 7)

○仙 7
･

はそ(ノr
) たび に悲しげな

､
断れ断れな叫び をI ･

. げたu (仰了
A
･ 卜6 6)

u ) ように
､
ことばにならない )!i u )E =k

'

あ いもあるt , しかし
､

○一木神 村 - 上げか え っ て い る曾=l をみて笑い をあげず にはいられなか ったu ( 寅空 地粁 ･ 上

1 5:”

○ベ ン チ(ノ) 搾浪人過払 則かなEL[r
･

)
'
”
-

'

をあげて脈 ゲ〔いる｡ (放浪記 1 2 - 4 3)

a ) ようなu ) 枕*!I: 殊な例であろう(,

声以外u ) .
l
'

f
･

に つ い て車) ､ こ の 別 紙 ぁりうると)i(.うが
､
て火伊旧 なか っ た

( ,
しい てい えばづぎの 1

例である‥

○鋭いⅠ仰 u ) F子を1
･

- げたりするヰ) a )カ執 っ たが
､ ( 多情仏心 ･ 前 1 7 2)

酔 如 )なか に 札 こU ) 一 別 :
･ k ｢ 声を南く( 人きく) する+ ことだとしてい るもの があるo たしか に

､ 今

までだしてい たj! 壕 傭 とはV) あげる､ のような意味でも｢ 声をあげる+ というだろうo ｢ ラジオ の 音

をあげる+ など卓) ､ Jこくいうところ
･･■ごある

t, こんどの 川例 には 見あたらなか ったが ､ もしこの ようなも

の があれば
､ それけ[1:!] (ノ) ところに ､ ｢ 熱をあげる止 ならべ て

､ 畳の 増大の例としてい れることに

なるo しかし､ 以 J
･

･ に糾ヂたu ) 紙
､
それとけらが っ て ､ 今までだして い なか っ た声をだしたことで

あるo '咋
'

ji(として人きな)i ･
.

'

をだしたもu ) が多い だろうが ､ それにかぎられるわけでもない o

O ふりかえ っ て木.
/

ii をみ つ けたとき､ あっと小さい 声をあげた｡ ( 寒空地肺 ･ 上 1 3 4)

したが っ て
､
これらu))I,] 例 心室櫓 だすこと--

･

般をさしてい るものとみる べきで ､ ｢ 声をたかくする+

という規起であて はまらない の はもちろん ､ ｢高い 声をだす+という規定も｢多くの ばあい+というよ

うな限起なしではまちが い である
`, ヰ) つ とも､ 実例が 非意 剛勺な笑 い 声 ･ 泣き声 ･ 叫びなどにつ

いて のものと､ 人声をあげるヰ) のとにか ぎられることからみて ､ 単なる｢声をだす+ にくらべ て
､ 何ら

かu ) 限走力ミあることは
､
みとめる べ きかもしれない ( ,

これは( 声を)｢ だす+ ｢ たてる+ などの用例と比

較しながら､ 検討しなけれ ばならない ｡

ここに属する比ゆ的な例には ､ つ ぎのようなもの がある
( ∫

O われわれの 判断に対して疑念が Jf :_ じ不1.:.i.
'

1 t の 声が挙げられるにつ れて ､ ( 野草以前 2 0 2)

また
､ 以 卜に ,I

-

,

-

サ
ー

慣川イ1Jも､ ここに つ ながるヰ) a)
-

ごあるo

O これが 下桁u,) 人 々 U) 最後 にJl
･

. げた凱歌であっ たo ( 破成 1 I)

○い
-

i
-

,
'
l
'
･く｢ 迎 付 文

J

7
'

:
+ を仲=

-

･りして 職後 A
.

J
'

;f‥
'

iT)
-

･

u ) ニケ. 廃りをあげたが
､ (i
-
,

.

T:像 1 9 5 6 イト1 )]

1 t 5)

ただし
､
これらと｢ 声をあげる+ のあい だには ､

比ゆ他用法ということをぬきにしても､
つ ぎの ような

差がある( } すなわち
､ 卿 ℃諦で は ､ 尖際にはことばをつ か っ て いるばあいでも､ 【

l二に示 してきた

ように｢ 声をあげる+ という膨 でしか い わず ､
｢/ ･ ･

:

J u )I;I
-

_L引こ｢ 歌+ ｢ ことば+ ｢ あいさつ + など言語表現

を示す い ろい ろの ことばがくることはない ( )
こ の J

[
i
!
こミで ｢ 凱 歌をあ げる+ r # . 来りをあげる+ は ､ その

本束の 具体的な動作をあらわす川法におい てヰ) ､
一

般 の｢ 声をあげる+とはちが っ てい るのであ

る
( J
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つ ぎu) ｢ 洋をあげる+ も､
｢ 声をだす

IJ t
いう意味 ではあまりつ か わない慣用句である｡

○それ でなぐ⊂ヰ) 卜食の尊重柑に音を上げて ゐる兵 刷詫や大阪府では
､ ( 闘牛 1 1 8)

( 同研 1 9 75/5 4 4 - 5 4 6) +

この 川払は L ･述 u ) 馴 j の とおり｢ 例をあげる+ と同類のもの だと魁う｡ ｢ 声をあげる+ は おそらく｢ 視

線を上 げる+ と川瀬に 朋 il
t

1
(
) な¶l二杵から比 愉的に)JL:)T･ はれた川 法である() 宮島が 指摘して い る

｢ 声を川す+ l掛妹と｢)-
J
r 7
:

を向ぐi)
q

る+ 患峡u )適いを考えると
､ その適いは

､
｢看板を軌ずる+と｢看板を

山ヂている+ などという脚麻衣現と似てい る げごはない かとJ[ 汎 つ まり｢ 声+ は ､ ･-r-- ･ 方 で は声が出

た後 のi に倒するjl 順 的な磐窮と､ 他) j
･

刊 ま声が川る1
1

77̂f O〕移動に関する具体的な要素を持 っ て

いる
(, 1･
1
SJ 胤j: ｢ 軌 や ｢ 古風 などは っ きりと｢ J h

･

J と関係 の ある 剛吾である
t}
｢ 笑 い+ や｢ 例+ などは

r J
･

･ げるJ = とができるが ､
｢ 歌+ や｢ 諾 胤 など托できない の はなぜか u [2 2] でも述 べられたとおり､

憾 = + や｢感謝u ) ･ =㌻軌 などは ｢ 如ヂる+ ことが できない o おそらくr 上 げる+ の 空間的な上 昇という

--･-
一 気で1 J

'

-

われる動作の 形轡 棚克っ てい るとJ出v) (, 仁一雅的な｢煙を1二げる+ 以外の 例では｢あげる+
は

､

･ 仰ご郎守山 こ移動されるので
､
= 棚川勺に良い ぺ らぺ らする話しは｢あげら+ れない ｡ また､

｢例を軌ずる+ などはr , 鴫 あげる+ からの 脚麻衣現ではない かと魁うの で
､ 別の #. 詐榔 つくような生

産忙はイ氏い t
,

｢

[3:i] ))R 純などu ) /1,
A

_I;
'

li o

O 拙 数で F ･ に収 敏を糾ずる一指種では
､ (戯 馴,i: 界 1 9 5 6 年 9 月 1 2 7)

○労貸以 卜いくばくu:' 収 溢をあげて いるだろうかなどの (鹿耕と園芸 1 月 1 3 3)

O - 傭 u) 希 勤j: 朋 馴 -･ 々 から連続二･卜勝をあげることく】(週rlJ 読売 1 9 5 6 年 3 月 1 1 [7 7)

○ 次u)l r!h)q
'

鉄がまた ∴r: ､ 緒あげ ( ベ -ー
ー

スボ ー
ー

ル マ ガジン 1 9 5 6 年 1( 川 1 1 6)

○メ
-

ー

デ ー ー

が 平和に ､ 百 六 十 }j という執後最 高の 動 員レ コ
- ー

ドをあげながら､ ( 中央公 論

1 9 5 -1 勺三6 )i L1 6)

これ 札 さきに質的Il
'

. = 二U ) 例としてあげたヰ〕u-) と朗りが つ けにくい ばあいがあるo

質的Tr
L

り上

○ 川 如紡‡笛-1 .
･

､
= 晒にまさる利illS 増加 率

を示 して い るu ( 小幡) 各 鮒lりとも､ 伐績をあ

げている｡ ( ダイヤ モ ンド5 6 1l
:
- 6 )･] 2ニ川 5 0)

○能率 の-自i い 動ノJ 噴霧裾や撒粉機 が哲及

し
､
共同防r玲の 効火を著しくあげてい る

(, ( 磨

業牡界1 9 5 6 咋2 )∫1 :主ニi)

○ 要するにr m l 0 )イ上事の 能率をあげるため

に
､ 全部組をつくっ てお い て ､ ( 改造 1 9 5 4 咋

1 月 1 9 9)

生産

○ 前場所 は 西前頭二 枚目に 進み ､
八勝茄

敗の 成績を挙げ ､ 関脇にはね上 が っ た｡ ( 棉

撲1. 9 5 鯛
三5 月 1 1 6)

○使 い かたによっ て は ､ シ ャレた効果を上 げ

ることができる｡ ( 婦人醐｢卜1 9 5 6 咋1 2 月

I () 6)

○!j ･ えられた分量に対して ､ 百-- - パ ー セ ント

の能 率をあげたという図表が( 改造 1 9 5 4 年.1

JJ 1 9 9)

左がわの 例で 札 これ以 前にも)JR 績や効 米はあっ たの であり､ ただ ､ 最近のそれは以前よりもよ
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くな ゲ ⊂い るU ) であるり こ の ばあい ､ ノ鵬!i や効果 の 内 科 ま以前のとか わりない から､ 特 にこれら

を限定する･ 糾) は つ け)Jllえられていない(, これ に対して
､ 才掴ミわの例 では ､ それ以前に類似の

成績や効火があ っ たかどうか 柑 r
(I
,Jl越でなく､ こ,7 ) ばあい U ) ことだけが附 掛 こされて いるの であるo

したが っ て ､
｢ 八 勝 Ir

.

1 敗u )J ｢ シ ャ レた+ などという限走力小 るu ｢効 呆+ ということばは
､ 単なる結

氷とちが っ て梢極的な･ 棚 陀 ふくんで い るから｢ 効脹をあげる+ だけでヰ)効兇の 生産という意味

で使えるl, しか し､ ｢J戊紙+ に つ い ては ､ よ い成績もわるい 成縮もふくんだ【:f二慨 的な表現 である

から､ I,k 紙u )
/J 掘 というU ) 榊 ツ 世ン スであり

､ どの ような
､
どの粒魔の ､ という限窟がなけれ ば､

｢成績を糾ずる+ は ′lミ席的な意味にならない u だから､ 断 絶 ｢ 成績をあげる+ は つ ねに質的向

l
･

. の グ ル ー づ
I

に鵬するn

･

) JLこ′f :J ;
-

t･ ･
:

･l
'

l
'

J な巌味に入れたけれど車)lr
E

, = : a:) ほうかもしれない ､ というもの には
､
つ ぎの 例があ

る｡

○こu)Jこ
;
) に

､

I

,

I:f)ll 村藤 棚FL介枕 ､ 粁 々と[JJ 林復卿に ､ その 実摘を糾ブてい るが ､ ( 家の 光り

1 9 5 6 咋 ･1
.
)】1 日7)

なお ､ より低 いところか らの 柑雌の 射ヒという),
1

･よで ､ 質的変化は点本的な 即 納勺上昇と共通

性をもつ り 逆の 意味で ､ 肘掛ま鹿本的意味からより遠いイ引削こあるo

この 意味で U ) ｢ あげる+ a ) 対象を示す の は ､ 広くい っ て成蹄をあらわす･軒嗣である｡ すなわち､

a) ｢ 成績+ r レ コ - ー

ド+ など本漉そのような性質をあらわす抽象令 嗣

h) ｢願出+ ｢
'

J:”(ノ) ように ､ 成績の 象徴であるもの

c) ｢ 収追+ ｢利潤+ a)ように ､ その 塵が成績をはかる基準になるようなもの

などが ふくまれる｡ そして ､
これらのうちで ､ ｢薮) げる+ a) 基本的な意味に つながる備 わたしの位

琵引こあるもu )ij:
､
c) の類 の 具体的なものや金をあらわすグル ー プに つ い ての用例であろうo

O イラン がイ1
-

帥劉割gr51r行場に販 売し､ それから収 入 をあげようとすればそれには､ 妥協しな

けれ ばならない ( . (Ifi: 界 1 9 5 3 年 1 1 JJ 1 8)

というような例で根 ､ 仙象的だけれども｢ それから+ という他党点が 示されてい ることで移動(所有

権の 移動か ? ) の ニ ュ アン スがある-
.
, なお ､

この 意味の ｢あげる+ は ､ 抽象的な出発点をあらわす

ことばをともなっ てヰ) ､ ｢ - に+ という到着点をともなうことがない ｡ ( 同研 1 9 75/5 4 6 - 5 4 7) +

質的向上 は
､
上 述でも放りあげたように高低によ っ て計られる要素の帥象的な上 昇であるo つ ま

りある低い とされるレ べ /レからより高いとされるレ ベ ル - の J亡♪理的な移動 である() これは ､
｢ 国旗を

あげる+ などの 具体的な居煉の ｢ あげる+ からの 比 愉表現だと考えられるだろうo しかし､
"

生産的
”

な意味をヰ) つ ｢ 勝利+ と｢ よい 紡兇+ などは ､ 阿山雅論で得られたもの で はないと思う【, またこの 場合

の｢あげる+ の 類轟語をあげると､ ｢ 獲得する+ や｢ 柑る+ や｢ おさめる+ などが考えられるので ､
｢ 生産

する+ という意味で意味の 統
一 を図るの は理屈 に反すると偲う｡ それよりもこの 場合の連想は ､ ｢ 犯

人をあげる+ の と同じように ､
｢ 魚を釣りあげる+ における｢あげる+ の 意味からの 比愉的か つ 抽象的

な川法であると考えてい る(J 高低の 区別のある｢ 成績+ などの単語は ､
ふだん抽象的な｢ あげる+ と

解釈されるU) で
､

｢ 結火+ を表すため に｢ 六勝九敗+ という規定が必 要である｡ 最後 の例で格助詞
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ト に+ で R
-される別 府J

･
L

J

t( がない こと托 ､ ｢ T 7
.

t

l‖倒仮売し+ という暖 脚E のために起きることである｡

暖昧
Jr/l･: がなけれぱ = 的として｢:う低ドルに+ などが吋髄だろう｡

｢

[:! ･1] 以 卜u･) ほか ､
つ ぎu )1 州･' /卜頗I

E

I()f l: もU,) にそえてよい かもしれない o

O そ こで ､ クラ スとして とりI
-

･ げたこのfn] 越を口約 会でとり,1
･

_t ナ⊂や っ てもらおうというの で委

臼をあげることになっ が , ､ 受験 勉強をや っ て い る人たちが皆;i
1

. 候補して(tI てくるの です ｡

(1
'

-

･*Il I 9 5 ∠川ミ( H jこほ)

こU )｢ あげるJ は ､ 妾出をた だ叫 びり挙する0 ) で 脚だくて｢ 選りlする+ ことであろうo ｢会艮+ ｢ 代衆+

など､ ･-
･ 般 u ) 人よりヰ) い わば ･ 一 段とたか い

､ I l だ つ ようなイ鯛[_ にある人につ い て ､
この 表現は可

能かとおヰ)才)れるu さきに[ 1 2] u ) 質l
√

I(JIJ･LJ
･

. の 例として｢自分 糾℃歳員にあげてくれた+という例 文

をu) せ てお い たが ､ これと｢ 香L.i をあげる止 は郎
I

ji!･としておなじことをい ってい るの であるo ｢米を

たく+と｢ めしをたく+ ､ ｢ 別れをエ プロン にしたてる+と｢ エ プ ロンをしたてる+などとおなじ関係がここ

にもみられる( ,

ただし
､
ニU) 川仏に脱するヰ) a )i T七l

･

. ”) l 例しかなく､ そU )TFr属や他 の川法との 関係に つ いては ､

まだIL
J

u 艦真があるかとおや) われるり ( 国研 1 97 5/5 47 - 5 48)+

こ の 文U) 牌填で は｢ 委員を 卜げる+ はr候補肴を軌ブる+ と同じように感じるが ､ 候補者は基本的

に委員になるため u )ポ ストであるl, こ の 文を ､た人は ､ ｢ 委員を上げる+ では ､ 候補者を上 げると

いう新しい 辿想を作っ たU ) で はない かと思う(, ほか 0) 例もない ので ､ 語用論的な用法だと思うo 日

分o )｢ ポ ストをl
･

. げる+ という別の 意味u) 川 法もあるL ,

｢

[:i 5] J
･℃をおこなう､ a. .) 患

l航

0 4l
=
･ 来 u.) 希守まであつ たl*,

!] 婚すら､ 不安のうちに式を挙げたとい - ば (こころ2 2 7)

実例としてけ｢ ∫じ( 結 婚式) をあげる+ a )L まカ､ ､ ｢ 紙党式をあげる+ ｢ 韓し上くの 曲をあげる+ があ っ

た
u

この 川法は ､

J

jit 行する､ という山では つ ぎの[ 4] に近い が ､ 人前でみ んなに見えるようにする､

というノ.!エで 托｢例を漆山ずる+ などにつ ながるともいえる' , ( 国研 1 9 7 5/5 48) +

こ の)rFj 法は ｢ 恥をあげる+ 愚昧 の ｢ 卜げる+ からの 比 愉的な用法だと)且う｡ ｢ 式をあげたが中断し

た+という例にヰ) 分か るように ､
｢ あげた+ は ､

｢ 仙をあげた+ と同じように式の初めの 盛り+ 二がりを指し

て い る
u

-辛) ちろん想像u ) lI , で け式の 終わりまで()) 考えがあるが ､ 範)∴くは感鴬的に式の 初めにあるo

ただし､ 比愉 出現である0 ) で ､ は っきりした阻係 は分からない .

｢

[4] 放後までやりとげる､ の 愚昧( ,

O a の字も知らぬと云 ふ肴があれば ､ 第一--
一

読本を少 しや つ たと云ふ者 ､ 第二読本をあげたと

いう肴もある{ ,(!且州の記 ･ 卜2 () 5)
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○!I蛸壷V)I映画L7) ､ 羊irしくあげる作枯を( 笑o )泉1 9 5 鯛 三1 2 月 1 9 1)

これと｢ 式をあげる+ とは ､ 尖行するという,･,
I

lくでは)1,
-

･ 適するが､ つ ぎの 点 でらがう. まず､ ｢式を+ の

ほうは
J

ji:
/

1 i ())Ij 舶細;t'
(f
ll越 であ っ て ､

｢ J丈をあげたが巾断した+ということもありうる｡ これにたい し

て
､

｢作l!I7 - をあげる+ a,) ほうは ､ 行為u ) 尤 r が問越 である(J すでに開始し､ 進行 中の行為が目的

とするとこ ?' ま で過した ､
という衣 肘 ごある( ) つ ぎに ､

｢ ':じをあげる+ のほう杖 ､
｢ 式+ およびこれと同

義的な｢ 岬しょくu)LtLL をあげる+ ”_)Jこうに ､ そ のうけることばがひ じとうにかぎられてい るG 動作性

,f . 嗣 の ｢ J
･C J を動 酬ヒするため に ､

たまたま｢ あげる+ がえらばれた ､
とい っ た気味がある｡ その

意味でrL!i
-

)Ij l ,) 的であるu ｢ 作品をあげる+ の ほうに つ い ては ､ 実例が以_1,
A

_
の2 つともう1 つ ､ やは

り映II!Jf U ) .yiIT,
'

しかない u ) で ､ ｢ 作'
r

n

'

. + a )I;I
-

. 掛 こどのJ:うな鵜飼がくるか ､ あきらか に示すことが でき

ない が ､ すくなくとヰ)｢ J =t をあげる+ にくらべl'しばザ っと多い の はたしか である(, たとえば｢ しごと+

a
_
)Jこう村山毅r ' ,!”1i ) ､ ｢ 教科 ,削 u ) ょうなii ･ 休# . i 糊)くることができる, したが ってこの結び つきは

かなりn lllf 油 u ) であり､ ｢ 式をあげる+ ほどにほ慣J
r
n l

=

1] 的でない u

なお ､
｢ 会 のi%)11 をT

･

｢
T

J T あげるJ のような例は ､ これの変種であるが ､ 川てこなか っ た()

( 同研 1 97 5/5 4 8)+

｢作品を..L.卜げる+ などには ､ 宮島の 指摘して い るとおり､ 行為の完了が 問題 になる｡ その ため に

｢ 式をあげる+ とま ったく別の辿想の 経過をホしてい ると憩う｡ ｢作品を上げる+ は直接空間的上昇

と関係がない ので ､ おそらく比愉的な表現である(, 例えば､ ｢ 仕事の あと道具を置き場 に上げる+

や｢ 本は読み 終えたら本棚に 上げる+ などのような文からの 比愉だと考えられるだろう｡ しかし､ ｢ 式

を蜘ブる+ と同じように確実な証拠はない o いずれ にせよ､ 別 のことが証明されない 限り､ こ のような

考え) I
.

も妥
､l '

l であると考えて い るu ｢ 会費を千r
ll で
.
ヒげる+ というような例は ､ ｢仕 事をあげる+ に

｢ 千円で+ という条件によ っ てできた連想 の続きだと考えられるだろう｡ なぜなら､ ｢ * 会費を千円 で

1二げたが ､ 途 Il l で2 一丁= に僻 卜がりした+ は 諾えない からである( , しかし､ ここまでに来ると､ 意味

関係を紺リJ するU )tj: 非常に難しい (,

｢

[ 5] 令 軌l ル つくす ､
の 意味o

O 収入 u ) 今街 を挙げて 席琴 u))n に供した (春琴抄2 () 6)

○
- 一

家を挙げて人阪 - 移 つ たさうだが ､ ( 多情仏心
･ 前2 9 8)

○ い ま同内を糾ヂてⅠミK I
'Ll古代 にあるの で(束洋経済新報1 9 5 6 咋7 月 2 8 F1 3 5)

なお ､
｢手矧､ 仙 こは ､

｢ 全身をあげて同情してくれた+ という例があるが ､ 今ではこんな表現はしな

い だろうu

こU ))Ij u,i
-

捌 糊jとして｢ - をあげる+ a ) 膨で 机詞的にあらわれる. ただし､ つ ぎu,) ような膨で位

われることヰ)ある̀ ,

○ 光は
､ 才如 糊 代U ) 独 1

1

( .
､ 中和 ､ = 山(J) 闘

f
fJ

･

の 先頗 にた っ て活 動することができるように ､

われわれ枕令ノJ をあげて いる( , (小 火公 論1 9 5 6 年 2 )I 5 0)

○ア か ､ タ紙そU )イ也卜1
･

l 系統 のもU)C浅い ざ知らず､ それ以外 u:)I･l 本 の 言論機関は ､ 挙げて ､
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重光食椀とI･ 肌ニ比解を衣け= ノ たu ( 火搾経済新 剛 9 5 6 年8 月 1 8 日2 1)

この川法と､ ほか(I)辛)a,
) とu ) つ ながりヰ) ､ あきらかではない o

｢ 全部を -

+といてんでは｢ しごとをあ

げる+ などにIL
'

･止したとニろがあるかもしれない
【, (I.垂J m

･

1 9 75/5 4 8 ･ 5 4 9) +

｢ 村をあげての祝い+ ( N l l K ニ こ1
-

ス) のような例を見ると､ ｢式をあげる+ と同じように何か大きなイ

ベ ント｢ 祝い+ ｢ '3l っ越し+ ｢ 職い+ などにfLiJ.係してい る` 】 ｢ 式をあげる+ は直接｢ 式曲+ の 盛り上 がりを

指してい るが ､
｢村を l

･

. げて
.
J は試 射 こ参加する｢全員+ を指してい る(】 ｢ 柑を上げて+ は副讃耶伽こ

｢祝う.+ と
｢ 戦う+ などの 励附 こかか るU) で ､

｢ 上℃をあげる+ のほうがうとにあっ たと考えられるo ｢ 柑 ･ 国+

の意味に冷まれてい る｢ 全村人+ や ｢ 命l 削_t + などの辿想 射手ち､ ｢ 全ノ+ + や｢ 全街+ に結び つ い た

のではないかと卑えてい る‥

｢

[(～()] ｢ あたえる+ a ) 敬 訊 ,

これヰ)[() 6]と卜
'
.1 構うやまう,n け 敵襲l 即伽こlT恥 ､ ところにたとえることからでたものであるo

O 二T
･

lリだけU) 愈をあげるというU ) だ ,( 暗夜行路 ･ 前2 O ニ主)

○]r u )).
.rr へ 餐 (

- を 卜げたい /i'
＋

u ･Tt 允
/
I) にあるu ) ですが ､ (暗夜行路 ･ 前7 2)

○返!11[･ をI
･

_ げなけれげ折まない於ノj に対して ､ (こころ1 5 ())

このグル ー ー

プ には
､
｢イム峻に花をあげる+ a ) ように ､ 移動 に逝 いもu ) から､ ｢ お祈りをあげる+ の よ

うにこれと追いゃ) の ､
とい っ た段階のちが い 桔ない . ,

[E5 1] 祁n)) 動討としての 川法 ｡ ｢ - てやる+ の 敬誇( ,

○ い い街練を買っ て束て ､ おくみさんの 部屋 - か けて上げようね｡ ( 桑の 実8 4)

(同研 1 97 5/5 4 9) +

宮 掛まこ の ｢ 卜げる+ の 意味を
``

敬語
”

というが ､ 現在の 言語生粁 の l‾! l で白分より低 い 身分の 人

に対してもペ ットに対しても使われる例が多い U) で ､
T 寧型だとい っ たほうが適切であろう｡ ｢ 与え

る+ は限られた｢ 先生に ･ 私 に ･ 犬に苦痛を与えた+ のような場合で しか人に対して使われてい ない

ので
､ 丁寧さに対して小作的な動詞である( , この 用法は ､

｢ 本を棚に上げる+ と関係 してい るが ､ 間

には｢ 仏臆に花を 卜げる+ の ようなものが 入 っ てい るだろう【) 今や空間的 上昇とは関係 がほとんど

ない が
､
｢ あなたにこu,) ア イスクリ

-･-
-

ム を上げる+ のようにすぐに渡さないと掃けてしまう例もあり得る

a ) で ､ 脚愉よIj ,L だと考えられるだろう{ }

｢

[7] 糾 でにること‥

○ 東1.
I

)

.

_
0 ) 洲であげたやうなu )を嘩 に計紳) たのと､ ( 桑 の 実9 6)

こU) 意味は ､ ほか の 意味とどの ように関連するの か ､ 不明であり､ そU)イ;I
-

_ 置を証lサ'1 するようなFF ]

間的な例が み つ からない ｡
( 国研 1 97 5/5 49) +

こu) 川法は ､ は っきりと料 邦あるい は｢ 湘で+ という料現 法が記されて いなければ､
｢ 油で煮る+ と
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いう意味にはならない . )
｢ 蝕+ は現代礼J-) 小で/巨き物よりも料理 の材料であるので ､ ｢ 上 げる+ 場合

払まず｢ 油.'ご+ とい
;
) ,

:

･T 戯が辿想されるだろうが
､ 軌帥にとっ て同じ｢あげる+ は｢ 網で+ という連想を

お= l)
-

だろう.∴また｢ 鮫,j
Jぐr い るかJ を 卜げることは ､ おそらく劉 桝勺上昇o) 意味解釈しかない だろ

う｡ ｢納 で L げる+ こと車'幸)ともと
'

J 即与1 的 卜好からの 脚敵表現だ -
' ただろうが

､ 今は完全に空間的な

移動とjiREI父J 係 J) 比 愉 衣別になっ ている` 】

｢

[日] 御が みちてくること､ J

O こu) - んがI)1 湘 u ) まん 小仲カ､ らe., 如からヰ) 潮が 1二げて氷て ､ (暗攻行路
･ 前1 7 3)

こ) Lト川 勤 糾としての 川.u三で ､
はか のとちが っ て いる｡ ｢ ( 凪が) ふく+ ｢( 御が) ひく+ ｢( Fl が) さ

す+ など､ t
L

) 肘三比象に古rL こ U) 枇 が多い … 改肘]
/

J6 こ はゃ)ちろん 矧 F
T

W IJ +
-

. 昇という耐があり､ 鹿本

的意味とfI
'

(_ 糾してい るu ( 国研 1 97 5/54 9)+

什然別故に上るn 瓜仙j 的なJ二うほナぐあると､ まさに軒砧J) いうとおりであるL , しかし｢潮があげる+

が言えるJ ) に｢ 眺水があげる+i:L なぜ (T えない だろうか ｡ おそらく｢醐+ は自然現象であるが､ 排水

托そ山 /*,
I

; 米であるという即山が 考えられるn しかし､ は -
T' きりした答えがない(,

｢

[ x] ) iJT 旭 ,fこ桝J 州川卜T .j H

慣川イりJ:) ケらで｢ たなにあげる+ 0) ように ､ ヰ)とu ) 歳娠があきらかで ､ 比ゆ的な ニ ュ アン ス の は っ

きりして い るU) は ､ それぞれ U ,) ,掛妹u ) ところ - 入 っ たが ､ 以下杜所属不明のもの であるo

O 蜘女)l
･

を輸･J
T

.i に挙げて ､ 凡そ残頗叫蹴りを尽くした家光が (青銅のil引署5)

○そJ
l

) 前に
･

-

_ 席氏の ･-
一

人 は必ず血祭りにあげてみせ ると ( 落城1 3)

○選 挙で卜fj じ峡4fri･ ･斤 へ 投票するというぐらい の ことに何で 血道をあげる必 要がある ? ( むら

ぎも:j 1 8)

○･

.キにきつと叩: 肘1(J な什-
r

l,,
-

･ をして ､ i1 本 u) 為に気焔をあげてくれるだろう ( 友情4 4)

○際限なく酒を経文して ､ 乱暴 に飲みながら､ 気勢を揚げてゐた｡ ( 帰郷3 3 7)

○一缶塵橋で 文 L をil)J けるところJ) 柿 - から追ふ o 扇嚇= 叩匠L7) ために清掃これが味噌を

あげた奴さ｡ , (+こ柵.

r
,7 )

これらJ )うち､ ｢ 槍 1f. に あげる+ は ｢ L にあげる+ と､ ｢ 気勢をあげる+ は｢ 能率をあげる+ などと､ と

いうふうにf封係 づけらi L そうに思われるものもあるが ､
そ の 正確な位置づ けはむ ずかしい Q

以 卜L/.
) ほか

､

o +二も居婆は撲J 鳩け) ねたを 度 誉めて以米 ､
エ ロにあげずノト臭い ねたを桁 へ て は ､

( 忠

= の 記 ･ l
l

_ 1 9 3)

u

･

) ような､
｢ -
:
. = にあげず+ という形J )

}ri!i
-

)”
,

1 1j があるが ､
これは ､ 呪イt

一

語で｢ あげる+ に結び つ ける

ことがむずかしい であろう( ) ( 同研 1 97 5/5 4 9 - 5 5 0) +

こu
･

〕J /) な}ifi
-

)i 杓 を見ると､
｢ 棚 に i . げる+ 托そ J) ままで ｢本を棚に上 げる+ という形でも使わ冶L る
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ために ､
ほか u ) と即5? ゲ ⊂い るが ､

｢ 輸一三に 卜げる+ の腸命も元 の意I 如ミ抑測できない ことはない o

しかし､ ｢ [fll.祭りにあげる+ と｢ 血道を糾ずるJ t r気焔をあげる+ と｢気 勢をあげる+ は初めから同じよう

な意味を衷したu ) で けない かと心う‖ ｢1(1L 道+ と｢う(L 軌 はただ｢ 熱をあげる+ という慣)
:

n 句の｢ 熱+ を

変えただけで ､ ｢哀淵 + は｢ 炎を 卜げる+ から｢喪旭 l
･

. げる+ 意味 - の 比愉表現だろうし､ また｢ 血祭

りに_
1二げる+ は｢ 帥 々 に 卜げるJ t いう息煉か FT' の慣川イ.j だと考えられるかも知れない o ただし､ ..と

で述べ たとおり良体的な捌係を紺9] するの は 排しい o 例 えば ､ ｢ 三r11 に上げず+ は､ ｢ 仕事を上 げ

ずに如きなことをする+というような億胤があり柑るが ､ 慣川句よりもことわざに近い 表現なの で ､ 関

係を開かすことけj)
･: 常に燃しい ｡

｢

[まとめ] r
-

ト1 ) 2) 帯板を -

ト
-

():i) 畑 を -

()()) 卜に - 十

卜

i - ()(i) さい せんを -

卜

(ラ

(
フ

ウ

- I) 成按を - ( 変化)

- 2) 例を - ( 統在化)

こ主) 声を - (牡産)

4) 作品を -

5) 全力を -

-6) 金を - (所有関係)

7) 帥で -

- 8) 潮が -

これらの ケら､
R)｢ 潮が - + は ､ 自他の変換が行われただけで ､ 空間的な性質をなくしてい ない

点で ､
はか のと区別される( ,

1)｢ 成紋を - + ( 変化) ､ 6 ) ｢ 金を - + (所和装J係) は ､ 基本的な｢ あげる+ (空間的な上 昇) にお

ける < 卜> という観点が帥象化して ､ 空間的なもので はなくなっ たもの である｡ しか し､ 1) の ば

あい には質の 水幣として ､
6) の 場合には対人関係として ､

まだ方l 帥1三が残 っ てい る(〕 つ まり､ こ

れらに つ いては ､
｢ - に糾ヂる+ という表現が成立するo

ほか u) もu .
-

) で 杜 ､
こ の ような)j 州

IJliも失われてい るo 2) ､ 3) はそれぞれ0 2) ､ 0 3) をとおして基

本的な意味にむす び つ い て おり､ 空間的_J二昇
のも っ てい た別 々 の 側面が抽象化したもの であ

る
( I
4) ､ 5) に つ い ては ､ こ の ようなむす び つ きがあきらかでない( ,

[雑誌9 () 樺u ) 資1fr;= こよる統 計]

()) ()())

( )I)

() 2 ())

0 2 1)

() 2 2)

():i)

0 4)

() 5)

I 二に -

:i セ ン チ -

看板を -

11 を -

打を -

畑を -

水から -

家に -

かな 卜

1 4 2 8

ニi

5

4 2

6 7

挙

I

揚 i 汁

4 3

3

2

1 3

‾1

2
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() 6)

() 7)

I) l l )

1 2)

l: n

2 ) 2 1)

2 2)

こう) :主l)

:主2)

;!:i)

:き4)

こ3 .
E=
))

4)

5 )

E3) e; 0)

ぐ‖)

7 )

f3)

さい せん を - 3

た べもの を -

判安に -

助教授 に -

成紙を -

犯人を -

例を -

こi

4 2 :i

f
･

どゃ)を -

r
皇･
:

を - 2 1 1 I

伐米を - 2 1 1

委L.1 を
-

J:C を - 5

作)
r

u
I

- を - 2

令ノ] を - 9

お食を - こ3 l

- て - ニき7 4

州｢ で -

潮が -

り 2 2

5

I l

9

.
I
,1

i
.

5 6

3 2

2 6

1 4

2

I.()

4

4 1

1

2

I.

4

4

5

4

( 同研 1 97 5/5 5 0 - 5 5 1)

この研究は
､ 秤爵に比 べ ると､ 杜るか に精解に｢ あげる+ の意味を曲り上 げているo しかし､ 多くの

｢ あげる+ i).
))n 法L/)Ji1 ･

介 ､
語義o) 関係 を明らか にしても ､ 根本的な所で は ､

｢r] 立たせるようにす

る+ や｢ 式を行う+ や｢ 肋 で煮ること+ などと､ 記述は辞 碁と同じように意味を分けてい るく) どの ような

( 派!.I.三
･

比 愉 ･ 特殊化の)A.ヒ輝で意味の変化が決まるか ､ そしてなぜ｢あげる+ は混乱が起きないよ

うにいくつもu _) 意味を起せるか ､ という問魅 は は っきりしない o 多義語を別の 言語と対照することに

成功するため ､ す べ て U) 川法 ()) 鹿本的な意味との 関係 は ､ 仮説でありながらもは っきりしなけれ

ばならない
o

6 8



鰍櫛 研兜対象｢ N O S
'

r ^ ∧+

この研死の 凱如Tt ､ ｢ あげるJ U ) 意味をフィンランド綿の 意味と対照するので ､ 軌烹はあくまでも｢ あ

げる+ の意l舶己述 にあるが ､ 対 胤泊であるフィンランド綿の動詞の意味を把握するため に ､ 最近作

られたフィンランド繕の 同綿辞 審(S u o m e n P e ru s 8 a n a ki l･j a) における｢ N O S T A A + の記述も取り

上げる(} なぜ｢ N () S
r

l
､

∧∧+ という動 詞を選んだかというと､ ｢あげる+ の 推定される基本的な意味 ､ つ

まり｢ 空間的 にもの を動か すこと+ は ､
｢ N O S

'

r ^ A + の 基本的な意味と液も似て い るからである｡

｢ N O S
√

】
1

A A + の 意味を観鰯することによっ て ､ ｢ あげる+ のフィンランド諦との対照の 眺望はより明ら

かになるく)

N o 8 t a a

I) 上に動かす ､ 移動する(, .

o N ii n r a s k a s ki v i , e tt e i 8it a j a k s a n o s t a a .

C o nj( 8 0) ＋A dj: m o m (h e a v y) ＋N : n o m ( st o n e) ＋C o nj(t h a t n o t) ＋N :p a rt(it) ＋Ⅴ: 3 咽( c a n)

＋Ⅴ: 1i n.f( ri s e) .

- 持ち 卜げられない はど.
t
'

Fl; いイ｢ o

● N o 8 t a a P u d o n n u t ki rj a p 8 y d 負1l e .

V : 1i n f( ri s e) ＋V : p rt . p rf(f all) ＋N : a c e(b o o k) ＋N : all(t a bl e) .

- 落ちた本をテ -r
- プ ル の 上 に上 げる｡

O N o s t a a h a tt u a t e r v e b dy k 8 e k si .

V : li n t(ri s e) ＋N : p a r t(h a t) 十N :t r a m (g r e e ti n g) .

- 順一( ･ をとっ てあいさつ するo

● N o 8 t a a h o u s Ⅶ a a n .

Ⅴ: 1i n王てri B e) ＋N : p a rt: 3 B g(t r o u s e r s) .

- ズボン を糾ブる{ ,

● J o k a k a n n a t t a a e h d o t u s t a , n o s t a k o o n k a t e n 8 a .

N : n o m ( w h o) ＋V :3 B g( s u p p o rt) ＋N :p a rt(p r o p o s a l) ＋Ⅴ: 3 s g:i m p ( ri s e) ＋N : a c e: 3 8 g(h a n d) ･

- 擬案に賛成する人 は 手を上げて 1ごさい , ,

O J a r v e n p i n t a a ai o t a a n n o s t a a .

N : g e n (l a k e) 十N : p a r t( s u rf a c e) ＋Ⅴ: p a s(i n t e n d) ＋Ⅴ: 1i n f( ri s e) .

- 湖 の水位が_L げられる｡

● N o s t a a liI) p u ( s a lk o o n) .

Ⅴ: 1i n 恥is e) ＋N : a c e(凸a g)＋N :ill(p ol e) .

- 旗をポ ー
ー

ル にあげる｡

● N o s t a a a n k k u ri .

Ⅴ: 1i n 恥i 8 e) ＋N : a c e( a n c h o r) .

- い かりを上げるt
,
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● U p o n n e e n l a i v a n n o 8 t a mi n e p ･

V : p r t ･p rf: g e n( Si n k) ＋N : g e n( s hip) ＋V :4i n f( ri s e) .

- 沈んだ船をあげること( ,

o N o 8 t a a V e r k o t 【v e d e 8 t a】.

V : li n t(ri s e) ＋N : a c e :p l( n e t) ＋N : el a t( w a t e r) .

- 朗を水からあげる【,

● N o s t a a v e tt,a k ai v o st a .

Ⅴ: 1i n f( ri s e) ＋N :p a rt( w at e r) ＋N : el a t( w ell) .

- j'r･ノ‾
二‥

･

'

か仁) 水 叡如ずる｡

O N o 8t-, a a P e r u n Oit a .

Ⅴ:1 i n 恥i s e) ＋N :p a I
･

t: p l(p o t a t o) .

- 半を収機するu

O N o st a a k o I
･

ttip a k k a .

V : li n t( ri s e) ＋N : a c e(p a c k o f p l a y i n g c a r d 8) .

- トランプを価撤するo

O N o st a a p u d o n n u t sil m u k k 乱

Ⅴ:1 i n f( ri s e) ＋Ⅴ: p rt . p rf(f all) ＋N : a c e(l o o p) .

- ほどけた編み 物u) 糸を放り睡二す(,

O N o st a a l a p si s y 6 tt 6 t u oli s t a l a tti all e .

Ⅴ: 1 i n f(ri s e) ＋N : a c e(b a b y) ＋N : el a t( e a ti n g c h a i r) ＋N : all(n o o r) .

- F 供をベ ビ ー

チ ェ アから下ろす｡

○ ( スフjぞ- づ で は) N o 8 ti[k e v y e11a p o t k u ll a] p al 1 o n yli m a al i v a h di n .

Ⅴ:3 s g( ri s e) ＋A dj: a d e s(lig h t) ＋N : a d e 8(ki c k) ＋N : a c e(b alI) ＋P o s tp (o v e r) ＋N : g e n( G K) .

- 軽 い キ ックでポ ー･ - / レをゴ ー ー ル キ
ーN - パ ー ー

の 上からゴ - ル に入れた(,

● N o s t a a b a i n o n n o s t o s s a] u u si e n n a ty 8 .

Ⅴ: li n t(ri s e) ＋N :i n e 8( w e ig htlifti n g) ＋A dj: a c e( n e w ) ＋N : a c e( r e c o r d) .

- 重盛挙げで 新しい 記録を川す
｡

2 a) 抽象的に高( ＋る､ よくするo

O
､

N o st a a jk m ai n e e s e e n .

Ⅴ: 1 i n f( ri s e) ＋N : a c e( 8 0 m e b o d y) ＋N :ill(fa m e) .

- 誰かを有# 1 にするo

O N o s t a a si vi st y k s e n t a s o a .

Ⅴ: 1i n f( ri s e) ＋N : g e n( ci v ili z ati o n) ＋N : p a r t(l e v e l) .

- 教養め水準を上げる` J

● N o s t a a k u n t o a a n liik u n n a ll a .

Ⅴ: li n t(ri s e) ＋N :p a r t: 鮎g( c o n d iti o n) 十N : a d e 卓(e x e r ci s e) .
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- 運動によっ て体の 朋y(
- をあげる(,

o T y y ty m a tt 6 m y y s n o 8t a a p至はt 組 n ･

N : m o m ( u n s a ti s
･

f a cti o n) ＋Ⅴ
･

.3 咽( ri s e) ＋N :p a rt: 3 日g(h e a d) .

- 不怖がどんどん---
一

杯 になるr ,

o K e s k u s t el u s s a e 8ii n n o st e tt u k y B y m y B .

N :i n e 白( c o n v e r s a ti o n) ＋ N :ill( S u rf a c e) ＋Ⅴ: p r t . p 1
･f(ri s e) ＋N : m o m (q u e s ti o n) .

- 対許(ノ) lいで放りあげられた疑問o

● N o 白t a a n O k k a a n 8 a .

Ⅴ: 1i n･f( ri s e) ＋N : p a rt: 3 8 g(b e a k) .

- 酪如
き
.
7;くする｡ 州唆するu

o N o B t a a ri m a a .

Ⅴ: li n t( ri s e) ＋N : p a rt(p ol e) .

- jL
-

り[
l:3)

'

跳 びU ) )Jミ∴ ル 0 ) 威さをl
･

. げる(｡ 燃しくする｡

● N o 8t a a k y t ki n t魚(俗 納) .

Ⅴ:1 i n 恥i s e) ＋N :p a rt( cl u t c h) .

- クラッチ をはずすことo = 凝する( ,

2 b) 雰脚気などを明るくする､ 煽りl二げる( ,

O Y ht ei sl a u l u n o s ti t u n n el m a a .

N : m o m ( si n g i n g i n c h o p) ＋Ⅴ:3 s g( ri s e) ＋N :( a t m o s p h e r e) .

- 一

緒に歌うことは雰 囲気をもりあげたo

3) 畳を増やす〔, 価伯を高める)̀

● N o s t a a h i n t oj a ,/p a lk k oj a ,

Ⅴ: li n t( ri s e) ＋N : p a rt: p l(p ri c e/ s al a ry) .

- 値段を･ 賃金を上げるo

O V e r e n p ai n e tt a n o st a v a 銃i n e .

N : p a 1
･

t(bl o o d p r e s s u r e) ＋Ⅴ:P r t .P r S( ri s e) ＋N : n o m ( m a tt e r) ･

- 血托を ヒげる物質( ,

O N o s t a a j n k m a a r a a /p i t o i 8 u u tt a/ 0 8 u u tt a ･

Ⅴ: 1i n f( ri s e) ＋N : g e n( s o m e th i n g) ＋N : p a r t( a m o u n t/ q u a n tity /p a rt) ･

- 畳を･ 容量を上 げる｡ 誰か の分け前を増やす (】

● N o s t a a n o p e u tt a .

V : 1 i m f(ri s e) ＋N : p ar t( s p e e d) .

エ ス ビ ー
ー

ドを上 げる(,

4) 倒れたもo ) 立てる､ ま っ すぐする( )

O N o st a a k a a t u n u t t u oli p y st y y n .

Ⅴ: 1 i n ft ri s e) ＋V :p rt .p r f(f a ll) 十N : a c e( c h ai r) ＋P o st p :ill( st a n d) I
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- 倒れた椅ナを_I/
'

. て るo

● 1( oi r a n o sti k a r v a n B a P y S t y y n ,

N : m o m ( d o g) ＋Ⅴ:p a st: 3 s g( ri s e) ＋N : a c e :pl(f u r) ＋P o st p :ill( St a n d) .

- 火は( 怒 っ て) 毛を逆＼
J

/
-

. て た(
)

○ (仙毅l糾 こ) N o st a a lii k e y ri t y s j al oill e e n .

V : 1i n f( ri s e) ＋N : a c e(c o m p a n y) ＋N : p l: a ll: 3 曙(fo o t) .

- 会社を1
'

[
.

. て なおす( ,

5) 上がる
･ 川るようにするr ) 起 こす ( I

o T u l e h d u 8 n O 8 ti ih o o n p ai 8 e it a .

N : m o m (i n n a m m a ti o n) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g( ri s e) ＋N :ill(8 ki n) ＋N : pl: p a rt(bli s t e r) .

- 炎'):l =:8 Tt)i )薗にかぶれを起こしたo 墳嘘を起こしたu

o L 6 y ly n o 8t a a hi e n p i n t a a n .

N : m o m ( st.･ e a m ) ＋Ⅴ:3 咽( fi 白e) 十N : a c e( s w e a t) ＋N :ill( s u rf a c e) .

- サウナ u) 裾気で汁をか いた.

O T u u li n o s ti k o r k e a t l a i n e e t .

N : m o m ( w i n d) ＋V :p a s t: 3 8 g( ri s e) ＋A dj: a c e:p l(h ig h) 十N : a c e: pl( w a v e) .

- 凪け向い 披をおこした
｡

● N o 8t a a ri it a/ m e t e li/h 畠Iy j 8 t a k .

Ⅴ:1 i n f(1
･

i s e) ＋N : a c e(q u a 1
･

1
･

el/ n oi s e/t u m u lt) .

- 喧嘩を起こす ( ) 大騒ぎを立てる() 何か につ い て騒がせる｡)

○ V il u 白t u m i n e n n o s ti a n k a r a n k u u m e e n .

Ⅴ: 4i n f( c a t c hi n g c old) ＋Ⅴ: 3 8 g( ri s e) ＋A dj: a c e( s e v e r e) ＋N : a c e( fe v e r) .

- 風邪 でl 如 ､ 熱を上げた( ,

O N o 8t a a k a n s a k a p i n a a n .

V : 1 i n fl( ris e) ＋N : a c e( n a ti o n ) ＋N :ill( r e v olt) .

- 国民の剛で 範命をお こす( ,

○ ( 裁判では) N o s t a a s y y t e/ o ik e u sj u 七山

V : 1 i n f( ri s e) ＋N
･

. a c e( s u it/t ri al) .

- 訴えを･ 訴訟を起こす L ,

6) 川重からお金を 卜ろす ｡

O N o st a a r a h a a p a n ki s t a /tilil七色a n .

V : 1 i n f( ri s e) ＋N : p a rt( m o n e y) ＋N : e l a t(b a n k/ a c c o u n t) .

- 鈍行からお食 を 卜ろす` ) = 健からお愈を 卜ろす ⊥
,

O N o s t a a 1 0 0 m l〟p alk k a n s a .

Ⅴ: l i n t( ri s e) ＋N : a c e :3 s g( 1 0 0 m a r kノs al a r y) .

-
r
'

l

‾

マ ル )/ を ･ 給1Sトを卜ろす ( ,
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N o 8t a a e la k et七色/ty 6 t t6 m y y 8 k o rv a u s t a .

Ⅴ: l i n t( ri s e) ＋N : p a rt(p e n 8 i o nJ u n i m p l o y m e n t a ll o w a n c e) .

- 咋･金を･ 火業保険を受けて いる
｡

N o 8t a a l ai n a k ol m e n a e r 畠n a .

Ⅴ: 1i n f( ri s e) ＋N : a c e(l o a n) ＋N u m : e s s(3)＋N : e s 8(p a rt) .

エ ロ
- ン をニ沖I に分けて受け放るo
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第2 車 窓味記述 の方故に つ いて

第1 節 辞書記述と意味記述の祁 遠点

先述で見られたとおり､ ほとんどの辞雷 の記述 は ､ 多義語の 意味を
- 一

般 的な意味から特殊な意

味 へ と記述するo こ の ような意味の 分街は ト
主観的なもの なの で

､ 秤番によっ て串述 の差が 大き

い D また､
多義語の 意味範咽を定威するに当たっ て ､ 辞書記述 臥 比較的近い 関係にあるもの を

同じ項目の 元に填め ､ 動 荊の意味を分類する｡ なぜ辞 書記述はこのような問題を抱えてい るかと

いうと､ 辞書はあくまでも語免レ ベ ル の当絹凱ノか観察してい ないからである｡ 多薦語 のさまざまな

用法の 差を理解するために ､ 特 に動詞 の場合
､
語の 現れてくる環境も把握しなければならない ｡

動詞はどの ような格 を支配するか ､ またはどのような名詞句は格 範噛で表示されるかによっ て
､ 動

詞のその 擬そ の脇 の川 法( 意味) も変わるo 格範噛も各嗣句ももちろん 無操作で動詞と結 び つく

ことができない の で ､ 何らか の制限を含めているはずである｡ また､ 動詞 は新しい用法を受け持 つ

ときも､ これもどんなことも表 せるょうな撫操作の 意味の適用ではない ｡ 動詞の意味を全体的に把

握するために ､
これらの 榔唄または規則を理解しなければならない o

動詞の 意味を言封印りで対照する場合も､
こU) ような制限と規則が 重要であるo 対照の場合､ 両

方の 言語の意味は ､ 同じ)j 放で 記述し
､ 対順しなければならない ｡ こ の記述方法は ､ 言語の間の

中間言語になる,, L‖刑責諦によ っ て 二 つ の 言語の 意味が平等に記述し､ 互 い に対比することが

できるo 次は､ いくつ か u) 意味む記述する方法論を紹介し､ それらの 長所と短所 を検討することに

する(J

7 4



第2 節 格構成による意味記述

(1) 格文法による深層構造u,) 記述

格文法( c a s e g r a m m a r) 8j: ､ 1 9 5 ( 咋 代に始まっ た生成文法の研究め,.f l で発生した理翰の
- -

つ

である
o
こ の 例 胤

l

土
､
テ ニ エ ル( L ･ T e 8 n i6 r e 1 9 59) などの結合価文法からそのアイデア を受け､

フ

ィル モ ア( Fill m o r e 1 96 6) によっ て1 9 6 0 年代 の 判 だ ろ蒐展されたものである｡ 結合価文法との

共通点は ､ 動耐 糾 心とする構造のタイプである(･ 両方の 理 絵で は ､ 動詞は文の rP の構成要素

の数と種類 を決定することになっ て い る
u
しかしこの ほか に ､ フ ィル モ ア の格文法は ､ それぞれ の

構成要素｢アクタント+ の統語輪+ 二 の 役割( 土語 ･

E･[[
f
7勺語) と意味翰上の役割( 動作主 ･ 動作対象 ･

受溢者 - ) を分離した(イl
'

綿 ･ 非野 1 9 8 3/93) 0

格文法は ､
チ ョム ス キ ー

-

の 当時の段階の 生成文法標 御P: 翰に対しても相違点をあげているo 伝

統的に
/L

-

･),党文法では ､ 文が才一詞句( N P) と動詞句(V P) に分類されるが ､ 格文法では ､ す べ て の

動詞に結び つく4 ･ t･f nl i
･J は 川レ ベ ル で実現するL, つ まり生成文法では S - N P ＋V P の に対し､ 格女

法では S - Ⅴ＋( N P) . ＋( N P) a ･ . である( H a k ul i n e n 1 97 6/1 3 1) {つ それぞれの令 嗣句( N P)1 23 ” . 臥

前述の ように述語に対する底本的な関係を表してい る{J 例えば､ 行為者 ･ 主体･ 道具などである｡

次の 英 卸 ) 例文で分かるように ､ 深層構 造の 役割は表層構造の rP で い っヰ) 同じ形( 語順) を取ら

ない (, ( 文の 意味をフィンランド語 に訳す ことによっ て ､ それぞれの 文の 動詞が異なるの で ､ 英言昏

の動詞の 巾u ) 患 肘l
!
J な変化をより分かりやすくしてみ たo )

｢

( I) T h e d o o r o p e n e d . ( 0) = 0 vi a v a u t u i .( a v a u t u a = 自
･ 動作主なし),

N : n o m (ドアが) ＋V :p a s t; 3 喝( 開い た) .

( 2) T h e j a n it o r o p e n e d th e d o o r .(A) ＋( 0) = V a h ti a v a si o v e n .( a v a t a = 他 ･ 動作主あり)

N : m o m (管理人が) ＋Ⅴ: p a st; 3 喝( 開けた) ＋N : a c e (ドアを) .

(:i) T h e j a n it o r o p e n e d t h e d o o r w it h t hi s k e y .(A) ＋( 0) ＋(Ⅰ) = V ti a v a 8i o v e n a v ai m ell a .

N : m o m ( 管埋人が) ＋Ⅴ:p a s t; 3 s g ( 開けた) ＋N : a c e(ドアを) ＋N : a d e s (鍵 で) .

( 4) T hi s k e y o p e n e d t h e d o o r .(Ⅰ) ＋( 0) = O v i a u k e Bi t all魚 a v a i m e11 a . ( a u e t a = 自 ･ 動作主)

N : m o m (ドアが) ＋Ⅴ: p a s t;3 s g ( 開 いた) ＋p N : a d やs (こ の) 十N : a Åe s (鍵 で) .

(安井 1 9 93ノ5 4) +

これらの 文 の 小の｢ d o o r + ､ ｢j a nit o r+ ､ ｢k e y + の それぞれは ､
どの 文でも同じ主体と行為者と手段

を表して い るから､ 探 刷芹造の rl ' で｢ o p e n + という動詞に対して
一 定の役割を保 っ てい る｡ 格文法

で はこれらの 意味的な役割は ､ 深層構 造 における対 象格( 0 = o bj e cti v e [d o o r])
･ 動作主格

(A = ag e n ti v e b a nit o r])
･ 道具格(Ⅰ= i n B t,r u m e n t al [k e y]) などという｡ これらの 格を

一 括して深

層格(d e e p c a s e) ともいう( ) 深層格は 普遍的であると考えられるの で ､
それぞれの 言語の 変形規

則によ っ て 表層構造 u) 尖 卿ま接 辞 ･ 助 詞 ･ 前置詞 ･ 語順などさまざまである. 例えば ､ 上 述の 英

語の例文をB)) 軌 糾 w i11] に合わせて!1:
A

_)戎すると､ 変形規則 は ､ 次の2 つ である｡

｢
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規則1 アクタントu ) .
･

つ を選 び動詞 o) 左側に移す() この場合 必ず前 置詞を削除する.

規則2 動詞の 後ろの 前置詞は削除されることがある｡

( 石綿 ･ 萩野 1 9 83/9 4 - 9 5) +

深層構造の アクタント札 附 馴 抱 合んで い るの で ､ P) y t h e j a n it o r] と【o f th e d o o r] と【w it h th e

k ey】にな っ て い るo 変) 桃 川りを)JLJ Fl すると､【w ill o p e n b y th e j a n it o r of t h e d o o r w ith th e

k e y]という深層構造は【th e j a n i t o r w ill o p e n t h e d o o r w ith th e k e y] などの表層構造に変える

ことができるとされる( ,

( 2) 格文法の 問題点

格文法は ､
r名詞句の動 矧 こ対する意味上の役割の 統語上の役割を別 々 に記述する点で ､ 動詞

の意味記述にも矧献をしたo しかし意味を記述する点でいくつ かの 間臥 .
J

i が生じてい る｡

まず ､ いくつ の 息吹的役割は格文法 の中で深層格として認 めるか に つ いて ､ 研究者の 間で意

見が大きく異なっ て いる｡, フ ィ ル モ ア自身は動作主格 ･ 経験者格 ･ 道具格 ･ 対象格 傾 泉格 ･ 目標

格 ･ 場所格 ･ 時間格などを+ 二げてい る( 石綿 ･ 状野 1 9 83/9 6) ｡ また､
ハ クリネンは ､ フ ィンランド語

の中から見た深層格を次のように定威してい る{)

動作二:t'.
I::( a g e n t) ｡,

経敬者( e x p e ri e n c e r)

受益者(b e n ef a cti v e)

対象( o bj e ct)

ところ( p l a c e)

所有( p o s s e s si o n )

- 動作を起こすfL:_き物 ｡

- 動作に影響しないが ､ 動作に参加する生き物【)

- 動作によ って利益を得る生き物｡

- 動作の結果または対象o

- 場所と時間そして移動動作の場合方向｡

- 所有する生き物 ､ 所属 の 場所(,

道具 ･ 手段(i n s t ru m e n t) - 動作 に影響する物 ｡

刺激( 8 ti m u l u 8) - 動作をさせるヰ) の( ,

源泉(s o u r c e) - tU 発点( 場所 ･ 時間 ･ 原因など)

中性( n e u t r al) - 状態や過程 に影響しない が ､ 参加するもの ｡

( H a k u li n e n , E a rl s s o n 1 9 7 9/1 0 1)

ここでも分かるように ､ どの ような基本的な深層格が認められるか はおおむねほか の研 究者と
一

致するが
､ 鹿本的な

"

動作≡i:-:
”

や
"

対象
”

や
"

場所
”

などのほか にどの ような深層格 を定義するか は

問題であるo / ､ クリネン の擬 案した深層格の ほかに ､ 例えば目標(g o al) や引用( q u o t a ti o n ) や期

間(d u r a ti o n ) や 目的(p u r p o s e) などさまざまなものがある(石 綿
･ 荻野 1 9 83/9 6) ｡ この ような現実

から見ると､ 深層格 は普遍的であるだろうが ､ その 厳密な定義は難しいと判断できる｡ 動作の 対

象を表す才. 詞句の 深層格を決達するとき､ どの ような動作 の対象であるかによっ て対象の様態が

かなり異なる` , 例えば ､
｢ 蝕める+ の 場合 ､

"

対象 ?
”

は変化するが ､

｢ 触る+ の場合 ､ 変化しない ､ そ

して｢ 食べ る+ の 場合､ 対象は 消えるが ､
｢ 噛む+ の 場合 ､ 消えない ｡ それぞれの 対象の 本質が異

なっ て い るの で ､ 別 々 の名 前で 呼ぶ べ きだろうか ｡ また同じ動詞の 場合でも｢ 乳をしぼる+ や｢酒を
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しぼる+ の ように 目的語 の 表す意味が 興なっ てい争｡ この ように対象でさえ定義の境目を引くの が

難しいの に ､

"

受溢者
”

や
"

淑泉
”

などの 定義はもっと難しい のではないだろうか o

次に ､ 深層構 造 は炎諦 の 場 合､ 表層格がおもに語順で 表現されるの で ､ 表層構造は ､ どの
"

形
”

を放 っ ても探 捌
']
J

':
A 造u ) 意l州勺な役割と矛盾 しない o しかし

､
表層構造の格表示 が は っきりし

ている言語のIB
. 命

､
表示 臼体が全く意味を表さないとは断言できない ので

､ 表層格
.
も多薦語と同

じように多数の意 脚勺な役割を兇たすことが 可能である｡ レイノヰ) ｢ 多義牲は言語の 中 で例外より

もル ー-
-

J V である
o
こU) rf百で格表示も広く使われてい る埠i 語と異なっ てい ない だろうo こ の ような単

語も､ 多くの 興なっ た 如 ､ に 関連してい る意味をもっ て いるが ､ 意味関係はは っきり示すことがで

きない( , ( Le i n o 1 99 0/3 8) + というように ､ ヤ コ ブ ソン( J a k o b s o n 1 97 1) の考えてい る形と意味の 関

係を指摘して いる【, 例えば ､ 次の フィンランド許の 例文 の深層格は､ 表層格の 意味の違い を明示

しない ()

( 1) P 6 y d alla o n n a u l a . (l o k) ＋( m o m )

N : a d e 8(t a ble) ＋Ⅴ:3 8 g仲e) ＋N : m o m ( n ail) .

(2) P 6 y d a s 8 a O n n a u l a . (1 o k) ＋( n o m )

- チ -ープ ル には釘が置いてある｡

- テ ー ブ ル には釘 が打っ てある｡

N : a d e 卓(t a bl e) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋N : m o m ( n ail) .

この場合 ､ 深層格は:7三体｢ 釘+ が場所｢テ
ー ブ ル+ に対して何らか の場所的な関係 にあるとしか伝

えない ｡ 具体的 にどのような場所的な関係であるか は明らか にならない ｡ このほか に国広 によると､

例文( 3 ) と( 4) の ｢ 観る+ という動 詞の場 合 ､ 同じ深層構造の 場所格に対して 二 つ の表層構造の

格助詞｢ に+ と｢を+ が 可能である(国広 1 9 9 7/1 2 0) (, こ の ように考える場合 ､ 例文( 5) と( 6) の｢ ペ ン

キ+も対象格になるはずである｡ また( 7) のように対象がなくても塗ることが可能である｡

( 3) 壁 に ペ ンキを塗る｡ (場所格に ･ 対象格を)

( 4) 壁を塗る｡ (場所格 を)

( 5) 壁をペ ンキで 塗る｡ (場所格を･ 対象格で)

( 6) 絵をペ ンキで塗る｡ (場所格を･ 対象格で)

( 7) ペ ンキが付い てない刷毛で壁を塗る｡ (道具で ･ 場所を)

しかし
､
｢ 哩に べ ン キを塗 っ た+ や｢ 壁を ペ ンキで塗 っ た+ の場合 の｢壁+ 杜本当に同じ場所だろうか ｡

自然言語が全く意味が変わらない 二 つ 以上 の 別々 の 形を用い ることは ､
あまり合理的で はない ｡

同じぐらい｢ 壁+ は 対象で｢ ペ ンキ+ は道具というように考えてもい い の ではない だろうか ｡ もし｢ 塗

る+ という動詞を多義納的 に観察するならば､
この 二 つ の用法は ､

｢ 液体を場所 へ 移す+ ( 3 ) と｢ 個

体物の 表面を塗料によ っ て変える+ ( 4 ･ 5) という別 々 の 立場から見た動作になる｡

いずれにせよ
､
基本的 に｢ 壁+ と｢ ペ ン キ+ は ､

す べ て の 文の 中で｢塗る+ に対して確か に同じ概念

上の 関係をもっ てい るだろう(
,
しかし

､
格文法で の意味関係 の説明は土の ように深層構造に止まる

ので
､ 表層構造との 接点が失われ ､ 意味的な差が説明できなくなる｡ レイノも｢ 格文法は ､ 表層格

の 記述問題 に関して解決方 法をもたらさなか っ たo なぜなら格文法 の 記述は ､ 表層まで及ばない

からである｡ 表層格は ､ 形式的な現象であり､ 文内部における意味論的なそして統語論的な関係

の 分析に無関係である(L ei n o 19 9 0/2 9) + という｡
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また､ 格文法の 鮎述で は ､ 動詞は 具体的にどのような意味を持 っ てい るか ､ どの ような鵜飼句に

対する意味的な制限を療求してい るかという点は明らかにならない o 例えば､ 次のフィン
.
ランド語

の文(7) で は ､ 4
'

. 糾句と動綱U l)
.酎妹に触れない U ) で ､ 深層構造だけでは表層構造の意味を明示

できない D

( 7)

｢ a bl/ e r gJ

( …
J u s 8i の

㌔

I

m o m l o b

N
/

m 8i ki rj a - n M a rj a -1l e

J o h n : n o m ＋8 ell:i m p e r 鮎 g3 十b o o k : a c c ＋M a ri a : all a t .

ジョ ー
け ･ - ジは本をマリアに売 っ た(, (Gi r o 1 97 7/9 4)

この場合動 剛 m 6 i]( m y y d 鼓= 売る) の構 造は ､ おそらくr m y y d a : a bl＋e r g , m o m , (1 o k)]という深層

構造をもっ てい るだろうo つ まり｢ e r g の 彫轡で abl から､ n o m が､
1 o k に､ 移動する+ というように理

解できるが ､ ほか の 同じ構造を持 つ 動詞｢ あげる
･ 渡す･ 借りる+ などと区別されてい ない ｡ 本研究

では ､ 動詞の 意味的な対照が目的なの で ､ 格文法の 方法では､ 動詞の銘詞句 の支配だけが対

照できる( ,

( 3) 結合価理論と格 文法 の 統合

格文法の 考え方における問題を解決するため に､ 文を用言と名詞句の 共起関係 でとらえる方法

には ､ 2 つ の レ ベ ルが 考えられた｡

｢ ①表層 の レ ベ ル でとらえる結合価パタ
ー ン ｡ 用言にかかる格助詞と格助詞の前 にくる銘詞 の 意

味特徴を
- v- 一 つ の成分として ､ f一円言の 結合価を記述するものであるo

②探層の レ ベ ル でとらえる格 支配 パ タ ー･
-

ン
o 川言と名詞句の意味的な関係により､ 銘詞が結合相

手の用 言に対し何格( 動作i =_ 格 ､ 対象格 ､ 場所格 - I) として働い てい るかをとらえ記述するもの で

ある
く】

例 社長が

結合価のレ ベ ル N【b u m】 ガ

格支配 のレ ベ ル A g e n t( lm m )

そ の結婚式を

N【a b sl ヲ

O bj e ct( a b 8)

派閥争い に 利用した｡

N【a ct】 ニ V

P u r p o s e( a c t) Ⅴ

( 石 綿 ･ 荻野 1 98 3/1 1 2 -1 1 3)

第二 の レ ベ ル は 前述 の 格文法の 深層終 にあたるが ､ 第
-
-

の レ ベ ル は表層の 意味を説明するた

めにもうけた結合価パタ
ー
ー

ン の レ ベ ル である｡ 第一
-

の レ ベ ル で見られる【h u m ] や【a b s】や【a c t】など

はそれぞれ動詞 に結び つく名言司句を意味的 に限定する｡ こ のように｢ が+ の示 して いる名詞句の
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意味は人 剛 ＋h u m ] に ､ ｢ 凱 は帥象 倣糾＋a b 郷こ､ そして｢ に+ は判 別＋a ct] に限定される｡ こ の

ような記述 方法で は多轟的な動 詞の意味ほ ､
別 ､ に 区別ができるようになるo 例えば( 8) ｢書く+

の場合､ ｢ 手紙を偵せん に薄く+ と｢ 手紙を人に + が意味的に区別できる｡

｢ ( 8 ) 番く N [h u m] が＋ N [ a b B] を＋N [c o n] に＋V

N [h u m] が ＋ N [ a b 畠] を十N [h u m ] に ＋V

N rh u m】が ＋ N [e o n】を＋S と＋V

N rh u m】が ＋ N r‡1 u m】を＋S と＋Ⅴ

( 石綿 ･ 萩野 1 9 83/2 3 5) +

この記述方法の r(1 0) それぞれの 意味カテゴリー･ - は ､ --
- 般的な資料｢ 分類語療表+ ､ ｢類語辞鵜+

などを鹿本にして ､ 決 定されて い るo 石綿による意味カテ ゴリー
ー

は ､ ｢ a b s , a ct , a mi , c o n , di v ,

h u m
,
1 o c , n u m , m a t , t e m p s+ ( 市 綿 ･ 萩野 19 8 3/1 3 1) の 1 0 項 目であるo 例えば上述の ｢塗る+ は ､

｢ 壁に+ の場 糾＋1o c】､ そして｢ 壁凱 の場 郎＋c o n】とういう特徴を取る｡

針
- レ ベ ル の深層格 の 問題 を別に

､ 第二 レ ベ ルで は ､ 動詞 の意味を記述するとき､ 名詞句を1

0 偶の 意味的な項目に分類することによ っ てす べて の軌詞の 表す意味が 内包することができるだ

ろうかo --
一

つ の 文型 パ タ ー
-

ン からはみ 出るような例もある｡ 例えば ､ ｢ 小瀧を書く+ の場合､ ｢読者の

ために+ とは 言えても｢ 手紙を 朋ミのため に書く+ とは異なり､ そして｢ 飛行機は空 に白い 線を書い

た+ の場合､ 意織的に
"

番いた
''

とは言えない の で ､ 【＋h u m ] とはい えないだろうo したがっ て文型

パタ
ー シ をより細かく分類し､ 増やす必要がある.

第1 章2 節の( 4) で紹介した N T T の機械翻訳 システムの 分類も石綿 ･荻野などの記述と似たよ

うな考え方に基づ い て い るが
､
こ の 翻訳シ ステムで は ､ 動詞 の意味 は ､ その用法の 違い によ っ て

細かく識別されて いる(, それぞれ の動詞の 用法は ､ 単語意味辞書の中で｢用言意味属性+ をもっ

てその 位置が決 まる(, こ の 意味 鳳性は ､
石 綿 ･ 荻野の【b u m】【c 血】などの 意味素性で得られた文

型パ タ -

ン の追い に柵 当すると坪 解されてい るo しかし､ どのような名 詞句がそれぞれの 意味属

性の rIニーの 文 )jせパ タ ー
ー

ン に当てはまるか は明らかにならない ｡ また､ 単語意味属惟 の 下位分類表

( 8 ･ 40) でも分かるように ､ 状態 ･ 行動o)L2()3]J 以 外0) もの は ､ 比較的主観的な判断によるもの である｡

機械翻訳シ ステム の 目的け ｢1 英翻訳であるの で ､ 動詞 の用法のリストを英語に訳すだけで望まし

い結果が得られるだろう() しかし､ 語の 用法の 関係 ､
つ まり語の 内部構造を理解するため に ､ より

組織化された意味 けIF 位分類と構造の 記述が必 要であると考える｡

(4) 機能文法の 例

格文法と同じように機能文法でも､
文 の成分が深層構造での働きによ っ て分類されてい る｡ 例え

ばム ス タヨキは
､
S u bj e kti ( S = 動作 主)

･ K o kij a ( E = 経 験者)
･ H y 6 tyj a ( R = 受 益者)

･ O bj e k ti

( 0 = 対象) ･ T e e m a ( T = 主題) ･ I n s t r u m e n tti(Ⅰ= 道具) ･ P aik k a ( L = 場所) というアクタン卜の 深

層格を区別してい る( M u s t aj o k i1 9 93/6 7) . 格 文法との
一

番大きな違い は ､ 機能 文法で は表層
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構造が深層構造からf:1:
-

JiR されてい ない o つ まり機能文法の 深層構造は ､ 文の意味だけを記述 し､

表層構造o))T
;/;E こは 彩響力がない o こ のように機能 文法 の 目的 は

､
ある意味を表 してい る深層構

造の表層で のす べ て の
J

j:一 呪を描くことであるo しかし､ ｢ 選択された言語上 の 表現が い っも表層

構造に別の 付加的な意味を与える( M u 8 t aj o ki1 9 9 3/4 4) + ので ､ 表層構造に実現された文 は完

全に同じではない ( } もしこの 意味的な差が表層構 造の違い によ っ て生じるなら､ 深層構造におけ

る他の 意味的な安蘇も表層構造の 差によっ て決まるので はない だろうか｡

機能文法の 巾で ､ 格文法に比 べ 全く新しい 要素は ､ 深層述語の確 定である｡ 深層述語はまず ､

アクタントの 述語に対する関係によっ て八 つ の 基本的な項 目に分類される｡ これらは｢ a e tio n = 動

作+ ､ ｢ r el a ti o n = 関係+ ､ ｢p o 8 8 e 8 Si o n = 所有+ ､ ｢1o c a ti o n = 場所+ ､ ｢ e xi 8 t e n t = 存在+ ､ ｢ Bt a t e = 伏

臥 ､
｢ ch a r a c t e r = 件 格+ ､ ｢i d e n tifi c a ti o n = 身元+ である( M u 8 t aj o ki 1 9 93/77) ｡ 基本的な項 目

はまた ､ 深層構造 の表す状況の意味 によっ て1 2 の 下位項目に分類される｡ これらは ､ ｢物 理的動

作+ ､ ｢ 社 会的交流+ ､ ｢ 情報管理と伝達+ ､ ｢ 場所と移動+ ､ ｢ 所有と所有 の変化+ ､ ｢ 存在と存在の

変化+ ､ ｢
/l1 月川勺な状況+ ､ ｢ 心 理 的な状況+ ､ ｢ 外面的状態+ ､ ｢ 性格描 写+ ､ ｢ 身元確認+ ､ ｢ 自然

状態+ であるo 基本的な分頬で 札 できるだけ普遍的な意味範噛が考えられたようだが ､ 例えば

所有と場所 の境 目の特 必まは っ きりしない(, また､ 格文法と同じように｢機能文法が辞書で はなく

文法であるの で ､ 深層構造 の 語条約な意味を分析する必要がない+ ( M u 8t aj o ki1 99 3/3 8) とい

われるが ､ 深層述語 の 基本的な項目とその 下付分類はまさに動詞 の 語粂的な意味の特定を目

指すもので 枕ないだろうか t,

いずれにせ 上機能文法の深層構造 にゴ割ナる意味記述の基準は ､ は っきりしていない ので ､ 結果

は非常に嘩昧であるo またアクタントの役割の記述絃
､
格文法 の記述と同じであるので ､ 問題 点も

全く変わらない の である｡ 例えば ､ 次の 三 つ の 文 で は
､
深層構 造が同じであるが､ アクタントの役

割と動作の 分類の類似性 は ､ どのように得られたかは定かではない ｡

｢

【→ P 8; R , 0】 ( P 8 = 所有 ､

- = になる動作､ R = 受溢者､
0 = 対象)

( 1) Lii B a 8 ai 8 y n t y m a p ai v al a hj a k Bi tl p e a n k tl V a t e O k B e n .

N : n o m ＋Ⅴ: p a 叫 8 g 3 ＋N :t r a n 8 ＋A dj : a c c ＋N : a c e .

L i s a ＋g e t ＋a s bi rもh d a y p 1
･

e S e n t ＋b e a u ti fu 11 ＋a lb u m

リサさんが誕生 日プ レセ ントとしてきれい な写真集をもらっ た｡

(2) V i r t a 8 iu e 8 y n t y i p o t r a t y tt 8 .

N :p l; a ll at ＋ Ⅴ: p a s t ,
･

s g 3 ＋ A dj: n o m ＋ N : m o m .

T o V i r t a n e n 十b o r n ＋s olid ＋gi rl

ウィ ル タネン 家族 に丈 夫な女の If - が産まれたo

(3) M i n u u e 18 y t yi t y 6 p ai h a .

N : all a t ＋ Ⅴ:p a s t,; S g 3
＋ N

.

･

n o m
.

T o m e ＋f o u n d ＋ w o rk p l a c e

私 のために職場が見 つ か っ たr,
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( M u 8t aj o ki1 99 3/9 0) +
(1 ) ｢もらう+ の場合 ､

｢もの( 0) が所有 の変化 によ っ て( 氏) に渡る+ が､ ( 2) ｢ 生まれる+ の 場合 ､ 物

の 元々 の持ちi三が,b V) 得ない ため
､ 所有の 変化 の他格は適うので はないかと思う｡ また( 3) ｢ 見 つ

かる+ の 場合 ､
動作全休は 向格( -ll e) によっ て所有表現であると判断されただろう. 確か にフィン

ランド語の【a11 a ti v e】向格は ､ 所有者を表しているが
､ 同じ意味は受益者がなくても表 せる｡

( 4) T o ki o 8 t a 18 y t yi t y 6 p aik k a . - 瀬京で は職場が 見 つ か っ たo

N : el a t ＋ Ⅴ: p a s t: S g 3 十 N : n o m .

I ＋f o u n d ＋ w o r k p la c e

この場合､
文そ のヰ) の の意味は｢職場 が見つ か っ た+ ことであるが､ 職場が｢話し手の 所有物+ であ

ることは
､
文脈の 意味から推測できるo また

､ 場合によ っ て深層構 造が 同じであるかどうかは唆昧
である

｡ 例えば ､

( 5) Lii B a 8 a i e li n kn u ti 8 e n / k u u k a u ti B e t / n u h a n / mi e h e n .

N : n o m ＋Ⅴ:p a s t; 8 g3 十N : a c e .

L i B a ＋g e t ＋lif e s e n t e n c e / m e n st r u ati o n / c old / h u s b a n d .

リサは 無期懲役 の 判決を受けたロ リサは生理だ(, リサは風邪を引いた｡ リサは夫をもらっ た｡

このようにム スタヨキの機能文 法は
､ 文 の 駄考の 中におけるアイディアを記述しようとしてい る｡ 本

論文の 目的である動詞 の意味対照から見れば､ 機能文法 の記述方法は語褒の 間の関係 を十分

に明らか にしないため ､ 使用できない ｡
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第3 節 意義索分析 による意味記述

(1) 意義索

今まで扱 っ てきた意味記述方法は
､ す べ て文の 構造を中心とするものだっ たが

､ 以下に 剛 上 げ
るのは譜の 息吹を全体的に分析しようとする意轟索分析 である(, ｢ 意義 軌 という概念 は ､ 文の 最
小の意味をもつ l･単位である形 態素の意味であるとよく定為されて いる( 安井 1 9 9 0/4 1 5) が ､ 形 態
素として定点される場合 ､ 複合語や慣用句などのような

- 一

つ の 形態素でないもの は問題になるo
そこで ､ 意歳索を語褒素(1e x e m e) の意味であると定義したほうがい い( 国広 1 98 2/3 9 - 4 0) 0

意義索は ､ 抽象的な概念 であるの で ､ 言語 が使われてい る集団の 中の … 般的な意味しか扱わ
ない( , こ のように個人u r

' 間における単語( 語費索) の使用 に関する差異が抽象化され ､ 言語集団
全体で

一

致する意味しか扱わない ことになる(, 同じように文脈の 影響も抽象化されるo 例 えば次
の A

'

で は｢ い とこ
･
+ ( c o u si n) の 静雄は 文脈 によっ て変化する(,

｢

( a) M y c o u si n i s h a n d s o m e , i s n
'

t b e ?

(b) M y c o u si n i s p r e tt y , i B n
'

t s h e?

( c) M y c o tl Si n m a r ri e d a s o n o f a m i.lli o n ai r e
, d id n

,

t 8 b e ?

( 国広 1 9 82/4 5 , W ei n r e i c h 1 9 6 6) +
最初の 例 文では ､

｢ いとこ+ 披 かごあるが ､ 次の 二 つ の 文では女を示 す｡ ｢ c o u 8i n + 自信は性別を

持たない
L, また ､ 指示物との相 対的関係も抽象化されるo 例 えば

､
｢速い+ は｢ コ キプリ+ や｢ ロ ケッ

ト+ などの ように指示物 が異な っ ても､ 相 対的に同じ｢速い+ という意義 素をもっ ている. こ の事うに
文の意味は ､ それぞれ の 語の 意轟索と指示 関係と文脈によっ て形成される｡

( 2) 意義特徴

それぞれ の 語の 意義素を構成して いる意味内容は
､
より細 桝 ､ 意味的な要素に分析され ､ 語 の

語重体系のrl ' の 場所を位 置づ けられる｡ 例えば｢ っ まむ ･ はさむ ･

にぎる ･ つ か む ･ ちぎる ･もぐ･ な

でる
･ など+ は( 手を用い る動作) ､

｢ リン ゴ ･

みかん ･ オ レンジ ･

イチゴ ･ など+ は(果物) ､ そして｢ 高
い ･ 低い ･ 広 い ･ 狭 い ･ など+ は( 次元) などという意味特徴を持 っ ているo 第

一

の例 の場 合､ ( 手を

用いる動作) の ほか に( 切断動作) という盛準を立てると｢もぐ･ ちぎる+ という動詞だけが残るo こ の

二 つ の 特徴 に関して ｢もぐ･ ちぎる+ は ､ 同じ意味分野型を作 っ て いる｡ また( 切断動作) という特徴

に関して｢ きる ･ た つ ･ わる ･ などJtj: ､ 共通の 意味分野型を形成しているo このように語の 語女体系
の中の位置が決まる

n

対JrK3J .] 悦 に関して 菰資なの は ､ こ の上うな詣 療体系の 中で ､ 意味体系の穴(le x i c a l g a p) が存

在するかどうかという点 であるu 例えば ､ 11 本譜の ｢ 入る ･

.
L
l .. る+ という動 詞に対して ､

フィンランド語

で 肘 m e n n a = 行く+ という動詞と# . 詞句の 位置を特 定する｢ rP ･ 外+ が使われるo 同じように親族

名詞の場合 ､
｢ jL と弟+ に対して フィンランド語は｢ v eli+ という語しかもってい ない ｡ 区別を明らか に

するために｢i s o = 人きい+ と｢ p ik k u = 小さい+ という令詞を特定する形容詞が使われて いる｡ また､
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語褒に関するrLe 間分 軌 はどのように粕なっ ているかという点も叩抱か にしなければならない . 例
えば､ I
'1 本 譜 で は ｢ イれ+ と｢ タ コ+ は 区別されて い るが ､

フ ィン ランド語で は 両方は - 一

般 的に
｢ m u B tJ e k al a + というc, こ の ように科学的な分類は同じであっ ても､ 日常生活にか かわる文化的な
要素が加わり､ 言語の 仰の 分類は常に生活環 胤 こ合うように蒐展している｡

語衆体系 の 小 叫 帽 ほ 語と語との 意味関係 によっ て決まるが ､ こ のような関係は ､
六 つ に分類

されている( 国広 1 9 8 2/1 7 0 - 1 7 8) o 非 両立関係(i n c o m p a tibilit y) は ､ 例えば曜日の # ) 前の よう
に二 つ の極からで はなく､ 連続した輪の ような関係であるo 反歳関係( a n t o n y m y) は ､ 例えば連

統的に少しず つ 変わる｢ 熱い ⇔ 冷たい+ ､ そしては っきりと両極的な｢ 女⇔ 男+ のような関係を含む｡
反対関係 は ､ おそらく動詞を形容詞と区別するために作られただろうが

､ 例えば 咽 う
ー

売る+ の

ように前肴o ) 意味が後考の 意 味の壌返しになるような関係であるo 同凝関係(･s y n o n y m y) は ､ 例
えば

､
｢ 刷る+ と｢ 印刷する+ ”) ようにほとんどの 意味特徴の 面で

-

致するような語と諏の 関係である｡

上f
-

関係( h y p o n y m y) 札 例えば｢殺す+ と｢ 暗殺する+ のように､ 同じ意味分野の語であるが ､ 前

者杜すでに後 射 場 昧 綿 ん でい るこ, 最後の部分全体関係は ､ 例えば｢ 足+ は｢ 帆 のように前者
は後者の･･ 1 1

･

T 嫁 なして いる関係であるo このように語と語の 間にはさまざまな関係があるが ､ この

関係は ､ 頼凝語とu ) 意味の 適い を瀕すために 重要であるo しか し
､ 本研究は ､

- 一

つ の動詞 の 意

味を別々 の 青 柳 ) lfl から対照するので ､ ほかの動 詞との 関係はそれほど重要ではない ｡

(:i) 意味特徴の 特定

意義索を構成する意味特徴は ､ 大きく｢ 文法的特徴+ と｢ 語粂的特徴+と｢ 含蓄的特徴+ の 三権類

に分けられるo 文法的特徴に含まれてい る品詞的特徴( w o r d - cl a s s) と統語的特徴( S y n t a c ti c)

は ､ 語 の 文法 的 な役割を示 して い る() そ の 代わり語 褒的特徴 の 中 の ｢ 前 提的特徴+ ( p r e 一

日u p p o siti o n al) と｢本束自勺特徴+(i n h e r e n t) は ､ 語 の 意味を表してい る｡ 最後の 含蓄的特徴 には ､

文体的特徴( 8 tyli 8 ti c) と喚情的特徴( e m o ti v e) と文化的特徴( c u lt u r al) の ような語用に 関する

意味特徴が含まれて いる( 国広 1 9 8 2/67 - 6 8) L,

文法的特徴の [Tl の I!'i!l 詞的特 徴は 上 述 の 格文法 で 描かれ た深層構造の 語 の 品詞的な意味

(N , V T r , V i T r など) に当たるの に対し､ 統語的特徴は深層精進 における語の役割と同じである｡ 意

義索分析 はiii 語 レ ベ ル で行わ れる(]) で
､
文法的な情報はそれぞれ の語に関して記述されるo こ

のように例えば ､ ｢私 の 日本語 の勉強+ という句の 中の ｢ 私+ と｢ 日本語+ と｢勉強+ の 表層 構造の 品

詞はす ベ てr # . 嗣+ であ っ ても､ 品詞的特徴は｢勉強+ の場合｢ 動詞+ であるo なぜなら深層構造で

の｢ 勉強+ は ､ 勉強を行う｢ 動作 土+ と勉強の ｢対象+ を要求するからである｡ このような動作主や対

象などの深層構造 の 役割は ､ 深層構造 の動詞という品詞的特徴を持 つ 単語の統語的特徴であ

る｡ 動詞に上っ て 要求される統語的特徴も変わってくる(〕 例えば､

｢

( 1) h a n g pi ct u r e s o ri t h e w a ll = 壁に絵 を飾るo

( 2) th e w all i s h a n g w it h p i ct u r e s = 壁には絵が飾られてある｡ (代換十受動)

(こi) h a n g t h e w all w it h pi c t u r e s = 壁を絵で飾るo ( 代換表現)

8 3



(国広 1 9 82/71) +
格文法と同じように表層構造では異なっ た文構造をもつ 代換表現(2 ･ 3) と受動表現(2 佃 ､ 深層
構造では 同じ統 御勺役割を果たしてい る() こ の ように｢ 壁+ は場所 ､ そして｢絵+ は対象という役割
が動詞｢飾る+ によ っ て 与えられ て いるo ただし､ 格文法 でも述 べ たように代換表現と受身の表す
意味の違 い を ､

ど のように記述 するかは問題として残るo もしも意味の違い がなけれ ば
､ 表層構造

で はいくつヰ) の 輿な っ た 言い )J
.

b ミない はずである
o しかし､ 基本的な# T 嗣句の動詞に対する関係

は､ 格文法 u) ホ したようにrfTj じであろう(,

語の 語 劉勺な桝致は ､ 他 の語の 意味と区別 できるような｢ 本 刺勺特徴+ と語魚体系の中で周辺
の語と非通 の意味を表してい る｢ 前擬 的特徴+ からな っ てい るo 例えば｢独身者+ の｢本来的特徴+
は( 末婿) であるが ､

｢ 前提的特徴+ は例えば(人間) ( 大人) などである｡ また動詞の 場合､ 例えば
｢暗殺する+ の｢ 本束的特徴+ は( 目的をもっ た陰謀で) で ､ ｢ 前提 的特徴+ は(殺害する) であろう｡
前脚勺特徴は否定によ っ てくつ がえることができない の に対し､ 本 来的特徴は否定の場合拒否さ

れるo 例えば ､
｢ 人間 であるが ､ 独身者ではない+ と｢ 殺害をしたが暗熟ましなか っ た+ などのように

否定されるU) 札 ｢ 末 軌 と｢ 陰 掛 こよ っ て+ であるが ､ ｢ 人間+ と｢殺 害する+ は必ずしも否定されな
い
(,

しかし
､
｢ U
･
) ぼる+ と｢薮, がる+ の ような類轟語の 腐食は､ 動詞の 意味の 違い が ､ 前提的特徴の否

定では鋭明できない () 例えば ､
｢ ☆ のぼ っ たが ､ あがらなか っ た+ あるい は｢ ☆あが っ たが ､ のぼらな

か った+ は いずれも言えない u 山田はこれらo) 動詞に つ い て次のような特徴の 違い をあげてい る｡
｢

特徴( I) あがる

特徴( 1) のぼる

特徴(2 ) の ぼる

特徴(こゎあがる

特徴(4) あがる

特徴(5) あがる

特徴(5) の ぼる

到着点に焦点を合わせる(,

経路に焦点を合わせる(,

自分で動き得るもの の全体的な移動を表す｡

始めの 状態( 基点) を離れることを表す( ,

非連続的移行 であるo 完了を表す ｡

上 へ の 移動 である｡ そ の結果 ､ 顕在化する｡

卜 - の 移動である(, そ の 結果 ､
顕在化する｡

(柴田 1 9 92/1 4 -2 2) +

このような記述で は
､ 確か に類 義語の 微妙な意味の違い は 明らか になるが ､ 上述 の説 明の他 に

例文がなけれ ば､ 説明が 分からない ｡ 例えば特徴( 4) の｢ 完了する+ は ､ どの ように特徴( 1) の｢ 到

着点に焦点を合わせる+ と異な っ て い るかは 分からない(, また ､ 動詞の す ベ ての 用法を同じ特徴

で表そうとすると､ ｢ 花火は 上が っ た+ のような文には特徴(4 ) と( 1 ) は必 ずしも合わない ｡ この ため

に｢ 上がる+ の ような多薦譜 の 意味は ､
い つも同じ特徴で 表せるので はなく､ 辞書の 記述でも見ら

れたように ､ 本 来的な特徴は同じであっ てもそれぞれの 用法 に合うような別の 特徴も定めなけれ

ばならない
(,
この ように多義語 の意味は ､

互い に関連した意味特徴を共有してい るか ､ あるい は

連続的につ なが った意味特徴の 矧司をもっ て :
一

つ の 単語として認められる｡ 同音異義語との 違

い につ い ては第3 節の最後に述 べ るu
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含帯的特徴は ､ 個人 差の影響が - 博 大きい ｡ その rl, で文体による含蓄的な意味は最もはっき

りしているが ､
r‾一価 体

･ カ 計 文 語体 ･ 女性 語などの間の 区別は 難しい o また｢ あほ ･ ばか+ など暁

情的な意味と｢ 掛 そば+ などの ょうに文化的な要素が含まれている意味を記述するのも
-

苦労で

あるo しかし､ 本論文で は この ような付加的な意味で はなく､ 動詞の 統語 的と語費的な意味の 記

述にjfl: 点を世くことにするu

(4 ) 意歳索分析の 例

上述の 意味特徴u) タイプ を別として
､ 『l【1 本譜 卵ト番地』で は( 1) ｢ 統合的意味特徴+ と(2 ) ｢ 本

来的特徴+ と( 3 ) ｢ 意味的役割+ そして( 4) ｢ 文 体的特徴+ という意味特徴 の分類があげられてい る

(金日卜 1 9 8 8/4 25 - 4 30) ｡ 最初の ｢統合的意味特徴+ の 場合 ､
それぞれの構成要素の 可能な意

味範囲を特起するo 例えば､
｢ 彼 女は バ イオリンを弾い た+ は貰えるが ､ ｢

*
/ 1 イオリン は彼女を弾

い た+ はい えない `
, なぜなら､ それぞれ の構成費素は規定された範囲内にない からである0 ｢ 彼

女+と｢ バ イオリン+ の 似 削こ立 つ ことの できる語句は ､ それぞれ( 人 間) ( 楽解) という意味特徴を

含む (】 また｢ バイオリン+ の 代わりにす べ ての 楽勝 は可能で はない ｡ 例えば ､ 太鼓やトラン ペ ットは

合わない の で ､ 統 御勺意味特徴はより細かく特定しなければならない ｡ この ため に(楽潜) の代わ

りに( 弦楽器) または( 鍵触 楽凝) という特徴をもうけなけれ ばならない o 次の｢ 本来的特徴+ で は ､

その 語だけに本来的に組められる意味特徴が定められる｡ 例 えば､ ｢ 弾く+ と｢ 演奏ス ル+ の本来

的意味特徴は(炎器 を操作して曲に合うような音をLJj す) であるが､ ｢ 弾く+ と区別するために｢ 演

奏ス ル+ には( 音托人に聞か せるため である) という特徴も含まれて いる｡ ｢意味的役割+ で は ､ 格

文法の深層格と同様にそれぞれ の構成要素の役割が明確にされる｡ 例えば､ ｢彼女はバイオリン

でdl修 弾い た+ の rr- の ｢彼 女+ は主体､ ｢ バイオリン+ は道具 ､ そして｢ 曲+ は対象を指してい る. 格

文法と同じように
､ 格肋 嗣が変わ っ ても意味的役割は変わらない ｡ 最後 の｢ 文体的特徴〕は ､

上

述のように語 の 文体的な意味を示 して い る( , この ように_ヒ述で扱っ てきた意義索分析を少し短縮

してまとめると､ 次u ) ような)捌こなるo

｢ 【弾ク】

i) 統合型

ii) 意味的役割

iii) 統語的役割

i v) 本束的特徴

Ⅴ) 文体的特徴

( a) [ Ⅹが Y で Z を.山一▲ー-ー】

(b) 【 X が Y をーⅦ_ー】

《-:-i
:
_ 体》: Ⅹ

( 例 : 彼女はピアノで 曲を弾いた｡ )

( 例: 彼女はピアノを弾いた｡ )

《対象》: z

《道具》: Y

《主体》 - ( 人間)

《対象》 - (l蜘)

《道具》 - ( 弦楽器) または(鍵後楽器)

( ⅩがY を操作してZ に合う音を川す)

[[1'l 立的】
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牌秦ス ル】

i) 統命J世

ii) 意味的役割

iii) 統語的役割

i v) 木 火的特徴

Ⅴ) 文体的特徴

( a) 【 X が Y で Z を._ー_.～】

(b) 【 X が Y を
__∩_ ]

《i三体》: x

《対象》: z

《道具》: Y

《主体》- ( 人間)

《対象》 - (lu()

《道具》 - ( 楽解)

( 例: 彼女はピアノで曲を演奏した｡ )

(例 : 彼女はピアノを演奏した〔,)

( X が Y を操作して Z に合う音を出す)

(その 昔を人に聞かせることを目的にする)

t文単語的】

(金 田
-

1 9 88/4 3 0) +

本論文で扱う動詞の 意味を分析するために ､ 関心の ある｢統合的特徴+ と｢ 本来的特徴+ は ､ 分析

の 方向性が Il
=
- しいとしても､ 他言語と対照するため には不十分であるo 多義語的な動詞の 意味

は
､
す べ て の 川法が含まれる上

､ 普遍的 に分析 しなけれ ばならない . そのために ､ 例えば｢ 弾く+

のす ペ て の 川法の構造を観察するJ = で ､ --･
-

つ･---
一

つ の 用法を分析し､ 対照しなければならない o

( 5) 同音異義語と多薦語の 区別

上述の (こ主) で扱っ た語療的特徴の 中で は ､ 多義語の 意味記述と同時に多義語と同音異義語と

の 区別が 問題になっ てい た(, 歴史言語学や多くの 辞書記述の場合､ 多義語と同音異義語との 区

別は ､ 歴 史的な発展 によ っ て説明されてきたが
､ 現代の 自然言語を研究する場合､ こ のような語

の歴史的な発展 に基づく基準は 考えられない ｡ 国広も｢ 同音異義語と多義語を区別する基準とし

て ､ 語淑が 鮒甥係であり､ 【lL 7 J山 桝亡もの は意味の親近性 に対する話し手 の直感である
､

-

､
いく

つか の基準を考えることができる() ( l) 形式類(f o rm - cl a s s) が異なっ ていれば同音異義語である｡
- ･

o ( 2) 転月‖娼係にある意味は 多義を構成する｡ -

0 ( 3 ) 派生系列 . ( 国広 1 9 82/1 0 7) + と述 べ て

いる
【, ( I ) の 基準で は

､ 例え ば英語 の名詞
`

81 e e p
'

と動詞
`

sl e e p
'

は意味的に似て い るが ､ 同音

異義語になる1 ｡ そして(こ3) の 腸合で は ､ 例 えばフィン ランド語 の｢ k u u si+ は ､ ｢ k u u d e -+ ( 六) と

｢ lm u B e - + (辛) み の 木) と いう二 つ の別 々 の活用語幹をもっ て いるの で ､ 同 音異義語であると判断

できる｡ したが っ て ､ 多義語の 盛準として( 2) 語 の 転用 関係 が取り上げられる｡

この基準に つ い て ､ ライオンズ は次のように述 べ てい る. ｢T h e s e c o n d m aj o r c rit e ri a t h a t i 自

t r a diti o n ally i n v o k e d b y li n g u i s t s a n d l e x i c o g r a p h e r s i n d r a w n i n g th e di s ti n c ti o n

b et w e e n h o m o n y m y a n d p oly s e m y i s u n r el a t e d n e s s v s ･ r e l a t e d n e s s of m e a n i n g ; a n d it

l
深層構造だ けで 見て み ると､ 表層構造 の 統語的な関係が影響して いない の で ､I:sle e t)] N とl,

sl e e p+ v 桔 ､ 同義語であるが､ 文の 中

の役割が 適うの で
､ 同じ 多義藷で 杜ない L, Lsl c cT'j N も【sl e el}Jv もそれぞ れ別 々 の 多義語で あるとい えるだろうo
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iB Cl e a r t h a t th i 自i 8 a r el e v a n t a n d i m p o rt a n t c o n 8i d e r a ti o n ･ I n d e e d , it i 8 a r g u a bl e th a t

it i s th e o n ly s y n c h r o mi c a lly r el e v a n t c o n si d e r a ti o n ･ ( L y o n s 1 9 7 9/ 55 1) + ｡ このように ､ 多義

語のす べ ての意味t7t -
-

? の 共通 の特徴を持 っ てい るか(i) ､ あるいは互 い に連続的に つ なが っ

てい る(ii) の で ､

･

つ 0 :) ll綿ほして認められるo

(i) A - A B - → A C - A D

(ii) A - A B - B C - C D

例えば､ (i) (ノ) 例を見てみると､ 茶話鮒) ｢ p a p e r Jfま､ ｢ 紙+ と｢ 新聞+ と｢ 書類+と｢翰文+ という意味の

｢P で共通の ｢ 紙+ という特徴 馴寺っ てい る
u
このように# . 詞は ､ 基本的に具体的なもの を表してい る

ので
､ 多歳;1･

L川勺であ ゲ ⊂もそu)(判係 が比校約分かりやすい ｡ しかし
､ 例えば多くの動詞 の意味を

見てみると､ そ の 慮味 はより多くの 要素をもち､ より抽象的である｡ 最も抽象的なの は ､ 文法的な

関係を表している上州 ･1 や接辞 や前際嗣などである｡ 次の 英語の ｢ o v e r+ の例でも分かるように ､ 多

義件 礼 広くなればなるほど典通の 意味特徴を特定するの は難しくなり､ (ii) のような関係 の連続

i)
.
) ほうが似介うu

｢

( a) T h e l a m p h a n g s 0 V e l
･ t h e t a bl e .

( b) T b e p la n e 凸e w o v e r tl l e City .

( c)

( d)

( e)

(i)

(ど)

(也)

(i)

(j)

(良)

(1)

H e w alk e d o v e r t h e S t r e et .

H e w a lk e d o v e r t h e b ill .

H e j u m p e d o v e r th e w a ll .

H e t u r n e d o v e r t h e p a g e .

H e t u r n e d o v e r t h e s t o n e .

fJ e f e ll o v e r a st o n e .

H e p u s h e d h e r o v e 1
･

th e b al c o n y .

T h e w a t e r n o w e d o v e r th e ri m o f th e b a t h ttlb .

rl e li v e s o v e r th e hill .

C o m e o v e r h e r e .

( m ) P u ll t h e l a m p d o w n o v e r t h e t a bl e .

( n ) H e w a lk e d a ll o v e r tb e cit y .

( o) T h e c hild t h r e w hi s t o y s ( all) o v e r th e fl o o r .

(p) H e l ai d t b e t a bl e cl o th o v e r t b e t a bl e .

( q) H e p u t hi s h a n d s o v e r hi s f a c e .

(T a y l o r 1 9 91/1 1 0
- li l) J

最初u) ( a) a) [いu) ｢ o v e r+ の 意味｢ 上 にある様 子+ を( g) ｢ ひ っくり返す+ と(f) ｢ 捲る+ に比
べ ると､ 共

通牲がない ようにも見えるo しか し､ ｢ P]J形の 1 8 0 度の移動 の ル
ー

小+ を表してい る(a) が間 に入 っ

87



ていると､ 鮒 ) 居味(ノ二) つ ながりが明らか になる() また( k) の ｢ 山の 向こう側に+ は ､ 面接( a) ｢ テ ー ブ

ルの上 に+ で はなく､ ( d) ｢ 山a) 向か い 仙 ＼+ との つ ながりをもっ てい るo

このように多 削 帆 r
t

5:I妹は 別 ､ に 関係 を結ん でい るの に対し､ 同音輿歳語はこのような意味的

な関係を持 っ ていない ､ あるい は[ sl e e p] N と[sl e 叩] v の ように統語 削勺に
- 一

致しない o 厳掛 こいうと

[sl e e p]N と[sl e c p] ∨ 札 Ir-.l 嵐i
A

r
h
l

'

･

であるの で
､ 同許興義語というよりも｢ 同音同点輿役割語+ である｡

つまり
､
同じ形態素が 文の 中で別 々 の役割を持 っ てい るだけのことであるので ､ ｢帰り+ と｢帰る+ と

同じように多 削三と同 削畢歳作とは別問題であるo しかし､ 文法的な役割が 異なる形態素も異義

語として謎められる磯 舟､ 剛チ興歳語はより広い 意味を表している｡

国広は多歳i
i
;f
l

,

'

･

U ) 静 射料係 の挿類を1 1 も区別する2
() ( 1) 心的視点 の相違によるもの は ､ 例えば

日本語の 隅と角に1当たる炎 諦の｢ c o rn e r+ のJ=うな語であるo ( 2 ) 転移は ､ 例えば｢ 生き物+ として

の竹と｢ 材料+ として u)1
'

/
( a ) 適い であるo (こき) 部分転用 札 例えば｢ 手相を読む+ の場合｢ 読む+ の

本来の 意味特徴 の 潮 分だけが使川されるo ( 4 ) 維 馴勺意味 の場合 ､ 例えば英語 の｢Ⅰ 8 h . t

hi m ･+ から｢ 彼を激した+ ことが推理 できるo ( 5) 比愉 的転用は､ 例えば｢ みち+ は｢ 道路+ と｢ 仕方+
のように空間でヰ) 方法でヰ) 表す o ( 6 ) 擬=郎勺転用の 場合､ 例えば｢ 車+ は｢自動 軌 の 部品である

が ､ 全体を指して い る`, ( 7) 換愉 的転用の 場合､ 例えば英語の｢ c bi n a + 臥 陶掛ま元 々 中国産 の

辛) の だっ たの で
､ l御得の 意味として任月ほれるようになっ た. ( 8) 具象化転用 では ､ 例えば｢まき割

り+ は 仕事から道民を表すようになっ た｡ ( 9) 上下関係的意味で は､ 例えば英語の｢ m a n + は ､ ｢ 人

間+ と｢95 + 両)j を表す o ( 1 0 ) 特殊化転用 の場合 ､ 例えば｢クリ-
-

ム+ は ､ 靴屋とパ ン屋で は適うも

のを指して いるu そして( 1 1) 集合化の 場合､ 例えば｢ 髪の 毛+ は
-

本を指す場合も紙全体を指す

場合もある( 国広 1 9 8 2/1 1 ト1 2 8) 0

しかし､ 多薦語のこの ような用法 の 関係 は ､ 完 全に明らかになっ たわけではない ｡ 例えばテイラ
-

は｢ T h e fi r s t c o n c e rn s t h e p o s sib ilit y t h a t s o m e m e m b e r s of a f a m ily r e s e m b l a n c e

c a t e g o r y m ig h t h a v e a m o r e c e n t r al st a t u s W it hi n t h e c a t e g o r y t h a n o t h e r s .

(T a y l o r 1 9 9 1/1 1 6+ というように ､ 多義語 のす ベ て の用法は ､ 必ずしも同じステ
ー

タス をも っ ていな

い ｡ 例えば【o v e r】の 例を見ると､ 使用頻度 に関して( e) ｢ 飛 び越える+ は中心的であるが､ (1) ｢ こ っ

ち ヘ 氷い + も多く使 われて い るが ､ ( q) ｢ 手 で顔 を覆う+ は 比 較 的まれ に現れる( T a yl o r 1 9 9 1/

1 1 8) 【)

本論文では
､ 中心的な意味川法は語 のそれぞれの用法の 生産性と使用頻度に関係してい ると

いう立場をとるの で
､ 中心的な意味は - 一

つ 以上 であ っ ても問題はない 〔) しかし､ 語 の用法 の 関係

構造 の '1 1 でどの 意味用法が基本になっ ているかは別問題 であるく〕 例えば【o v e r] の 場合( a) rJ 二に

ある+ は ､
(lJ 帖 かな空間的位置を表してい るの で ､ おそらく基本的な意味だろうo また､

どこまで 語

の意味の 関係 は多義作をもっ てい るかは検討する べ きである｡ 例えば､
｢ 天ぷらを揚げる+ は｢オ

イルから持ち 上げられた+ というつ ながりをもってい ると言えるが ､
このような説明はわざとらしい感

じがする( ,

2
針 ･ 章 二 節o ' (: りで 杜 ､ 多義語に 関する発生 の 種類を弛 ベ たo
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第4節 意味索成 による意味記述

(1) 概念意味輪の 灘念

上に述 べ た 言 訊/) 愚昧記述のPI
L
!
-諭 におけるけ 胤 紬 ､ 言語の統語構造(格文法) あるい は形態

論(意義索分析) であるの に対し､ 概念意味翰は ､ 言語の 意味を人間の 思考と概念化と結び つ け､

言語現象を全体として観 削
州

る(, ジ ャケンドフ 札 言語の 意味を見る立場に関して二 つ の 目論見

を述べ て い る: ｢ F r o m t h e p o i n t o f vi e w o f li n g u i 8 ti c8 a n d lig u i s ti c p hil o s o p h y ,t h e

q u e sti o n i 8: W h a t i s t h e n a t u r e o f m e a n i n g i n h u m a n l a n g u a g e , S u ch t h a t w e c a n t alk

ab o u t w h a t w e p e r ci e v e a n d w h a t w e d o? F r o m th e p oi n t of vi e w o f p s y c h ol o g y , t h e

q u e s ti o n i s: W h a t d o e 8 th e g r a m m a ti c al S t r u ct u r e Of n a t u l
･

al 1 a n g u a g e r e v e al a b o u 七t h e

n a t u r e of p e r c e p ti o n a n d c o g n i ti o n ?(J a ck e n d o ff1 98 3/3) + ｡ つ まり言語と意味との 関係 を観

察する場介 ､ 語 群芦と心 即声という二 つ の 立場がある｡ しか し､ ジ ャケンドフ はこれに加えて ､

｢ M y t h e si s i s t h a t , t h e 白e t w o q u e B ti o n 8 a r e i n s e p a r able : t o s t u d y s e m a n ti c 自 O f n a t u r al

1 a n 酢I a g e l
'

9 t O 8t tl dy c o g n iti v e p s y c h ol o g y ( J a c k e n d o 飽 .9 83/3) + と述 べ るように､ 思考と言語

の意味とは別 々 に扱うことは できない o したが っ で露語の 意味を記述する場合､ 人 間の 思考も記

述することになる( )

では意味を記述するための 意味論は ､ どの ような条件を持 っ て いるだろうか o 言語学で
一

般 に

言われるように､ 意味論は ､

′l) 自然言語 の表すす べ て の意味の違 いを表現可能で ､ 2) 普遍的に

どの 言語にも応用可能で ､
3) 文の成分 の意味から文全体の 意味が引き出し可能で

､
そして4) 同

義性や変則性や前提などに適用可能でなければならない(J a c k e n d o 刑 9 83/l l) ｡ しか し､ こ の
- 一

般的な意味論に対する要求は ､ それだけで十分ではない ｡ このほか に意味理論は､
5) 統語構

造と結 び つ かなけれ ばならない ｡ これによっ て言語の 形と意味 の 間の 関係 が明らかになるo ただ

し､ 統語構造と意味の 関係 は ､ 直接 的に思考には結び つ かない ので ､ 思考は感覚機能と結び つ

くレ ベ ルも必 要 である｡ こ の レ ベ ル で 日や耳など受けた情報 は概念化され､ 言語の構造と結ぶと

ころになる( 図l) ∩

｢

p h o n ol o gi c al

f o r m a ti o n

r u l e s

a lldit o r y I

l n p u t 1ゝ 1

p h o n ol o gi c al

s r u ct u r e s

m o t o 1･ k : R

O u tp u t

⇔

s y n t a cti c

f o 1
･

m ati o n

r u l e s

1

s y n t a cti c

s I
･

u Ct u r e S

8 9

⇔

c o n c e p t u al

f o r m a ti o n

r tll e ∈;

+

c o n c e p t u al ⇔ vi 8i o n ,

s r u ct u r e s ⇔ a c ti o n , e t c .

††

r ul e s o f

i n f e r e n c o



(J a c k e n d o m 99 0/1 6)J

それぞれ音続柄造と統 謝推進と概念構造は ､ 対応規L
f

u ( c o r r e 8 P O n d e n t ru 1 e 畠) によ って 互い に

っながっ てい て ､ そしてイこ適確 文は適格規則( w ell -f o r m e d n e s s ru l e 自 = W F R) によっ て排除さ

れる. また､ 概念構造には ､ 適格規則の ほか推矧 こ関する規則( ru l e s o f i n f e r e n c e) も関連して

いる(, なぜ.捌1】諭に関する規則ヰ) 概念構造につ なが っ てい るか につ い て ､
ジャケンドプは｢ T h a t

i s
,
t h e r e i s n o p l

･

O p ri e t a r y l e v el o f
"

s e m a n ti c r e p r e 8 e n t a ti o n
”

a t w hi cl1 O n ly l o gi c al

p r o p e rti e s o
･

f s e n t e n c e s a r e e n c o d e d , wi t h o th e r
``

p r a g m a ti c
丹

p r o p e rti e 8 r e 8 e rv e d fo r a

diff e r e n t l e v el . (J a c k e n d o ff1 9 90/1 8) + と述 べ ているo こ のように言葉の意味に関するす べ ての

要素は ､ 同じ構造u ) (卜で適川されることになるo しかし､ 木簡文で最も注目する辞書に関しては ､

上述の 図1 で記されて いない (, ジャケンドフ は ､
｢ U n d e r th e S t a n d a r d v i e w of th e l e x i c o n , a

l e xi c a l it e m e s t a blis h e s a c o r r e s p o n d e n c e b e t w e e n w e lトf o 1･ m e d f r a g m e n t 8 0f

p h o n ol o gi c al , S y n t a c ti c , a n d c o n c ep t u al S t ru c t u r e; t h a t i8 , th e l e xic o n i s a p a rt of th e

c o r r e B P O n d e n t ru 1 e c o m p o n e n t ･ Si m il ar 1y , r ul e s of m o r p h ol og y i n g e n e r al m a y h a v e

p h o n ol o gi c al p a rt s (h o w a n a 凪Ⅹ i s p r o n o u n c e d , h o w it a ff e ct s st r e 朗 , a n d s o o n) ,

s y n t a cti c p a r t s ( w h a t l e x i c al c a t e g o r y a n a 凪Ⅹ i白 a tt a Ch e d t o a n d t h e l e xi c al o f th e

r e s ult a n t) , a n d c o n s e p t u a l p a rt s ( w h at ki n d s of m e a n i n g s t h e a ffi x c a n b e a p p li e d t o

a n d t h e m e a n i n g of t h e r e s u lt a n t) . T h u s W e C a n r e g a r d e a c h c o m p o n e n t i n 色g u r e (1) a 8

di vid e d i n t o l e xi c a l p ri n cip l e s (t h o s e th a t a p p ly w it hi n w o r d s) a n d e x t r al e xi c al

p ri n cip l e s (th o s e t h a t a p p ly t o d o m ai n s l a rg e r th a n t h e w o r d l e v el) ･(J a c k e n d o f n 99 0/

1 8) + と述 べ て ､ 辞書はそれぞれの自立 したレ ベ ル の 中に内地されて いることを示している｡･ つ まり､

それぞれの レ ベ ル で ば
`

単語
”

そのもの が存在しない ｡ 概念構造では概念が思考の 中から実現さ

れるo 統語構造では概念の順序が決まる` ) そして ､ 音韻構造で壮概念の 形がようやく決定されるo

このように見た場合､ 辞書は記憶された概念と音の 関係であると理解してい る｡

この ような考え 方の場合でも､ 多義牲が問題になる｡
一

つ の 形 は ､ どの ようにいくつもの別 々 の

意味概念を表して い るか ､
そ の 多数の意味概念 は互 い にどのように関連して い るか ､ さまざまな

点が不明で ある() しかし､. 全体とし
てみて みると､ 概念意味論は ､ 意義索分析でも取り上 げられた

語の音韻構造 ･ 統語構造 ･ 意味構 造の 関係をより論理的 に説明してい る｡

( 2) 概念意味論の概念構造

ジャケン ドフ 0.) 理 論 で は ､ 概念 偶 造の 鹿本 的 な単位 は ､ 概念 を構 成す る概 念構 成要 素

( c o n c e p t u a l c o n s tit u e n t) で ある o そ れ ぞれ の 構成 要 素は ､ 何らか の 存在論的 な範幡

( o n t ol o gi c a l c a t e g o ri e s) に属して いる｡ 主なこの ような範噂( ある
い は概念的な発話 の部品) は ､

T hi n g , E v e n t , S t a t e , A c ti o
_
n
,
Pl a c e

,
P a th , P r o p e rt y , A m o u n t であるo それぞれの範1噂は ､

互

い に異なっ た発話の 巾の 対象をさしているが ､ 共通点も少なくとも次の6 つ ある｡

( 1) す べ ての 統語 的なの 構 成要素は ､ 概念構成要素と結び つ い て いる｡ 例 えば ､ ｢J o b n r a n
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t o w a r d t h e h o u s e + という文 の N P ｢ J o h n + と｢t h e h o u s e+ は T h i n g 概念成分に ､ P P ｢ t o w a l
･

d

t h e h o u s e+ は P a th に､ そして S ｢J o h n r a n t o w a r d t h e h o u s e + は E v e n t 概念成分に相当するo

ただし､ す べ ての 概念成分は ､
必ずしも統語構造の 成分 にそのまま相当しない ｡

( 2) 言語は ､ 言語帥勺な情報だけではなく､ す べ て の感覚器官の 環境からの 情報と結び つくことが

できる(} す べ ての 申イ如J 概 念 上の範 樹ヒは ､
つ まり概念構成要素の 存在は ､ こ のような考え方を

支えている( 】

(こ3) 多くの 範噛 札 タイプ ･ ト
ー

クンという区別を支えて い るo 例えば ､ T hi n g タイプのト
ー

クン ｢ a

h at+ は､ E v e n 七 夕イブの 卜.
-

クン｢J o h n a t e h i s h a t+ と同じようにたくさんあり得る｡

( 4) 多くの 範噸は ､ 監的な変轟が加わ っ ても可能である｡ 例えば ､
｢ A n y pl a c e y o u c a n g o , I c a n

g o t o o .+ という文の 小で｢ A n y p l a c e+ は量的に多いとい っ ても P la c e 概念成分である｡

( 5) す べ て の概念的範幡は ､ 機能 ･ 項構造 の r,rl に埋め 込まれてい る｡ 例えば､ ｢J o h n i 8 t all .+ と

いう文は S t a t e 機能 を表して い るが ､ そ のI[l で ｢ J o h n + は T hi n g という項 ､ そ して ｢t a11+ は

P r o p e l
･

t y という噌を表してい る( ト 1二1![
-

･ に 立 つ 範噴はふ だん機能的に働くが､ 場 創 こよっ て T hi n g

も Pl a c e も P r o p e rt y も機能的 に働くことがあるo 例えば ､ ( I) で は ､ Pl a c e は P a t h の項を果たし

ているu そして( 2) で 杜 ､
E v e n t か A cti o n は P r o p e r ty の 項にな っ て いる(,

( 1) f r o m u n d e r t h e t ab l e .

(2 ) r e a d y t o l e a v e .

( 6) 語条項 目の 概念構 造は ､
ゼ ロからいくつ か の 項 の 統語構 造の位置を実現する｡ 例えば

｢J o h n l o v e s M a r y+ という文 の｢1 o v e+ 動詞は ､ S t a t e 機能を表して い るが ､ その項は主語と目的

語の位置で実現する(, こ の ように統語 給の 鹿本的な構成規則( 図2) と並行して ､ 概念範噂の構

成規則( 図3)も作ることが できる(J a c k e n d o ぽ1 9 9 0/2 2 - 24) 0

｢ ( 図2)

ⅩP - S p e c
- Ⅹ

'

Ⅹ
'

- Ⅹ -

C o m p

X → [ ± N , ± Ⅴ]

([R.I 3)

｢ E v e n t/T hi n g/P l a c e/ . . . 1

【E n tity】 ぅ l T o k e n /T y p e i

L F(( E n tity l ,( E n tit y 2 , ( E n tit yこう) )))+

(J a c k e n d off1 9 9 0/2 4) J

次にす べ て の 範嶋に典 過の 惟質は ､ 空 間的な機能が 基本 になっ て いることである(, この ようなロ

-

カリスト的な考え方の 鹿本 は ､ 空間的な位置と移動が多くの ほか の意味範囲に応用できるとい

う点であるo 例えば､ 次の 文の 中の動 詞｢k e e p + は ､ 四 つ の異なっ た意味範囲で登場するo

｢

a) 空間的な位経と移動

H a r r y k e p t th e bi r d i n th e c a g e .
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b) 所布

S u s a n k e p t t h e m o n e y .

c) 特惟J) 拙写

S a m k e p t t h e c r o w d ll a p p y .

A) 時間の 食わせ

L e t
'

8 k e e p t h e t rip o n S a t u r d a y .

(J a c k e n d off1 9 9 0/2 5) J

このように概念構成 饗索矧司じであっ ても意味場素性( S e m a n ti c fi eld fe a t u r e) によ ってその 差

が明らか になるo したが っ て ､
a) のIB f
”
rT 的な意味場は B E s p ｡ti ｡1 ､ b) の 所有の 意味場は B E p . 恥 C)

の性質の 意味場は B 臥l(モn L ､ そして d) の時間の 意味場は B E T e m I, というふうに記述される｡

ジャケンドフ ほ ､ 語廉廉の 意味を意味特徴に分解する意轟索分析のような理論を批判してい る｡

ジャケン ドフ によると｢ O n e of t h e a bi di n g r e a 8 0 n B f o 1
･

8k e p ti 8 m a b o u t f e a t u r e - b a 8 e d

s e m a n ti c s , e v e n a m o n g t h o s e w h o b eli v e i n s e m a ti c d e c o m p o siti o n , i s th a七 8i m p l e

c a t e g o ri c al f e a t u r e s a r e Cl e a rly i n a d e q u a t e t o th e fu ll t a s k of c o n c e p t u al d e s c rip ti o n .

( J a ck e n d o ff1 9 90/3 2) + と概 念の 意味o) 分解に反対 の 立 場をとるo

最初の 問題 は ､ 意味特徴の 有様に関するもの であるo 例えば ､ ｢ ch a i r+ と｢ st o ol+ を区別するた

めに｢ ±h a s a b a c k+ というような特徴は定義できるか ｡ つ まり､ どの ような特徴は意味記述 の道具

になりうるか につ い て意義索分析はは っ きり特 定しない ｡ 概念意味論では ､
このような触何学的な

物体の 組織は
､
3 l=)

- モ デル ( M a r r 1 9 8 2) によ っ て概念構造と別に行われるので ､ 概念構 造の

中に特徴を入 れる必 要がない ｡ , 3 D
-

モ デ ルで は
､ 視覚機能が物体を分割し把握するので ､ 言

語と離れて扱うすることが 可能である｡ こ のような:.3 D 構 造は対応 規則 によ っ て概念構造とつ なが

つている(J a c k e n d off1 9 9 0/3 3) o 3 r)
- モデル を応用すれば､ 例えば｢t h r o w + という動詞の 類義

語｢t o 8 8 + とu .) 適い は把握できるので ､ 概念構造で両方 の 動詞は 同じように推進の動作として扱う

ことができる,,

次 の この研究に関連のある問題として､ ジャケンドフは連結した特徴をあげる｡ 意義索分析では ､

例えば ｢ cli m b + と いう動 詞 は ｢ t r a v eli n g u p w a r d + と｢ m o vi n g w ith g r a s p i n g eff o rtf u ll

m oti o n + という2 つ の 条件を持 っ て い るが ､ 文 は ､
これらの 条件の どちらか(ち, c) あるい は 両方( a)

を満た せば ､ 実現 可能になる｡

｢

a . B ill cli m e d ( u p) t h e m o u n t a i n .

b . B ill cli m e d d o w n th e m o u n t ai n .

c . T h e s n a k e cli m e d (u p) t h e t r e e .

d . ?
☆

T b e s n a k e cli m e d (d o w n) th e t r e e .

(J a c k e n d off1 9 90/3 5) J

しかし
､
｢ cli m b+ の 意味は ､

こ の 二 つ の 意味特徴だけであれ ば､
二 つ の 別々 の 同音異義語が区

別できるはずである〔, なぜなら､ b は最初の 条件 ､ そして c は次の条件を満たさない からである｡ こ
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の場合 ､ 文 a は 二 つ の 意味をヰ) つ 曜味な意味 になるだろう｡ それより｢ Bill cli m e d ( u p) th e

m o u n t a i n + は ､ もっともステレオタイプ 的な文で ､ b とd は｢ cli m b+ の限界の 意味表して いると理解

しているo ジャケンドフ は ､
｢ A w o rd m e a ni n g , t h e n , i s a l a r g e h e t e r o g e n e o u s C Oll e c ti o n of

S u c h c o n diti o n s d e al i n g w it h f o r m ,
fu n c ti o n

, p u r p o s e , p e r s o n alit y , o r w h a t e v e r el s e i s

s ali e n t ･ (J a c k e n d off1 9 8 3/1 3 9) + というように､ 単語 の 意味を放めるの は ､ 個別の 意味特徴でな

く､ 意味特 徴u ) グル
ー

ー

プ であるo これらの グ ル ー プ は ､ 選択規則 シ ス テム( p r e fe r e去c e r ul e

sy s t e m ) というo こU) 胤州こ適しない 情報は､ デフ * )i ,ト価値として利用される｡ 例えば､ 例文 b と

c はこのような情報をヰ) つて いる｡ この ように単語の意味は特徴の鮮から鶴められ､ 多くの特徴を実

現するよりステ レオタイプ的な意味とそうでない 意味に分けることができる｡ しかし､ 選択規則シ ス

テムが､ どの ように概念構造と結び つ いてい るか は ､ は っきり記されてい ない(, おそらく
､ 選択規則

システムヰ)こil) - モ デ ル に属し､ それぞれの概念構造の 構成要索と結び つ い て いる｡

このように単語の 意味記述 に関して ､ 概念意味翰は ､ 概念棉造とは別 に組み 立てられるように

定義し､ あまり触れてい ない . , しか し､ 語褒に関する問題が ､ 意味論の 中で具体的に取り上げな

ければ､ はたして意味論とは言えるだろうか o

(こ3) 概念意味徐による意味記述

概念構 造は ､ 内花的な形成規則をもっ てい るく) 凶4 で 示されたの は ､ 場所的な意味場の 主な形

成規則であるo

｢( 図4)

a .[P L A C E] -

【pJ ｡ e e P L A C E - F U N C T I O N ([T H I N G]) 】

b .【P A T H】

c .【E V E N T]

a .【S T A T E】

｢

I

- l

】

L p ｡ [ h

｢

- i

し

｢

- i

.L

T O

F R O M

T O W A R D

I A W A Y - F R O M

し VI A

1

I

i

(rr T H I N G1ll

] li iI]

しLしp L A C EJ+ノ

【f･: v e ｡ t G O(【T IiI N G L[P A T H])】

【l･;v e n L S T A Y(【T H I N G] ,[P L A C E】)】

【s t,1L e B E(【T H I N G】,【P L A C E】)】

【s t ｡ t e O R I E N T([T H I N G] ,【P A T H])]

【s L a t . e E X T(【T H I N G] ,[P A T H】)】
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｢

e .[E V E N T] - l c A U S E

L f.1 v e n L

什｢

1 H

しLし

T H I N G

E V E N T

ll

[l

J+

[E V E N T]

ll

I

ノ+

(J a c k e n d o fn 9 90/4 3) J

最初 の規則 a ･ で は
､
P l a c e に属する概念構成要素は ､ 場所機能とT hi n g に属する頓に

- 致して

いるく} こU) 場合 ､ 項は ､ 助
d

1
-

T(1勺な指示 物を指しているの に対し､ 場所機能は場所的な範囲を定め

る｡ 例えば､
｢ u n d e r t h e t a bl e+ という文では ､

｢t h e t a bl e + は指示物を表し､ ｢ u n d e r Jtま指示 物に

対するLB
･

j刑向な範I2t:( を指して いる`, 同じように b . では ､
五 つ の経路機能は ､ 指示物(T h in g) ある

い は場所(Pl a c e) の 直線における位置を指してい る｡ 例えば ､ ｢t o tb ¢ b o u 8 e + で は ､ 掲示物｢ tb e

h o u s e + は ､ 癖:線の終わり｢t o + にあると示している(, またrf r o m u n d e r th e lt a bl e+ の場合 ､ 直線は

場所から始まると言うことが分かるo 次の c . で は E v e n t 範噛の構成要素は､ G O とS T A Y というニ

つ の機能を選択できるo G O は 項の P A T H で の移動を表してい るの に対し､ S T A Y では項は 一 定

の期間移動しない ことを表してい る. 例えば､ ｢ B ill w e n t t o N e w Y o r k+ は G O 機能であり､ ｢ Bill

st a y e d i n t h e kit c h e n + は S T A Y 機能である｡ d . で は 三 つ の S t a t e 機能が上げられるo 最初の

B E 機能は ､ 例えば｢t h e d o g is i n th e p a r k+ のように､ 物体の場所的な位置を表しているo 次の

O R IE N T 機能 は ､ 例えば｢ T h e Si g n p oi n t s t o w a r d N e w Y o rk + のように､ 物体の 向きを決める｡

そして三 つ 目の E X T 機能 は ､ 例えば｢t h e r o a d g o e s f r o m N e w Y o rk t o S a n F r a n ci 8 C O+ の よ

うに直線的な物体の経路に対する位置を表している｡ 最後の e . では
､
E v e n t 範幡の構成要素

は
､
C A U S E 機能と二 つ の 項をもっ ている(, 最初の項は E v e n t の 場合､ それは同じく C A U S E 機

能のものである｡ T h i n g の場合､ その T hi n g は動作主を表してい る(J a ck e n d off 1 9 9 0/44) o

概念構造のす ベて の構成要素は､ 直接 的に統語論 の構成要素と結び つ い ている｡ 例えば英語

では､ 統語論の名 詞句 N P は ､ 概念構造のどの構成要素にも実現できる｡ また前置詞句P P は ､

Pl a c e とp a t b とP r o p e r ty を実現することができる() こ のように例えば｢J o ll n r a n i n t o th e r o o m +

という文 の 構造は次のようになるo

｢

a . S y n t a c ti c st r u ct u r e

【s [N l , J o b n】[ Ⅵ) r a n 卜,I,, i n t o 【N I) tl l e r O O m ]】]]

b . C o n c e p t u a l s t r u ct u r e

【I･;v e l ､t . G O (【1
1

h il.冒J O H N] , [ p ｡t .h T O (【pl ｡ c e I N ([ T hi n g R O O M])】)】)】

(J a c k e n d o f n 99 0/45) J

統語柵造の動詩]
-

1iま概念柄 造 の E v e n t 機能 に棚当し､ 前置詞句は P a t h 機能に ､ そ して名詞句

は T hi n g 頓 に榊当するo こ のようにそれぞれ｢i n t o+ と｢ r u n + の 語桑の中の 記述がまとめられる｡

【i n t o]

｢ i n t o

I p

1

I
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N P
j

L [1, ｡t.h T O (【--l ｡ (! e I N ([
r

r hi ｡ g

【r u n】

｢ r u n

l v

( P Pj)

l

】j)】)】 +

L rrl:v e n t G O (r ･l,h in g ] i, 【p ｡. .h ]j)】

1

1

1

+

(J a c k e n d o ff1 99 0/45)A

走る｢ r u n + の 場合､ 前置詞句が｢J o h n r u n + の ように空であっ ても､ 概念構造 では無特定の P ath

機能は存在するo もし｢ ru n + の 代わりに例えば｢ e n t e r+ が使われると
､ 前置詞句 P P で表された

Pla c e 機能は ､ 動詞の 語褒的な意味に内包されることになる: [rl v e n t G O ([T hj ｡ g】, 【p nl .h T O (【pl a c e

I N (卜hi n g】)】)】)】(, こ のように動 詞の 語食的な意味の適い は ､ 概念構造で現れてくる｡ しかし､ ジャ

ケンドフ が 言うように｢T hiB e n t r y f o r n tD i 8 0f c o u r s e O n ly a p p r o x i m a t e , Si n c e a t t hi s l e v el

o f d e t ai l it i 8 n o t diff e r e n ti a t e d f r o m o th e r v e r b 自 O f l o c o m oti o n s u ch a 8 w a lk
, s m

･

m
, o r

H y . I a s s u m e , ‥ . ,t h a t m u c h o f t hi s f u rt h e r diff e r e n ti a ti o n i s l o c al i z e d i n th e a s s o ci a t e d

3 D m o d el r e p r e s e n t a ti o n a n d p l a y s n o r ol e i n t h e l e v el o f c o n c e p t u al s t ru ct u r e of ru n .

(J a c k e n d off1 9 9 0/2 9 0/2) + と語療的な意味の 具体的な記述は概念構造とは別に3 D
-

モ デル の

中で行われる(〕 どの ように｢ r u n + と｢ w alk+ などの 適い は表されるかに つ いてジャケンドフは述 べ て

いないようだ()

語の 文法的な役割につ い て ､ 概念意味論は格文法とにているような立場をとる｡ しかし格文法と

は異なっ て､ 深層格というような概念を使 っ ていない ｡ 概念意味論では ､ 深層格は ､ G B 理論め 8

ロ ー
ー

ルと結びつ いてい る概念構造の 各機能の関係 に相当するo

｢

R e f e r e n c e t a r g e t
= Ⅹ:【F

l (Ⅹ)】, Ⅹ ≠[F
l
( - )】, (F

l ∈ P l a c e F u n cti o n U P a th F u p c ti o n)

T h e m e = Ⅹ:【F
2
( Ⅹ, 【…】)】, (F

2 ∈ E v e n t F u n cti o n U S t a t e F u n c ti o n)

A g e n t
= Ⅹ:【F

3
(Ⅹ , 【…】)】, ( F

3 ∈ C a u s e F u n cti o n)

( L ei n o 1 9 9 0 侶5) +

こ のように概念意味論は ､ 格 文法 で問題 になっ た深層格の 数と種類 に関する問題 を解決するo し

かし
､ 表層構造 の格 の違い に つ い て別に何も述 べ てい ないようだ｡ おそらく概念意味論で扱われ

る表層構造の 格標織 は ､
生成文法 でも同じようにただ形だけのもの であろう｡

( 4) 概念意味給に関する疑 問点

概念意味論は ､ 非常に複椎 で 分かりにくい 鼎諭であるが ､ 私 の 理解の範囲で以下に述 べ る｡ 本

論文を作成することに当た っ て ､ 概念意味論 の適用を考えると､ 少なくとヰ) 次の 五 つ の疑 問点が

浮か び 卜が っ た
.,

まず
､ 本論文 托 ､ 語療の 意味の 対照を目的 にして いるの で ､

語 の語棄的な意味をは っ きりと記
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述できないとい けない ｡ これに関して概念意味翰は例えば ､ ｢ g o + と｢ e n t e r+ という動詞 の語廉的

な意味の 差が比 脚勺分かりやすく説 明してあるが ､
｢ w alk+ と｢ r u n + に つ い て概念意味輪は ､ 概

念構造(7) 小 で扱う必 掛まないと税別する(J a c k e n d off1 9 9 0/2 9 0/2) ｡ この ような類義語は ､ なぜ

｢ r u n + は例えば【p r ol ,( ”ty f a B t] という付加的な概念で｢ w alk+ と区別されていない の だろうか ｡

次に例えばI
'

暮動耐｢ ri s e + と他動詞｢ ri 8 e + の適い は ､ 概念構造の rlj で他動詞が C a u s e 機能を

もつ ことによっ て区別されて いる(J a c k e n d o fn 9 8 3/1 8 4) o また｢ H e ru n s+ と｢T i m e r u n s+ の適い

は､ おそらく掛野【G O s p t”･i.､l] と時剛G O Ti m e] という異なっ た意味場によ っ て鋭明されるo しか し､ こ

のような多義語 の意味の 区別 はどの程度可能だろうか ｡ 例えば｢ M a c b i n e r u n 副 は S t at e 機能

で上述のものと剛りするべきだろうか
t) また｢1i fe r u n 自 白 m o o thly + は ､

3 r) - モデル の 中の特徴の

束におけるよりステレオタイプ 的な｢ r u n + と周辺 的な｢ ru n + で 鋭明するべきだろうか ｡ この ほか に

例えば ,
｢t h e e n e m y r u n + の ように ､ 推倫に盛づく｢ ru n + の 意味は ､ どのように推輪規則( ru l e s

of i n f e r e n c e) と概念構造 の 間で鋭明されるか 柑明らか で はない o つ まり統語論と意味の 間の 関

係が概念意味翰 で非常にまとま っ たかたちで紀述されるの に対し､ 語の多義性などは別問題とし

て十分に扱い 得ない ように思われる( ,

3 番ト1 u ) 疑問として
､
次u) フ ィンランド紙の動作は ､

E v e n t 機能か S t a t e 機能のどちらになるか

はは っきりしない u

1) T y 6 v a s y tt a a mi n u a .
- 私は仕 車:で疲れるo (E v e n t f u n c ti o n)

N : m o m ( w o r k) ＋Ⅴ: 3 8 g( m a k e s ti r e d) ＋N : p a r t( m e) .

2) M i n u a v a 8 y tt a a t y 6 8 k e n n ella .

- 私は仕事に疲れているo (?E v e n t f u n cti o n)

N : p a r t( m e) 十Ⅴ:3 8 g( m a k e s ti r e d) ＋Ⅴ:li n t(t o w o r k) .

ニ3) M i n u a v a s y tt a a .

- 私は疲れているo (?S t a t e fu n cti o n)

N :p a r t( m e) ＋Ⅴ:3 8 g( m a k e s ti r e d) .

この答えとして｢ r u n + と同じような鋭明が考えられるだろう｡ つまり表層構 造で 空の 項も概念構造

では存在する() こU) ように3) は ､ 【C A U S E(【. . .] ,[(∃v e n L G O ([ M E】, 【l, 且t h T O (【pl ｡ c e ([T I R E D ])])])】

という構造になるだろう( , しかし､ これはあくまでも統語論に対応するための解決である｡ この ような

構造で表層構造は再び 再生 できるかどうかは 開腹である｡

次 の 矧川は
､
噸 の 0 ロ ー ー

ル に関するもU) であるが ､ 表層構造での格標識 の意味の 差は ､
はたし

て A g e n t とT h e m e と R e f e r e n c e T a r g e t で表現 できるか o 例えば､ 次の フ ィンランド語の文を観

察すると､ テ -,
-

マ( T h e m e) における意味の 差は ､ 概念構造の 中で明らか にならない ｡

4 ) M a l a a n s ei n 畠a .

- 私は壁を塗 っ てい る｡ ( 壁 の その時点のところは対象)

Ⅴ: 1 s g(i p ai n t) ＋N :p a r t( w all) .

5) M a l a a n s ei n a n .

- 私 は壁を塗るo ( 壁全体は対象)

Ⅴ: 1 s g(I p ai n t) ＋N : a c e( w all) .

おそらくまた概念梢造とは 別に扱うだろうが ､
それ はテ - ー

マ の 記述 にどのようにかかわるのか を疑

問に!LTLう
｡

最後に 卜述の ように｢ w alk + と｢ ru n + の 意味 の詳しい 相違点は ､
3 D

-

モ デル で説 明されると言
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われたが ､
｢ s ell+ と｢ gi v e + の 勘弁 ､ 意味の 叢を税明するため に E X C H という機能が加わる｡

｢ gi v

I

I

I

L

e

V

N P j【叩 t O N P lく】

[ C A U S E(r ]
(t

i,【G O p 一 朗 (【 】j, ｢ F R O M [ α】 l)])]

｢ s e11

I

I

L

1

L T O 【 】k J +

V

N Pj

【c A U S E([ l
代

i
,｢ G O l- o 甜 (I 】j , ｢ F R O M [ α】 1) 1)】

I L T O 【】
ll
J l

佃Ⅹc H [ G O p o 8 日( m4 0 N FJ Y] , ｢ F R O M [ α】1)]] i

L L T O [β】 + +

1

I

I

I

+

(J a c k e n d o f n 9 9 0/1 9 4)

この ような｢ 8 e 11+ と｢g i v e + の 相違点に関する情紬は概念構造に属するが ､ なぜ｢ w alk+ と｢ r u n + の

違い につ い て U:) 情報はこ汀) -

モ デル に属するか . この E X C H ヰ) 3 D - モデル に属するべきで はな

いか(】

以上概念意味論にi
‾
馴

I

る考察だが ､ 根本的な問題 に つ い ては は っきりしたことは言えないとし

ても､ 全体的に見ると､ 概念 意味輪の 方法は ､ 具体的な語尭的な意味を記述するためにそ のま

までは複 粁弓ぜ るo 概念構造は裡諭的に正 しい 方向を示 してい ると思われるが ､ 現実的には特

定言語の 語療をメタ言語として用い ざるを得ない の で ､ 十分な記述を実現するの は難しい の では

ないだろうか ｡
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第5 節 ｢ あげる+ 0 ) 多歳語t
E

l
/

J f亡記述

(1) ｢ あげる+ の 川法を分舶する

国;{ ･ 同語研死所 の『動糾 U) 意 脚fJ 法の 記述的研 究』( 8 .) では
､
｢ あげる+ の 意味は ､ 大きく八 つ

の互 い に関連してい る意味に分けられているo 最も進本とされてい る意味は ､ ( 0 0) ｢ 上 に J であ

るo ( 1) ｢ 成績を 【+ ( 変化) と( 6 )
｢ 金を
.,′J
(所有 関係) で は ､ 基本的な｢あげる+( 空間的な上 昇)

における｢一J二+
a) 意味は仙象化したu (2 ) ｢ 例を

_叩
J ( 顕在化) は( 0 2) ｢ 看板を J によっ て ､ そして

( 3) ｢ 声を. + (
′ヒ産) 紘(() 3) ｢ 煙りを J によ っ て 基本的な意味に つ なが っ て いるが

､ 空間的な上

昇の別の 仙南が抽象化したもの である｡ ( 4) ｢ 作品を
__"
J と( 5) ｢ 全力を J と( 7) ｢ 油で J に つ い

てどの ような結び つ きが はたらい って いるかは 明らか ではない o ( 8) ｢ 潮が
. 仙ー
+ に つ い て他動詞は

自動詞として使われるだ けであるの で ､ 別扱いをして いる(同研 1 9 7 2/5 5 0) (J

このように｢薮) げる
.+
に関してH つ の 主な意味が 区別されてい るo 以 下はこれらの意味に関して意

義素分析と概念意味給の 方法を応 川して記述してみる(, どこまで記述 が可能かという点がねらい

である
u

( 2) ｢ あげる+ a )意味u ) 意轟索分析で の記述

あげるの最も底本とされて いる川法を意轟索分析 によ っ て記述すると､ おそらく次のような形にな

るだろう(,

【あげる]

i) 統合型

ii) 意味的役割

iii) 統語的役割

i v) 小火f
L

l
/

J 特徴

v) 丈仙
′

l
/

J lr･!J
'

:微

( a) 【 X がY をZ にーT,′N,. ]

( b) 【Ⅹが Y を__,= 】

《‾l三体》: x

(例 : 彼女はピアノを舞台に上 げた｡ )

(例 : 彼女は手を糾ずた｡ )

《対象》: y

《場所》: Z

《主体》 - ( 人 間)

《対象》 - (もの)

《場所》 - ( 場所)

( X ンうミY を
r

/ . に空間移動させる)

[ I い
'

/
-

.I
l

l
/
J]

こ0 ) 底本的な構造u ) 統i
=

i
-

.
L･
.

-

･ 的 徴別を変えるだけで ､
いくつ かの 別 の 意味は鋭‡リ

‾
j できる｡ 例えば ､ 対

象を｢もの+ から｢ 人間+ に変えると｢ 客を
- -

+ ､ また場所を｢ 学校+ に限定すると｢ 子供を大学に
-

+ と

いう意味が説桝できるo 水 火的特徴ももちろんこれによっ て変化するo 例えば､

｢声を -

+ と｢煙りを

-

+ も対象と1 =: 体を変えることによっ て鋭明できるだろうo しかし､ 次のような構造ははたして分かる

だろうか o

【あげる】
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i) 統合型

ii) 意味的役割

iii) 統 謝
`

l
/
J 牧割

i v) 本束的特徴

Ⅴ) 文体的脚数

( a) 【 X がY をー_J_A ] (例
: 彼 女は作品叡如ブたo )

《'主体〉: x

《対象》: y

《主体》- ( 人間)

《対象》 - ( 仕 事)

( x が Y を終 了する)

[中立的】

この場 郎 )ヰ) ちろん 対象を変 えるだけで 新しい 意味が 表現 できるo 例えば､ 仕事 の 変わりに
､

｢ 式+ か｢ 令ノJ + か ｢I 凱 を入 れることによ っ て｢ あげる+ の 表してい る意味が変化する｡ しか し､ 問題

のある諦の 意味関係 杜 ､ 全くと言えるほど明らか にならない ｡ フ ィンランド語の動詞と比較すること

に当たって ､
こ のようなへ.q

=

ILl 述ノJ 仏壮rl
･

分ではない ( , 次 のフィンランド語訳を見てみると記述の 問題

は､ 明らかだろう‥

私は凧をあげるo M i n a l e n n a t a n l eij a a .

p N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 sど(且y) ＋N : p a r t(kit e) .

同をあげて喪に服した｡ - K o k o m a a o 8 alli B t u i B u r u u n .

P :( w h ol e) ＋N : m o m ( c o u n t r y) ＋Ⅴ:p a s t;3 8 g(t a k e p a r t) ＋N :ill( 8 0 1 T O W ) .

これらの 例文でヰ)分かるように ､ 勤嗣の 意味の違い は ､ 動詞 内部の 制約だけでは説明できない ｡

動詞の 意味は偲考の 巾でどのように飾釈されるか につ い ての情報も得られなければならない ｡

(3) ｢ あげる+ の概念意味論 による記述

概念意味論比 ､
まず項の 役割を上り効率的に概念構造 で記述するo また語桑的な意味の 記述も

原索的な質素によっ て記述するの で ､ 本来的特徴のような峻昧さが解消できる｡ しかし､ 語褒の

意味記述は概念構造と統語構造と推 論規則と語用論に分解されて い るの で ､ 語の 全体的な意

味がなかなか把推しにくい o 例えば､
｢ あげる+ の鹿本的な意味を記述すると､ 次のようになる｡

｢あげる

I

L

V

_
( N Pj を) (([pT, N P l く に】)) (((【p p N P k に]) ))

[l l; v e n t′C A U S E (【 】
(I

i, (【..; v e , I. ′G O (【】j) , ｢ ((( F R O M [ α])) )1)】)]

l u p w A R D I

L r,～､.,h( ( T O 【 】k) ) +

1

1

I

I

I

+

このように意義素分析で示 した N P の 中の違い によっ て 動詞 の意味が変わると推測できるが ､ 記
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述の複雑さによ っ て広く使うことは難しい ｡ また上述の ような疑 問点のほか ､ 意義索分析 でも鋭明

できなか っ た｢ 凧をあげる+ と｢
☆

仲ほ 飛ばす+ の 関係を明らか にしない ようだ｡ こ のほか に例えば次

a) ような｢あげる+ (ノ) 例文もある( ,

( a) JE T; っ ばでたこをあげる｡ ( 大)

(b) 旨tl u) 女師匠が物 f 命に;[
1

.ち州 でて雲雀を空に揚げてい るの を( 春琴抄1 8 1 )

( c) 河原= ‖剖 I 本座敷 - 二 人をあげたo (むらぎも 16 6)

(d) ホカホカと似気を 山ずる水鮫 T ･ 【) ( 汽車 ･ 肺)

これらU ) 例 文でも分かるように( a) では動作j三は確か に対象に対して何らかの 影響を与えて｢あ

がらせる+ ( C A U S E /G O ? ) が ､ ( b) では雲雀 は白分の 力であがる(L E T/ G O ? ) o そして( c) では

対象は1
L

] 分u ) 忍ぶであがる( C A U S E/ M O V E ? ) ｡ これらの 意味の 差はどのように記述するかも

Il与= 劇 こなる(ノ) でけない かと心うo ( d) a ) 助命 ､ 水板子は吸気 の 州発点になるの で ､ 記述の 問題は

ない ｡

(4 ) ｢ あげる+ a ) 特徴u ) 束と鹿味派
/とと意味構造

以上述 べ たように ､ 本研 究で行われる対照研先に関して ､ どの 方法輪も十分ではない ので ､ それ

ぞれの 九法の 適軌u.) 部分を)JL:)ll L て ､ 研 究を進めたいと思う｡ 基本的な方法として 国立 国語研

究所で 行われた｢あげる+ の 記述を利 川する｡ しかし､ それだけでは ､
｢ あげる+ のす べ て の用法の

関係が 明らか にはできない u) で ､ 国広などによる意味派 生の方 法を応用して ､ より詳 しい ｢あげ

る+ の意味 関係 を記述する｡ 最後に格 関係が明らか になるため ､ また概念構造が明らか になるた

めに概念意味論を単純化し､ 応用してみる｡
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第3 草 ｢あげる+ の意味記述

第 1 節 多薦語の 意味記述

(1) 動詞の 多義性の 記述

上にも述 べ たように言語は
､ 恕考の 道具であるの で ､ 常に新しい 考えを表 せるように設計されて

いる(】 その ために全ての言 葉は ､ それぞれの 文法によっ て数え切れないほど多くの異なっ た文 の

コンビネ
- ー

シ ョン をj(1
.
i みEl-け ことができる｡ しかし､ いうまでもない が ､ す べ ての 文法的に正 しい コ

ンビネ
- ー

シ ョ ンが意味的に受 け入 れられるわけで はない o 例えば次の チョム スキ ー が考えたあまり

にも有季' な米語の 例文でも分かるように ､ 文法的に可能なコ ンビネ -
ー

シ ョ ンは
､ 意味的に英語の

言語感覚に違反して い るく,

( a) C ol o rl e s s g l
･

e e n id e a s sl e e p f u ri o u sly .

O )) F u ri o u sly βl e e p i d e a s g r e e n C Ol o rl e 8 S .

( - ル マ ン 1 97 1/5 4)

例文(b) は ､
文法的にも意味的にも違反してい るので ､ 個別の 単語を波 ベられただけの意味しか

解釈できない u したが っ てここで は
､ 例文( a) だけを扱うことにする. なぜ ､ 文法的に正 しい 文は

､

全体的に何も理 屈に通じるような正当な意味を表さない か｡ まず｢c ol o rl e s s+ と｢g r e e n + は 互い に

反対の意味を表してい るの で ､ 同じ名詞を修飾することができない o また
一

般的に英語 の言語社

会の 中で ､
｢id e a s + は｢ 何色+ というように抽象的 にも特定できない の で ､

｢ C ol o rl e 8 8 g r e e n

id e a s+ は不可能である｡ また｢ sl e e p + という動詞は､ 落ち着い た様子を表しているので ､ それの反

対の意味を表して いる副詞｢ fu ri o u Bly + に特定されることが不自然である｡ つまり､ それぞれの 単

語の-
一 般 的に絡められる意味の 環境は ､ 適切ではない o しかし､ 現在この ような文は ､ 意味的 に

不可 低であっ てヰ) ､ いずれか 言.柴
の 変動 によっ て 意味的に正当な文になる可 能

一性もある｡ 例え

ば現時点でも｢ C ol o rl e B 8 J は｢ ぱ っ としない+ ､ ｢ g r e e n + は｢ 未熟な+ ､ そして｢ sl e e p + は｢ 能力など

が潜ん で いる+ というJ=うに抽象的な意味でも使える｡ また､
｢ fu ri o u sly+ を意味が関連するように

解釈できるようになると､ ｢ 未熟では っ きりしない アイディア ができるだけ早く完全な状態 で表面化

するの を待っ て いる+ という非常に抽象的な意味解釈もい ずれか 可能になるかもしれない ｡

同じように多義 語の 場合 ､ 解釈 がさまざまであるので ､
- 一

方 の 意味解釈 が不 可能であっ ても､ 他

方のものは 即 屈が辿る{ , 特に外国語を翻訳するときに ､
母語に直訳しようとすると､ ふだん考えら

れない ような間違い をすることがある｡ それは ､ 出発言語と到着言語の 間で基本的に同じ意味を

表してい るもの は ､

-

)j の 言語 の 中で恐 いも寄らない 別の 使 い 方を持 っ ているからであるo 例え

ば
､

( c) p u ol u k k a - a n k a d o n - n u t もa n lm s 16 y t y -i h y v a kn n t oi 8 e
- n a .

N :ill(i n b e r r y) ＋Ⅴ:p r t .p r f(di s a p p e a r) ＋Ⅴ: m o m ( old m a n) ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g(f o u n d)

＋A dj: e 8 S(g o o d s h a p e)
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(L a al o 1 99 0/33)

という文を文字通りに訳すと｢ ベリ
ー

ー

の 中に消えた老人は良い 状態で 見つ か っ た+ という意味にな

る｡ しかし､ ｢
ベ リ

ー

+ は｢ ペリ
- を摘むこと+ という意味としても使われるので

､
｢ ベリ ー を摘み に行 っ

て消えた老 人は ､ 良い状態 で見 つ か っ た+ という解釈ができる() そして更に想像力を働か せ ば､

｢森に迷 っ た老 人が無 事見 つ か っ た+ という意味が読みとれる｡

このように言葉の 変動は ､ 常に単言吾の 新しい 用法 ･ 多義性を生み仕け の である｡ しかし､ 多義性

札 先ほどの例でヰ) 分かるように ､ ほかの 意味とは無関係で誕生するわけではない o 例えば､ 新し

い物体を命･4(' する場合 ､ 大きく分けて三 つ の 方法が考えられるo 最初の･
一

つ は ､ ｢ タイプライタ

ー
ー

+ や｢イン ス ト
-

/ i , する+ などの ように外国語から外来語として新しい 単語を受け入れる方法でめ

る｡ こ の 勘合 ､ すでに存在する 郎吾の意味との 関連性がない の で ､ 分かりづらい ことが 多い o 次の

方法は ､
｢ 探み+ や｢ 持

､

ら上げる+ などのような新しい 単語を｢ 派生語+ や｢複合語+ などの形で創造

するもu-) であるo そして ､
三 つ 目 に｢ 車 > 自動 軌 や ｢あげる> フライにする+ などのように､ すでに

存在する 耶 引こ新しい 意味を与える方法である｡ この 場合､ 元 になる単語 は ､ 何らかの 意味的な

関係によ っ て新しい 意味と結び つ かなけれ ばならない o また､ 新しい 用法は ､ 単語の 前の意味が

存在する環境と重なっ ては行けない `】 元 の 意味との つ ながりがなければ ､ あるい はほか の意味が

解釈される環境が 同じであれ ば､ 新しい 意味が誕生することができない ｡ 例えば､

(d) 人を家にあげる( I >
☆
人 を地下室 にあげる(, > ≠

☆

人を地下室に与える｡

( e) 原 っ ぱで凧をあげる() >
☆
? 原 っ ぱでタコ を揚げる｡ > キ ッチンでタコ を揚げる｡

という文を見ると､ ( d) で は地 下室は ｢あげる+ の 鹿本的な意味の 反対を表して いる｡ また地下室

は場所を表し､ そして人はもの ではない の で ､ 新しい用法である｢ 与える+ の 意味につ ながらない ｡

このような現象は ､

-

般的 に適択 制限というo 同じように( e) では ､ 原 っ ぱとキッチ ンという特定 の

環境によ っ て｢ たこ+ と｢あげる+ の 意味は決まるく, また対 象は｢ たこ+ という同音異義語とは別の｢ ロ

ケット+ や｢ 大 ぶ ら+ である場合 ､
｢あげる+ の環境は

･-十分に特定されてい る｡ つ まり､ 動詞 の い わゆ

る必須補語の数は ､ それぞれ の環境 によっ て 異なっ て いるぐ,

単語u) 意味 杜多義作になる巌合 ､
元 の 意味との 関連は非常に大事であるo 例えば ､ あるアメl)

カの 映画であっ た 場面のように ､ 主人公 の 男が朝御飯 を食 べ ようとすると､ 奥さん はいきなり｢ 恐

竜はい かが ですか+ と､ コ - ー ヒ - の ことを｢ 恐竜+と呼んで いたo 意味の 関連性が全くなか っ たの で ､

男は呆然として い た(】 結局 主人 公 は ､ 聞こえた単語( コ
ー ヒ -

) を別 の 単語の意味( 恐商) に つ な

がるような言語障害だっ たという話しだ が ､ 例えばコ ンビ ュ
-

タ
ー の マウス の ことなら､ 誰もそれを

エ レ フ ア ントとは呼ばなか っ ただろう｡ あるい は多義性 の例 に戻ると､ 例えば｢ 車+ は ､
日本語 の場

合｢ 自動 軒+ という意味も表して いるが ､ フ ィンランド語の ｢ p y 6 r a
- 軌 のもう

-

つ の 意味は｢ 自転

車+ である. つ まり両方の 言語 で は ､

｢ 車+ ゐ意味は 乗り物 に結び つくの であるo おそらくrタイヤ+

のようなあまりにも｢ 車+ に近い 意味 の単語 ､
または｢ 飛行機+ のようなほとんど関連性のない 単語

なら､ 車の 意味が紙び つくことができない だろう〔J この ように単語の意味は ､
より基本的で 具体的
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な意味からそ の 川法を広 げ､ 耶昏の全体的な意味を形成すると考えられる｡

では
､
動詞 の意味は ､

どこまで意味論による｢ 単語の 本来的な意味+ に属するか ､ そしてどこから

それは語川諭 によるコ ンテキストの [P の 解釈であるか ｡ こ の 間題は ､ い わばソシ ュ ー

ル の ラングと

パ ロ ー
ー

/ レ の 差 によるもu ) であると考えて いる. 例えば ､ 次の 文( 釧 こ関して少なくとも二 通りの解釈

が考えられるQ

(の ｢ こU ) 本を棚 に 上げて頂戴+

一

般的に吉綿社会の小( ニ ラング) で この 文の意味を解釈すると､ ｢本を棚に動かして+ という意味

を表している( , しかし､ ｢ お 牡さんが 1 0 0 仰の本も床 に散らかした子供 に対して命令する+ という設

定( エ バ ロ
ー･- ル) を想像すると､ ｢本を片づけて+ という解釈も可能になる｡ また｢ 布団をあげて+ とい

う文の場合､ ト刷司fJ)
:

･
'

T
-

づけて+ という意味も｢ 布団を持ち上げて+ という意味も同時に
-

般的な解

釈になっ ている〔〕 こ のように動詞の 意味は ､ 言語社会で 習慣的に使われている意味であるの で ､

は っきりした意味の 塵判巨をもうけるの は難しい く) しかし動詞の意味関係を明らか にすることによっ て ､

動詞の 意味の 大体の 範囲が分かり､ ほか の言語の琴味範囲と対照することが できるだろう｡ 例 え

ば､ ｢ あげる+ の 基本的な意味を定義できれば ､ 例文を訳すことによ っ てその 基本的な意味に最も

近い フィンランド諦の 動詞も見 つ かると思う.

(2) 基本的な意味と派生的な意味

動詞の 全体的な意味構造を記 述す るため に ､ 記述 の 出発点､ つ まり最も基本的であると思われ

る用法を決めなければならない ｡ この 基本的な意味は ､
前にも述 べ たように歴史的な発展に基づ

い て決めようとすると､ 言語の通 番的な研 究になるの で ､ まず動詞のそれぞれの 用法の使用頻度

によっ て決めることが液も適切であろう() この 場合 ､ 問題 はその 使用頻度の デ
ー

タの解釈であるo

例えば､ こ の 研兜で扱う｢ あげる+ の場命､ 上述 の国立国語研 究所の 雑誌 90 種の資料によると､

最も使われて いる意味杜 ､
｢ 例をあげる+ (5 6) で ､ 次は｢ 上に上 げる+ ( 43) ､ そして 3 番目に｢ -

て

あげる+ であるo しかし､ 国仰 のデ ー
ー

タの 中でもの が何らかの かたちで具体的に｢上 に上がる+ とい

う意味関連の ある例 文｢ 上に -

+ ( 43) ､ ｢3 セ ンチ -

+ ( 3) ､ ｢ 看板を -

+ ( 2) ､ ｢ 目を -

+ (1 3) ､ ｢ 首を

- -

+ ( 1) ､ ｢ 煙を
- -

+ ( 2) ､
｢ 声を

- -

+ (3 2) を合わせると､ 単独トップ( 1 0 2) にものぼる｡ また抽象的な

｢あがる様 7
･

+ を抑く｢ あ げる+ の 用法｢ 成績を
- -

+ ( l l) と｢ 例を
-

+ ( 5 6) を付け加 えると､ 全例文

(2 80) の rl 1 で 半分以 上の 合わ せて( 1 45) もの 例文 は ､
何らか の形で｢ 具体的な上昇+ というイメ

ー

ジに結 び つ い て いる
o
あとの 例文 では ､ ｢さい せんを

-
-

+ ( 4) ､ ｢ お金を
-

-

+ ( 4) ､ ｢ - ･ て -

+ (4 1) の

合わせて(4 9) ､ そして｢ 成果を
- -

+ (2 6) と｢ 式を
-

+ ( 1 4) の 合わせて三 つ の基本的な意味以外の

中JL ､的な意味が考えられるだろう｡ その他 の用法も関連してい るが ､ 使用頻度として非常に少な

い 掴 研 19 7 2/5 5 1
､ 本研 究 p . 6 8) ｡ しかし ‥ ヒ述の｢ o v e r+ の例 でも見られたとおり､ 使用頻度によ

つ て基本的な意味が決 められない 場合もあるo ｢ あげる+ の ｢ 与える+ という用法も､ 日本人の 母語

話者の 言語感覚で は ､

｢ 持ち上げる+ よりも多く使われてい るだろうが ､ 言語の自然的な意味派生
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は具体的な意味から帥象的な意味 - と派生すると考えられるので ､ ｢あげる+ の基本的な意味は ､

｢ 上に上 げる+ のような空間的上 昇であると判断できる｡ この 場合の意味派生は ､ 通草的な研究を

行うためではなく､ 基本的な意味を定めるためにあるの である｡

では基本的な意味からほかU) Ll l 心的な意味はどのように関連して いるだろうか o ここで登場する

のは｢ 連想+ という概念であるo - 一 般 的に言語心 理 学の 中で｢ 連想+ は ､ ある刺激単語 に対してど

のような反応単語が恐い 浮か ぶかを調べ るときに使われる概念( - ル マ ン 1 97 5/1 1 8) であるが
､
こ

ごご結こ0 ) ような心測拝 ストのような連想を考えて いない o ここで の連想は ,

-

定の 動作の結果ま

たは前提としてどのような動作 ･ 状態が想 像されるかというものであるo 例えば､ 次のような動詞 の

前提条件と結果からの連想は明らかである｡

( a) F a cti v e v e r b s

G e o ITg e F e g T e t S th a t M B Z
･

y l e ft p r e s u p p o s e s th a t M a r y l e ft .

( b) I m p li c a ti v e v e r b s

M a I ･y m a n a g e d t o l e a v e p r e s u p p o s e s t h a t M a rJ
r t Tl e d t o l e a v e .

( c) C h a n g e - o f - s t a t e v e r b s

G e o z g e s t o p p e d d Tll] h
'

n g r e d w l
'

n e p r e s u p p o s e s t h a t G e o r g e w a s d TI D kl n g r e d

w 7

'

n e b e &o F e .

(d) V e r b s o fj u d gi n g

J o h D a c c u s e d M R T F O f b e I
'

D g m
'

ch p r e s u p p o s e s t h a t l
･

o b e n
'

c h l
'

s b a d .

(E c o 1 9 9 0/2 2 3)

しかし､ こ の ような特定の 動詞 のグル ー プ(fa cti v e ,i m pli c a ti v e など) だけで はなく､ すべ ての動

詞は ､ 何らか の 前提条件(b/c) また連想( a/a) を引き起こすと考えることができる｡ そしてこの前提

条件と結果からの連想は ､ それぞれ の アクタントの コ ンビ ネ
-

ー

シ ョ ンによっ て少しず つ 変わ っ てい

く｡ こ のように できた名 詞句u) 意味連鎖( m e a n i n g c h ai n) によ っ て動詞の多義性が形成すると思

う｡ つ まりアクタントは ､ 意味的 につ ながりを持 っ てい るが ､ 少しずつ 動詞の 意味を環境に合うよう

に変えて いく. } このような動詞 の 意味は ､
できるだけ多くの 例文 の 意味を比較することによ っ て推

定することができると考えて いる｡ こ の ほかに動詞の 意味を変化させ るの は ､ 動作の結 果(場合に

上っ て 前提条件) か ら連想された意味の 孤立( 以下の換喰や比噛) である｡ このように連想 による

動詞の 意味u) 変化は ､
基本的 につ ぎo) 図 1 のようになっ て いる,,

( 図 1)

(換愉) 前促条件 A 動作の 意味

時間の経 過

連想 (換愉 ･ 比 愉)

動作の 開始時間 動作の終わりの 時間

>

図 1 では真ん中の 軸は｢ 時間の経過+ を表し､ そして時点(A) と( B) はそれぞれ動作の 開始と終
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わりの 時点を指してい る(, つ まり｢ あげる+ の 場合 ､ ( A ) は｢ から+ で 示される出発点を表し､ そして

(B) は｢ に ･ -
+ で 示される到着点を表して いる｡ また基本的に｢あげる+ 動作の 前提条件になるの

は｢ A にある+ 脚臥 そしてあとに連想するの 枕｢ B にある+ 状態であるo 間にはもちろん｢あげる+ 動

作自体が入るo こU ) ように例えば ､
｢ 本を床からテ -･- -j ル に上 げる+ という文は ､ 次 図 2 のような構

追( 連想の 紳過) を示してい るく
J

( 図 2)

｢ 本+ チ
- プル ｢ テ

- ブ ル にある+

時間の 経過

｢妹 にある+ 床

>

｢轟) げる+ という動詞 は ､ 基本的に｢動作主+ と｢対象+ と｢ 到着点+ という三 つ の アクタントを要求して

いるが ､ ｢ 花火をあげる+ や｢布 団をあげる+ など場合によっ て到着点を示す必要はない ｡ そ の 理

由は
､
それぞれ の 文の 対象にある【, ｢ 花火+ や｢ 布団+ は ､ もちろん具体的に｢テ ー ブ ルの 上に+ も

あげることができるが ､
I-

-

般 的な社会の 常織 の 上で は ､
｢ 花火 は空中に+ そして｢布団は押入 に+

あげることは誰でもが知 っ て いる() そ のために到着点は ､ すで にそ の 意味 の中に含まれてい るの

で
､
述 べ る必 安がない く)

｢ 花火+ の ような対象は､ ｢あがる+ ために動作主の 力を要らない の で
､
｢ あ

げる+ の 動作主は必 ずしも力を用 い る訳ではない ことが分かる｡ こ の ほか｢ 凧をあげる+ の場合 ､

｢凧+ が空中にあがると､ 動作主は常にそのあがり具合を管理 し続けてい るo その ために進行形で

は ､
｢ 凧を空にあげてい る+ は( B) 時点に終わるが ､

｢ 凧をあげてい る+ は( B ) 時点のあとでも続い

てい る(, ｢ 布 団をあげる+ の場 合､ 布団をそのまま動かそうとすると､ 押入 に入 れること自体は､ 大

変難しい ｡ その ために動作の 前提 に｢布 団と掛け布団と枕をきれい に畳ん で+ という条件が考えら

れるo こ のような意味は ､
この 場合の ｢ あげる+ の 主要な意味になるので ､ 換愉表現1( m e t o n y ⅡIy)

と呼ぶ ことにする｡ 換聴衆現は ､

一

方では 本来的な意味｢ 持ち上 げる+ を保ちながらも､ 本来の意

味から想像された新しい 意味｢ 片づける+ を-l 一心 に意味を連想させる｡

次に ､
｢ 軍配を揚 げる+ と｢ 席をあげる+ の ように ､ 本来の ｢ あげる+ 意味が完全 に切り離されて考え

られるような例がある. もちろん この 場合も具体的な｢ 軍配をあげる+ と｢ 幕を挙げる+ の意味も可能

であるが
､
｢費そt 肺の 朝が帝をあげた+ というように実際の ｢ 幕を挙 げること+ と無関係 の例が多い o も

ともと｢ 幕を挙げて開演する+ という連想の つ ながりを侍 っ てい ただろうが ､ 幕の ないところでその昔

昧は
､ 連想される｢ 開演する > 始まる+ という意味だけを示 してい る｡ こ のような意味の変化は ､

比

愉表現( m e t a p h o r) と呼ぶことにする｡ こ の 場合 ､
｢ あげる+ の

-

般的に要求するアクタントの役割

は当然崩 れ ､
｢ 始まる+ と同じように格助詞｢ が+ は ､

｢ 対象+ を表している｡

時間の軸では連想 比 ヒ述の 通り意味の 変化をなして いるが ‥
L 述の ｢ 花火+ でも見られたように ､

L

‾-
･

般的に換愉は提愉( s y n e cd o ('h e ) と並 べ て ､ ( 捷喰は類 ⇔ 種 ･ 全体 ⇔ 一

文 など､ そ して換愉は原因⇔ 結果
･ 抽象 ⇔ 具象な

ど) さまざまな意味変化の パ タ
ー

ン を占め て いるが
､
ここで 重要なの は原因と結果の 間の 意味関係が残っ て い るか どうか という点で

ある
､, 対象a) 抽 象化などけ ､ 意味連鎖 の-

一 点として考えて い る(,
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ただ単に｢ 対象+ の交 掛 こよる微妙な意味の 変化もあるo ｢ 花火+ は 自分の 力であがるが ､ 自分の

意志であがる｢客+ や｢ 息子+ や｢ 芸者+ などの場合､ 到着点も人の社会的な役割によっ て複雑化
し､ 動作‾〕三との 人間 関係によ っ て｢ あげる+ の意味が｢案内する+ から｢行かせる+ までさまざまであ

る｡ しかし､ 基本的な意味変化の構造は変わらない ｡

鹿本的に｢あ げる+ は ､
｢ 具体的なもの+ を対象に指定してい るが ､ ｢具体物+ が高低差の 次元を

独占する諾っけではない o 抽象的な概念も｢商い+ と｢低 い+ で判断されるし､ そしてそれ に伴っ て上

下の変化も｢ あげる+ で 表現されるo では 空間的な移動は
､
どのように抽象的な移動 に変わるかと

いうと､ これはアクタントの 意味連鎖によるものと考えて いる｡ ｢あげる+ だけを取り上 げた意味はお

そらく変わらない ( 】 変わるの は ､ 対象の 移動の 可能な範囲である｡ つまり対象は ､ 空間的な次元

では具体物として存在しなくても､ ｢ あげる+ 動作の 意味は ､ 同じように想像の 中で理解される｡ た

だし､ 鹿本的な意味との接点が 切れた比愉 表現が適うo こ の ように､ ｢ あげる+ の 基本な意味は ､

次の匝 伽 )ような捕造で 表すことができるo 寅ん中における冬嗣句(アクタント) の変化は ､ も っとは

つきりした意味u ) 連鎖で 表す ベきであるが
､ 全ての 可能な名詞句の 関係を手短 に明かすの は難

しか っ たので ､ 代表的なヰ) のだけを記述することにした｡

(図 3)

時間の経過

時間の経過

時例の 経過

時間の経過

｢本+ テ ー ブル ｢テ
ー ブル にある+

｢床 にある+ (床)

I

A

I

I

｢花火+

B

I

( 空中)

>

｢ 爆発+ ｢ 喜ぶ+

｢ 準備する+ ( 地上)

A

I

I

｢客+

B

I

家 ｢家にいる+

｢ 客が 束る+ ( 玄関

A

I

I

｢ 温度+

B

( 高温) ｢寿糾 ､+

｢ 寒 い+ ( 低温 B

>

｢ 本+ ｢ 花火+ ｢
J

# + rfE.I
l
l)iE+ の 代わりには ､ それぞれ抽象的な意味概念｢ 具体物+ ｢ 自力の 具体物+

｢ 自意志〃) 具体物+ ｢ 地象物+ を書い てもい い が ､ より簡単に図形を理解するために ､ 具体的な名

詞を記入 した( ,
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上でも述 べ たように換聴衆現または 比 愉表現の場合､ 同じ穐額の ｢ 対象+ であ っ ても異なっ た連

想をおこす場合がある() 同じように｢到着点+ の変化も新しい連想を引き起こすことがある｡ この連

想される意味によっ て ､ 新たな換愉表現または比 愉表現が創造できる｡ こ の経過を次の図 4 の共

時的な横軸で表示する.
J

(図 4)

｢私 の所有+ < ｢ 私が持 つ + 私 /

/

｢ 本+

”桐 の 経過

フi
'

f >
/ /

/

｢ Ⅹ にある+ Ⅹ /

/
｢ 本…+

時間の 経過
｢
/

/

A
メ

/
/

仏卑/ i 仏にある+ , ｢仏の所有+
ンd

棚 / イ棚 にある+ > ｢ 放 っ ておく+
/

B >

>

いうまでヰ)ない が ､ 比愉表現の 対象と到着点は ､ ｢あげる+ の 基本 的な意味と同じである場合 ､ 唆

昧さが生じるの で
､
基本的な意味の 脚モが不可能な対象に集中してい る｡ 例えば､

｢ 物を仏壇に

あげる 場 合は ､ 連想される意味｢ 仏 に捧げる+ の ほうが強い が ､ 具体的な上昇の意味もまだ解釈

できるo そ U) ため に表現は｢ 換愉表現+ と言えると思うo しか し､ ｢ 捧 げる+ 意味だけが読みとれるた

めに
､ 到着点は ､ ｢ 仏+ そして 割 こ連想して｢ 人+ で 示さなけれ ばならない ｡ この 場合｢あばる+ の意

味は
､ 具体的な上 昇の意味がほとんど消え､ ( 図 5) のように対象も到着点も変えられる生産性の

高い 比愉表現に姿を変える｡

また
､
｢棚に上げる+ や｢ 幕を上 げる+ の ような

- 一

般的な生産性の低い( 慣用句的な) 比愉表現の

場合､ 連想によ っ て想像され た意味解釈｢放 っ ておく+ や｢ 始まる+ などは ､
｢ 棚に+ と偶 を+ の アク

タントとの 組み合わせだけで可能になる｡ そして結合するアクタントも連想される動作と同じもの に

なる｡ つ まり､ ( 図 5) のように｢ 放 っ て おく+ は｢ X が Y を+ で ､
｢ 始まる+ は｢ Ⅹが+ という文の パタ ー

ン に

なる
.) お そらく動詞u )連想される意味 臥 その意味の 同義語の意味構造に関連していると思う0

( 図 5)

-

A
l
I

A

A
.

- r

A ｢ l

｢ 仏壇] > ｢ にある+

:B

:B

｢棚+ > ｢ にある+

,P >

牽+ > ｢ 爆発 する+

B >

> A

ト - 壬A

｢私+
`

A : - ｢

ト
-

A
- ｢

1 0 7

｢ 仏壇+ > ｢ 所有+

B

｢ 君

>

:B
- >

｢ 棚+ > ｢放 っ て おく+

B >

棚削 > ｢ 放 っ ておく+

B >



この ように底本的な動作の抽 象化 は 上 下の 軸に記され
､ 意味の連想は 平面の軸で表される. そ

して連想され た意味 の抽象化はまた右 の上 下の 軸で表現されて いる｡ 以 下は｢ あげる+ の意味を

実際の 例文を通して -
1

-

･ 述 のような意味の 分類をするo 問題 は多くあるが ､ このような意味関係 の

構造を明らか にしない 限り単語 の 見 脚勺な意味 の 対照は難しい ｡
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第2 節 ｢ あげる+ の 意味構造

(1) 対象が具体物

ここで記述する｢ あげる+ の意 脚揮造は ､ 上に述 べ た対象と到着点の 抽象化(意味連鎖) と動作か

らの連想の 同
r

ji{1ヒ( 換愉 ･ 比愉) に基づ い て 考えたもの であるu 上述の 対象の意味連鎖による基

本的な上 下の 軸を 心
-

ス にして､ ( 1) ｢ 対象は具体物+ である場合と(2) ｢ 対象は自分の意志で動
く者+ の場合と(3) ｢対象は抽象的なもの+ の場合と､ 三 つ に大きく分けた｡ それぞれの 三 つ のグル

ー プをまた､ ( 1 ･ 1) ｢ 鹿本 的な 上 凱 や(1 ･ 2) ｢ 到 着点が比 較的遠い+ や(1 . 3) ｢ 水から陸 - の 方

向+ などu) ように対象の 移動範囲によ っ て更に細かく分類した o こ の 細か い 分類の 中では ､ 割こ

(1 ･1 ･ 1) ｢ 鹿本的な-1 渦 の 換愉表 軌 や(1 ･ 1 ･2) ｢ 基本的な上 昇の 比愉表現+ や(1 .1 .3) ｢ 基本的

な上 昇の 生産件 の高い 比聴衆現+ などに分類したo

( 1 .1) 鹿本的な J:.fI ･

最初に扱う例文は
､ 最も基本 になっ てい る具体物を対象にもち､ ｢場所 にある+ という基本的な意

味を連想させるり これらの例文では､ 手で運ばれるものであっても道具を使わなければならなくて

も､ す べ ての 対象は決まっ た特定の 動き方をしない ｡ つ まり動作の到着点は ､ 対象によっ て決まら

ない の で ､
-- 一 般的に 表示されなけれ ばならない ｡ 例えば次の例 文は ､

この ような対象と到着点の

関係を見せている｡

( 1) 棚に箱を上げる｡ (研)

( 2) こu) にもつ を棚 に上げてください o ( 文)

(3) 花瓶をピアノの 上に上 げる｡ (小)

(4) 石 を頗より上に
,
卜げる｡ ( 小)

これらの 例文 の対象｢ 箱 ･ 荷物 ･ 花瓶 ･

石+ は ､ す べ て特定の 到着点を連想 し要求しない ので ､ 到

着点が示され ていない 場合､
｢ 持ち上げる+ という意味の解釈しかあり得ない o 例えば次ぎの例文

は ､ こ の ような｢ 持ち 卜げる+ 意味を表して いると解釈できる(,

(5) 彼は 1 0 0 キロ U) バ ー ー ベ ル を上 げた｡ (小)

( 6) ｢ これ でしょう? + とウイスキ ー の びんを上げて女 rl] は首を傾けた ｡ ( 暗夜行路 ･ 前 8 5)

( 7) 彼は
､
ただ機械 の如く滞身の 力を入 れて

､ 槌を挙 げ､ 滞身 の 力を以 っ て
､

之 を振り降ろした ｡ ( 恩讐の彼方に 7 9)

( 8) 鞭をあげて
､ 光秀は小 鮒 こ訊いた ｡ ( オ ー ル 読物 1 95 6 年 1 月 1 00)

最後の 二 つ の 例文 は ､
｢ 打 つ+ という決ま っ た動きをする場合が多い の で ､ 換愉表現としても考え

られるが
､
｢ ビ ン+ と｢ バ ー ベ ル+ の例 に非常 に似てい るの で ､ 同じグル ー プにしたo

(1 . 1 . 1) 基本的な 卜昇の換愉表現
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換喰表現では ､ 具体物が ｢あ がる+ に連れ
､

-

般 的な｢ 上にある+ とし?う連想とは別の 連想が引き

起こされるu つ まり､ 実際のr G , がる+ 動作も現実には行われるが
､ 解釈される意味の 重点は ､ あが

つた後に起きる連想にあるo これらの 例で は ､ 対象は常 に決ま っ た動きをしているので ､ 原則とし

て到着点 托不 要である
口 到着点をふ つうの 連想される場所とは異なっ たもの にすると､ 換愉表現

は( 1 ･ 1) でホされた.--
一

般的な用法として舶釈される｡

(1) 彼は帽子 をちょ っとJ 二げて
､ 婦人 にあいさつ した. (小)

(2) 無 言のまま､ ちょっと帽 子をあげた｡ (トルストイ)

これらの例 文は､ 羊をあげる動 作が伴うので ､ (1 ･4) ｢ 対象が動作主につ なが っ ている場合+ に分

類されることも考えられるが ､ ｢帽 子+ は｢ 箱 ･ 鞭+ などと同じような物体であるの で ､ ( 1 . 1) の換愉表

現に加えた() これらの 例文は ､ ｢ 鞭をあげる+ と同じタイプ であるが ､ ｢ 帽子を上げる+ はさらに別の
｢擦拶する+ という意味を連想させ るo 同じように次の ｢ 杯+ (3 - 5) の場 合､ ｢ 乾杯する･ 飲 む+ という

意味が連想されるo また｢ 軌 (6) の場合､
｢ 運ぶ ･ 干す+という意味が連想されると考えられる.

(3) 宗槻はさかずきをあげた
() ( B)

( 4) 先生は笑 って杯を上げた｡ ( こころ)

(5) ｢ 御‖仙たう+ と云 つ て ､ 先生が私の ために杯を上 げて呉れた｡ ( こころ 8 8)

(6) 堤をあげて
'

T
･

すo ( 大)

+二述の例 文は全て連想された意味を中心 に表してい るが
､ 前提になる動作も同じように換愉表

現に数えて いるo 次の 文 机 前擬になる動作も含まれてい ると考えられる｡ 最初の(7) から(1 0) ま

での例文 は ､ ｢片づける+ という類題語に相当するが ､ その 意味は ､ ｢布団+ などをあげる前の｢ 後

かたづけ+ も含まれてい るの で ､ このような意味になっ て いる｡ また､ (l l) と( 1 2) の例文の場合､
建

物を完成するという連想の 意味を表してい るが
､ 完成する前の 段階､ つまり建物の 立てる最中の

意味も含まれていると考えられる(,

(7) 布団をあげる{ , ( 大)

(8) 床 を上 げる｡ ( 小)

(9) 噺家のものが床を揚げる時 ､ 誤 っ て 上から踏み毅してしまっ た｡ (硝子戸の 中)

( 1 0) 母が 止める0) も開かずに ､ とうとう床を上げさっ て仕舞 つ た(, (こころ 8 8)

( l l) 棟をあげる., (岩)

(1 2) 一
一

般に小Jj
=

主を組み 上げて棟木を1 二げるとき｡ ( 平凡 百科 2)

次の 例文(1 3) と( 1 4) の ように ､ 基本的な連想 ト にある+ の 換愉表現も可能である｡ この 場合､ 本

来の ｢ あげる+ 動作はすで に終 わ っ て ､ 連想される状態 ト にある+ だけが有効になっ てい る｡ そ の

ために主語としてあり得るもの は ､ 全て 状態の 場所である｡ 本来の 意味が終わ っ てい るの で ､ 比

愉表現 ではないかという疑問も起きるだろうが ､ 本 束の意味が終わっ てもその影響がまだ続い て

いるの で
､ 換喰表現であると考えられる｡

( 1 3) 帆 1 店 描と奮家を番い た肴板をあげてい る古本屋 - 米た｡ (暗夜行路 ･ 前2 6 5)

( 1 4) 柳 ､ 精勤小舎があ ゲ ⊂､ 毒 々 しいチ ャンバ ラもの の絵看板があげてある｡ ( むらぎも 17 5)

次の例 文でも｢ あげる+ 動作 の 本来的な意味が残 っ てい るから､ 換愉表現と断定することができる｡
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しかし､ これらの 例文u) 到着点を場所で はなく
､ 意志の あるもの に入 れ変えると､ 連想される動作

は完全に(1 ･ 1 ･ 3) のように｢相 手のもの にする+ という意味の生産件 の高い 比愉表現になる｡ しかし､

以下の 例で は ､
｢ 神に与- える+ という連想 的な意味が含まれて い ても､ 本来の 意味も同時に解釈

できる,ユ

(1 5) お盛にお花をあげるr
, ( 大)

(1 6) 祭壇にろうそくをあげる( , (小)

(1 7) 僕の杏を上 捌E を上げ水を往いでから
､ 前に蝉つ て心の ゆくまで拝んだ｡

(野菊の墓 5 3)

( 18) 燈明をあげ､ 肩衣をつ け､ 歎輿抄に類したもの を唱したo (伸子 ･ 上 1 6 9)

(1 9) 政は 立 っ た次 利 こ花を切斬っ て仏 胤 こ捧げて下さい ｡ (野菊の墓 1 0)

(1 .1 . 2) 底本的な 卜外の 比愉 表現

換愉表現では 本来の｢ あげる+ の-,& '.妹がまだ含まれて い たの に対し､ 以下の 比愉表現では｢あげ

る+ の本来的な意味はもう残 っ ていない o 曲型 的な比 愉表現の意味は､ ｢凌, げる+ と特定の アクタ
ントとの 組み 食わせ によ っ て連想された意味であるo その ために比 愉表現 臥 たい てい の場合､

慣用句の ように4 :･j宅怖 が非常に低 い o というよりもそれぞれの組 み合わせ は､ 比愉的に(連想さ

れた) 別の 動詞の代わりに使われているだけである() 以下はその例文である｡

( 1) 槍玉 にあげる【, ( 新) > 犠牲 にする

(2) こ の適中は 口をそろえて
､
ジ ェリヤン の坊主くさいところを槍玉にあげた｡ (スタンダ ー ル)

(3) 軌支PJせ槍玉に挙げて ､ 凡そ残虐の 限りを尽くした家光が (青銅の基督 5)

(4) 菓子は ､ 自分の ことは棚に上げておいて ､ 激しく事務長を憎ん だ｡ (或る女 ･ 前 1 6 2)

(5) レ ッヅの 場合 臥 新鋭が思い がけずに兜首をあげるの ではない かと見られてい るo

(野球界 1 9 5 6 年 1 0 月 1 5 7)

( 6) 吾妻橋で 文七を助けるところの掃 - から遥ふ ()

…

扇朝師匠のために精々 これが 味噌

をあげた奴さ(〕 ( 末枯 5 7)

(7) 軍配をあげる(〕 ( 新) > 勝利を示 す

(8) 争い は尾崎に軍配を挙げる｡) ( B)

(1 .1 . 3) 鹿本的な 卜昇の 生産性 の 高い 比 愉表現

‾一

般的に比愉 表現は ､
ある--- 一 定 の アクタントの 組み合わ せと結 び つ いてから､ 別の 意味に転じる

が
､
ときにはそ のアクタントは非常に生産性が 良く､

一

定 のアクタントの意味範噴を占めるようにな

るo 次の ( 1 . 1 . 3 . 1) と( 1 . 1 .3 . 2) は意味的に同じであると考えられるが ､ ここでは便宜 上別々 に下位

分類した【) また
､
これらの 例は(1 . 1 . 1) における｢ 仏壇 にあげる+ などの換愉表現と直接関係してい

る( ) そ の 代わり
､ ( 1 . 1 .3 . 3) と( 1 . 1 . 3 .4) の ような例文は ､ 生産惟が高いとしても換愉表現との 関連を

示すことができない
｡
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( 1 .1 .
3 . 1) ｢ 神 に捧げること+ を連想させる比愉表現

前述の｢ 仏 胤 こあげる+ の 場合も､
｢仏+ が連想されたが

､ その 場合の 到着点は ､ は っきり意志をも
つ 対象を表してい ない の で

､ 換愉表現と判断したo しかし､ 神や寺などはこの場合場所を表さな

い ので
､ 意志を持 つ 到着点を連想させる. そのために 懐 げる+ の意味は

､
｢ 与える+ 意味につ なが

るo また例 文(4) のように対象が､ は っきりと与えるための 物である場合 ､ 到着点は必要ではない ｡

(1) 神( 金の 神) ･ お線香をあげるのを忘れるんじやない ぞ｡ けあヘンリ)

(2) 神 仏にあげる() (研)

(3) 文吉は持 っ て い ただけの銭を皆お初穂 に上げた｡ ( 護持院原の 敵討)

(4) お寒銭(サイセン) をあげるo (k
l

:I)

(5) その 前に三 春兵 u) - 一

人 は必ず血 祭りにあげてみ せると( 落城 13)

最後の 例文(5) の場合､ ｢神 に与える+ という意味の 比愉表現がさらに別の｢ 犠牲にする+ という意

味の 比l 剛勺な月怯 を示して い るo こ の ためにい っ たん連想 によっ て引き起こされた別の 意味は ､

さらに別(ノ) 意味にも変わることがあると考えられる｡

( 1 . 1 . 3 . 2) ｢ 人に与一えること+ を連想させる比愉表現

到着点杜人である場合､ ｢ あげる+ の 本来的な意味は ､
ますます薄くなり､ ｢ 与える+ 意味の生産性

の高い比 愉表現 に連想される｡ こ の 用法 の場合､ 本研 究で扱うほとんどの辞書と研究が｢神 にあ

げる+ のr 5L 持ち的 に上にあるもの に+ という意味として解釈するが ､
｢ 君にあげる+ というように敬語

でない 普通形 ｢ 君に+ という例も多く見られるので ､ (1 . 1
.3 . 1) の意味からさらに離れてい るので は

ない かと思う()

(1) あとで 手紙をあげます() ( 文)

(2) こ の本を常に上 げよう｡ ( 研)

(3) お 好きならあなたにあげましょう( ) ( 文)

( 4) 宗近さん に上げる時には私から上げます ｡ ( 虞美人草)

(5) タ - ー

ニ ヤ ､ さあ､ お みや げをあげるよ !
【) (トルストイ)

(6) 一
'

･ T
･

f
ll だけ,]) 食をあげるというの だ

, (暗夜行路 ･ 前 2 03)

( 7) こんな所だから とげるもの がなくっ て 困ります｡ その代り明 F] あたりは御馳走 -

. ( 門)

(8) ああ
､
風邪だと想う( ) 薬をあげる() ( 立原 正秋)

(9) ] r の所 - 餐 / ･ をJ ･

_ げた い気は充分にあるの ですが､ ( 暗夜行路
･ 前 7 2)

( 1 0) わたしu) ところu ) a))1T : 司祭 の職をきみ にあげるし､ 0 ( スタンダ
ー

ル)

(l l) 返事をとげなければ折まない 資力に対して ､ ( こころ 1 5 0)

( 1 .1 . 3 .2 . 1) 動作を与える｢ 肋動詞+ の場合

｢ものを与える+ 意味で の 新しい 触窒1Jt o ) 高 い 表現は ､ 対象の 範噛も越え ､ 動作を｢あげる+ ことが

できるようになっ たと考えられる(〕 この ような動詞は
､
複合語とは異なっ て､ (2) の ように｢物を買うこ
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とをしてあげる+ という意味あるい は上 述と同じような意味 の｢ものを買っ てからあげる+ の 二 面性 を

持つ ｢助動詞+ であるo つ まり｢あげる+ そ のヰ) の の 意味が保ちながらも､ 対象は｢ 文全体+ を含まれ
か 動作+ になるt , そ の 代わり複合語の 場骨

､
｢あげる+ の意味が含まれて いても､ 別の 動詞と合併

するので ､ 複合される動詞の 意味の ほうが 中心 になる｡

( 1) 手伝 っ てあ8ブよう() ( 研)

(2) 切符を買 っ てあげようく) (研)

(3) その おばあさん に羊を貸して バ スから降ろしてあげた｡ (研)

(4) 年脊りに壮親 切にしてあげなさい ｡ (研)

( 5) 代わりに行っ てあげよう(, ( 小)

(6) わからなければ教えてあげます- ) ( 文)

(7) 見てあげるu ( 新)

(8) 教えてあげるo (H
J

=

(9) 本を増してあげる‖ (大)

( 1 0) 家まで 送っ てあげます(, ( 大)

( l l) い い額縁を買 っ て来て
､ おくみさん の 部屋 - かけて上 げようね ｡ (桑の実 84)

( 1 ･1 ･3 ･ 2 ･ 2) ｢ あげる+ から転じた｢ 丁寧+ の意味の｢複合動詞+

上にも述 べ たように複合語は ､ ｢ あげる+ とは別扱い をするべ きだが ､ 複合動詞の 意味はどのよう

に元の｢あげる+ の 意味に つ なが っ てい るかを理解するため に
､ 下位分類として扱うことにした｡ こ

こでの ト 鴻 げる+ は ､
｢ 与える+ が動作∃三の 人 称を限定する意味(

一

人称) と相手に対する丁寧さ

の意味( 敬語) を別の 動詞 に付け加える()

(1) お銘前はよく存じあげておりますく, ( 文)

(2) 願 い あげます ｡ ( 節)

(3) 申しあげる
【) ( 大)

( 4) ここでお 待ち申し上げます ｡ ( 文)

(5) 存じあげる() ( 大)

(1 . 1 . 3 .3)
.

7Jl] で禿る俊介

最初 の( 1 . 1) ｢.基本的な じ昇+ の 場合､
具体物の 対象 は

一 一

般的に到着点を要求して いたo また到

着点 のない場 命 ､
｢ ビ ン+ と｢ バ ー ベ ル+ のような個体である物体が対象だ っ た｡ ｢ 油であげる+ 比 愉

的な表現の 場命､ 対象は｢ 天 ぶ ら+ の ような料兜や｢ 野菜+ の ような食 べ 物や｢魚+ のような食材な

どのょうに｢ 個体+ で 杜ない の で ､ 到着点が表示されない 限り｢あげる+ は比 愉的な｢ フライにする+

意味を表してい る
( )
ただし｢ 魚+ や ｢ 芋+ などの 場合 ､ 個体としての解釈も可能であるo また

一

般的

な社会の 常識の 小で ｢ レタス+ や｢ 納 豆+ ねどD) ような｢ 油 であげられない+ 食材との 区別も配慮しな

ければならない
u
こ のような食材あるい は靴などの個体物も､ もちろん｢ フライにする+ ことが できる

が
､ そ 〃) 場合 ｢ フ ライにする+ ことを強調するため に ､ 文脈 の 巾 で道具｢ フ ライパ ン で+ または方 法
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｢
1

7rll で+ を明確 に示さなけれ ばならない
r,
いくつ か の秤嘗では ､ ｢ 細から持ち上 げる+ という意味が ､

この表現の去 紺 1勺な意味とされてい るが
､
こ のような意味に当たる換愉表 現は見あたらなか っ た.

( 1) 野菜をサラダ洲で揚げる｡ (研)

(2) エ ビ( 負) を揚げる〔J ( 小)

(3) カツ レ ツをあげる｡ ( 文)

(4) 天 ぶらをあげる【, (節)

(5) ニ ン ジン をあげる(, ( 新)

( 6) べ -
-

コ ンを執ずるためフライパ ン をス ト づ の 上 - かける音を聞き｡ ( シリト)

( 7) 東豆 の 洲であげたやうなのを頓に詰めたのと､ ( 桑の 実 9 6)

(1 . 1 . 3 .4) 物の 完成を連想させる比 愉表現

この)
=

f 他 の換愉 表現ヰ) 見あたらなカ､ つ たが ､ 例文( 1) や(2) などでも分かるように
､
｢ 具体的なもの

をあげる+ ことがこの比愉 表現 の原 点にな っ て いることが考えられる｡ その ために
､
｢ 物ができたら

机 ･ 人などの 場所にあげる+ という表現からさらに派生してきたと推測できるo い ずれに せよ､ 比 愉

的に｢ 物が完成する+ という意味が表されると
､ も っと抽象的な意味の｢ 作品+ や｢仕事+ や｢動作+

なども表琴且できるようになる
(, また ､ 例 文(7) の ように｢仕 事を完 了する+ 意味からさらに｢仕事を辞

める+ という意味が連想されたと考えられるが
､
は っきり証明することが不可能である｡

( 1) ピ アノソナタを 1 1h あげた
o ( 文)

(2) ドレ スij:I
, 那 川

一に上 げますo ( 小)

(3) 早撮り映 郎 ) ､ 手早くあげる作品を(笑 の泉 1 95 6 年 1 2 月 1 9 1)

(4) こ の什事を中 州 こ 上げるようにする(J ( 小)

(5) こ の仕 軌ま今夜中にあげなければならない ｡ (岩)

( 6) a の 字も知らぬと云ふ者 があれば
､ 第

- 一

読本を少 しや つ たと云ふ者 ､ 第二読本をあげた

という者もある( , (塩 川の記 ･ 上 2 0 5)

(7) リー ー ダ ー

をあげる( 終える) く, ( 新)

( 1 . 1 .3 . 4 . 1) ｢ 終わらせる+ あるい はほか の意味から更に比 愉表現に変わ ったもの

この用法は
､
おそらく｢ 完 了する+ という意味からさらに｢行う+ という意味を連想させたものであろう｡

しかし
､ は っ きりした｢ 完 了+ またはほか の用 法との 関連は見あたらなか っ た

｡

( 1) 来f 摘 .
A- 婚式をあげます. ( 文)

(2) 教会で結婚式をあげるu ( 大)

(3) 十年前に式を挙げた女と今初めて式を挙げようとして いる｡ ( B)

(4) 祝言をあげる(, ( 人)

(5) 咋 束u) 希号室であ つ た糸,!.
･

-

b昏すら
､
不安 のうちに式を挙げたとい - ば ( こころ 2 2 7)

( 1 . 1 .3 .4 . 2) ある金軸内におさめる場介
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この川法 は , おそらく上 述 の物 の 完成を連想させる比 愉表現から 割 こ連想を続け､ 特定 の金額
で済ます意味に転じた比 愉表 現であるし - ヒ述の 例文(2 - 4) などのように｢物を完成する+ 場合､ 費
用は｢ 剛 で+ と表示することができるo そこで 以下の 例文(1) と( 2) のようにもともとの 対象｢ 披露
寡+ は意味的 に｢費川+ と関連づけられ

､
文全体の意味が費用に重点を置い た｡

( 1) 披露 宴の 鮒j は 1 人あたり 3 )j 円で上げてもらいたい ｡ ( 研)

(2) 生活費はできるだけやすくあげたいと思い ます ｡ ( 文)

(3) 費川を安くあげる( , (岩=

( 4) 総街 - : T
･

ガ 円であげる(, ( 人)

(1 ･ 1
･
3 ･ 4 ･3) 物の 完成を連想させる比愉 表現からの複合動詞

上述の｢ 申し上げるJ f L
L

どの 場合と同じように､ ト 鴻 げる+ のこの用法も､ 別 の動詞 に｢完了+ という
要素を付け加 えるだけの 意味を表している, ,

( 1) この 本を昨夜読みあげた(, ( 小)

(2) 賊を縛りあげたo ( 小)

(3) 練りあげる., (節)

(4) ビカピカに磨きあげる｡ ( 大)

(5) 鍛えあげた体() ( 大)

( 6) 論又を塞きあげる｡ ( 大)

(7) ---
一

週間で編みあげるo ( 大)

( 1 ･2) 到着点が遠い 場合の基本的な 上昇

次の例文 では ､ 動作の到着点は ､
かけ離れた場所にあるの で ､ 動作主の 移動は ｢あげる+ 意味に

含まれて い るo 基本的 にこの月怯 臥 最初の( 1 ･ 1) の｢ 基本的な上昇+ と変わらない が ､ 対照を行
う際に移動 の 範 囲が 限定される場合があるの で ､ 別の 項 目で扱うことにした｡ この 意味はふ だん

別の 動詞｢ 侍 っ ていく+ や｢ 運ぶ+ などで表現されてい るの で
､
基本 的に｢あげる+ も動作 主の移動

を制限してい るo しかし､ 以 下の 例文は
､ 辞 割 こ存在したの で ､ は っきりした制限がないと判断で

きる(,

( 1) 本を2 階に上 げる｡ ( 小)

(2) たんすを二 階にあげる
L , ( 大)

(1 ･3) 基本的に｢水から地面 - + と移動する場今

この川法もまた基本的な上舛(1 . 1) とほとんど変わらない ｡ また上述と同じように｢ 海から陸にあげ
る+ 場合ヰ) ､ 動作 i ･; a) 移動 は hT 能である( , 最 抑 ) 例文( 1) は ､ 基本的な意味とまっ たく同じである

が
､ ( 2) から(5) まで の 例又は移動が意味に含まれて い るo

( 1) そうめん はゆでて水にさらし､ ザ ル にあげて
( )( 主婦と生 活 1 95 6 年 3 月 3 8 7)

(2) 荷物を陸にあげる
u (研)

1 1 5



(3) これらの箱はすぐに陸 に揚げる必 要がある｡ ( 小)

(4) 如から荷をあげる( , ( 大)

(5) 角川ま瀬音み荷を揚げると､ すぐに粘をけ忙 ｡ ( 文)

｢荷物+ や ｢ 軌 などの ようなもの は ､
--

-

般的 にどこにでも上 げることができるの で
､
｢ 陸に+ という到

着点あるい は ｢ 船か ら+ という[l
J

f 雅点を表示しなければならない
- ,
しかし､ 次の( 6) 以降の例の 場合､

- 般 の 社会常織の FP で怖か らあげるヰ' o) なので
､ 出発点あるい は到着点を表示する必要がな

い｡

(6) ハ ゼを･=･-･
･

束( い っ そく) 上 げる,, ( 研)

(7) 網をあげる‥ ( 大)

(8) 鋪を--1二げたり､ 卜したりする度に ､ ( 蟹工船 1 0)

(9) 金魚 札 よわ い o 水からちょいちょい 上げて行くんじや ､ もたないや ｡

( 婦人倶楽部 1 95 6 年 7 月 71)

(1 0) 永l 什氏は ∴ 環七 百 匁の寒鯛と九 百匁の石鯛をあげたの みで殆んど全員があぶれた｡

仲 央公給 1 9 53 年 8 月 2 0 8)

( 1 . 4) 対象が動作上とつ なが っ てい る場合

この グル ー
ー

プ 札 また鹿本的な上昇とほぼ同じであるが ､ 個別の 物の 動きと区別するため に如の

項目を立てることにした｡ 以下 の例文で は ､ それぞれの例 文の動作主と対象が つ ながって いるこ

とによ っ て対象の 動きは制限されてい る(〕 こ のために到着点は常に決まっ ている｡ こ の場合の到

着点は ､ ( 1 ･ 1) の ｢ 基本的な上 昇+ における｢到着点が表示されなか っ た例+ と同じであるo
一

般的

に連想される到着点と異なっ た場合 ､
｢ 基本的な上 昇+ と同じように到着点を表示 しなければなら

ない (,

(1) 窓辺 - 近づき､ カ
ー -

テ ンをあげると､ 0 (トルストイ)

(2) 青年 ば宮の お顔が見たくて ､ そ っと格子を上 げる｡ 佃 辺 聖子)

(3) 校良は椅子を離れてガラス の戸を上げた｡ ( 破戒 7 8)

( 4) コ -
ー

ドレ ス を肩に挟みながら､ ジ ー ンズのジッパ
- を上 げるo ( 汽車 ･ 酒)

(5) それをだしてきた
､
卜衣 の 前をあげて腹 のところに納めたが ､ ( 真空地帯 ･ 上 1 3 5)

( 6) 丸常に結 つ たり教師らしい地味な束髪に上 げたりしてゐる｡ ( 或る女 ･ 前 8 0)

-
l二述 の 例の対象は ､ 具体的に動作 主とつ なが っ てい たが ､ 以 下の 例文で は､ 対象 は道具を通し

て(顔)
､
あるい は気持ちによ っ て( 花火) 間接的に動作 主とつ なが っ ている｡ この場合 ､ 対象は例

文(7 - 9) の ように必ずしも動作:･f _ の 力によ っ て で はなく､ 例 文( 1 0 - 1 3) のように動作主の 意志であ

がるの である() この 場今 ､ 対象は日ノJ で 上がる( 1 0 - l l) ､ あ るい は( 1 . 6) と同じように自然的に上が

る( 1 2 - 1 3) と考えられる
o
この はか

､ 例文( l l) ｢ アドバ ル
ー ー

ン をあげる+ は ､ 比喰表現としても使用

されて い るL, そU ) 場合 の連想は ､
｢ アピ

ー ー

ル する+ という意味であるo

(7) 茄をあげる
. ) ( 釈)

(8) するすると旗を執ずるL, ( 小)
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(9) 国旗をあげるo ( 節)

(1 0) 原 っ ぱでたこをあげる(, ( 大)

(l l) アドパ ル
- - ンをあげる

D ( 新)

(1 2) 花火を扱げる( , ( 小)

(1 3) 町 はlfl
-

にな っ た の で ､ 花火を掛ブてお い わい をした
. ( 文)

(1 A .1) 動作:,i三とつ なが っ て いる対象の比愉表現

これらの例 文は ､
上述 の例文と同じように基本的な上 昇の 下位分類に入れることができるが ､ フィ

ンランド語との 対照を考えて別 の項 目を立てることにした｡ ただし, 上述の例文の中で両方 の要素

が含まれて いるので ､ は っきりした区別 は難しい ｡ 特 に以 下の 例文(2) は ､ 上述の 用法からの 比

愉表現である( ) そ の代わり例 文(1) は ､
｢ バ ー ベ ル+ をあげるのと同じ基本的な上昇の比愉表現 で

あろう｡

( 1) 夏婚= 州】学校 で-･･J･･
･

旗挙 げんヰ) のと近藤舞子に赴くが ､ ( 明星 1 95 6 年1 1 月 2 0 4)

(2) 熱肪の 刷が ､ 蘇をあげるやうに ､ するすると明け放れるの を( 野火 67)

(1 .5) 動作ートの部分である対象

この)R 法の 場合､ 対象は動作 主の
-

--･ 郎であるの で ‥ ヒ述と同じように動きが限られて いる｡ 基本

的にこの用法の 意味は ､
｢ 基本的上 昇+と変わらないが ､ 動作主と対象の関係が特別であるので

､

別 の 項目 を立 てる必 繋があると考えた . 例えば､ ｢ 手をあげる+ は ､ ｢ テ - プ ル に+ と到着点を表示

することも可能 であるが ､
-- 一 般 的に ｢ 手 をあげる+ は｢ ま っ すぐ上 に+ を連想させ るo また｢ 目+ や

｢頭+ をあげる場合 ､
｢見る+ という意味の連想もよく起きるが ､ 換愉表現と区別するために ､ 例文の

中で｢ 目 ･ 頭+ を上 げたあとに｢ 見る+ などの 動詞が表示された(1 4) などの場合 ､ 換愉表現ではな

いと判断した() ｢ 見る+ が連想される場合 ､ わざわざ動作を述 べ る必要がないからである｡

(1) 賛成の 人は羊を挙げ で下さい ｡ ( 小)

(2) 後ろで 手を挙げろという声がした｡ ( 小)

(3) 先生に質問したか っ たら手を挙げてからするの ですよ｡ ( 那)

(4) T = をあげてあいさつ をした( , ( 文)

(5) 拳固をあげて ､ 自分の頭 を力まか せに撲りつ けた｡ ( 多情仏心 ･ 前 28 9)

(6) そ の ひと杜指を-一
一

本あげてしづか にそれをおろしました｡ ( 銀河鉄道の夜 3 1 8)

( 7) 二l!u f
A

llS は肩を拭から L
-

_ げて
､ I , ( 三L)q 郎)

(8) 維 夫艮が薪を脇にはさんで ､ 片肩を上げた窮屈な恰好 で ､ ( 蟹 工船 6 5)

(9) 婦人は背後 - 高 々 と旺を上げて向う - 飛んだ｡, ( 高野聖 3 7)

( 1 0) 自耳はそれを見JL
-

_ げて いたが ､ ヰ)う下から吠えるようなことはせず尻尾を上に 上げて

イ‖円鴨 なか っ たJ:うにr)l 揚げて行 っ た｡ ( 小説新潮 1 95 6 年 8 月 3 02)

(l l) 腿( モモ) をあげる働きがある｡ ( 平)
､い珊ト2)

( 1 2) 時岸 -
一

等兵は--
1 寸薄い 層 の右端をあげ ､ (真 空地帯 ･ 上 6 8)
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(1 3)

(1 4)

( 1 5)

(1 6)

文 ノ鳥は慣を上げた
`, ( 文 ノ島)

頭 を少 々 僅から上げて見ると ‥ , ( 吾輩は猫である)

ほりながらときどき
､ 頭 をあげて ､ 左右に気をくぼっ たが

､ (寅空地 掛 8 6)

向うで鎌首を上 げたと思ふと草をさらさらと渡っ た ｡ ( 高野聖 2 0)

(1 7) 女は ､ 顔をおむ つ からあげることもなく､ ｡ ( B)

(1 8) 新聞から目を上 げて窓 の外を見た｡ (研)

(1 9) 私は不 剛艮をl二げてl
=

[･ 所に立 っ てゐるK を見ました｡ ( こころ 2 4 7)

(2 0) 目をあげて仲 平を見つ める(, ( 火)

(2 1) 木村はふと顔を上げてしげしげと薬子 を見た｡ (或る女･ 前 2 2 1)

( 22) 事務竜で週番‾‾卜ヒ官の 調査 がはじまっ たが
､ 安西はは い っという言葉を繰返しては

II U).
Iミを1

･

_ の 方にあげた
{, ( 寒空地帯 ･ 上 21 0

-

2 1 1)

(1 .5 .1) 対象が動作主の- 一

部分である場合の 換愉表現

最初の( 1) から(4) まで の例文 は
､
全て｢見る+ ことを連想させる｡ 基本的に上述の｢ 日をあげて人

を見る+ の例 文も同じであるが ､ こ の場合で は｢ 見る+ 動詞は加わらない ｡ つ まり､ ｢ 目をあげる+ だ

けで｢ 見る+ ことも連想される｡ この 用法か らさらに発 展したもの は ､
｢ 目+ に類する｢ 視線+ を使 っ た

例文(5) と( 6) である｡ そ の 次 の例文(7) と( 8) では
､
｢ 腰+ や｢ お尻+ をあげることは｢ 立 っ + ことまた

は｢ 動く+ ことを連想させるo そして最後 の 例文(9) は ､ 実は体の
- 一

部分であるの に ､ 動作主の
-

部ではない の で
､ ( 1 . 1) の｢ 基本的な上昇+ の換愉表現 に属し

､

.｢殺す+ 意味を連想させる｡ ここで

取り上げた矧土旧
､
全体的に対象の違いが 分かるためであるo

( 1) 顔をあげると塁局 子はもう笑い ではなか っ た｡ ( B)

(2) 1ヾばかり見てい ない で ､ 顔を上 げなさい ｡ ( 文)

(3) 遠くのl 川 こ向か っ て目をあげた｡ ( 小)

( 4) わたしは彼女のほう - 目をあげた｡ ( ゾッド)

(5) だれだろう｡ と思 っ てひょいと視線をあげると､ 0 ( B)

(6) 新治と水夫は訊ねる視線を上 げた(〕(潮騒 1 4 4)

(7) び っくりして腰をあげる〔) ( B)

(8) 男はもとより尻を上 げるの は厭である｡ (虞美人 草)

(9) 漢 軍之を追撃して虜主を挙げること数千( ) ( 李陵 1 58)

(1 .5
.
2) 対象が動作F _ の･-一

一 部である場合の比 愉表現

次u.) 例 文は ､
実際u ) 休の -

一

部分の 上 昇から離れて ､ 完全 に別 の意味と結び つ い たもの である｡

例えば最初の 例文(1) は ､
｢ 手をあげる+ ことから｢ 降伏 の印+ という意味を連想させる｡ また例 文

(2) では
､ 同じ｢ 手をあげる+ は｢ に対して+ という対象をもっ てい る場合 ､

｢ 宇を下ろす+ > ｢ 殴る+ >

｢暴力を振る+ という連想を引き起こてきたと考えられる(, しかし､ 以下の 例 文は ､ 基本的な意味と

無関係とは 言えないし､ また基本的な意味とは別の 意味を表してい ることも証明できるの で ､ 換喰
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表現も比愉表現も連想することができる(,

(1) 羊をあげる( , (新) > お手上げ

(2) 父 は ､ 療病を起して 馴 こ手を+ 二げることもあっ た｡ (ち) 暴力を振る

(3) 根 は愛妻家などで決 して直接手を上 げる様な事はなく､ ( 文芸春秋 19 53 年 1 0 月 23 2)

(4) 腕をあげるu ( 大)

(5) ｢ 煉ゆる情炎+ 以 束 ､ 腕をあげて
､ (スクリ

-
ー

ン 1 95 6 年 2 月 1 44)

(1 .6) 対象が 見体物でない場合

_ヒ述の例 文で は ､ す べ ての 対象は ､ 艮体物であるので ､ 到着点を表示することによ っ て｢基本的

な上昇+ a) 意味が読みとれたo しかし､ 次の 例文で は ､ ｢あげる+ の 対象は｢水+ や｢ 土+ や｢煙+ や

｢ 火+ などのような数えられない 物体であるので
､
｢ 箱+ や｢凧+ や｢ 手+ などのように

一

つ
-

つ 動かす

ことはできない (, そ0) ために別に示された到着点がふだん存在しない o ただし､ この 場合も｢ 水+ な

どを例又(2 2) ,} ) ように 見体物として扱う場合､ ｢ 悔から水をあげる+ と同じように(1 .
1) の｢ 基本的な

上昇+ であると考えられる( , ｢ 花火をあげる+ 場合でも見られたとおり､ 動作主は必 ずしも力を加え

ない の で ､ 日然的に 上昇する対象に対しても｢あげる+ を使うことが できる｡ また､ 対象は自然的に

あがる場合 ､ 動作主は 自然現象 ､
つ まりあがる動作の 原因になることもある｡ このほか ､ 非常に珍

しいケ
- ー

ス だが
､ 例文(20) と( 2 1) の ように動作主が対象と同じ自然現象全体を指してい る場合 ､

｢潮が+ という対象だけが 必要となる｡ こ のほかに例えば｢ 風が吹く+ は ､ このような動詞である｡

( 1) だからあたし､ 土台を上 げなくっ ちやいけないと申しましたでしょう0 (トルストイ)

(2) 取水のため水位を上 げ｡ ( 平凡百科 2)

(3)

( 4)

(5)

( 6)

( 7)

( 8)

( 9)

( 1 0)

(l l)

( 1 2)

(1 3)

(1 4)

( 1 5)

(1 6)

(1 7)

波しぶきをあげる() (節)

見えない 天 の川 の水もそのときはゆらゆらと青い焔のやうに波をあげるの でした｡

( 銀河鉄道の 夜2 9 8)

や がて水沫をあげて全身をあらはした｡ ( 冬の宿 1 7)

吸気 をあげる下草の 上 に点在するのは ､ 珍らしく花やい だ光景であっ た｡ ( B)

ホカホカと吸気を上げる水鮫 子( , ( 汽 水･ 桝)

爆発 して湯気 でヰ) あげてゐるやうに見えるの でした｡ (銀河鉄道の夜 2 63)

砂ぽこりを上 げながら､ 主人の 後になり前になりして ､ ( P] 圃の 憂密 5)

それに風の 強い 日で ､ 青IIJ O) 練兵場は黄ろい 挨を揚げた｡ ( 坐)

溶岩rll 墳丘が … 現在も噴煙を上 げるo ( 平凡 百科 2)

初め ､ 墜ちて 崇煙を上二げているの は敵機だと､ 誰もが思っ て いた ｡ (阿川 弘之)

けたたましい 汽筒 が---
一

抹のlヨ煙を青空に挙げて鳴りはためき､ ( 或る女 ･ 前 1 6 4)

外は吹雪 い てきて､ - 列 車は雪煙をあげながら走 っ て() ( 汽車 ･ 酒)

さかん に雪げむりをあげている野をながめ(I, ( 三 浦哲郎)

の ろしをあげる( , ( 新)

兵 っ 赤な炎をあげて燃える(⊃ ( 大)
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(1 8) 巻は焦げて ､ にわかに 炎をあげた｡ ( B )

(1 9) 手首にぶ つ か つ てできた波は
､ うつくしい燐光をあげて ､ (銀河鉄道の夜 27 4)

(2 0) 夕方になると潮があげてくる｡ ( 大)

(2 1) こ の ヘ んが 内栴のまん [Il で 西からも廉からも潮が 上げて来て ､ (暗夜行路 ･ 前 1 7 3)

(2 2) 蜘花が 水をあげるo (J!ナ)

(1 .6 . 1) 数えられない 対象の比愉表現

こu) 場合u ) 表現は､
実際の 自然現象の意味などからかけ離れ ､ それぞれの現象に比愉 的に類し

ているもの である｡ 最初の 2 つ の 例文は ､ 明らか に比 愉表現であるが ､ 例文(3) と( 4) は｢例え+ とし

て使われる可能作もある-) ｢ 例え+ は ､ 比愉表現と同じように形成されるが､ - - 般的に比 愉表現とし

て確定してい ない そ の場その場 の 比愉的な用法である｡ 例えと比 喰表現と慣用句は
､ 言語の 中

の 定着度に上っ て区別されているようだが ､ 表現の 適い を決める水準は主観的である｡

( 1) このときに ､ 分 :f ･ 生物学の研究を志す F‡本の 学者たちはノロ シ を上げたのである.

( /L
-

_ 命の 惜弓せ僻く1 6 3)

(2) 今 にきつと他州 耐 州二串をして ､ r･J 本の為に気焔をあげてくれるだろう ( 友情 44)

(3) こU ) 三 つ が- - 一 緒にな っ て ､ 常に凄じい 波を挙げた｡ ( 坐)

( 4) --
一

方を挟み 消す剃 こは
一 方にどんと火 の 手を挙げる必要がある｡ ( 或る女 ･ 前2 7)

( 1 . 6 .
2) 特殊な数えられない 物の 場合

この 用法は ､ 上述の ｢ 水+ などの数えられないものと同じであるが ､ 動作主とつ なが って いるの で ､

別の項 目に分けた( , こ の川法 は｢ 吐く+ という意味として取られるの で ､ 換愉表現として扱うべきで

ある() ここ でも分かるように基本的な表現と換愉表現の 差はあまりは っきりしない の で ､ 境目を引く

のは非常に難しい o 同じように換愉表現と比愉表現の 差も｢基本的な意 味との関係+ という暖味な

基準では ､ 定義しにくい ｡

( 1) 昼食 べ たもの を皆あげてしまっ た｡ (研)

(2) 急にあげそうになっ た｡ ( 小)

(3) 胸が上 げそうだ( むかむか してはきたくなっ た) 0 (節)

( 4) 船に酔っ てす っかりあげてしまう｡ ( 大)

( 1 . 7) 想像の 小にある対象の 場合

以下 の例 文は ､
い わば上 述 の 具体的な対象と抽象的な対象の 間の 立 つもの である｡ 対象自体

は具体的なもの ではない が ､ 気侍ちの [I･ T で ｢ 数字+ や ｢ 線+ などの 対象は ､ ( 1 . 1) oj ｢ 基本的な上

罪+ と同じように動く̀)
このような例は以 下の 3 つ である`)

( 1) ( 1 5 + - 1 7) 下に 2 を書いて 1 を上 に上 げる｡ (研)

( 2) 肩線は肩先とネック ･ ボイン卜を5 ミリ上 げてカ ー - ヴ線で訂正します｡ (婦人倶楽部 195 6

年 1 0 月 付録 流行u ) ジャケット集 6 2)
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(3) ウ エ スト線を 3 センチ 1二げ､ そ こからスカ ー ト丈をとるo
.
(婦人の 友 1 9 5 6 年 1 2 月 2 51)

( 1 . 8) 基本的な上昇の 複合語

前に扱っ た｢ 巾し上 げる+ や｢ 縛り上げる+ などの複合動詞は
､
｢あげる+ の比 愉表現の 意味から派

生したもの であるが ､ 以 下の 例 文で は ､
｢ あげる+ の 本来の意味は別の 動詞の 意味と合併した｡

( 1) 取りあげるo ( 節)

(2) )1f[
1

.

べ あげるL, (新)

(3) ロ ケットを1
'

r ちあげる. (大)

(2) 対象が意志をもつ 具体物

上で述 べ た例 文u) 対象は ､ す べ て意志をヰ) たないものだ っ たの で ､ 自分の 動きをコ ントロ ー ルす

ることができなか っ た(, ｢ 凧+ や ｢ 花火+ の 場合は ､
動作主ではなく､ 風または花火そのもの の 力で

あが っ たが ､ あげるた めの 意志は動作主にあっ た( } 同じように｢ 波+ や ｢ 煙+ などの 自然現象も､ 意

織的にそれをおこす｢ 人+ などの動作主またはその原 因になる｢風+ や｢海+ や｢火+ などの動作主

を必 要とした｡ しかし以 下の 例 文では ､ す べ て対象は ､ 意志を持 つものと解釈できる｡ つ まり意志

をもつ 対象は ､ 動作主があがるように働きか けても､ 自分 の意志であがりたくなければ ､ 行動を起

こさない肴であるo そのために｢ 盛本的な上昇+ の意味は ､ 対象の 社会 の 中の
一

般的な行動範囲

によっ て非常に適っ てくる【, 辛) ちろんこの ような対象を上述のような物として扱う場合 ､ 基本的な意

味とはまっ たく変わらない 表現 になる｡ しか し､ 小さい 動物や子供 以外 に
､
具体的に人を持ち上

げることは考えにくい( )

(2 . 1) 患ぷをもつ 具体物が動物 である

上にも述 べ たように対象が 小さい 動物の 場合 ､
｢持ち上げる+ という意味の解釈も可能であるが ､

以下の 例文(1) では ､ 肺が自分 で膝 にの ぼるという意味の解釈をした｡ また(2) の 場合､ 雲雀は

自分で空にあがるという解釈しかあり得ない (, しかし､ 両方の例 文で は ､
｢ 猫を棚に上 げる+ と｢雲

雀を椅子にあげた+ の ように基本的な｢侍ち上 げる+ という意味解釈も可能であるの で ､ 到 着点を

常に記述する必 要がある( )

( 1) ｢ 牡と# , の つくもu ) は雅姑膝 にあげちやい けないよ｡ + ( 小説春秋 19 56 年 7 月 3 9)

(2) 盲【1 の 女師匠が物干 剖 こ 立ちtl
J

l で て 雲雀を空に揚げて いるの を( 春琴抄 18 1)

(2 .2) 意忘をヰ) つ 対象が 千供など動作主と対等でないもの である

この場合でヰ) 対 象は ､ 決ま っ た到着点がない ので ､ それを記述する必 要がある｡ ｢ 本を二 階に上

げる+ 場合と同じょうに ､ 到着点 は-
-

般的 に比 較的遠 い 場所 になるが ､ 異なる点は ､ 対象は自分

で移動することである( ) 自分 で移動するの で ､

一

般的 に｢ あげる+ などの他動詞ではなく｢ あがる+

などの 自動詞が使われる｡ そ の 代 わり､ 動作主が対象にあがるように働きかける場合 ､
｢ あがらせ

る+ の ょうに使牧 が使わ れる( , お そらく､ 使役u )意味には選択 の余地がない 強制的な要素が含ま
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れて いるの で ､ 他 動詞｢ あげる+ は強制的でない 場合に使われる｡ こ の場合､ 命令 の 要素が含ま

れてい T i, ･

t
それ托｢ 学掛 こ如ずる+ や咽 忙 あげる+ のように対象の 役割的な動作を意味する｡

｢学校に J二がらせるげ亡どに比 べ ると､ ｢ 学校 にあげる にとはより自主的な意味を表してい るo

(1) 私 比艶子を瀬JiL
-

a ) 学校に上 げた ′

▲
､ ( 研)

(2) (
-1i 沖 2 人J ･も大学 に 卜げた {} ( 小)

( 3) 子倶が 六 歳にな ったら小学校にあげる:; ( 大)

( 4) おくみ が十凹 になつ て 女学校 - 上 げて箆つ たばかりのときに(桑の実 6)

(5) あれ 切りしか休まない で落第するなんか ､ 変だなあ,
.
, あれくらゐなら､ 僕なんか 上げて

■もら* るんだがなあてJ (冬の 宿 1 2 9)

(6) 話しがしてみ たくなったんで ･
, それでわざわざ使を上げた様な訳なんですく〉 ( 門)

(7) 親達が､
- 一

応 実家 - 帰らせ
､
あらためて宮仕えに上げることになっ た｡ ( 田辺聖子)

(2 .2 .1 ) 対象が 子供 であるが ､ 到 嵐 如 ミない 場合

r の
. 剛 三ほ ､ 対象 郎'! 分 の 意志を持たない 赤ちゃんであるの で ､ おそらく具体的な(1 , 1) の 上昇

の比 愉表現 である‥ その ため に
､ 到着点も表示されて いない ｡ ( 1 . 1 ,3) で扱うべきであるが ､ ここで

扱う｢ 子供+ などの行動範囲と浪同することヰーあるの で ､ ここで 並べ ることにしたo この ような例文は

多く存抑 - ない が ､ す べ て の場合､ 対象は｢ 3 人の-
F
jl,千+ や ト 男+ のように数字 で特定されたもの

に限られてい る` ,

(1) 3 人の 針子を挙げるn (研)

(2) 結婚して--
- L
Jl,二女をあげたo ( 大)

(3) Fa
-

しげ女は京都屋町の跡都民の 出にして安存衛門に嫁し二男四女を挙ぐ｡

(春琴抄 1 3 8)

(2 .3) 意志をヰ1 つ 対 象が 人人 である

対象枕子供 でない 場介､ 基本的な｢ 持ち 卜げる+ という意味は ､
- 一

般的に使われていない ｡ もちろ

ん
､
｢rr‾伸 さんを椅子 a )+

A

_
E こ ヒげた+ I.とも可能 であるが ､

ご. のような行動は
-

般的にされるT .とで

はない(ノJ で ､
｢ 川小さん を棚 に 上げたl のように比愉 的な意味の解釈ヰ) 可 能になる‥ 上述と同じよ

うに｢あげる+ ことは ､
｢ あがF ) せる+ のような 軒ri岬勺な意味を表していない の で ､ 対象は自分の意志

で動い て いる{, また 卜述o) ｢ 子供+ などと違 っ て ､ 対象の朴全的な身分は動作主と対等(あるい は

上) である0 ) で ,

I

｢ 神にあげる+ の ような1
'

嘩さo )音味も含まれて い ることもあるG い ずれにせよ､ 動

作主と対 象の 社会u ) 小の 身分 関係 は｢ あげる‡動作の 意味に影響して い るハ 例えば､ 例文( 6) と

( 7) 0) 場合 ､ 対象は｢ 芸者+ であるの で ､
｢ 芸者を招く+ れ ､ う昔味が連想されるo こOj 表現は ､ 到着

点も要らない の で ､ 換 愉表現として薄めることも可能だろう｡ つ まり㌔ ｢ 芸者を解散に連れる+ という

意味が含まれて い てヰ) ､ ｢ 遊ぶ ために芸者を招く+ という意味も連想される｡ また ､
例文(8) と( 9) の

ように
､ 対象は｢ 供祁肴+ など0) 場合 ､ 到着点は｢ 選挙械+ などの 決まっ た状犠であるの で ､ 述 べ る

必要がない ,
.丁
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( 1)

(2)

(3)

(4)

女が 玄関先で大きな声をたてるため ､ 仕方なく自分が出て応接室 へ 上げた｡ , ( B)

白分 の家 - 君を上げては
､
死んだ奴らに演まぬと感じた男だ｡ (帰郷 13 5)

河原 川はl
こ

l 本搬敷 - 二 人をあげた( , (むらぎも 1 66)

お脊をざしきに じげなさい ‖ ( 文)

(5) ”
･

見(イチゲン) 0 )
J

# はあげるわけにい かない
( , ( 大)

(6) 芸者をあげて 大騒ぎする(., (栄)

(7) 芸者をあげて-･ ･ 晩愉快に遊び明かすo ( 大)

(8) 候補者をあげる｡ (節)

(9) そこで ､ クラスとしてとり上げたこの 問題を自治会でとり上 げてや っ てもらおうというので

委員をあげることになっ たら､ 受験勉強をやっ てい る人たちが 皆立 候補して出てくるの で

すu (
i 仰 I 1 9 5 4 年 6 +･j 3 5)

(2 .3 . 1) 意志をもつ 対象の換愉表現

この場合
､
到着点は身分的により高い 地位であるの で ､ 抽象的な対象の 下位分類 に挿入するべ

きだろうが ､ 対 象の基本的な意味として｢ 意志 のある具体物+ に分類 した｡ 実際にここで登 場する

｢ 人間+ は ､ 例 文( 1) のように｢彼 の 疎艮以下の身分+ という地位を含まれているが､ ある意味で は､

課艮の備に変わるので ､ 移 動も加 わるかも知れない() い ずれにせよ､ この用法は ､ 上述 の物と関

係していても別扱い にする べきである(〕

( 1) 彼 はや っと祝良にあげてもらっ た｡ (小)

( 2) 彼 を会長候補に挙げることが決まっ た｡, (小)

(3) 帝国大学を卒業後は 直に助教授 に挙げられ ､ ( つ ゆのあとさき 5 3)

( 4) 自分を代議員にあげてくれた職場にくると､(改造 1 9 5 4 年 1 月 1 5 3)

(5) 委 員にほ某君をあげるo ( 栄)

(2 .3 . 2) 意志をもつ 対象の 比 喰表現

動作の 意味の l二いでは ‥
ヒ述の ような空間的な移動は全くない場合 ､ 比愉表現であると断定 できる｡

もちろんは っ きりしたことは言えない が ､ 以 下の 例文は ､ お そらく｢ 身分をあげる+ ことから精神的に

｢ 人u) 気持ちを糾ずる+ という意 味に転じたと考えて いる｡ こ のような｢あげる+ の 用法は後の ｢ 抽象

的な対象+ の 例につ なが っ て い るだろう( , 前にも述 べ たように ､
この ような対象の 意味の 下位分類

は
､ 意味の 連鎖のように つ なが っ て い るの で ､ 別 々 に扱っ て い るものも結局たがい に結ばれて い

るo ( 3) 以 降の 例文は ､ 仙象的な対象であるが ､
｢ 人+ を表す対象を

一

括にまとめるため に､ ここで

扱うことにした【)

( 1) は い 托い u 別 .h
]

.さんを卜げるように言うて遣りますo ( 鶏)

(2) あげたり( ほめたり) ドげたりする( ) ( 新)

(3) 男ぶりをあげるo ( # j
L

)

( 4) - ･ 躍9J をあげた( ) ( 人)
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(5) 古藤さんも手紙の 上では
-I- 枚 がた男を上 げて ゐますわね (ある女 ･ 前 2 0 4)

(2 .4) 意志をもつ 対象が群集である

この用法は基本的に(2 ･
1) と同じであるが

､ 矧司を表してい る対象は｢ 兵+ である場合､ 噸う+ とい

う連想が起きるu つ まり､ この 意味は換愉表現としても考えられる｡ つ まり､ ｢ 連れていく+という意味

を表している-I--
一 方､ 噸 争･ 掛 ､ ･ 反乱などを起こす+ という意味も含まれてい るの であるQ 例 文( 1)

は移動しか表して いない ようにも見えるが ､ 例 文(2) はより具体的にこの 憾 本的な意味+ と｢ 連

想+との 二 面性 を表してい る｡

(1) 関鹿に兵をあげる., ( 大)

(2) 彼らは つ い に政J附こ対して 兵を挙 げたo ( 小)

(2 .4 . 1) ｢ 押集をあげる+ 意味からの 生産性の 高い比 愉表現

以f の川法は､
l 二述の 換愉表現からさらに連想して ､ ｢ 大勢を活動させる+ 意味を表している｡ ふ

だんの-----
一

定の アクタン卜との組 み合わせに固定した比愉表現とは異なっ て､ この 用法は ､
一

般 的

に｢家族+ や｢ 町+ や｢ 同+ などo) ような肺集を表している対象を受け持 つ ｡ 例えば ､
｢ 自衛隊をあげ

ての 大イベ ント+ さえも可能である｡ こ の用法は ､ ｢ 大勢で+ という意味を連想させて いるの で ､ 文の

中では副詞の ような働きをして い る｡ 例 文(6) は､ さらに別の方向にその 意味を発展したと考えら

れるo

( 1) --I
-

家を挙げて 大阪 - 移 つ たさうだが ､ (多情仏心
･ 前 2 98)

(2) アカ ハ タ紙その 他同系統 のもの は いざ知らず ､ それ以外の 日本の 言論機 関は ､ 挙げて ､

重光全権と同じ見解を表明した(, ( 束洋経済新報1 9 5 6 年 8 月 1 8 日 21)

(3) 国をあげて記念 日をい わう｡ ( 文)

( 4) 伺をあげて歓迎する｡, ( 大)

(5) 市民はこの 計l由了にあげて 賛成した｡ ( 大)

( 6) い ま国内をあげて B K P 時代にあるので(東洋経済新報 1 95 6 年 7 月 2 8 日 35)

(2 .5) 意志をもつ 対象が犯罪者である

この 川法は ､
｢ 芸者を上げる+ のと同じように独特な意味の 連想を見せ てい るD 犯罪者は

一 般的な

社会の 常識 では ｢ 家に 卜げる+ もの で はない の で ､
別 の 連想も考えられるが ､

こ の場合 は ､
｢ 魚を

網などであげる+ という具体的な用法か らの 比 愉表現で はない かと思う() なぜなら､
｢ 人+ でありな

がらも自分u) 意志で ｢ あがる+ もの ではない からであるo こ の 川法は ､

一

般的に｢ 殺 人犯+ など特定

の 対象にしか 机Ij できない が ､ 例 文(4) と(5) の ように文脈 で分かる場合もある｡ また､ 例文(6) の

ように対象は ､ 犯罪省から事件に変わり､ ｢検挙する+ 意味を｢ 暴露する ･ 解決する+ という意味にさ

らに連想させることになる( )

(1) 殺人 犯はそ の 場で挙 げられた ｡ ( 小)

(2) 育:_ 犯 典犯い つ しよに挙げちまひました. ( 木r-l 休診 76)
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(3) 麻典牛削掛軸ままだ挙げられていない o ( 小)

(4) 質屋から足が つ い て ､
仕'. ^ りの魚屋の若い 者が上げられた ｡ (多情仏心

･ 前 3 0 8)

(5) 奴もおれをあげる証拠を握っ ちやい なか っ たし､ 0 (シリト)

(6) や ね ､ きみが 三国鉱 山の汚職をあげたことがあっ たろ ? 0 ( B)

(3) 対象が抽象的なもの である場合

上述の 具体的な対象でも取り上げたように ､ 抽象的な対象は ､ 基本的に具体的な対象の続きで

あるの で ､ 同じ対象物の 意味連鎖o }-
J

[m として 考えられるo つ まり､ 抽象的な用法は ､ い わば具

体的な川法を抽象化された例 に匹敵すると言えるだろう｡ しか し､ 抽象的な対象をもつ 例文はあ

まりにも多い の で ､ 別の 項目を立てることにした｡,

(3 . 1) 抽象的な対象が声である

具体的な対象に比 べ ると
､
声は それほど抽象的な対象ではない ｡ おそらく､ ｢ 声をあげる+ ことは ､

｢煙+ や｢ 炎+ などと同じように解釈できるだろうが ､ 声を感じる感覚解官だけが異なっ てい る｡ 例 え

ば､
｢ ☆あu ) 外人 は猛烈な臭い をあげてい る+ と壮現在の 日本語で はい えない が

､ 視覚と聴覚機能

からさらに臭覚機能 に意味が広がることも可能と考えられる｡ いずれにせよ
､ 目で 見えるような上

昇の意味は ､
｢あげる+ の 鹿本になっ てい るので ､ ｢ 声をあげる+ 類のものを基本から離れて抽象的

な対象として扱うことにした(】 ( 1 2) から(1 5) までの例 文の ように ､ 対象 柱｢ 人間の 声+ に限らなく､

ほかの 音が濯 することも表すことが できる. ｢ 声 ･ 音をあげる+ は ､
基本的に声と音のない状態から

声と音のある状態 - の変化を表して いるので ､ 言葉など具体的な発話の有無が関係ない ｡

( 1) ふりかえ っ て木谷をみ つ けたとき､ あっと′J ､さい 声をあげた｡ (寅空地帯 ･ 上 1 3 4)

(2) そ の時 の彼の気持ちを考 -
､ 中には声をあげて泣 いたもの がゐた｡ ( 蟹工 船 87)

(3) シ ョ ー
ー

ー--
一

族 の 最後 の子供が ､ 産声をあげた日でござい ました｡ (ブロンテ)

(4) なぜ悲鳴のような高い 声をあげたか ､ ｡ ( B)

(5) 撫意識 に叫び 声をあげた`) ( B)

(6) 仲子はそ の たび に悲しげな､
断れ断れな叫びを上 げた｡ (仲子 ･ 上 6 6)

( 7) 侍後 で ､
小さい 叫びを挙げたく) ( B)

(8) それを見て みんな歓声を上 げた｡ ( 小)

( 9) 急に弾け返 つ たやうな笑ひ声をあげ､ ( 多情仏心
･ 前 8 7)

( 1 0) 木
'

ii 杜しょげかえ っ て いる曾 阿をみて笑いをあげずには いられなか っ た.

( 真空地帯 ･ 1
-

_ 1 5 3)

( l l) ベ ン チ の 浮浪人達は ､ 朗かな雛声をあげて眠 っ て いる｡ ( 放浪記 4 2
- 4 3)

( 1 2) でも彼らは音を上 げない ｡ (藤原jl三彦)

( 1 3) 鋭い r I 笛 の 拝を 卜げたりするものがあ っ たが ､ ( 多情仏心 ･ 前 1 7 2)

( 1 4) 1l三き残 っ た三発のイ -
ー ゲル ･ エ ンジン が晦嘩を上 げると､ ｡) ( 汽 車

･ 晒)

( 1 5) 小 沢U) T
･

- が動き､
ノく八が風をb)] るような鋭い 悲鳴をあげるo ( B )
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(3 .
1 . 1) ｢ 声をあげる+ 髄合の 換愉表現

声をあげる際 ､ 特定 の｢ 話す+ や｢ 歌う+ などの動作を連想させる場合､ 対象は ､ 例文( 1) などのよ

うに修飾 文あるい は例 文(2) の ように文脈で特定しなければならない (, また､ 例文(5) と( 6) の よう

に話しを促す# .吉司
'
ri] を含まれてい る場合もあるo しか し､ 最もは っきりこの換愉表 現を表して い

.

る

のは ､ (7) 以降の 例文のように ､ 対象が｢ 歌+ や｢ お経+ や｢ 祈り+ のような具体的な言英を表してい

る場合である｡ ｢お経+ や｢ 祈り+ の場合､ ｢神に与える+ という意味との つ ながりも考えられる｡

( 1) ア
-
-

メンと云ふ 声の
-

-･
一

座 の 人 々 から挙げられるの を待 つ て(或る女 ･ 前 63 -

6 4)

(2) 女托 声をあげながら勢い よく立 っ て､ まあ､
ようこそ ､

ロ ックウッドさま ! 0 (ブ ロンテ)

(3) ‖雲 市が近づ い てきたく, 今度は私が声をあげる｡ ( 汽車･ 酒)

(4) 奥の間 の廊†
ごまでくると､ 俄かに沌･卜郎は酔漢らしい っくり声をあげて ､

｢さア
､ 来ました

よ ! 束ましたよ ! ど､ 同勢そろ つ てちん入しますよ ! + ( 多情仏心 ･ 前 8 4)

(5) そ の提 案にだれヰ)あえて反対の 声を上げなか っ た｡ ( 小)

( 6) われわれの判断に対して疑念が生じ不信任の声が挙げられるにつ れて､

(哲学以前2 0 2)

(7) 藤尾は第二 の艦歌を揚げる｡ ( 虞美人草)

(8) これが下宿の人 々 の最後 に上げた凱歌であっ た｡ (破戚 1 1)

(9) 仏壇にむか っ てお経をあげる() ( 大)

(1 0) お 経をあげて山 田君 の霊を慰めてやることは 出来ない ｡ (蟹工船 8 8)

( l l) 隣人の 女たちはすぐ感謝の 祈りをあげ､ 叫び声をあげて ､ 子供たちを抱い た｡

(実話維誌1 9 5 6 年 1 2 月 2 8)

(3 .
1

. 1 .
1) 換愉表現から対象がは っきりした言葉になっ た場合

この 用法は ､
上述 の換愉表現と同じであるが ､ 名詞句 の意味連鎖はただもっとは っきりした吉葉

を表すようになっ てい る`, そ のために T
,

一

位分類は別に必 要ではない が ､ グル
ー ー プ の 大きさと対照

する場合 の 低音上で別の 項 目に分けることにしたo 最初 の( 1) から(7)までの例文の対象は ､
｢例+

と｢ 数字+ の ように)1f'
･

.

べ るように 吉柴を暗示する意味のものであるo そ の次の( 8) から( l l) まで の 例

文の ｢ 証拠+ は ､
鋭明することを連想させ るが ､

- 一 方では物的証拠の 場合もあるの で ､ ( 1 ･
1) に扱

った基本 的な 卜昇の換愉表現 の 解釈も可能 である｡ ｢ 事件
･ 犯人をあ げる+も､

｢ 証拠をあげる+ か

ら連想された比 愉表 現である‾百r 能性もある(+, (
1 2) から( 1 6) まで の例文の 対象は ､ 具体的に言葉

を表して い る｢孝. 前+ である(J そ の 次の( 1 7) と( 1 8) の 例文の r# . 乗り+ もこれに類するもの であると

判断できるだろう( ) また､ ( 1 9) から(2 2) まで の｢松 下幸之助氏+ などの対象は ､
具体的に言葉を表

し､ ｢ あげる+ は｢ 述 べ る+ と同じ役割を果たすようになっ てい る｡ また ､ 最後の(23) から(2 5) まで の

例文で は ､
｢ あげる+ の意味は ｢ 筆頭に+ などのように文脈によ っ て特定される｡

( 1) 似た例をもう2 ､ 3 挙げる｡ ( 小)

( 2) 例をあげて説町】せよ｡ ( 文)
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(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(1 0)

( l l)

(1 2)

具体的な例をあげる() ( 節)

--･ 一 例を挙げると､ ヰ)し班さんに 女の 子があつ て
､ 其女の 子 が年頃になつ たとすると､ 檀家

のもの が仰淡して
､ 何処か適当な所 - 嫁に遣つ て 呉れます｡ ( こころ1 94)

噛乳棟 の 文化, に つ い ては ､
い ろい ろな事例をあげることができようo ( B)

具体的な数字をあげて鋭明する｡) ( 大)

-
･

変しだお例を.iJF_1姓に挙げたく, ( 道草)

管楽は:tl
-

況証拠しか 挙げられなか った(, ( 小)

甜姓をあげる( 見せる) (, ( 新)

碓 純をあげる｡ ( 大)

この 現に壮種 々 の反証が挙げられる. ( El 本及 日本人 1 9 5 4 年 1 月 9 0)

孝]を上 げる｡ (朋)

(1 3) 同会談員の 軒端を挙げた() ( 小)

( 1 4) 創各者の 銘前をあげで卜さい (】 ( 文)

( 1 5) 次期純良の候補として三 人の# . をあげるo ( 大)

( 1 6) 彼女が恩いけけ ままに挙げる新しい 作家の銘前など､ (雪国 41)

( 1 7) 弁鰭側に東大u ,)J積木先生が孝一乗りをあげた. ( B)

( 1 8) いち甲･く｢ 近代文学+ を創刊して敬後文学第
一

の # . 乗りをあげたが ､

(肺像 19 5 6 年 4 月 1 1 5)

( 1 9) 先に軌ブた松 下幸之助氏 は ､ あれだけの要素は備えていたのだ｡

(実業の 卜1 本 1 95 6 年 1 1 月 1 日 5 2)

(2 0) ス ペイン文学史の 上で は ､ カ ルデロン ､ グラシアンをあげることが出来る｡ ( B)

( 2 1) 前にあげたサンゴ礁 の魚は ､ サンゴ礁ならどこにでも住めるわけではない ｡ ( B)

(2 2) 難点をあげるr, ( 節)

( 23) 筆頭にあげる( 掲げる) 〔) (節)

( 24) 理l.11 に( を) あげる(, ( 釈)

( 25) 挙げて数ふ べ からず(あまり多くて-
一

々 数えて は居られない) 0 (節)

(3 . 1 . 1 .2) 換愉 表現からさらに連想した比 愉表現

上述の 換愉表現から､
一

つ の表現がさらに意味的に変化し､ 比聴的に使われるようになっ たと考

えられるo ｢孝. 前を糾ずる+ ことはおそらく｢孝. 前がいわれた+ ことによっ て｢広く知られるようになる+

という意味を連想させただろう｡ ほか の 比 愉表現と同様に ､
こ の場合も推測を証明することができ

ない が
､ 意味関係を比 べ ることによっ てこのような考え方も正 当であると考えられる｡ 最後の｢ おだ

をあげる+ 托 ､
｢御,%

-

目+ からの 俗語 であり､ ｢ 勝手な気炎をあげる+ という意味を表してい るo 現在

の 言語社会 では ､

｢ おだ+ という単藷は使 われて いない の で ､ 慣用句として｢ あげる+ の 対象から外

してもい い ( ,

( 1) 辛. をあげる( , ( 節)
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(2) 第 2 作口の小鋭で彼 は名を挙げた｡ ( 小)

(3) あの ひとは銘をあげるだ ろうし､ 財産もつくる｡ ( スタンダ ー ル)

(4) 披けス ピ
ー

ー

チ コ ンテ ストで-一- - 終 にな って学校の名をあげた｡ ( 文)

(5) 前に伊藤 矧まチ ャタレ
ー 裁判で-

一

躍銘をあげたが ､ (改造増刊 195 3 年 1 0 月 1 0)

(6) お だをあげるo ( 新) > も服する

(3 . 1 .1 .3) 換愉表現から派生した複合軌詞

上述の 換愉表現 の 意味から､ 言葉を裾 する動詞 ｢ 歌う+ など､ または言共に関係する動詞｢数え

る+ や｢ 読む+ などとの 複命動詞も数多く派生できる｡ 次の例 文は ､ そ のいくつ かを音色ペ たもの であ

る(1 ただし､ 例又(6) は ､ 具体的な意味の複合動詞から転じた比愉的な表現である｡

( 1) 高らか に歌い あげる(, ( 新)

(2) こu ) 誌杜彼らの勝利を歌いあげてい るo (小)

(3) 欠点を数えあげる【, ( 人)

(4) で っち軌ヂるo ( 新)

(5) 原稿を読みあげるu ( 大)

( 6) こねあげるu ( 節)

(3 . 1 .2) 声をあげることからの 比愉 表現

これらの 例文は 上述 の換喰表 現からの 比 愉とは 異なっ て ､ 直接｢ 声をあげる+ 意味から連想され

た比愉表現である(, -･･1
- 方で は｢ 声を発する+ 意味が含まれてい るので ､ 換愉表現と区別しない 方

がい い かも知れない が ､ 例文( 1) の ように｢ 音+ のない 場合もあるの で ､ ｢反発する+ や｢叱る+ のよう

な比愉的な表現として分准ルた o

(1) 爆撃だけで 英国が音を上げるとは ､
到底思えない ｡ ( 阿川弘之)

(2) それでなくてヰ) 主食の 獲得に音を上げてゐる兵庫県や大阪府では ､ ( 闘牛 11 8)

(3) そ のうえ ､ f
･

1l(～: の 足をつ つ い たり､ ときの 声をあげたりして ､ 0 ( B)

(3 .2) 仙象的な対象が高低 で 判断される次元のものである場合

前にも述 べ たように高低差という次元 は ､
基本的 に空間的な概念であるが､ 抽象的な概念 の場

合に応川されることヰ) 多い ｡
｢ あげる+ も同じょうに基本的に空間的上 昇を表しているが ､

｢ 凧をあ

げる+ > ｢ 畑 を 卜げる+ > ｢ 声をあげる+ の ように意味の 連鎖 の 中で少しず つ 空 間的な意味から抽

象的な意味に変化する(
.
) 抽象 的な高低次元の 最も具体l

`

l勺なもの は ､ ( 1) から( 9) まで の例文の 対

象｢数+ や｢ 価値+ などi三に数字で表されるもの であるo 同じように( 1 0) から(16) までの 例文の 温

度も速度も頻度も数字 で表別されるが ､ そ の 度今 い は ､
段差的に高まるもの ではなく､ 流れるよう

にあが っ たり下が っ たりするの である( 】 次 の ｢ 生 荏+ や｢ 成績+ の ような(1 7) から(3 3) までの 例文に

.

L

li て い る対象は ､
｢ 価値+ や ｢ 僻段+ ほど段 差的に度 釦

､ を上げる対象ではない o この 場合 ､
｢ あ

げる+ は ､ 対象を作り= すような意味を表している｡ 最後の (3 4) から(37) までの
ト性質+ などの 対
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象は ､ もう段差的な惟 質が残 っ ていない ほか ､ ｢ 温度+ などの 身体的に感じる対象とも異なっ てい

るo この場今の 対象ほ ､
より仙象度 の高い精神的に感じる対象であるo

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(1 0)

(l l)

(1 2)

( 1 3)

(1 4)

( 1 5)

( 1 6)

( 1 7)

( 1 8)

( 1 9)

( 2 0)

(2 1)

(2 2)

(2 3)

(2 4)

(2 5)

(2 6)

( 2 7)

(2 8)

(2 9)

( 30)

(3 1)

( 32)

こu) 栄 - 入り込んでくる客u) 人数を挙げた｡ (I州境)

そ(}) 会il
･

. は大幅に株価 を上げた o ( 小)

咋の藤に鍛 榊r]
-

の 家主が急 に家賃を上げたので ､ 私は京町 へ 引き越した｡ ( 二人の友)

運賃をあげるo ( 新)

政伯は税 金を糾ヂないと行 っ ているo (文)

料金をあげる｡ (治)

来年は私の 給料をl
-

_ げてくれるそうだ｡ ( 小)

一

年に-､-･
･

度+l 給をとげることになっ て いる｡ ( 文)

勤続年数がふ えるに つ れて ､ 給与をあげねばならぬ｡ (文芸春秋 195 6 年 1 0 月 9 8)

も っと部局の 温度を上 げないとかぜを引いてしまう(, ( 文)

氾)iE
-

'

をI
･

. げて僻融して綬体にすると､(新しい繊維 3 8 1)

ヰ) つと嗣 f
- をl二げて歌 っ てください . ( 文)

K さんもスピ
ー ー

ドを上 げると､ 二人はさらに渉調を速めて ､ 0 ( B)

ここは 1 00 キ ロまで スピ ー ー

ドを上 げられるo ( 小)

あまりスピ ー ー

ドをあげると危険だo ( 大)

什 事のピ ッチをあげる｡ ( 大)

生産を 5 年で 2 偶に 上げる｡ ( /J ､)

生産性を上 げる(, ( 研)

肥料は ､
… より多くの収 量をあげるため, 0 ( 平凡百科 2)

穂数で 主に収 量をあげる品種では ､ (鹿業世界 1 95 6 年 9 月 1 27)

労賃 臥_l二
いくばくの収 益をあげているだろうかなどの (農耕と園芸 1 月 1 33)

利益をあげる( 得る) (, ( 新)

業績をあげる｡ ( 新)

成績をあげる(よぐう
‾

る) o ( 節)

さて ､ 本]T
･

'

-もお蔭様にて ､ 順調に成績をあげることができました〔) ( 太郎手紙文例)

班の成績あげよおもて ､ 自分の 班のもんにええのん 廻して ､ (真空地帯
･ 上 49)

レ ンズや反射鏡などで収レンさせて 5 0 % ) まで この 率を上 げることができることが分か
っ て

いる
. (科学朝日 19 5 6 年 1 0 月 3 1)

打率をあげる`, ( 大)

彼 の研究して いる浅海魚雷の 有効率を百パ
ー セ ントに上げるょうにという要望｡

( 阿川弘之)

淵I-l は ､ 夜間攻撃の 精度を上げることに 馴
一にな っ て い て､ 0 ( 阿川弘之)

能率をあげるu ( 節)

効果をあげる(つ ( 節)
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(3 3) 将束 ､
月 度 二千トン位 の能力まで は上 げるかも知れないがそれ以上 にする計画はない

ようである( ,( ダイヤモ ンド 1 95 6 年 4 月 2 8 口 7 0)

( 3 4) .1J.- 質などをあげる【) (仰)

( 35) J
･ 供 u) JrJl=_ 質をあげる｡ ( 小)

(3 6) 賓修 に依っ てI:･･1.
/

J) a ) (7T 川 を上 げようとする努力である｡ ( 脚列1 9 5 4 年 4 月 3 6)

(37) 女件 の 地位をJ 二げるo (小)

(3 .2 . 1) 拙攻的な対象の換噛表現

上述の 例文(1 7 - 3 3) の ｢ 効果を良くする+ という意味からさらに連想して ､
｢ 結果を残すという意味

が想像できる( , lB
･ ･

& によ っ てどちらの解釈も可能であるが ､

-･ ･ 般的に文脈はその 意味を決定する

の であるo ｢ 結米+ a) ような解釈 の余地がない対象もあるが :
一

方では｢利益+ や｢成績+ のような対

象もあるD こu )lAi
･ 介 ､ 換愉表現を僻釈するため に､ ｢ 計万円の利益+ や｢良い成績+ の ように､ 対象

は別の 鵜 飼句や形容 詞などで特定しなけれ ばならない ｡ ちなみに同じ｢ 百万P-i+ を｢ 百万 円利益

を上げるJ a,
) ょうに刷ii.･

-

n
'

伽 こ,-f止述すると､ 前述の利溢の度合い を良くする表現になるo ｢結果+ の

ほか に最もはっ きりこの意味を連想させる対象は ､ 具体的な結果を表す例文( 1 6) の ｢ 二 点+ やそ

a ) 次u )( 1 7) a ) ｢_二 卜勝+ などである` ,

( 1) 立派な成果をあげた`〕 ( 小)

(2) 炎熱予防に効果をあげた｡ ( 平凡百科 2)

(3) 考山は実力以上の効 果をあげているのだ｡ ( スタンダ
ー

ル)

( 4) 秀 吉に従 っ て九州征伐, 朝鮮役 に[1:= 嘩し軸功をあげた｡ ( 平凡百科 2)

(5) 結果をあげる( 】( 節)

(6) そ の取引 で 2 0 0 万円 の 利益を上 げたく) ( 小)

(7) デ パ ー
ー

トは大きな利溢を上げている｡】 (文)

(8) 好成組をあげる() ( 人)

(9) 百万 円の 純溢をあげる｡ ( 研)

( 1 0) 収穫をあげる(, ( 新)

( l l) 業績をあげる( ) (新)

( 1 2) つ まり人間が陰似不什合の 尖を挙 げるのは ､ ｡ ( 明暗)

( 1 3) こ の ように ､ 宮川村森林組合は ､ 着々と山林復興に､ その 実績をあげて いるが ､

(家〃J 光り1 95 6 勺三4 月 1 87)

( 1 4) イラン がイ1
'

池を矧 掛fJ
-

場 に販売し､ それから収 入をあげようとすればそれには ､ 妥協し

なけれ ばならない L ) (‖J_
'

･外 1 9 53 咋 1 1 +j 1 8)

(1 5) メ -

ザ
∴ が1 ,

I

-F
･

n こ
､ 巨( /

I

( 十 方という戦後巌高の 動員レ コ
-

ー

ドをあげながら､

( 小火公 論 1 9 5 4 咋 6 ノH 4 6)

(1 6) 次u ) 回 押鉄がまた 二 ,

r∴( をあげ ( ベ
ー

スボ ー

リ レ マ ガジ ン 1 9 56 年 1 0 月 1 1 6)

(1 7)
一

席u ) 希 執
ー

川
r

[
･) 藤l‾Iし々 から連続 ∴ 卜勝をあげること(, ( 週r

･

u 読売 1 95 6 年 3 +] 1 1 日 7)
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(3 .
2 .1 . 1) 換愉表現からの 比愉表現

上述の ｢ 結米をあげる+ の 意味に つ ながるかどうかは不 明 であるが ､ ｢ す べ てを出し尽くす+ という

意味の 比 倫 表現が 刷 L
=
- するo こL7) 用法は ､ 上述の ｢ 二 点を上 げる+ などに最もつ ながりやす いの

で
､
ここで
‾卜位分数として扱うことにしたo 例又では( 1) の ｢ 全街+ の ほか に｢ 全力+ しか対象として

現れない (,

( 1) 収入 の 全触を挙げで春琴の 川に供した(春琴抄2 06)

(2) 全ノJ をあげて試験 の ため勉強した｡ ( 文)

(3) I
l

[

T'
11 JrA&

.

解決の ため全)) をあげる
.) ( 火)

(4) A-
-r7 f の 綿を苦くu ) にヰ) 全力を挙げなければならない ､ o ( 福永武彦)

(5) 令ノJ を挙げた艮f.%
'

小 説は 全然火放して ‥ ) (坐)

(6) 兜は ､ 我が国民の 独立 ､ 平和 ､ 白山の 闘争の 先頭 にたっ て活動することができるように ､

われわれは全ノJ をあげているo (Ll - 央公論 1 95 6 年 2 月 5 0)

(3 .2 .2) 仙象的な対象の 比愉 表現

】
1二述の 比 愉表現とは別に直接｢ 熱を上げる+ からの 比愉的な用法もある｡ この ような例文 杜最初

の三 つ である｡ そ の 次の ( 4) から(6) まで の例 文の｢ 気勢+ という対象は ､ は っきりと上述の 抽象的

な対象からu) 比愉とは 諾えない が ､ ｢熱を_l二げる+ と意味的に似てい るので ､ 同じ項目に入れた｡

例文(7) と(8) の｢ 血 道をあげる+ は ､ 抽象的な対象で はなく､ おそらく｢ 血があがる+ という意味の

自動詞の 対象と同じようなもの からの 比愉表 現である｡ つ まり､ 実際にはこれらの例 文は､
｢水 を

上げる+ などの 分類 の比 愉表現に入 れるベきであるが ､ 意味的に｢葬さもを上げる+ などに似て いるの

で､
一

緒に扱うことにした`) また最後の 例文(9) は､ どの 用法ともはっ きり結 びつくような関係がな

い の で
､ おそらく｢ 三 日に空けず+ と同じもの ではないかと思う｡ い ずれにせよこのような例文は ､

こ

0 )---
･ -

? しかない U ) で ､
あげるの意味を把挺するため に重要で はない ｡

(1) 勝負に熱を上 げたりして い た(〕 ( 阿川弘之)

(2) そう勝手 に熱をあげるのはよしてくれ｡ (トルストイ)

(3) マ リナ 0 ) ほう托早くも彼に熱をあげ ､ 訪問の おEr] 当てが姉なのですっ かりふくれ ､

(スクリ
-

ー

ン 1 95 6 咋 7 +】 1 08)

(4) 気勢を-1
-

. げるo (研)

(5) 1 R: 対 0) 気勢をあげたい わゆる艦隊派の･-
1 昧 の 人 であっ た. ( 阿川 弘之)

(6) 際限なく酒を作文して ､ 乱暴 に飲みながら､ 気勢を揚げてゐたo ( 帰郷 33 7)

(7) 血道をあげる( 新)

( 8) 選挙で1■了1 じ候補肴 - 投票するというぐらい u ) ことに何で 血道をあげる必 要がある ?

(むらぎも3 1 8)

( 9) 止も老婆は伏 J )鰯u ) わ たを 1 ,a
:

誉めて以火 ､
二 = にあげず!l三臭い ねたを肺 - ては ､

()乱川L7) 記 ･ i
-

_ 1 93)
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(4) ｢ あげる+ の 意味のまとめ

卜述u ) ｢あ げる+ 動詞u ) 意味分類を簡 判こまとめると次の表 1 の通りになる｡ まず ､ 対象になる名

那+ の 馴 i
'

的なヰ) の から帥象的なヰ) の へ の意味の 適鋭を上下 に作成したo それぞれの 対 射キ沿

っ て左j･7
-

に表現0 ) 意味の極値イヒ､ 換愉表現と比 愉表現の 記述を計 った｡

対象の 意味連鎖をより分かりやすくするために ､ 最も代表的な対象だけを扱うことにした｡ また､

上述の分析では ､
｢ 意志をヰ) つ 対象+ は ､ 別の項 目(2) でほかの 意味から離れて扱っ たが

､ 以下

の表で は｢ 意志をもつ 対象+ は ､
｢ マ グロ+ など｢ 具体物 である対象+ の後に記述したo 同じように､

｢帥象的な対象+ の場合､
｢ 対象が声+ ”(3 . 1) を｢煙+ や｢ 炎+ などの後にした｡ このように全ての 項

目(1) と(2) と(3) は ､ ･･･ ･ つ の連続してい る表にまとめることができた｡

表の 最もJ, :･ 佃1 0 ) 欄に盛本FI/J fた連想を引き起こす対象､ 真ん中の r換聴衆現+ の 欄に基本的な

意味を表しながらも別の 連匁tを引き起こす対象 ､ そして最も右側 の｢ 比 愉表現+ の欄に最もか け

離れた連想を引き起こす対象を記述した｡ ｢換愉表現+ と｢比愉表現+ では｢+ の中の意味は ､ 連想

された意味を表し､ > という印は連想を意味する〔J

( 表 1 ､ ｢ あげる+ (ノJ 意味の 変化)
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I.
A

. 述u) ( 衣 1) で示したJ:うに ､
｢ あげる+ の 意味は ､ それぞれの ｢あげられる+ 対象 によっ て異なっ

てくる( , こ の ような意味の変化は ､ 上下の 軸で次第に対象になる名詞句の 抽象化によって起きる｡

もちろん順 番はおおょそのものであるが ､ 具体から抽象 - と考えればよい ｡ 左右に記された表現

は
､
それぞれ の対象を仕 っ た表現は ､ 連想によ っ て別の 意味を表すようになっ たもの である｡ また ､

連想によ っ てできた衣呪車)
､
元 の意味とどれほど離れて い るか に上っ て 分けられて いる(, もちろん ､

は っ きりした線がない が ､
ここで分けた換愉表現と比 喰表現を別々 のラインで表すことにした｡ この

ように｢あげる+ の 全附
′

!勺な意味が把握できると塩うo 次 の第4 ･草では ､
これらの 意味をそれぞれフ

ィンランド語に訳し､ フ ィンランド語 の どの 軌詞は ､
鹿本的な意味の 面 で｢ あげる+

L

に相当するかを

調 べ る( ,
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第4 草 フィンランド瀞との 対比

第 1 餅i 対照 のよヒ礎

(1) 対順 の 川発 J

･
.

!
､

･l

上述の｢あげる+ の 意味構造の分析で は ､ それぞれ の意味は ､ 互い に何らか の意味的な関係 を

持って-
一

つ の 多義他 のある｢ あげる+ という形態素に結びつ いてい ることが分か っ た｡ しかし､ 多く

の比峻表現の 場合､ そ の 意味的な関係がは っきりしたものではない の で ､ 多義性をもつ ｢あげる+

の-- 一 意であるか ､ あるい は別の 同音異義語として認める べ きかは ､ 判断 できない ｡ その ため に多く

の｢あげる+ の ような多嵐性をもつ 動詞 ､ 例えば｢はかる+ などは ､ 辞書の 中でも同音異義語として

多数の 別 々 の意味に分類されている｡ しかし､ ほか の言語の動詞と対照するために､ 多義語の 意

味構造をできるだけ詳しく記述することは 重要である｡ なぜなら､ 多義語の意味は､ 直接的に同じ

基本的な意味を表している外国語のある形態素に当てはまる場合もあるが ､ 多くの その意味は間

接的に別の 形態窮につ ながるからであるく】 また､ 外国語に全く考えられない ような表現もあるので ､

その 表現と農 本的な意味とU ) 関係を明らか にしなければならない o 例えば､ 次の 日本語の 動詞

｢ 貸す+ a ) 表現は ､
フ ィンランド譜の rf l でそれぞれ異なっ た訳し方を持 っ ている｡

( a) 私は彼 に本を貸してあげたo

M i n a l ai n a si n h a n ell e ki rj a n .

N : n o m (I) ＋Ⅴ: p a s t:1 s g仲o r r o w) ＋N : all(hi m ) ＋N : a c e(b o o k)

(b) 私托彼 に力を貸してあげた()

( c)

M i n 邑 a u t oi n h a n t a .

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: p a s t: 1 s g(h elp) ＋N :p a rt(b i n )

私は彼 にトイレ を貸してあげた｡

A n n oi n h a n e n k a y tta a m e ida n v e 8 B a a .

Ⅴ:p a st: 1 s ど(g i v e) ＋N : g e n (hi s) 十Ⅴ: 1 i n f( u s e) ＋N : g e n( o u r) ＋N :p a rt(t o il e t)

A n n oi n h a n e n k a y d a m eilla v e s s a s s a .

Ⅴ:p a st: 1 8 g(g i v e) ＋N : g e n (hi s) ＋Ⅴ: 1 i n f( v i sit) ＋N : a d e s( u s) ＋N :ill(t oil et)

最初 の 例文( a) では ､
フ ィンランド語の動 詞｢1 ai n a t a + (貸す ･ 借りる) は ､ 統語論 上でも意味論 上

でも直接 ｢ 貸す+ に訳すことができるが ､ 例 文(b) の 表現で は ､ 対象と動詞 の組み合わ せ｢ 力を貸

す+ は
､
フ ィンランド語 の動詞｢ a u tt a a + (助ける) の意味に概念構造の 中で間接的に相当する｡ つ

まり､ フ ィンランド譜の [lコ で ｢ノJ + は ､
｢ 貸す+ という意味を表す動詞の 対象になることができないが ､

同じ｢且小ナる+ 場 面の 居l媒を基本的な意味としてもっ て い る｢ a u t t a a + ( 助ける) 動詞は ､ 結果的 に

同じ意味を表して い るo また同じように ､ 例 文( c) では ､
F] 本譜の表現｢トイレを貸す+ の意味は ､

フ

ィンランド譜U ) ｢1 ai n a t a + ( 貸す) 動詞U) Ll l で存在しない の で ､
別 の 方面から｢ a n t a a k a y tt a a + (ト
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イレをイ如ブせ てあげる) あるい は｢ a n t a a k a y d a + ( 行かせてあげる) というようにその意味を表現し

なければならない (∫ ｢ 貸す+ と｢1 a i n a t a + は ､ 頭 の 中では 同じ基本的な意味概念を表してい るが ､

動詞の 対象u ) 範朋と辿想される意味が異なっ てい る( ,

この ような- :- 吉甜嗣u ) 追 い は ､ 概念意味論 でも見たような概念構造による意味の記述 で表現す

ることは難しい u f亡ぜなら概 念意収縮は ､ 山水 事自体の 意味を記述しようとする-･▲--･ 方で は ､ 統語

論に従うような構造を収るからである( , しかし､ 基本的な意味( a) と連想された新しい 意味(b) との

違い ､
またE,Tt ｢ あげる+ に対するフィンランド語の動詞の基本的な意味を把握するために ､

ここであ

えて概念意収縮u)言Ll 述)j
t

lii･を位うD

例文( c) で見たような勘合､ 概念構造の 記述は( e) のように表現 の意味が明らか になるような方

法で行われる ベ きであるが ､ 同じように(a) の ような動詞 の基本的な意味による記述も可能だろう｡

( d) で 榊 I
JF
.

-

･ V) られる物 体｢ α + は ､
い ずれか 戻 っ てくるという条件阿ⅩC H] で ､

｢ 彼+ に渡される

【C A U S E L , ( e) ではr 私+ 杜 ､ ｢ 彼+ がトイレを位うことをさせる【L E T] o

( d)

( e)

[C A U S E ([私】,【G O p . 鮎([トイレ】J T O([彼])】)])】

【E X C H [ C A U S E(【彼】,【G O p o s s(【トイレ】α ,【T O(【私】)])】)】]

rLl∃T(【私】,【C A U S E([彼】,【B E C O M E(【トイレ] ,【ワo(【使用 判)】)】)】)】

最初の( d) の ような｢ 僻す+ 動詞 の本来の 構造に忠実した記述方法も重要 である 一 方 ､ ( e) の よう

な出束事の 結果が分かる意味記述も必 要であるo 二 つ の別々 の概念構造が考えられる理由は ､

本来｢ 具体物を貸す+ 場合に連想される意味と対象が｢ 場所+ を表すように意味が拡大された場

合に連想された意味の違い によるものである｡ つ まり､ (a) の ような概念構造は( c) が 実際に表し

ている意味を明らかに表現できないと同時 に､ ( e) の ような概念構 造は( c) のような文に直接結び

つ けられない ( , そ U) ために( e) の 意味は(d) から連想されたという概念構造しか考えられない ｡ つ

まり
､
｢ トイレ+ a ) ような場所を表す対象は ､ 本束の ｢貸す+ の対象ではない が､ ｢ 使うため に貸す+ と

いう意味で対象 になる名 詞句の 意味連鎖を広げたく) 場所は相 手に渡すことができない ので ､
｢ 使

わせ てあげる+ という解釈 しかない ｡ こ のように本来の意味と新しい 対象によっ て 連想 でされた意

L仙士
､

/ T

-

_
い に つ ながり

､
動作L/)居味構 造を作る(I) a

(f) [c A U S E ([私】,【G O p ｡ 9 日([7
- イレ] LY ,[T O(r彼】)】)】)】

[E X C Ⅰ寸[C A U S E ([彼】,[G O I- ｡ 臼 S([トイレ] , ”[T O([私】)])])]]

[L E T([私] ,[C A U S E([彼] ,[B E C O M E([トイレ] ,[T O([使)1j
LP])])】)】)]

例文 の フィンランド譜訳は ､
( d) から( e) - と同じような基本的な動詞の 意味と連想された意味で

榔亡い
o
フ ィンランド,

:

i

-

.

L I
.

-･
でももちろんI‾I 本譜とl' '

-

1 じような結 朱を想起できるが ､
それに至るまでの 連

想段階が皇
J

主な っ て い る(, フ ィンランド語 のiB
･

合 ､ (ど) a ) ように｢使川する+ または(h) のように｢行 っ て

1 3 5



来る+ という意
l如 ) 動詞が使われてい る｡

( g) 【L E T([私】,【C A U S E(【彼】,tB B:C O M E (【トイレ】,[T O(【使用｢P])1)])】)】)】

(ネムけ彼がトイレを仙うことを!j ･ えた)

( h) 【L E T(【私1 ,【G O(【彼】,[T O(【I N ([トイレ])])] ,[I N (【内】)])])】

【F R O M ([I N([トイレ】)】

( 私は披がトイレ に行 って来ることを内で与えた)

日本語の 場合ヰ) 何じように｢ 使う+ とか｢ 行く+という動詞も使 えるかもしれない が ､ ｢トイレを使わせ て

あげる+ や｢トイレに行か せてあげる+ などの 表現は ､
｢ トイレを貸してあげる+ と異なっ た意味を表し

ているL ) なぜなら､ ｢使う+ や｢行く+ や｢墳す+ が純米的に同じ動作を表しても､ そのLt
J

一発点 つまり動

作を眺める1:I:場が 鵜なっ てい るo ｢ 従う+ はトイレ の中 にい る段階､ ｢ 行く+ 壮トイレに入る段階､ そ し

て｢貸す+ はトイレ'J .) 管Bl ･L 者にその 重点を置く. フィンランド語の 中で｢ 管理者+ に重点を置くような

憤す+ という意味の 動詞は ､ I】本譜の 同意題の 動詞ほど広い 意味で使われていない ので ､ ｢トイ

レを壊す + (
☆1 a i n a t a v e 舶 a a ) という表現は不可能であるo

で は
､ 対 照研先 にあたっ て ､ どのような意味を対照するペ きであろうか ｡ 言うまでもない が ､ 機能

文法u ) ように動詞0 )そu) 助その 助の液終的な意味 削りの言語に比較することが目的であるので ､

もちろん動討の 本来的な意味だけではなく､ さまざまなほか の用法も対照する
べきである｡ しかし､

上述の ように直接対照できない場合 ､ いくつものほか の動詞が現れてくるの で ､ どの動詞が最も

適して いるかは分からなくなる｡ また､
ほか の動詞は､ ｢行く+ や｢使う+ のように対照される言語の 中

で13tj の 動詞の鹿本的な意味を表しているo そのために対照する場合､ 直接対照できるような動詞

は
､ 同じ基本的な意味をもっ て いる動詞に限る｡ ほかの 動詞は ､ 概念構造で間接的に同じ意味

を表す結火につ なが っ て い ても､ 結局U) ところ別の 動詞の 意味範朗に数える
べきであるo ただし､

異な っ た動詞の意味 緋 軒であっ てヰ) ､ 去ら本的な意味の 範囲を分かるため にす
べ ての 意味を対照

しなければならない ( ,

( 2) 本研究 の 対照方法

本棚兜u:' 対照方法は ､ 第3 章でも放りJ二げたように｢あげる+ の意味構 造を分析し､ それぞれの用

法をフィンランドri ,F
･

.

･

･

() ) r あげる+ と同じ基本 的な意味をも つ 動詞に比 較するという方法であるo これ

によっ て ｢ あげる+ ”)r
･,
/ ),足する意味範囲は ､

フ ィンランド語 全体に対照することができ､
フ ィンランド

語u) ｢ n . st a a + などの 動詞の 意味範uE= こどれはど-
一

致するかが分かるo

で 札 ｢ 糾ずる+ とr n o st a a + などの動 詞札 同じ)占本l
t

l
'
J な意味をもっ ていることがどのように検証

されるか(〕 r n o s t a a+ の 場合 ､

｢ あげる+ の ような専攻研 究がなか っ たの で ､ 使用頻度などの 判断が

できなか っ たが ､
｢ あ げる+ の 般も鹿 本とされる( 1 ･ 1 ) ｢ 基 本的 な上 別 に当て は まる動詞 は

r n o s t a a + であり､ また杜語話者の 軌盛として
｢あげる+ の 基本的な意味は｢ n o Bt a a+ に相当すると

判断 できる. そ U) ほか ､ 概念意味論の)j 法で｢あげる+ の 意味概念を分析した結果(
1) ､ 記述の
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問題点を配慮して フィンランド語 の 動詞をその構造に当て草と､ 確かに｢ n o Bt a a+ 動詞(2) は ､ 同

じ概念構 造に適し､ その意味を拒う〔, しか しいくつ かほか の 動詞も同じ構造に当てることができる

(3) ”

( 1) ｢ あげる

V

_
( N Pj を) ((【l,P N P ｡

から】))(([pl) N P l く に/ -】))

I

L

【E v e n . 一C A U S E (【 】
α

i,(｢ 臥 .e n t G O (【】j) ,

L M O V E

(2) ｢ N O S T A A

l

L

｢ ((( F R O M [ α】)))1)1)】

I u p w A R D I J

し) ｡t h(( T O 【 】k)) +

V

N Pj a c e/p a r t(』p N P α a bl/ el at】) ((h ,p N P lく all/illJt l
･

a n 81]))

[l.1v e n l C A U S E ([ 1
(y

i,(【E v e n t.G O (【】j) , ｢(( (F R O M [ α】)))1)])】

I u p w A R D I

L p Elt h (( T O 【 ] k)) +

(3) ｢ N O S T A T T A A

I

L

V

N Pj a c e/p a rt([,I,N P α
a blJ el a t]) ((【｡ ｡ N P l ' a ll/ill]) )

【..] v ( d.C A U S E(【 】
(y

i, (【-如 e n l .M O V E ([ ]j) , ｢( (( F R O M [ α】)))1)])]

l u p w A R D I

L p ath (( T O [ ]1() ) J

r K O H O T T A A

I

t

L

V

N Pi a c e/p a rt (h ,P N P α a bl/ el a t】) (♭p N P k ill/ a ll]) )

【1 .; v e n t ,C A U S E ([ ]
α

j, (【E v e n L G O (【】j) , ｢((( F R O M [ α】)))1 )】)】

l D I R E C T l

l u p w A R D 1

Ll ,｡ tb (( T O 【 ]lく))
■
+

｢Ⅰ( O R O T T A A

V

N P) a c e/p a rt(h ,I, N P (y a blJ el a t】) ([pI,
N P l く allJillJt r a n s])
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1

I

1

L

【l.3v e n L C A U S E([ 】i, (【tl]v e nt .G O ([ 】
"

∫) , ｢( (( F R O M [ α]) ))1)】)】

l I)I R E C T l

l u p w A R I) t

L p zlt h(( T O 【α]k)) +

I

I

1

+

このように基本 的な意味が概念意味論で 表現できるが ､
上述の ｢トイレを貸す+ などの 例でも見た

ように対象u) 意味辿銃または辿想によっ て意味が複雑化する場合 ､ 概念意味論は使い にくい o

また､ 石締などの格文法と結合価理論との統合で杜 ､ 名詞句を規定した｢b u m J ｢ a b s+ などの 概

念は ､ 意味範酬として 言語を対[ 剛
‾

るときに広すぎるし
､
定義も唾昧であるo 例えば(4) で は ､

｢煙+ と｢ 声+ などは全て 同じ｢ a b s + の
｢-トりこ入る{, また ､ 同じ名 詞句( 子供を) は ,

r 環境によ っ て異な

っ た働きをもつ ことができるu

(4) ｢煙を上 げる+ ､ ｢ 声をあげる+ ､ ｢値段を上げる+ ､ ｢性格をあげる+
- ｢ a b s+

トー州Li を学校にあげる+ - ｢h u m + ｢ 子供を机の 上 に上げる+ - ｢ c o n +

こu) ほか
､ 連想された川法の 場合､ 石綿などの格文法と結合価理論との統合は ､ それぞれのアク

タントの役割だけを変更する｡ 例えば(5) のような文の 意味的な関係 は明らかにされてない ｡

(5) ｢ 私は肴板をあげて い る+

｢ b u m + ｢ c o n J

｢ A g e n tJ
｢ O bj e c t+

｢ 本屋は看板をあげて いる+

｢1 o cJ ｢ c o n J

｢ L o c a ti o n J ｢ O bj e ct+

本棚 兜u) 口約は ､ どu) 場命におい て lヨ本 訴0) ｢ あげる+ 動詞が基本的に同じ意味を表してい る

フィンランド譜
･ の ｢ n o s t a a+ などの 動詞に相当するか ､

という問題 別] らかにすることである｡ その た

めに ､ 第こ3 章で分析した｢あげる+ 0) 意味の フィンランド語との 直接的な翻訳が必 要であるo
これに

ょっ て ､ 上 述の ｢ あげる+ と基本的に同じ意味を表して い るフィンランド語の 動詞｢ n o s t a a+ などの

柵追,

.
,

!
よとノ姑通点カ

; 刷らか になるだろうo こ(ノ) ほか ､
｢ あげる+ は ､ 別 の基本的な意味を表して い るフ

ィン ランド.
:

i

-

lt d ) 動 詞に柵当する場合 ､
rl 本譜でそ の 動 詞に榔当する別 の 動詞との 意味的なつ な

がりがあるかということも朋 べ る( )
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第2 節 ｢ あげる+ の 意味構造の フィンランド諦との 対照

(1) 対象が具体物

(1 . 1) 鹿本L
'

I
/
J な上昇

対象が｢箱
･ 荷物 ･ 花瓶 ･

石+ のような具体的なものである場合 ､ また到着点が｢ 棚+ や｢ テ - ブル+

などのように個別の項如附こ示された場合､ フィンランド語で使われる動詞は( 1) から( 3) の 例文の

ように｢ n o 8 t a a + で ある., こ のlt1 合 ､ ほか の ｢ 動か す+ 意味を表す動詞 ､ ｢1 aitt a a + ( 置く) や

｢p ist a a+ ( 指す) なども
rj[ 能であるo ただし､ これらの動詞によっ て表現される意味は ､

｢あげる+ と

異なっ てくる..)

例文( 4) の ょうに到膚点｢ 山こ+ が 動作主とつ なが っ てい る場合､
つ まり｢ あげる+ の 意味は｢持ち

上げる+ という意味を表している場合､
｢ n o s t a a + の ほかに｢ kn h ot t a a + という動詞も可能である｡ 到

着点が表示されない(5) から(8) まで の例文の 場合も､ 対象が動作主とつ なが った｢持ち上 げる+

という意味を表してい るので ､ ｢ n o 8t a a +も｢k o h ot t a a + も可能 である｡ つ まり､ ｢k o h o tt a a + という動

詞は ､ 到着点に 関して｢ 軌作 主に つ なが っ て い る+ あるい は｢ 直接 上 にある+ ことを条件にして い

る( ,

( 1) か ら( 5) まで の 例文で は ､ 完 了の 意味が含まれて い るので ､ 対象は全体的な意味を表す

｢ 対格+( a c e) で表示される｡ 例 文(6) と(7) と( 8) のように動作は進行中であることを表す場合､ 対

象は不完 全な状態を表す｢ 分格+ (p a l
･t) で表示される｡

(1) 棚に箱を上 げる｡ (研)

N o s t a n /L ait a rJ P i s七色n l a a tik o n h y lly ll e .

Ⅴ: 1 8 g(lift/l a y/p u t) ＋N : a c e(b o x) ＋N : a ll(s h elD ･

(2) こ の にもつ を棚に 上げてください`) ( 文)

N o 8t a k a a n a n a t a v a r a t h y lly ll e .

Ⅴ:i m p ‥3 p l(lift) ＋N : p l= a c e( th i s)
＋N :p l: a c e(thi n g) ＋N : a ll(s h e lf) ･

( 3) 花瓶をピアノの 上 に上 げる｡ ( 小)

N o s t a n/L ait a n k u k k a r u u k u n p i a n o n p a a ll e ･

Ⅴ: 1 s g(lift/l a y) ＋N ‥a c e( v a s e)
＋N : g e n(p i a n o) ＋P o st p : a ll(t o p) ･

( 4) 石 を頗より上に 上げる〔〕 ( 小)

N o 8t a n /K o h o t a n ki v e n p a a n y la p u ol ell e ･

Ⅴ‥l e g(lift) 十N ‥a c e( s t o n e) ＋N : g e n (h e a d)
＋N ‥all( u p sid e) ･

(5) 彼 は 1 0 0 キ ロ 0 ) バ
ー
ー ベ ル を上 げた o ( 小)

H a n n o s ti/k o h o tti 1 0 0 k il o n p a i n o t y 16 s ･

N : n o m (h e) ＋Ⅴ:p a 白t :3 s g(lift)
. N u n ( 1 0 0) ＋N ‥g e n(kil o) ＋N

･

･ p l‥a c e( w ei g h t) ＋P o 8 t P(u p) ･

( 6) ｢ これでしょう? + とウイス車
ーーー の びん 削 二げて 女L-P は首を傾 けたo ( 暗夜行路

･ 前 8 5)

T a m a k 6 ? k y s y l Si s a k k 6 n o s
t a e n /k o h o tt a e n w hi s k y p u ll o a p a a k all ell a a

n ･

N : n o m :p(t hi s) .Ⅴ: p a s t: 3 s g( a s k) . N : m o m ( m aid)
＋Ⅴ‥2i n f:i n s( ri s e) ＋N :p a rt(b o ttl e)
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＋N : m o m (h e a d) ＋N : a d e B: S a g( sl a n t) .

(7) 彼は ､ ただ機械の如く河鳩
′

の力を入れて
､ 槌を挙 げ､ 滞身の力を以って ､

之を振り降ろしたo ( 魁傑の彼方に 7 9)

K u i n k o n e h a m a n t o i k a ik e n v oi m a n s a n o st a a k s e e n /k o h o tt a a k s e e n ki r v e st a j a

k o k o v oi m all a a n h a m p u d o t ti 自e n a l a s .

C o nj(lik e) ＋N : m o m ( m a chi n e) ＋N : n o m (h e) ＋Ⅴ: p a st:3 s g(gi v e) ＋A dj: a c c( a ll) ＋N :p l: a c e

(p o w e r) ＋Ⅴ: 1i n f:t r a n 8 : 3 s g( ri s e) ＋N :p a rt(h a m m e r) ＋C o nj(a n d) 十A dj( w h ol e)

＋N : a d e 8: 3 s g(p o w e r) ＋N : n o m (h e) ＋Ⅴ:p a st: 3 喝(d r o p) ＋N : a c e(it) 十P r e p(d o w n) ･

(8) 鞭をあげて ､ 光秀は小 鮒 こ訊い たく) (オ
ー ー ル 読物 1 9 5 6 年 1 月 1 00)

N o s t a e n /K o h o tt a e n ru o 8 k a a M it 8 u hid e k y s y i si s a k 81t a .

Ⅴ: 2i n f:i n 卓(ri s e) ＋N :p a r t( w hi p) ＋N : n o m (M ) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( a s k) ＋N : el a t( m a id)

( 1 .1 .1) 鹿本的な.上外の換
I愉表現

以下の 例文(1) と(2) ｢ 帽 子を
--

-

+ は ､
上述の( 5) から(8) まで の例 文とほぼ同じであるo ここで 連

想される意味｢ 挨拶する+ は ､
フィンランド語 でもまったく同じである｡ しかし､ (3) から(5) までの 例

文の場合､ ｢k o h o t t a a+ だけが 鳩 杯+ の 意味を連想させる｡ ｢ n o s t a a + を使 っ た場合 ､ 文 の意味 臥

基本的な｢ 措ち上げる+ という意味に戻っ てしまう｡ また､ 例文(6)
｢畳+ の場合 ､

フ ィンランド語 の

r n ｡ 8 t a a + は ､ 何も新しい 連想を引き起こさない の で ､ 基本的な意味だけを表してい る｡ この 場合

の到着点は｢ 干す+ という動作､ あるい は｢外+ の ような普通の 場所である｡

例文(7) の ように到着点が不特定の 場所｢p oi8J ( a w a y) である場合 ､
｢ 布団をあげる+と同じよう

な連想( 片づ ける) が考えられるが ､ 連想を引き起こす原 因になるの は｢p o i s+ の 不特定さであるo

例文(7) a) ｢イけ軌 や(8 - i O) の｢ 床+も基本 的に｢ 軌 と同じであるが ､ ｢ 床+ をフィンランド語で
｢ ベ ッ

ド+と訳すと｢あげる+ ことはできなくなるの で ､
｢ k o 軸t a+ (片づける) などの 動詞が使われるo

例文( l l) は ､
フィンランド.治でも同様 に 個 物が完成する+ ことを連想させるo

｢棟+ も｢h a l
･

j a + も

文字通り建物の 同じ部分を指してい る｡ しかし､ 例文( 1 2) には連想がな
い ように感じるo なぜなら

対象になる｢棟木+ は ､ 具体的な産業の対象であるからであるo そ の代わり
｢ 棟+ は ､

ト 棟+ のよう

に家全 体を指すことヰ)あるu

次の例 文( 1 3) と( 1 4) a ) ように ､
｢あげる+ 動作が終わっ た状態を表してい る場合 ､

フィンランド語

はふだん 存/1 ･
･

_ 動 卸 o ll a + が使われる(, しかし､ 現在完了 の受け身
｢ oli n o s t e tt u + でも､

同じことが

表現できるo ただしそ0) 場合､
｢ 前に看板がなか っ た+ ことが前提にあるはずであるo したが

っ て
､
こ

の 場合｢ n o st a a + で は【
‾l 本譜と同じ状態の 意味が表せない o

最後 の( 1 5) から( 1 9) まで の 例文で は ､

｢ 与える+ という連想が加わるが ､
｢ n o st a a+ 動詞にはその

ような連想がない ｡ また ､ 到着点が意志のないものなの で ､

｢ 与える+ という意味の ｢ a n t a a + 動詞も

位うことができ か ( )
これらの 文で はr n o s t a a + が使われる場合 ､ 動作 の意味は ､ ( 1 ･ 1) と同じような

単純な｢持ち上げる+ という意味を表す｡, そのため に
｢ 置く+ 動作を描く｢ a 8 e tt a a+ ( 設置する) と

いう

動詞がFJ A < ,語U_
)意味に最も近 い ｡ なぜなら､ この 動詞は ､

｢ ゆっくり+ や｢ 落ち着い た+ と言 っ た要
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素が含まれてい るからであるo また(1 8) の ように到着点がない 場合､ ｢ a s e tt a a+ が使えない ので ､

｢ 8 yt y tt a a + ( 火を付ける) など同じ結果を表す別の動詞が使われる｡

( 1) 彼ト朝日十をちょっと上 げて ､ 婦 人にあいさつ した｡ ( 小)

H a n n o 8ti/k o h o tti h i e m a n h a tt u a a n j a t e r v e h ti r o u v a a .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ: p a st: 3 s g( ri s e/lift) ＋A d v( alittl e) ＋N : a c e: 1 s g(h at) ＋C o nj(a n d)

＋V :3 s g(g r e e t) ＋N : a c e(l a d y)

(2) 撫 . a ) まま､ ちょつと帽子をあげたo (トルストイ)

S a n o m a tt, a s a n a a k a a n b a n n o s ti/k o h o tti hi e m a n h a tt u a .

Ⅴ: 3i n f: a b e s( s a y) ＋N :p a rt: p( w o r d) ＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a s t:3 B g( ri s e) 十A d v(a littl e)

＋N :p a rt(h a t)

(3) 割掛まさかずきをあげたL, ( B)

M u n e y o ri k o h o tti m a lj a n .

N : m o m (M ) ＋Ⅴ: p a s t:3 8 g( ri s e) ＋N : a c e( c u p)

(4) 礼/I= ま笑
って杯をl

･

. げた(, ( こころ)

T o ht o ri n a u r a h tij a k o h ot ti l a 8i n s a .

N : n o m (d o ct o r) ＋Ⅴ:p a B t: 3 8 g(1 a u gh t) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( ri s e) ＋N : a c e: 3 喝(gl a s s)

( 5) ｢ 御I引上
J

. たう+ と云 つ て ､ 先生が私 のために杯を上 げて呉れた｡ ( こころ 88)

s a n o e n
”

o n n e k s i olk o o IJ
'

,
t o b t o ri k o b o tti m i n °.

n e m alj a n ･

Ⅴ:2 i n f
･

.
i n s( B a y) ＋g o o dl u c k ＋N : m o m (d o c) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( ri s e) 十N : all( m e)

＋N : a c e( c u p)

(6) 農をあげて一･†
二す o ( 大)

L ait a n/ N o st a n t a t a m i m at o t k u i v u m a a n .

v : 1 s g(p u t/lift) ＋N : p l: a c e(t a t a m i c a r p e t) ＋V : 3i n f:ill(d r y) I

( 7) 和同をあげる() ( 大)

N o s t a rJ K o rj a a n / L ai t a n f u t o n i n p o i s ･

Ⅴ: 1 s g(fi x/p u t) ＋N : a c e(f u t o n) ＋P r e p( a w a y) ･

(8) 床を上 げるo ( 小)

P e t a a n /K o rj a a n v u o t e e n p o I S ･

Ⅴ: 1 s g( m a k e/FI X) ＋N : a c e(b e d) ＋P r e p( a w a y) ･

( 9) 軌家のヰ) の が床を揚げる時 ､ 誤 っ て 上から踏み殺してしまっ た｡ (硝 子戸の 中)

A a m u ll a , 汝u n v a ki k o rj a s i v u o t eit a , t a ll a si j o kn s e n v a h i n g o s s a
kn oli a a k s i ･

N
･

. a d e s( m o r n i n g) ＋C o nj( w h e n) 十N : m o m (p e o p l e)
十Ⅴ:p a s t:3 s g(flj') ＋N :p l

･

･p a r t(b e d)

＋Ⅴ: p a st: 3 s g ＋N ‥m o m ( s o m e b o d y)
. N ‥a c e(it) ＋N :i n e s( a c cid e n t) ＋A dj:t r a m s(d e a d) ･

( 1 0) 母 が 止めるのもI 舶 ､ずに､ とうとう床を上げさっ て仕舞
つ た o (こころ 8 8)

K u u n t el e m a tt a aiti a h a n v ii m e i n k o rj a si vu o t e e n s a j a la hti ･

Ⅴ:3i n f: a b e s(li st e n) ＋N :p a rt( m o th e r)
＋N : m o m (h e) 十V :p a s t:3 s g( m o v e)

＋N : a c e:3 s g(b e d) 十C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s t‥3 s g( g o a
w a y)

1 4 1



(l l) 棟をあげるo ( 冶)

N o 8t a m m e t a l o n h a rj a n .

Ⅴ:1.I)l(li允)
＋N : g e n( h o u s e) ＋N : a c c( rid g e) .

(12) ･-､･
一 般に小屋を組み 上げて棟木を上げるときo ( 平凡 百科 2)

N o r m a ali 8 ti 汝u n m 6 k ki k o o t a a n j a B e n h a rj a p u u n o 8 t e t a a n P a ik oill e e n …

A d v( n o r m ally) ＋C o nj( w h e n) ＋N : n o m ( c o tt a g e) ＋Ⅴ: p a 8( c o n st r u ct) ＋C o nj( a n d)

＋N : g e n(it) ＋N : a c e( ri d g e) ＋Ⅴ: p a 白(li允) ＋N :p l: a ll:3 p l(p l a c e) .

( 1 3) 松山 卦古と書家を番いた看板をあげて いる古本屋 へ 来た｡ (暗夜行路
･ 前 26 5)

T u li m m e a n tik v a ri a a ttii n
, j o n k a p a alla o li k yltti,j o h o n oli ki rj oit e tt u

o m i st aj a p e r h e e n n i m i M . ki rj a k a u p p a .

Ⅴ:p a s t: 1 p l(c o m e) ＋N :ill(S e c o n d b a n d b o o k s t o r e) ＋N :g e n( w hi c h) 十N : a d e 卓(t o p)

＋Ⅴ: p a st: 3 s g(b e) 十N : m o m (Si g n b o a r d) ＋N :ill(t o w hi ch) ＋V : p a s t:3 s g( w ri t e)

＋N :g e n( o w n e r f a m ily) ＋N : a c e( n a m e) ＋N : a c e(M ･ b o o k s t o r e)

( 1 4) 汚 い 活動小舎があっ て､ 毒々 しいチャン バラもの の絵看板があげてある｡ (むらぎも1 7 5)

si e11a o n lik ai n e n t oi m i n t a h allij a ilk e a 8 a m u r a i el o lm v a n k yltti s o n p a a11a ･

N : a d e s(t h e r e) ＋Ⅴ: 3 8 紳 e) 十A dj: m o m (di rt y) ＋N : m o m ( a cti v it y h all) ＋C o nj(a n d)

＋A dj: m o m ( n a s ty) ＋N : g e n( m o v i e) ＋N : n o m ( 8ig n b o a rd)
＋N : g e n (it) ＋P o 8t P

'

･

'
a d e s( o n)

(15) お墓 にお 花をあげる(〕 ( 大)

A s e t a n k u k ki a h a u d all e .

Ⅴ: 1 s g(p u t) ＋N : p l:p a r t(凸o w e r)＋N : all(g r a v e) I

( 1 6) 祭壇 にろうそくをあげる｡ ( 小)

As e t a n k y n ttila n altt a ri ll e .

Ⅴ: 1 s g(p u t) ＋N : a c e( c a n dl e) 十N : all( alt a r) ･

( 1 7) 僕の 香を上 げ花を上 げ水を往い でから､ 前に峰つ て心 のゆくまで拝んだo

( 野菊の 盛 5 3)

As e t e tt u a n i s u it s u k k e e n j a k u k a n h a u d all e j a k a a d et t u a n i v ett a k u m a r r
u i n B e n

e t e e n J a r u k o ili n s y d a m m e 血 p o bj a s t a ･

Ⅴ:p rt .p rf: p a r t:1 良g(p u t) ＋N : a c e(i n c e n s e)
＋C o nj( a n d) ＋N : a c e(fl o w e r) ＋N ‥all(g r a v e)

＋v : p rt . p rf: p a rt‥1 s g(p o u r) ＋N :p a rt( w a t e r)
＋Ⅴ: p a s t: 1 s g( kn e el) ＋N : g e n (it)

＋p o st p(f r o n t) ＋C o nj(a n d) ＋Ⅴ‥p a s t: 1 8 紬 r a y)
十N : g e n : 1 8 g( h e a rt) 十N : el a t(b o tt o m)

( 1 8) 燈明をあげ､ 肩衣をつ け､
歎異抄 に類したもの を唱した｡ (仲子

･ 上 1 6 9)

s y ty ti n alt t ar ik y n ttila n , 1 ait oi n k a a v u
n p a all e j a l a u s u iム T a n n i

- s u t r a a

v a s t a a v a n r u k o u k s e n .

Ⅴ: p a s t: 1 s g(ig n it e) ＋N : a c e( a lt a r c a n d dl e)
＋Ⅴ‥p a s t:1 咽(p u t) ＋N : a c e( c a p e) ＋P : a ll(o n)

＋c o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a st: 1 s g(r e cit e)
＋N ‥p a rt( s u t r a) ＋Ⅴ:p r t ･p r 8 ‥a c e( r e s e m bl e)

＋ N : a c c(p r a y)
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( 1 9) 政は立 つ た次 利 こ花む切努つ て仏壇 に捧げて下さい ｡ (野菊の墓 1 0)

Le ik a tk a a s e u T a aj all e k u k k a j a a s et t a k a a s e al tt a ri 1l e .

V : 2 pl:i m p( c u t) ＋N : all(f o ll o w e r) ＋N : a c e(n o w e r) ＋C o nj(a n d) ＋V : 2 pl:i m p(p u t)

＋N : a c e(it) 十N : all( alt a r)

( 1 . 1 . 2) 底本的な上界の 比愉表現

比聴衆現では動詞 の 本来的な意味は残 っ てい ない の で ､ 別の 言語で 同じ連想を見 せるの は珍

しい
o
そ のため に以 ドu) 例見では｢ n o st a a+ と｢ k o h o tt a a+ はほとんど使うことができない o ただし､

例文(1) の ように｢ 誰かを槍の 先にあげる+ と言 っ た表現 は ､ 言語を越えて｢虐める+ という比愉的

な意味を表して いるようだ 】
しかし､ 日本語の 表現｢ 槍玉 にあげる+ の意味に最も近い フィンランド

語の 表卑山まそれとは適うL ,

例文( 4) の フ ィ ンランド譜の 表現は ､ 日本語の｢宙D】に上 げる+ と非常に似てい るが ､ フ ィンランド語

では別の 動耐 ｢h ylly t t a a J ( 棚に保管する) が使われてい る｡ 例文(5) と( 7) の フィンランド語訳も

日本語に似てい るが ､ (5) は｢ o t L a a + ( 放る) という動詞
､
そして( 7) は｢ 軍配をあげる+ の で はなく

｢勝利u ) 炊が揚がる+ という文からr] 本譜と同じような比喰的な連想を引き起こす ｡ このように比愉

表現の フィンランド語の 訳を見ると､ 似たような表現があっても完全に意味的に
一

致する表現がな

い ことが分かる(,

(1) 槍玉 にあげるo ( 節) > 犠牲にする

N o s t a n h a n e t s e ip a a n k a r k e e n .//T e e m h a n e s 七色 u h ri n .

Ⅴ: 1 s g(lift) ＋N : a c e(hi m ) ＋N : g e n ( s p e a r) ＋N : a c e(t o p) ./r V ＋1 s g( m a k e) ＋N : el a t(h e)

＋N : m o m ( vi cti m )

(2) こ の連 中は 口をそろえて ､ ジ ュリヤンの 坊主くさいところを槍玉 にあげた｡ ( スタンダ - ル)

J o u k ki o n o s ti y ht e e n 白庖n e e n J u li a mi n m u n k ki m a i s u u d e n p ilk a n k o h t e e k 8i .

N : m o m ( g r o u p) ＋Ⅴ: p a st: 3 s g(lift) ＋N u m :ill( o n e) ＋N :ill(v oi c e) ＋N : g e n(a)

＋N : a c e(p ri e st h o o d) ＋N : g e n ( a b u s e) ＋N :t r a m s( o bj e c k t)

(3) 切文月
･

を槍玉 に挙げて ､ 凡そ残虐の 限りを尽くした家光が ( 青銅の基督5)

K ri stit y t s eip a a n s 息 k a r k e e n n o s t a m a ll a j ul m u u d e n 白魚ri r aj a t s a a vu tt a n u t

l e m it s t 1 .

N :p l: a c e(C h ri s ti a n) ＋N : g e n : 3 曙(S p e a r) ＋N :ill(t o p) ＋Ⅴ: 3i n f: a d e s( ri s e)

＋N : g e n( c ru e lty) 十N : pl: m o m (b o r d e 1
･

) ＋Ⅴ.

･

P rt :P l
･f: m o m ( r e a c h) ＋N : n o m (i)

(4) 典子は ､ 自分の ことは棚に+ 二げて おい て ､ 激しく事務長を憎んだ｡ ( 或る女 ･ 前 1 6 2)

Y o o k o vi h a si kip e魚s ti t oi m i s t o p a alik k 拍 siit a e t七色 h a n e t oli h y llyt e tt y ･

N : n o m OT) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s ど(h at e) ＋A d v( s r o n gly) 十N : p a r t( c hi ef) ＋N : el a t( a b o u t)

＋C o nj(t h a t) ＋N : a c e( s h e) 十Ⅴ:p a s t:3 8 g O ) e) ＋Ⅴ: p l
･t ･ P rf: p a 白( 8 h el fe d)

(5) レ ッヅ の 場今は ､ 新鋭が思い がけずに兜首をあげるのではないかと見られてい る｡

(野球界 1 95 6 咋 1 0 月 1 5 7)
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R e g g y s t a p u h e e n oll e n ol e t e t a a n , ett a t u l o k a s v a r m a a n o tt a a a rv a a m a t t a

tii k e ri n p a a n .

N : el a t( R) ＋N : a c e( 和 e a c h) ＋Ⅴ:2i n f:i n s(b e) ＋Ⅴ:p a 白( e x p e ct) ＋C o nj(t h a t)

＋N : n o m ( n e w c o m e r) ＋A d v b r o p a bly) ＋N : 3 s g(t a k e) ＋Ⅴ:3i n f: a b e s(q u e s s)

＋N : g e n (ti g e r) ＋N : a c e(h e a d)

( 6) 吾妻橋で文七 を助 けるところの肺 - から違ふ ｡

をあげた奴さo (末枯 5 7)

扇朝師匠のために精々 これが味噌

O p ett aj a O g i a B a n h y v a k si p a r h a i m m ill a a n v ai n ylp eilly t k a v e ri .

N : g e n(t e a c h e r O) ＋P o st p(b e h alf) ＋A dj:p l: a d e s :3 s g(b e s t) ＋A d v(o nly)

＋Ⅴ: p rt . p 蛸b o a 8t) ＋N : m o m (g u y)

( 7) 立脚5
'

亡をあげる
` , ( 新) > 勝利を示す

V oit o n lip p u n o u si h a n ell e .

N : g e n ( v i c t o r y) ＋N : n o m (凸a g) ＋V : 3 s g(ri s e) ＋N : all(h e)

( 8) 争い は尾崎に 馴妃を挙げる｡ ( B )

T a i s t el u t oi O 2ニa kill e v oit o n .

N : n o m (fig h t) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g(b ri n g) ＋N : ali(0) 十N : a c e( v i ct o r y)

( 1 .
1

.3) 農本的な上昇の生産性の 高い 比愉表現

(1 .
1

. 3 . 1) ｢ 神 に捧げること+ を連想させる比愉表現

上述の ｢ 仏壇にあげる+ などの 場合､ 日本語で は｢捧げる+ ことが連想されたが ､
フィンランド語 の

｢ n o s t a a + で はその ような連想がない ｡ その ため に ､ ｢ n o st a a+ よりも厳かな要素が含まれて い る

｢ a s e tt a a + ( 設置する) などの動詞が使われた｡ しか し神や寺などの到着点は､ 意志を持 つものと

判断できるの で
､
｢ 与える+ 意味につ ながる｡ フ ィンランド語では｢ 与える+ 意味は ､ 例文(2) から(4)

のように｢ a n t a a+ という動詞で表現される｡ しかし､ 例文( 1) と(5) の ように対象は実際に到着点に

渡らない場合 ､
｢ u h r a t a + ( 捧げる) という動詞が使われて いる｡ つ まり｢ a n t a a + ( 与える) 動詞 は ､

対象が 直接到着点に渡ることを要求してい る｡ ｢ お香を焼い て与える+ また杜｢ 兵士を殺 して与え

る+ は ､ 別 の表現であるo

( 1) 神( 金 の神) ･

お線香をあげるの を忘れるんじやない ぞ｡ (オあ ヘンリ)

E t k ai si n a j u m al a ol e u n o h t an u t, e tta m i n a ol e n u h r a n n u t si n u ll e 8 u it 8 u k k e it a ･

N e g :2 s g( n ot) ＋A d v (p e r h a p s) ＋N : m o m (y o u) ＋V O) e) ＋Ⅴ:p rt ･ p rf(f o r g e t) ＋C o nj(t h a t)

＋N : m o m (Ⅰ) Ⅴ: 1 s 紳 e) ＋Ⅴ:p r t .p rf( o ff e l
･

) ＋N : all( off e r) ＋p l:p a rt(i n c e n s e) I

( 2) 神仏にあげる( .. ( 研)

A n n a 〟U Il r a a n j u m alill e .

Ⅴ: 1 s g( gi v e/ o ff e r) ＋N : pl: all(g o d) .

( 3) 文吉は持 っ て いただけu) 銭を皆お初穂に上 げた o ( 護措院原の 敵討)

F u m iy o s h i a n t o i k a i k ki m u k a n a oll e e t r a h a n s a
k ol e h ti ki r st u u n ･
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N : m o m ( F) ＋Ⅴ:p a 白t:3 8 g( gi v e) ＋N u m : a c e( all)＋P o s tp : e 8 S( wi th) ＋Ⅴ:p rt . p rf: p lO e)

＋N : a c e: 3 8 g( m o n e y) ＋N :ill(o ff e r t o r y b o x) .

(4) お寒銭(サイセン) をあげるQ (栄)

A n n a n r a h al a hj oit u k s e n .

V : l a g( gi v e) ＋N : a c e( m o n e y c o n t ri b u ti o n) .

(5) そU ) 前に三 春兵U)-･･･
一

人 は必ず血 祭りにあげてみせると (落城 13)

Sit魚 e n n e n u h r a a n v a r m a s ti y h d e n M ih a r u n 8 0 til a a n .

N : p a rt(t h a t) ＋P o s t(b e f o r e) ＋Ⅴ: 1 畠g(o f6 e r) 十A d v( s u r ely) ＋N u m : a c e(1) ＋N : g e n 即)

＋N : a c c( s old i e r) .

( 1 . 1 . 3 .2) ｢ 人に与えること+ を連想させる比l愉表現

到着点は 人である場 合､ ｢あげる+ に対してフィンランド語ではふだん｢ a n t a a + ( 与える) が使われ

る｡ しかし､ 例文(1) のように対象は 直接的に動作主から到着点に渡らない場合､ ｢ a n t a a + が使

えない の で ､
｢la h e t七色a + ( 送る) などの動 詞のほうが適切である｡ こ の 文で｢ a n t a a+ を使うと､ その

意味は ｢ 手紙 をあげ渡す+ になる｡ また､ 例文( 7) のような対象の ない 文では ､
｢ a n t a a + は｢ 物を与

える+ という連想を引き起こす の で ､ 代わりに｢ 食 べ 物を与える+ ことを連想させる｢t a rj ot a + ( おご

る) という動詞を使わなければならない ｡

(1) あとで手紙をあげます｡ ( 文)

L a h e七色n si n u ll e m y 6 h e m m i n k i rj e e n .

Ⅴ: 1 自首(s e n d) 十N : allb T O u) ＋A d v :c o m p(l a t e r) ＋N : a c e(l e tt e r) .

(2) こ の本を君に上 げよう,̀ ( 研)

A n n a n t a m 魚n ki rj a n si n u ll e .

Ⅴ: 1 s ど(gi v e) ＋N : a c e(t hi s) ＋N : a c e(b o o k) ＋N : allb , o u) ･

(3) お 好きならあなたにあげましょう｡ ( 文)

J o s p i d a t t 鮎t a , n ii n a n n a n B e n si n u ll e ･

C o nj(if) ＋Ⅴ: 2 s ど(li k e) ＋N : el a t(t hi s) ＋C o nj( s o) ＋Ⅴ: 1 8 g(g i v e) ＋N : a c e(it) ＋N : allb r o u) ･

(4) 宗近さんに 上げる時 には私から上げます｡ ( 虞美人 草)

K u n S h u ki n ill e a n n et a a n n ii n m i n a a n n a n .

C o nj( w h e n) ＋N : a ll(S) ＋Ⅴ:p a 8(gi v e) ＋C o nj(t h e n) ＋N : n o m (Ⅰ) ＋V : 1 s g(gi v e) ･

(5) タ
- ー ニ ヤ ､
さあ ､ お みやげをあ げるよ! o (ト/レストイ)

T a nj a! N o n ii n a n n e t a a n p a n e t u o m i s e t ･

N(T) . P( w ell) 十Ⅴ: p a s :p (1 et
'

s g i v e) ＋N : a c e(t h o s e) ＋N :p l: a c e( s o u t e n i r) ･

( 6) 二 千円だけの 金をあげるというの だ｡ (暗夜行路
･ 前 2 0 3)

H a n s a n oi a n t a v a n s a v a i n t u h at j e n i a .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g( B a y) ＋Ⅴ: P rt .P l
･

S : a c e :3 8 g(g i v e) ＋A d v(o n ly) ＋N :p a r t(1 0 0 0 ¥)

( 7) こんな所だから上 げるもの がなくっ て困ります ｡ その代り明 日あたりは御馳走
-

0 ( 門)
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N y t m e illa ei v alit e tt a v a sti ol e m it a a n t a d o tt a v a a , m u tt a lm o m e n n a …

A d v( n o w ) ＋N : a d e s( w e) ＋N e g :3 8 g( n o t) ＋A d v( u n f o rt u n a t e ly) ＋V O) e)

＋N :p a r t( n o t hi n g) ＋Ⅴ:p r t ･ p r 8: p a r t( off e r) 十C o njo u t) ＋N : e 舶(t o m o r r o w ) …

(8) ああ､ 風邪だと恕う｡ 典をあげる｡ ( 立原 正秋)

L u u l e n e tt a s e o n n u n 8 B a a . M i n a an n a n la a k e tt a .

V : 1 8 g(t hi n k)＋C o nj(th a t) ＋N : n o m (it) ＋Ⅴ: 3 s g(b e) ＋N :p a rt( fl u) . N : n o m (Ⅰ) ＋V : 1 曙(gi v e)
＋N : p a rt( m e dici n e) .

(9) 君の 所 - 愛 子を上 げたい気は充分にあるのですが ､ (暗夜行路
･ 前 7 2)

M in u ll a o n k y ll魚t a rp e e k 8i h a l u a a n t a a A i k o si n u n l u o k s e 8i , m u tt a

N : a d e 8( m e) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋A d v( S u r e) ＋A dj( e n o u gh ) ＋N : p a rt( w ill) ＋Ⅴ:1i n f(gi v e)

＋N : a c e(A) ＋N : g e n(y o u r) ＋P o st p 仲e sid e) ＋C o nj”) u t)

( 1 0) わたしU) ところの 助任司祭 の職をきみにあげるし､ a ( スタンダ ー ル)

A n n a n si n u ll e m eilla o l e v a n a p u l a is p a p i n vi r a n .

Ⅴ: l o g(gi v e) ＋N : al 1& o u) ＋N : a d e s( w e) ＋V :p rt , .p r 8: a C CO ) e) ＋N : g e n ( vi c e p ri e st)

＋N : a c e(p o s t) .

( l l) 返事を上 げなければ済まない 爵方に対して ､ (こころ 1 5 0)

S i n u ll e
, j oll e m i n u n o n o m a n t u n n o n v u o k 8i a n n e tt a v a v a s t a u s .

N : al l(y o u) ＋N : all( w h o m) ＋N : g e n( m i n e) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋N :g e n ( c o n s ci e n c e)

＋P o st p(b e h a lO ＋Ⅴ:p r t .p r s(gi v e) ＋N : a c e( a n s w e r) .

( 1 . 1 .3 .2 . 1) 動作を与える｢ 助動詞+ の場合

フィンランド語の ｢ a n t a a+ も助 動詞として使われてい るが ､
そ の場合の意味は日本語 の使役ある

い は英語 の｢1e t+ に最も近い ｡ 基本的に｢あげる+ の 助動詞的な用法 は､ フ ィンランド語では例文

(2) と( 4) と(6) と( 8) と( 9) L7) ように
一 人称代名詞｢ m i n a/ m e+ と

一 人称接 辞｢ - n/ - m m e+ そして到

着点を表す向格接 辞｢ -ll e + で表現される｡ しかし､ ほか の例 文のように｢
- あげる+ が付く動詞 の

意味によ っ てまっ たく別 の構造になる場合もある｡

(1) 手伝 っ てあげようし) ( 研)

M i n a a u t a n si n u a .

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 s g(h e lp) ＋N : p a r t(y o u ) .

(2) 切符を買 っ てあげよう｡ ( 研)

M i n a o s t a n 8i n u ll e lip u n .

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 s g(ちll y) ＋N : all(y o u) 十N : a c c(ti c k e t) ･

(3) そ のおばあさんに手を貸して バ スから降ろしてあげた(〕 (研)

M i n a a u t o i n si七色 m u m m o a n o u s e m a a n p o is b u 8 S i st a .

N : m o m (I) ＋Ⅴ: 1 8 g(h e lp) ＋N : p a r t(t h a t) ＋N :p a rt( old w o m a n) ＋Ⅴ: 3i nf(g e t o u t)

＋P o s tp ( a w a y) ＋N : el a t(b u s) .
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( 4) 年寄りには親切にしてあげなさい ｡ (研)

0 1 e y s 七色v alli n e n v a n h u k sill e .

Ⅴ:i m p : 2 s g(b e) ＋A dj: m o m (ki n d) ＋N :p l: all(old p e o p l e) .

(5) 代わりに行 っ てあげよう｡ ( 小)

M e n e n si n u n p u ol e s t a .

V : l o g(g o) ＋N : g e n & o u) 十N : e l a t(b e h alO .

( 6) わからなければ教えてあげます｡ ( 文)

J o s e t y m m a l T a , n ii n m i n a k e r r o n 母e n s i n u ll e .

C o nj(iD ＋N e g :2 s g( n o t) ＋V(u n d e r 8t a n d) ＋C o nj(th e n) ＋N : m o m (Ⅰ) ＋V : 1 s g(t e ll)

＋N : a c e(it) ＋N : allb ro u) .

( 7) 見てあげるr, ( 新)

M i n a k a t s o n .

N : n o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 s g(s e e) .

(8) 教えてあげる(, (i!-;-)

K e r r o n B e n si n u ll e .

V :1 s g(t e ll) ＋N : a c e(it) ＋N : a ll& o u) .

( 9) 本を墳してあげるo ( 大)

la i n a a n 8i n u ll e ki rj a n .

Ⅴ: 1 8 g(l e n d) ＋N : a ll(y o u) ＋N : a c e(b o o k) .

( 1 0) 家まで 送 っ てあげます｡ ( 大)

S a a t a n si n u t k o tii n .

Ⅴ: 1 s g(t a k e) ＋N : a c c(y o u) ＋N :ill(b o n e) .

( l l) い い額縁を買っ て束て ､
おくみさんの 部屋 - かけて 上 げようねo (桑の実 8 4)

O s t e t a a n r a a m it j a l ait et a a n s e k u v a O k u m i n l l u O n e e S e e n .

V :p a 8(b u y) ＋N : p l: a c e( ri m ) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a 白(p u t) ＋N : a c e(th a t) ＋N : a c e(p i ct u r e)

＋N : g e n ( 0) ＋N :ill(r o o m ) .

( 1 . 1 .3 .
2

.
2) ｢ 軌ヂる+ から転じた｢ 1

ー

寧+ の 意味の ｢ 複合動詞+

複合語 の 中u ) ｢ - あげる+ は ､ 人 称を限定する意味( -
一

人称) と相 手 に対する丁寧さの意 味( 敬

請) を別 o) 動耐に付け加える( 〕 フ ィンランド語で はこのような意味は､ 上 述と同じように---
一

人称の代

各詞と人称接 辞で表現されるが ､ J
‾

寧さは話し肘辛が述 べ られる場合だけ二 人称複数 の代名詞

｢T e + で 表現できる(〕

( 1) お名前はよく存じあげております(, ( 文)

T i e d a n ni m e n n e oik ei n h y v i n .

Ⅴ: 1 s g( kn o w ) ＋N : a c e: 2p l( n a m e) ＋A d v(v e r y) ＋A d v( w ell) ･

(2) 願 いあげます( , ( 新)
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T o i v o n .

V : 1 s 嘗(h o p e) .

(3) 申しあげるt) ( 大)

M i n 色 白a n o n/il m o it a n .

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 s g( B a y/ a n n o u n c e) .

(4) ここでお待ち申し上 げます｡ ( 文)

O d o t a n T ei七色七色s s a .

Ⅴ: 1 s g( w a it) ＋N : p a r t(Y o u) ＋N :i n e s(h e r e) .

(5) 存じあげる{ , ( 大)

M i n 魚ti e d 畠n

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 8 g(k n o w ) .

( 1 .1 .3 .3) 池で蘇る場合

ほかの 比 愉表現と同じように｢ 油で揚げる+ こともフィンランド語の ｢ n o st a a + には当て はまらない ｡

もちろん｢ n o s t a a 6 1j y Bt a + ( 納からあげること) は ､
フィンランド語でも｢p a i st a a 6 1jy n a+ ( 油で揚げ

る) ことを連想させるが ､ ｢ n o s t a a k al a a+ (魚をあげる) にはその ような連想がない ｡ その ために ､

別の 調理する意味の動詞｢ k e itt 組+ (煮る) や｢p ai s t a a+ (焼く) などが使われる. ｢k eit七色a+ (煮

る) はふだんお 吸 で調理 する場合使われてい るので ､ 油の 量は多い が ､ ｢p ai 8 t a a + ( 焼く) はバ タ

ー で 焼く場合使 われ て い るの で
､ 拙 の 畳が少 ない o しか し､ それ 以外 の は っ きりした違い が

｢ p ai 8 t a a + と｢k e itt a a + にはない ようだ｡

(1) 野菜をサラダ油で揚げる｡ ( 研)

P a i8 t a n j u u 1
･

e k s e t s al a a t ti61j y 8 S a .

Ⅴ: l 居g(fr y) ＋N : pl : a c e( v e g et a bl e) ＋N :i n e s( S al a d o il)

( 2) ェ ビ(魚) を揚げる,, ( 小)

P a i s t a n k a t k a r a p uj a/k al oj a 61jy s s a .

Ⅴ: 1 s g( fr y) ＋N : pl: a c c( s h ri m p/ 鮎 h) ＋N :i n e 8( o il)

(3) カツ レツをあげるo ( 文)

P a i s t a n k otl ett ej a .

Ⅴ: 1 s g(f r y) ＋N : pl: p a rt( c u tl e t)

( 4) 天ぷらをあ げる｡ ( 新)

P a i s t a n t e m p u r a a .

Ⅴ:3 s g(f r y) ＋N : p a rt(t e m p u r a)

( 5) ニ ンジンをあげるく) ( 新)

K e it a n p o r k k a n a a r a s v a s s a .

Ⅴ: 1 s g(b o il) ＋N : p a r t( c a r r o t) ＋N :i n e s(f a t)

( 6) ベ ー コ ン を執ブるためフ ライパ ンをスト
-

ブ の ト ＼ かける昏を聞き｡ ( シリト)
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K u u li n p a n n u n 組 n e n , k u n B e l a it e ttii n h ell al l e p e k o n i n p ai s t a m i 8 t a V a r t e n .

Ⅴ: p a 白t: l a g(h e a r) ＋N :g e n(p a n) 十N : a c e( v oi c e) ＋C o nj( w h e n) ＋N : a c e(it)
十Ⅴ:p a 台t:P a S(p u t',) ＋N : a ll(r a n g e) ＋N :g e n(b e a c o n) ＋Ⅴ: 4i n f:p a rt 十P o st p(fo r) .

(7) 蚕豆 の 洲で 糾ずたやうなのを蟻に詰めたのと､ (桑の 実 9 6)

H a n 8 u ll o i p a p u 61jy B B a k e it et tyje n k alt a i si a t61k kii n

N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a 白t: 3 s g(fill) ＋N :i n e 的 e a n oil) ＋Ⅴ: p rt .p rf:p l: g e n(b oil)
＋A dj:p l:p a r t(lik e) ＋N :ill(b o ttl e)

(1 . 1 .3 . 4) 物 の完成を連想させる比愉表現

｢ 油で揚げる+ と同じようにフィンランド語の｢ n o s t a a+ 動詞は､ 日本語｢あげる+ の ように比愉的に完

了の 意味を連想させない 【,
｢ n o B t a a + 動詞は ､

｢ 作品+ や｢ 仕事+ などが空間的にあげられる場合

だけ使うことが できるo 完成する意味では- -
ー

般 的に
､ 例文( 1) と( 2) のように｢t e h d a+ ( 作る) という

動詞が使 われるo その 他 に 完 了 の 意味を強調す るた め に例 文( 1 ) などの ように｢ v al m i 8 +

( r e a d y) という形容討または例 文(4) のように動詞の完了 形が使われてい る() ｢ v al m i s+ が使われ

ると例文(1) の｢ s a a d a+ ( 受ける) も可能である｡ 例文(6) と( 7) の ように ､ ものを作るような意味を表

さない場合 ､ ｢t e h d a + ( 作る) とは別 の動詞を選ばなければならない ｡

(1) ピアノソナタを-･･･11f( あげた｡ ( 文)

T ei n/S a i 血 y h d e n p i a n o s o n a a ti n v a l m iik si .

Ⅴ:p a s t: 1 8 g( m a k e /g e t) ＋N : a c e( o n e) ＋N .

･

a c e(p i a n o s o n a t a) 十A dj:t r a n B( r e a dy) .

( 2) ドレ ス は明 日中に上げます｡ ( 小)

T e e n p u v u n b u o m e n n a v al m iik s i .

Ⅴ: 1 s g( m a k e) ＋N : a c e(d r e s s) ＋N : e B B(t o m o r r o w) ＋A dj:t r a m s( r e a d y) .

(3) 早撮り映画の ､ 手早くあげる作品を(笑の泉 1 95 6 年 1 2 月 1 9 1)

p ik a el o k u v i e n n o p e a s ti t e h t y魚/ v a lm i st e tt u a t e o s t a

N :p l: g e n(f a st m o vi e) ＋A d v(f a s O ＋Ⅴ:p rt . p rf: p a rt( m a k e/fi n i s h) ＋N : p a r t( w o f k)

( 4) こ の 仕事を年内にー1 二げるようにする｡ ( 小)

K a t s o n
,
et ta ty 6 t u l e e t e h t y a ta m a n v u o d e n p u ol ell a .

Ⅴ: 1 s g(l o o k) ＋C o nj( th a t) ＋N : a c e( w o r k) ＋Ⅴ:3 8ど( c o m e) ＋Ⅴ:p rt . P a 告:P a r t( m a k e)

＋N : g e n(t hi s) ＋N : g e n b , e a r) ＋N : a d e s( sid e) .

(5) こ の 什 軸Tt 今 夜rl l にあ げなけれ ばならない o ( 栄)

T a m a t y 6 七色y ty y t e h d 良/ s a a d a l o p p u u n a a m u u n m e n n e s s a ･

N : a c e(t hi s) ＋N : a c c( w o r k) ＋Ⅴ:3 s g( m u s t) 十Ⅴ: 1 i n f( m a k e/g e t) ＋N :ill(e n d)

＋N :ill( m o r n i n g) ＋Ⅴ: 2i n f:i n e s(g o) .

( 6) a の 字も知らぬと云ふ者があれば ､ 第
一

読本を少しや つ たと云ふ肴､ 第 二 読本をあげた

という者もある. ()L
l
, 川u) 融 ･ 1 二 20 5)

0 1i n iita , j o t k a e i v 魚t ti e n e e t e d e s A :t a , j a n iita , j o tk a oli v a t e d e n n e e t v a h a n
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a a p i s t a , m u tt a m y 6 s t oi 8 e n l u k u ki 1
･

j a n l u k e n e it a .

Ⅴ: p a 8 t: 3 8 g O e) ＋N :p l :p a rt(t h o s e) ＋N : n o m ( w h o) ＋N e g :3 pl( n o t) ＋V :p rt . p rf( kn o w )
＋A d v(e v e n) ＋N : p a rt(A) ＋C o nj( a n d) 十N :p l:p a rt(t h o s e) ＋N : m o m ( w h o)

＋V :p a s t:3 p l(b e) ＋Ⅴ: p rt ･ p rf( a d v a n c e) ＋A d v( alit tl e) ＋N : p ar t(A B C b o o k) ＋C o njO 'tlt)

＋A d v( al s o) ＋A dj: a c e( s e c o n d) ＋N : a c e( r e a di n gh o o k) ＋Ⅴ: p r t, p rf:p l:p a r t( r e ? a) .

(7) リ
ー ザ - ー をあげる( 終える) 0 ( 新)

L u o v u n j o h t aj a n p a ik a st a .

Ⅴ: 1 喝(gi v e u p) ＋N : g e n(p r e sid e n t) ＋N : el a t(pl a c e) .

(1 . 1 .3 . 4 . 1) ｢終わらせる+ あるい ははか 意味から更に比愉表現に変わ ったもの

この 川 法もまた｢ n o 8t a a + で は 表現 できない ｡ フ ィン ランド語 で 式や パ ー

ティ
ー を行う場合 ､

｢p it魚島+ (持 つ) または ｢j a rj e st a aJ ( 行う) という動詞が使われる｡ 日本 語でも｢行う+ や｢持 つ + が使

える｡

( 1) 束月結婚式をあげます｡ ( 文)

Pi d a m m e e n Bi k u u s s a h a a t .

V : 1 p l(h o ld) ＋A d v( n e x t) ＋N :i n e s( m o n t h) ＋N :p l: a c e( w e d di n g) .

(2) 教会で結婚式をあげるo ( 大)

P id a m m e h a a t ki rk o s s a .

V
･

. 1 p l(h old) ＋N : p l: a c e( w e d di n g) ＋N ;i n e B( c h u r c h)

( 3) 十年前に式を挙げた女と今初めて式を挙げようとしている｡ ( B)

1 0 v u o t t a Bitt e n h a貞.n s a p i ta n e et j a n y t e n s i k e rt a a n ai m i sii n m e n e v a t n ai s e t …

A d v(1 0 y e a r s a g o) ＋N :p l
1

. a c e :3 p l( w e d di n g) ＋Ⅴ:p r t . p rf:p l: n o m (h old) ＋C o nj( a n d) ＋A d v

(n o w ) ＋A d v(丘r 8t ti m e) ＋N :ill( m a r ri g e) ＋Ⅴ: p rt . p r s :p a : n o m (g o) ＋N : p l: n o m ( w o m e n) .

(4) 祝 言をあげる(, ( 大)

P id 魚m m e h a at ,.

Ⅴ: 1 p l(11 01d) ＋N : p l: a c c( w e d diI唱) .

(5) 年束 の 希望であつ た結婚すら､ 不安のうちに式を挙げたとい - ば (こころ 22 7)

V u o si e n o d o t u k s e n a oll e e t h a a t ki n h 包n p iti e p a v a r m u u d e s s a .

N : p l:g e n(y e a r s) ＋N : e s s( w a i t) ＋V : 2i n f:p l: n o m (b e) ＋ N : a c e:p ( al B O W e d di n g)

＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a st :3 s g(h o ld)＋N :i n e s( u n s u r e) .

( 1 . 1 . 3 . 4 .2) ある金観 州 こおさめる場合

この用法も､ 上述と同じように｢ n o s t a a + 動詞で は連想できない ｡ ｢ 費用を金額で上 げる+ 意味は ､

フ ィン ランド語の 中 で ､ 例えば( 1) と( 2) と( 4) のように ｢ 費用の状態から抜け出す+ という意味を表

す｢ p 魚a s t a + または( 3) a) ように｢ 費川u) 状態で休 つ + の ような意味を表す｢p it a a ＋所格( a d e B) + と

いう動詞で表現できる( , ただし､ ｢あげる+ に直接的に相当するような動詞がない ｡
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(1) 披露宴の費用は 1 人あたり3 万円で上げてもらいたい ｡ ( 研)

H al u a n
,
e t ta h a aj u hli e n k u l u i 8t a P a a S t a a n 3 0 00 011a p e r h e n ki16 .

Ⅴ: 1 s g( w a n t) ＋C o nj(th a t) ＋N :g e n ( w e d di n g p a rt y) ＋N ‥pl: el a t( c o s t) 十V :p a 8(g e t)
＋N : a d e 8 何 ＋P r e p(p e r) ＋N : n o m (p e r s o n) .

(2) 生活う馴まできるだけやすくあげたいと想いますo ( 文)

H al u a i 8i n p a a 8t a eli n kn B t a n n u k 8i 8 8 a n ii n h al v a ll a kn i n m a h d olli st a .

Ⅴ‥c o n d : 1 s g( w a n t) 十Ⅴ:1 i n n(g e t) ＋N : p l:i n e s(li vi n g c o 8 t) ＋C o nj(a s) ＋A dj : a d e s( c h e a p)
＋C o nj( a s) ＋A dj: p a r t(p o s sibl e) .

( 3) 星削H を安くあげるo (岩)

M i n a p id a n k u 8 t a n n u k 8 e t alh a alla .

N : m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ: 1 s g(h old) ＋N :p l: m o m ( c o st) ＋A d v : a d e s(d o w n) .

( 4) 総額-
- 一 千万rTj であげる｡ ( 大)

T o i v o n p 舶 s e v a n i siit a l O m iljj e n illa .

Ⅴ: 1 s g(h o p e) ＋Ⅴ: p rt , p r s :1 8 g(g e t) ＋N : el a t(it) ＋N : a d e s(1 0 m ilj 軌

( 1 . 1 .3 . 4 . 3) 物の 完成を連想させる比愉表現からの 複合動詞

この ｢ -
-

あげる+ の川法は ､ 別 の動詞に｢ 完了+ という要素を付け加 えるだけの意味を表してい るの

で
､
フ ィンランド語の 場合は ､

｢1o p p u u n + ( 終わりに) という名 詞句 ､
｢ kii n n i+ (f a s t) という副詞 ､

｢ v al m i s + という形容詞など､ また は例文(5) のように動詞の 完了形 によ っ て似たような意味が表

現できる｡

(1) この本 を昨夜読みあげた｡ ( 小)

L u i n 七色m 魚n ki r) a n eil e n ill all a l o p p u u n

V : p a s t: 1 s g( r e a d) ＋N : a c e(th i s) ＋N : a c e(b o o k) ＋A d v G , e 8 t e rd a y) ＋N : a d e s( e v e n i n g)

十N :ill( e n d)

(2) 賊を縛りあげた〔) ( 小)

S i d o i n v a r k a a t k ii n n i .

Ⅴ: p a st: 1 s g(ti e) ＋N : p l: a c e(th i ef) ＋A d v(f a s t)

(3) 練りあげる(J ( 新)

T y 6 s t a n B e n l o p p u u n .

Ⅴ: 1 s g( w o rk o u t) ＋N : a c e(it) 十N :ill( e n d) .

(4) ピ カビカに磨きあげるし, ( 大)

Ki ill o it a n 島e n p eilik i r k k a a k si .

Ⅴ: 1 s g(p oli s h) ＋N : a c e(it) ＋A dj:t r a m s( m i r r o r cl e a r) I

(5) 鍛 えあげた体｡ (大)

T e r畠k s i s e k si t a ott u v a rt al o .

A dj :t r a m s( st e el li k e) ＋Ⅴ: p rt . p rftf o r g e) ＋N : n o m (b o dy) ･
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(6) 論文を書きあげる｡ ( 大)

Ki rj oit a n t e k sti n l o p p u u n .

Ⅴ:l a g( w rit e) ＋N : a c e(t e x t) ＋N :ill( e n d) .

(7) -
一

週間で編みあげるo ( 大)

K u d o n B e n viik o 8 S a V a l m iik si .

Ⅴ: 1 s g(k n it) ＋N : a c e(it) ＋N :i n e 8( w e e k) ＋A dj:t r a n s( r e a d y) .

( 1 . 2) 到着点が遠い 場合 の 基本的な上昇

基本的な意味 に戻 るが ､ 到着点が 遠くなる場合 ､
フ ィンランド語で は｢ k u lj et t a a +( は こぶ) や

｢ v i e d aJ ( 持 っ ていく) という動詞が使 われる. おそらく日本語でも､ 以 下の 二 つ の 例しかなか っ た

ので ､ 遠く離れた場所 にものをあげることは適切な表現 で はない o 例文(2) で｢ n o 8t a a+ が使われ

る場合 ､ その 意味は｢ ロ ー プ などで引き上 げる+という意味である｡

(1) 本を 2 階に上げる() ( 小)

V i e n ld rj at t ois e e n k e r r o k B e e n .

Ⅴ: 1 s g価ri n g
.

) ＋N :p l: a c e(b o o k) ＋N tl m :ill(s e c o n d) ＋N :ill(fl o o r) .

(2) たんすを二 階にあげる｡ ( 大)

V ie m m e/N o s t a m m e k a a p i n t o is e e n k e r r o k s e e n .

Ⅴ:1 p l: 似i n g/lift) ＋N : a c e( w a r d r o b e) ＋N u m :ill(S e c o n d) ＋N :ill(n o o r) .

(1 .3) 基本的 に｢水から地面 - + と移動する場合

以下の (2) から(5) まで の例文で は移 動の意味が含まれてい る場合 ､ ｢ vi e da + ( 持 っ ていく) など

が使われるが ､ クレ
ー

ー

ンなどを使っ て直接あげる場合｢ n o 8t a a + も使えるo ただし, 対象は例文(5)

｢積み荷+ のように増大なものである場合､ 全体を
一 気で上 げない限り｢ n o s t a a+ は使えない ｡ その

場合は例えば｢ p u r k a a + ( バ ラバラにする) という動詞で 同じ意味が表現できる｡

例文( 1 ) と( 6) から( 1 0) まで の 例文 の 場合 ､ 対象｢ ハ ゼ+ などは 直接水からあげられるの で ､

｢ n o 8 t a a + 動詞は(1 . 1) の ｢ 持ち上 げる+ と同じように到 嵐点も要らない ｡ ただし､ ｢k o b o tt a a + 動詞

はこの 場合使えない() なぜなら｢k o h o tt a a + は ､ 瓶などの 対象を持ち 上げた場合も､
別 の場所 に

移動することが できない からであるD つ まり､ 瓶を上げた後 ､ 空中に浮かぶか同じ場所 に戻さなけ

ればならない ｡ 海から魚をあげるとき､
魚を後で放しても､

い っ たん船の 上 に持ち上 げるの は当然

の ことであるU) で ､
｢k o h o tt a a + は使えない (, しかし､ 例 文(9) などでは｢k o h ott a a + の 意味も考えら

れる
【)

( 1) そうめん はゆでて水 にさらし､ ザ ル にあげて｡ ( 主婦と生活 1 9 56 年 3 月 3 87)

S o o m e n k eit e t a a n
,
h u u h d o t a a j a n o 8t e t a a n Sii vila a n .

N : n o m (S) ＋V : p a s(b oil) ＋V :p a s( w a s h) ＋V : p a 白( ri s e) ＋N :ill( si e v e)

(2) 荷物を陸にあげるo ( 研)

N o s t a n /Vi e n t a v a r a t m a all e .
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Ⅴ:1 s g( ri s e ,b ri n g) ＋N : p l: a c e(t hi n g) ＋N :ill(la n d) .

(3) これらの 箱はすぐに陸に揚げる必要がある｡ (小)

N a m a l a a tik ot pi七色a h eti n o st a a/vi e d良 r a n n all e
.

N :p l: a c e(t h a t) ＋N ‥p l: a c e(b o x) ＋Ⅴ:3 8 g( m u st) ＋A d v( a t o n c e) ＋V : 1i n f(lift n ' ri n g)
＋N : all(l a n d) .

(4) 船から荷をあげる() ( 大)

N o st a m m e l a s ti n p oi s lai v a s t a .

Ⅴ: 1 p l(lift) ＋N : a c e( c a r g o) ＋P r e p( a w a y) 十N : el a t( s hip) .

( 5) 船は積み荷を揚げると､ すぐに港を山た｡ (文)

L ai v a la h t e e h e ti h u n l a Bti o n p u r e tt u .

N : n o m ( s hip) ＋Ⅴ:3 s g(l e a v e) ＋A d v(a t o n c e) ＋C o nj( w h e n) ＋N : m o m ( c a r g o) ＋Ⅴ: 3 s g(もe)
＋Ⅴ:p e rl

'

( u n l o a d)

(6) ハ ゼを--
一

束( い っ そく) 上げるo (研)

N o s t a a 1 0 0 m ak rilli a .

Ⅴ: l i n t(lift) ＋N u m ( 1 0 0) ＋N : a c e( m a c k e r el) .

(7) 網をあげる( , ( 大)

N o s t a n v e rk k oj 臥

Ⅴ: 1 s g(lift) ＋N : p l:p a rt( n e t) .

(8) 錨を.l二げたり､ 下したりする度に ､ ( 蟹工船 1 0)

A i n a 汝u n a n k k u ri a n o s t e ttii n t a 主l a sk e ttii n
,

A d v( a ll w a y s) ＋C o nj( w h e n) ＋N : p ar t( a n ch o r) ＋Ⅴ: p a s t:p a s( ri s e) ＋C o nj( o r)

＋Ⅴ: p a st: p a 白(g e td o w n) .

(9) 金魚は ､ 上わい o 水からちょいちょい 上 げて行くんじや､ もたない やa (婦人倶楽部 1 95 6

年 7 )j 7 1)

V ai k k a n ii七色 n o s t a a v a i n v a h a n v e d e st a , n ii n n e e i k e 8 t a .

C o nj( a llt h o u g h) ＋N :p l: p a r t(th o s e) ＋V : 3 s g( ri s e) ＋A d v( o n ly) ＋A d v( alittl e)

＋N : el a t( w a t e 1 ･) ＋C o nj(t h e n) ＋N : m o m (th o s e) ＋N e g :3 s g( n ot) ＋Ⅴ(l a s t) .

( 1 0) 永ILn 氏 は 二農七 百匁の 寒鯛と九 百匁の石鯛をあげたのみ で殆んど全員があぶれたo

(小火公 論 1 95 3 年 8 月 2 08)

N a g a t a n o s ti v a i n l O k g l a h n a a j a 3 .4 k g p a p u k aij a k al a a j a m elk ei n k aik ki j ai v at

il m a n s a a li s t a .

N : n o m (N) ＋Ⅴ:p a st: 3 s g( ri s e) ＋A d v( o nl y) ＋N :p a rt(1 0 k g s e a b; e a m) ←C o nj( a n d)

＋N : p a rt(3 . 4 k g p a r r o t fi 8 h) ＋C o nj( a n d) ＋A d v( al lm o 8 t) ＋N : n o m ( all) ＋Ⅴ: p a s t:3 p l(St a y)

＋P r e p ( w it h o u t) ＋N :p a r t( c a t ch)

(1 .4) 対象が動作主とつ なが っ てい る場合
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この対象に対 して例文(1) から(3) などのように｢k o b ot t a a + 動詞も使える｡ なぜなら対象は
､
上に

止まるように別 の 場所に移らない からであるo しかし､ 例文(4) のジ ッパ ー

の場合はr v e七色a+ ( 引

く) ､ そして例IA
'

( 6) の 髪の 場 創 が1a itt a a+ ( 設置する) という動詞が使われる｡ ジッパ ー

は 上から

見ると引くような動作で 山ヂる0) で ､ ｢ v et a a + が使われる｡ また髪型を作るとき､ ただ単に上 げるの

ではなく､ -L げて 1Ⅰこめるという意味が含まれてい るの で ､ ｢1 aitt a a + という動詞が使われる｡

例文( 7) と(8) と( 9) の場合も､ 対象の｢幕+ と｢旗+ は別の特定 の 場所 に移動しない し上に止まる

ので ､
｢ k o h o tt a a+ も可能であるo しかし､ 例文( ll) の｢ アドバ ル ー ン+ の 場合 ､ 対象は自力であが

るので ､
｢ n o s t a a + が使えない )̀ この 場合､ 対象は意志を持 っ ていない ので ､ rk o h o tt a a+ 動詞が

使えるが ､
｢p a 舶t 紬+ ( 行かす) という動詞 のほうが適切である｡ 同じように例文(1 0) の ｢たこ+ の 場

合､
｢k o h o tt a a il m a a n + ( 空に上げる)も可能であるが､ 時間的に動作が続くことを表現したい 場

合､
｢le n n a tt a a+ ( 飛ばす) という動詞の ほうが適切であるo 例文( 1 2) と( 1 3) の場合､ 対象は自力

で あがるほ か ス ピ - ド感 が含 まれて い るの で ､ ｢ n o s t a a + も｢ k o h ott a a+ も使 えない ｡ こ の 場 合
｢1 a u k ai 8 t a+ ( 発身け る) または｢ a m p u a + (撃 つ) という動詞が最も適切であるo

( 1) 窓辺 - 近づき､ か
-

テ ンをあげると､ 0 (トルストイ)

K u n h a m la h e s ty i i k k u n a a j a n o 8tiJk o h otti v e r h o n y 16 s …

C o nj( w h e n) ＋N : n o m (h e) ＋Ⅴ: p a s t:3 畠g( n e a r) ＋N : p a r t( w i n d o w ) ＋C o nj( a n d)

＋V : p a st: 3 咽( ri s e) ＋N : a c e( c u rt ai n) ＋P r e p( u p) .

( 2) 育i･I三は宮の お顔が見たくて ､ そ っと格子を上げる｡ ( 田辺聖子)

N u o ru k ai n e n h a l u 8i n a h d a p a l at Bii n j a h a n n o s ti/k o h o tti hi e m a n b a m b u v e r h o a .

N : n o m b , o u n g m a n) ＋V :p a 卓t:3 s g( w a n t) ＋Ⅴ: 1 i n f(S e e) ＋N ‥a c e(p al a c e) ＋C o nj( a n d)
＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 g(ri s e) ＋A d v(a littl e) ＋N : a c e( c u rt ai n)

(3) 校長は椅子を離れてガラス の戸を上 げたo (破戒 7 8)

R e h t o ri e ta a n ty i t u oli st a j a n o s ti/k o h o tti l a si -ik k u n a n y16 s .

N : m o m (p ri n cip al) ＋Ⅴ: p a st: 3 s g(g o a w a y) ＋N : el a t( c h ai r) ＋C o nj( a n d)

＋Ⅴ:p a s t:3 s g( ri s e) ＋N : a c c(gl a s s w i n d o w ) ＋P r e p( u p) .

(4) コ ー

ドレ スを肩に挟みながら､ ジ ー
ー

ンズの ジッパ
ー

ー

を上げる｡ ( 汽車 ･ 酒)

H a n l a itt o i l a n g a tt o m a n p u h e li m e n ol all e j a v e ti f a r k kn j e n v e t o k etj u n kii n n i .

N : m o m (h e) ＋V :p a s t:3 s g b u t) ＋A dj: a c c( c o r dl e s) ＋N : a c e(p h o n e) ＋N : a ll( s h o u ld e r)

＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a 告t :3 sど(p u ll) ＋N : g e n (i e a n B) ＋N : a c e( zip p e r) ＋P r e p(l o ck e d)

(5) それをだしてきた､ 上衣の 前をあげて腹のところに納 めたが ､ ( 真空地帯 ･ 上 1 3 5)

H a n o tti 台e n e sill e n o B ti/ kn h ot ti viitt a n s a p i el u st a j a l a it t o i s e n v y 6 t a r 611 e .

N : n o m (h e) ＋V :p a s t:3 s g(t a k e) ＋N : a c e(it) ＋N : a ll(s u rf a c e) ＋Ⅴ:p a rt:3 s g( ri s e) ＋N : g e n :

3 s g( c a p e) ＋N :p a rt(f r o n t) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a s t:3 喝 b u t) ＋N : a c e(it) ＋N : all( w ai s t)

( 6) 丸常に結 つ たり教師らしい地味な束髪に_1二げたりしてゐる｡ ( 或る女
･ 前 80)

H a n 8 01 m ii hi u k s e t t ai l aitt a a n e o p e tt aj a m ai s ell e k o ru tt o m all e n u tt u r a ll e .

N : m o m ( s h e) ＋V :3 日g 仲i n d) ＋N :p l: n o m (h a i r) ＋C o nj( o r) ＋V :3 s g(p u t) 十N : a c e(t h e m )
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＋A dj: a ll(t e a c h e rlik e) ＋A dj: a ll(p l ai n)十N : all(b u n dl e) .

( 7) 第をあげる｡ ( 節)

N o s t a n / K o h o t a n e si rip u n .

Ⅴ: 1 8 g(lift) ＋N : a c e( c u rt ai n) .

(8) するすると旗を揚げるo (小)

V e d a nJ H il a a nJ N o 8 t a n /K o h ot a n lip u n ri p e a sti lip p u t a n k o o n

V : 1 日g(p u l) ＋N : a c e(n a g) ＋A d v(r a p idly) ＋N :ill(fl a g p o l e) .

(9) 国旗をあげるo (節)

N o st a n /R o b.o t a n m a a n lip u n s a lk o o n .

Ⅴ: 1 良g(lift) ＋N :g e n ( c o u n t r y) ＋N : a c e(fl a g) ＋N :ill(p ol e) .

( 10) 原 っ ぱでたこをあげる( , ( 大)

L e n n a t a m m e l eij a a a u ki oll a .

Ⅴ:3 p l(n y) ＋N :p a rt(ki t e) ＋N : a d e s s(fi eld) .

( l l) アドパ ル -

ンをあげるo ( 新)

l( o h o t a m m e m ai n o s k u u m a i lm a p al l o n t ai v a al l e .

Ⅴ: 1 pl( ri s e) ＋N : m o m (b all o o n) ＋N : a ll(s k y) .

( 1 2) 花火を執ずるo ( 小)

A m m u 〟L a u k a i s e n il o t u lit u s r a k e t ej a .

V : 1 s g( s h o o t) ＋N : p l:p a rt(fi r e w oi ･k s) .

( 1 3) 町は前になっ たので ､ 花火を揚げてお いわい をした｡ (文)

K u n n a n m u u tt u m is t a k a u p u n gik sij u hlittii n J a rj e 8t a m a11a il o t ul it u B .

＋ L I

N : g e n( c o u n t y) ＋Ⅴ: 4i n f:p a rt(c h a g e) ＋N : t r a n si t( cit y) ＋Ⅴ:p a s t:p a 白( c el e f a t e) ＋Ⅴ: 3i n f: a

d e 8 S ( h o ld) ＋N : n o m (fi r e w o rk) .

(1 .4 . 1) 動作]三とつ なが っ て いる対象の 比愉 表現

例文( 1) は の ように比 愉表現の場合､ フィンランド語の動詞はまっ たく異なっ た基本的な意味を表

してい る
{,
フ ィンランド語 の｢ h a v it a + 動詞は｢ 負ける+ という意味を表す o

しかし､ 例文( 2) は ､ 文法

的な比 愉｢何 々 のように+ を使うの で ､ フ ィンランド語でも似たような文法的な比 愉｢k u i n -

+ が 可

能である
(, ただし､ ｢ 朝が幕を上 げる+ のように｢ 朝が+ この 表現で主語 になることはフィンランド語 で

はあり得ない o
比 愉表現として ｢ 朝が 希を上げる+ を扱うと､ フ ィンランド語 では｢ a a m u k oitt a a +

( 靭が明くる) の ように動詞を変 えなければならないく,

(1) 夏期林間学校で
一

旗挙 げんものと近藤舞子 に赴くが ､ (明星 195 6 年 1 1 月 2 0 4)

Aj a tt eli n , et 七色 k e 8 a Sii rt ol a s 8 a e n h 魚v i a j a k 狛 n n yi n M aik o K o n d o o 8 e e n P a i n .

V : p a s t: 1 s g(t hi n k) ＋C o nj(t h a t) ＋N :i n e B( 8 u m m e r C a m P) ＋N e g: 1 喝( n o t) 十Ⅴ(l o s e)

＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: 1 s g(t u r n) ＋N :ill( M K) ＋P o s tp(t o w a r d)

(2) 熱肺の 執が ､ 杯をあげるやうに ､ するするとl川ナ放れるのを( 野火 67)
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K u i n e si ri p p u oli si n o 8 t et t u k oitti t r o o p p i n e n a a m u v e t o v e d olt a n o p e a s ti .

C o nj(lik e) ＋N : a c e( c u rt ai n) ＋Ⅴ:p a 白t: C O n d(b e) ＋Ⅴ:p rt ･ p rf( ri 8 e) ＋V :p a 卓t:3 絹(d a w n)
＋A dj: m o m (t r o p i c a l) ＋N : m o m ( m o mi n g)＋A d v(s t r o k e b y St r o k e) ＋A d v(f a s t)

( 1 . 5) 動作主の 部分である対象

対象が 体u ) 側 分である場合 ､
｢ n o st a a + も【k o h o tt a a】も

-

般 的に使える. ただし､ 例文(2) と

(3) の ように命令が含まれて いる場合､ ｢ n o s t a a+ の ほうが適切である｡ また例文(7) と(8) と( 1 2･)

のように対象｢ 肩+ は ､ ゆ っくりした動きの 場合､ ｢k o h o tt a a+ の ほうが適切であるo 例文(1 6) で は

動きは特 にE 佃 つ ようなものなので ､
｢ n o st a a+ の ほうが適切である｡

例文( 1 7) で 札 ほか の所を見ることが連想されるの で ､ ｢ k a a n t 舶+ ( 向ける) という動詞 に｢p a a+

(頭) という対象が従 われ てい るが ､ ( 2 1) の ように｢ n o s t a a + も【k o h o tt a a】も使える｡ この 場合 ､ 見る

という要素が連 想されない 【】 また ､ 例 文( 1 8) から( 2 0) の ように対象は｢ 目+ である場合 ､ 同じく

｢ k a a n t a a + ( 向ける) という動 詞が使 えるが ､
｢ n o s t a a+ と｢ k o h o tt a a + を使 いたい 場合 ､ 対象は

｢ k a t s e J ( 視線) に変えなけれ ばならない ｡ 例文(22) の 目玉も目と同じであるo

( 1) 賛成u ) 人は 手を挙げて下さい o (小)

P u ol e Bt a Ol e v a t n o B t a k o o t/k o h o tt a k o o t k a t e n s a y 16 s .

N : el a t(f o r) ＋Ⅴ:p rt tp r 8 :p l: n o m (b e) ＋V :i m p :3 pl(ri s e) ＋N : a c e :3 pl(h a n d) ＋P o s tp( u p) .

(2) 後ろで 手を挙 げろという声がした｡ (小)

T a k a a k u u l u i k a 8 k y n o Bt a a k a d e t y16 s .

P o Bt p : P a rt(b a c k) ＋Ⅴ: p a s t:3 8 g(h e a r) ＋N : m o m ( o r d e r) ＋Ⅴ:1 i n f(ri s e) ＋N : a c e: p l(h a n d)

＋P o s tp (u p) .

(3) 光軸 こ質l臼ルたか っ たら手を挙げてからするの ですよ｡ (研)

J o s h a l u a t k y s y a o p e tt aj alt a , n ii n n o s t a e n 8i n k a si y 16 s .

C o nj(if)＋Ⅴ:2 s g( w a n t) ＋V : 1i n f( a s k) 十N : a bl(t e a c h e r) ＋C o nj(th e n) ＋Ⅴ:i m p :2 s g( ri s e)

＋A d v(丘r s t) ＋N : a c c(b a n d) ＋P o s tp(u p) .

( 4) 手をあげてあいさつ をした ｡ ( 文)

N o s ti n / K o h o ti n k 魚d e n t e r v e h d y k s e k si .

Ⅴ:p a s t: 1 s g( ri s e) ＋N : a c e(h a n d) ＋N :t r a n s(g r e eti n g) .

(5) 準同をあげて ､ 自分の頭を力まか せに撲りつ けた｡ ( 多情仏心 ･ 前 2 89)

H a n n o sti/k o h o tti n y r k ki n s a j a i s ki k o k o v o i m all a a n it s e a a n p a a h a n .

N : n o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 曙(ri s e) ＋N : a c e(fis t) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g(hit) ＋A dj( w h ol e)

＋N : a d e s :3 s g(p o w e r) ＋N :ill:3 s g( s elf) 十N :ill(h e a d) .

( 6) そ の ひとは指を
一

本あげて しづか にそれをおろしました｡ ( 銀河鉄道の夜 3 1 8)

T 畠m a h e n ki16 n o s ti/k o h ot ti s o r m e n s a y16 s j a l a 8 ki 台e n h ilj a a al a s .

N : m o m (t hi s) ＋N : m o m (p e r s o n) ＋V : p a s t:3 s g( ri s e) ＋N : a c e: 3 s g(fi n g e r) ＋P r e p( u p)

＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g(p u t d o w n) ＋N : a c e(it) ＋A d v( sl o w ly) ＋P r e p(d o w n)
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(7) ヨ 棚IS は肩を床から上げて ､ 0 ( 三r朋汚)

S a n 8 b i r o o k o b otti b a rti a n s a v u ot e elt a .

N
'

･ m o m (S) ＋Ⅴ: p a st: 3 喝( ri s e) ＋N : a c e: 3 s g( s h o ul d e r) ＋N : a bl(b e d) .

(8) 雅人良が新を脇にはさんで
､
片肩を上 げた駒屈な恰好で ､ (蟹工船 6 5)

T y 6 nj o ht ,aj a l aitt oi h al o t k ai n al oihi n j a olk a p a a t k o h ot e tt u n a v a i v all oi s e 8ti

N : m o m ( c hi eり＋V : p a s t:3 8 紬 u t) ＋N :p l‥a c c( w o o d) ＋N :p l:ill(u n d e r a r m ) ＋C o nj( a n d)
＋N : pl: m o m ( s h o u ld e r) ＋Ⅴ: p rt ･ p r f: p a 白:: e s s(ri s e) ＋A d v(t r o u bl e s o m e)

( 9) 婦人 は背後 - 高 々 と腫を上げて向う - 飛んだ｡ ( 高野聖 3 7)

R o u v a n o s tu k o h o tti k a n t a p a a n 始 k o r k e all e t a a k s e e n j a l e n 8i t oi 8 e ll e p u ol ell e .

N : m o m (l a d y) ＋V :p a st: 3 8 g( ri s e) ＋N :p l: a c cO ＋A dj : al l(h ig h) ＋P o Bt P :3 s 紳 e hi n d)

＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a s i: 3 s g(n y) ＋A dj: all(ot h e r) ＋N : a ll(sid e) .

( 1 0) I-
L

川: はそれを見 J二げていたが ､ もう下から吠えるようなこと杜せず尻尾を上 に上 げて

何 軒もなか っ たように引揚げて行っ た(〕 ( 小説新潮 19 5 6 年 8 月 3 02)

V a lk o k o r v a k a t8 0 i sita y16 s , m u tt a ei e n a a h a u k k u n u t , v a a n n o sti/k o h o tti

h a n 七色n s a y16 s j a la h ti p oi s ai v a n k u i n m i七色a n ei oli si t a p a h t u n u t .

N : m o m (Ⅵ ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g(l o o k) ＋N :p a rt(it) 十P r e p ( u p) ＋C o nj(b u t) 十N e g :3 s g( n o t)

十A d v(a n y m o r e) ＋Ⅴ:p r t .p 叫b ell) ＋C o nj(b u t) ＋Ⅴ: p a st :3 s g( ri s e) ＋N : a c e: 3 s g(t al e)

＋P r e p ( u p) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a Bt: S a g( g o) ＋P(a w a y) ＋A d v O u 8t) ＋C o nj(a s)

＋N : p a rt: n e g( n o t hi n g) ＋N e g : 3 s g( n o t) ＋Ⅴ:p a st: c o n d(b e) ＋Ⅴ: p rt .p rf(h a p p e n)

( l l) 脂(モモ) をあげる働きがある｡ ( 平凡 百科 2)

S illa o n r eitt a k o h o tt a v a/ n o 自t a V a V a ik u t u 8 .

N : a d e s(it) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋N :p a rt(t h i gh ) ＋Ⅴ: p rt .p r B : m o m ( ri s e) ＋N : m o m ( eff e c t) .

(1 2) 幡屋--
J
=;

-

S
･

-

:兵は--
一

寸薄い 唇の右端 をあげ､ ( 真空地帯 ･ 上 6 8)

S ot a m i e s T o k iy a k o h o tti hi u k a n o h u i d e n h u u l e n s a o ik e a a p u olt a .

N : m o m ( s oldi e r T) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g( ri s e) ＋A d v(a littl e) ＋A dj: p l:g e n(t hi n)

＋N : p l: g e n : 3 s g(lip) ＋A dj: p a rt( ri gh t) ＋N :p a rt( Bi d e) .

(1 3) 文鳥杜慣を 卜げた{ ) ( 文鳥)

J a a v a n p e ip p o n o s ti/k o h ot ti n o k k a a n s a .

N : g e n (J a v a s p a r r o w ) ＋Ⅴ:p a st: 3 s g( ri s e) ＋N : p a rt:3 曙(b e a k) ･

(1 4) 頭を少 々 畳から_上げて見ると､ o ( 吾輩は猫
である)

N o s t a e s s a n i/K o h o t a e s s a n i p a a t a n i hi e m a n t a t a m ilt a .

Ⅴ: 2i n f:i n e s : 1 s g( ri s e) ＋N : a c e: 1 s g(h e a d) ＋A d v( alittl e) ＋N : a bl(t a t a m i) ･

( 1 5) はりながらときどき､ 頑をあげて､ 左才J に気をくぼっ たが ､
( 真空地帯 ･ 8 6)

s a m all a
,
吐u n h a n k ai v oi

,
n o st u k o h otti h a n p a a七色a n sill oi n t al16i n p a ly ill e n

y m p 触ill e .

A d v( s a m e ti m e) ＋C o nj( w h e n) ＋N : m o m ( h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 喝(di g) ＋V : p a st:3 s g( ri s e)
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十N : m o m ( h e) ＋N ‥p a rt‥3 s g(h e a d) ＋A d v( s o m e ti m e) ＋Ⅴ:2i n f:i n s(l o o k) ＋N : al l(a r o u n d)
(1 6) 向うで鎌首を上 げたと思ふと草をさらさらと渡っ た｡ ( 高野聖 20)

Aj a t ell e s s a a n p 畠a t a a n n o 8 t a n u tt a k a a r m e tt a h a m ylitti k a hi 8t e n n u rm e n .

Ⅴ‥2i n f:i n e s: 3 s g(t hi n k) ＋N :p a rt: 3 日g(h e a d) ＋Ⅴ: p rt ･p rf:p a rt( ri s e) ＋N :p a rt( s n a k e)
＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ‥p a B t: 3 s g( c r o s s) ＋Ⅴ: 2i n f:i n 8( ru s tl e) ＋N : a c e(g r a 8 8) .

( 1 7) 女は ､ 顔をおむ つ からあげることもなく､ 0 ( B)

N ai n e n ei e h di k 畠a n七色m 組 n p a & t a a n p oi s v ai p oi s t a .

N ‥n o m ( w o m a n) ＋N e g:3 s g( n o t) ＋Ⅴ(h a v e ti m e) ＋Ⅴ: 3i n f:ill(t u r n) ＋N :p a rt:3 喝(h e a d)
＋P o s t p( a w a y) ＋N :p l: e l a t(di a p e r) .

(1 8) 新聞から目を..l二げて怒の外を見たo ( 研)

H a n n o 8 ti/k o h o tti k a t s e e n s a y16 s s a n o m al e h d e s七色j a k a t s oi ik kn n a st a u l o s .

N : m o m (h e) ＋V :p a st: 3 s g( ri s e) 十N : a c e:3 s g(l o o k) ＋P o s tp(u p) 十N : el a t(p a p e r)

＋C o nj( a n d) ＋V : p a s t: 3 曙(lo o k) ＋N : el a t( w i n d o w) ＋P o st p(o u t) .

( 1 9) 私は不図眼を上 げて其所に 立 っ てゐるK を見ました｡ (こころ 2 4 7)

N o sti n/k o h o ti n hi e m a n k a t s et t a n ij a k a t s oi n sii n a s ei s o v a a K :t a .

Ⅴ:p a s t:3 喝(ri s e) ＋A d v(alit tl e) ＋N :p a rt:1 8 g(l o o k) ＋C o nj( an d) 十Ⅴ:p a st:1 曙(l o o k)

＋N : e s 8(t h e r e) ＋Ⅴ:p r t .p r s :p a rt( S t a n d) ＋N :p ar t(K) .

(2 0) 日 をあげて相手を見 つ める｡ ( 大)

H 魚n n o sti/k o h o tti k a t s e e n s a j a t u ij ot ti v a Bt u St aj a a n s a .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a st: 3 日g(ri s e) ＋N : a c e :3 s g(l o o k) ＋C o nj(a n d) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 g(l o o k)

＋N :ill: 3 B g( e n e m y) .

(2 1) 木村はふと顔を上 げてしげしげと葉子を見た｡ (或る女
･ 前 2 21)

私 m u r a n o s ti/k o h o tti y lla t七ai n k a 8 V O n 8 a j a k a t s oi Y o o k o a t a r k k a a n .

N : n o m (K) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g( ri s e) ＋A d v(S u dd e n ly) ＋N : a c e :3 8 g(f a c e) 十C o nj(a n d)

＋Ⅴ: p a 告t: 3 s g(l o o k) ＋N :p a r t(Ⅵ ＋A d v(c ar e fu lly)

(2 2) 事務室で週番下士官の 調査がはじまったが ､ 安西はは い っという言葉を繰返して は

目の 玉 を 上o) 方にあげたo (真空地帯 ･ 上 2 1 0
-

2 1 1)

T oi m i s t o s 8 a Oli p ai v y s t a v a n a li u p s e e ri n t u t ki m u s alk a n u t, m u-
tt a A n 2: ai v a i n

t oi sti k ylla B a n a a S u u n n a t e n Sil m a m u n a n s a y 16 8 .

N :i n e 8( o ffi c e) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g(b e) ＋V : p rt .p r s: g e n( o n c h a r g e) ＋N : g e n(l o w e r offi c e r)

＋N : n o m (i n v e s tig ati o n) ＋Ⅴ: p rt . p 蛸b e gi n) ＋C o nj仲u t) ＋N : m o m ( A) ＋A d v Ci u B t)

＋Ⅴ: p a st: 3 s g( r e p e at) ＋N : p a r tb r e s w o r d) ＋Ⅴ: 2i n f:i n s(di r e c t) ＋N :p l: a c e:3 s g( e y e b all)

＋P I ･ e p ( u p)

(1 . 5 . 1) 対象が動作主:_ a )
一

部分である場合の 換愉表別

臆初u) 例3L
'

( 1) では ､ 見ることが連想される場今 ､
フ ィンランド語で ほ｢ k a a n t a a + (I叫ナる) という動
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詞が使 っ たほうがい い が ､ 見ることが文脈でも分かるの で ､ ｢ n o s t a a + と｢k o h o tt a a + も可能であるo

例文(2) のように見ることが連想される場合､ 例えば｢k a t s o a+ ( 見る) という動詞が使われる｡

例文(3) と( 4) a) 対象｢ I 川 ま､ ふ だん例文(5) と(6) と同じように｢k a t 8 e+ (視線) で表現セきる｡

例文(7) a )J:うな｢ 腰を動か す+ +こうな換愉表現がフィンランド語 には 存在しない の で ､ 自動詞 の

｢ n o u s t a+ 川 ちあがる) が使われるo しかし､ 例文(8) の ｢ お尻をあげる+ という換愉表現は ､
フ ィン

ランド語でも同じ｢ 動く+ という連想を引き起こす｡ 最後の 例文(9) は ､ ｢ 殺すJ 意味を連想させるの

で
､
フィンランド語で は｢ ot t a a+ ( 放る) という動詞が(1 . 1 . 2) の( 5) と同じように｢殺す+ 結果を招く｡

(1) 顔をあげると塁局 子はもう笑 い ではなか っ たo ( B)

E u n n o sti n /k o h o ti n k a s v o n i
,
nii n R u ri k o e i e n a a h y m y illy t .

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ: p a s t: 1 8 g( ri s e) ＋N : a c e:l a g(f a c e) ＋C o nj(t h e n) ＋N : n o m (R)

＋N e g : 3 畠g( n o t) ＋A d v(a n y m o r e) ＋Ⅴ:p rt . p rf( S m il e) .

(2) 下ばかり見ていない で ､ 顔を上げなさい () ( 文)

A la t u ij o t a a l a s V a a n k a t B O y16 s .

N e g :i m p :2 s g( n o t) ＋Ⅴ(S t a r e) ＋P o 8 tP(d o w n) ＋C o nj O u t) ＋Ⅴ:i m p :2 s g(l o o k) ＋P o 8 t P(u p) .

( 3) 遠くの11[ に向か っ てF
'
1 をあげた() ( 小)

K a a n si n/ K o h o ti n k a t s e e n i k a u k ai st e n v u o r t e n s u u n t a a n .

Ⅴ: p a s t: 1 昭(t u rn ) ＋N : a c e : 1 s g(l o o k) ＋A dj:p l: g e n(f a r) 十N : p l:g e n ( m o u n t ai n)

＋P o 8t p(t o w a r d) .

(4) わたしは彼 女の ほう - 目をあげた｡ ( ゾッド)

N o Bti n/ K o h o ti n k a t s e e n i h a n e n s u u n t a a n s a .

Ⅴ: p a s t: 1 s g(ri s e) ＋N : a c e: 1 s g(l o o k) ＋N :g e n(his) ＋N :ill:3 s g(di r e c ti o n) .

( 5) だれだろうt, と)al, つ て ひよいと視線をあげると
､ 0 ( B)

Aj a tt eli n ett a kn k a s i ell魚 n y t o n j a n o s ti n /k o h o ti n v a h a n k a七日e tt a n i .

Ⅴ:p a 8 t: 1 s g(t h o u g h) ＋C o nj(t h at) ＋N : n o m ( w h o) 十N : a d e 卓(t h e r e) ＋A d v(n o w )

＋Ⅴ: 3 sど(b e) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a 白t: 1 s g(ri s e) ＋A d v( alittl e) ＋N :p a rt: 1 s g(l o o k) .

( 6) 新治と水夫は訊ねる視線を上 げた｡ (潮騒 1 4 4)

S hi nji j a M i2: u O n O 8 ti v a t k y s y v a n k at s e e n s a .

N : n o m ( S a n d M ) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( ri s e) 十Ⅴ: p rt .p l
･

S: a c e( a s k) 十N : a c e:3 s g(l o o k) ･

(7) び っくりして腰をあげるo ( B)

Ylla ty i n j a n o u 8i n 8 ei s o m a a n .

Ⅴ: p a s t: 1 s g(s u r p ri s e) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a st: 1 s g( ri s e) ＋Ⅴ:3i n f:ill( st a n d) ･

(8) 児はもとより尻を上げるのは厭である｡ ( 虞美人 草)

M i e h e t o v a t e n t u u d e st a a n ki n h u o n oj a n o st a m a a n / sii rt a m a a n t a k a p u olt a a n

N :p l: n o m ( m e n) ＋Ⅴ:3 p l(b e) ＋N : el a t:3 8 g :p(b ef o 1
･

e) 十A dj :p l:p a rt(b a d)

＋Ⅴ:Si n g( ri s e/ m o v e) ＋N : p a rt:3 p l(h ip) .

( 9) 淡弔之を追撃して虜主を挙げること数 千o ( 李陵 1 5 8)
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H a n - a r m eij a aj oi t a t a t a k a a j a o tti t u h a n 8i a vi h o11i B P a it 乱

N : m o m ( a r m y) ＋Ⅴ: p a 白t: S a g(d ri v e) ＋N :p a rt(t h a t) ＋P o 8 tP (f r o m b e hi n d) ＋C o nj(a n d)
＋Ⅴ:p a s t:3 s g(t a k e) ＋N u m : p l: p a rt(t h o u s a n d s) ＋N : pl: p a rt( e n e m y h e a d)

(1 .
5 . 2) 対象が動作'1 -

-

. の
-

[f
･

fS である場合の比愉表現

完全に別の 意味を表して い る比愉 表現の 場合はふだん 別の 言語と意味が直接合わないが ､ 体

の--
- 部分になると動作が人間誰にでも同じようなものなので ､ 共通点がかなり多く見 つ かるo 例 え

ば最初の例文(1) で 札 ｢ 手をあげる+ ことはフィンランド語の rFl でも｢ 降伏の 印+ という意味を連想

させる〔, 同じように例 文( 2) では ､
｢ 手を誰か に対してあげる+ 場合 ､

フ ィンランド語でも｢ 暴力を振

る+という連想 が引き起こされるo しかし､ 例文(3) と( 4) のように言語独特の 連想 の ほうが
-

般的

である【〕 ｢腕をあげる+ という意味の連想は ､
フ ィンランド語 の叶叩 ｢ hio a t ai t oj a a n + (技を研ぐ) と

言っ た表現で 得られる｡

( 1) 手をあげるo ( 新) > お ,T
･

- 上げ

E n v oi m u u t a k u i n n o 8 t a a k a d e t y16 8 .

N e g: 1 s g( n o t) ＋Ⅴ( c a n) ＋N : p a rt( e l s e) ＋C o nj(th a n) ＋Ⅴ:1i n f( ri s e) ＋N
･

.p l: a c e(h a n d)

＋P o B t p( u p) .

( 2) 父 は
､ 痛癖を起しで母に手を上げることもあっ た｡ ( B) 暴力を振る

S u u t t u e 8 S a a n i白a k o h o tti k a t e n B a m y 6 s a itia k o h t a a n .

Ⅴ:2i n f:i n e s : 3 s g( a n g r y) ＋N : m o m (f a t h e r) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 ど(ri s e) ＋N : a c e: 3 喝(h a n d)

＋A d v ( al s o) ＋N : p a rt( m o th e r) ＋P o B tp :ill( a g a i n st) .

( 3) 根は愛妻家などで決して直接手を上げる様な事はなく､ ( 文芸春歌 1 9 53 年 1 0 月 2 3 2)

V a i m o a a n r a k a st a v a h e n ki16 ei m i s s a a n t a p a u k s e s s a k o h o t a k a tt a a n v a i m o a a n

k o b t a a n
,

N :p a r t:3 s ど( w if e) ＋Ⅴ:p r t .p p s : m o m (l o v e) ＋N : m o m (p e r s o n) ＋N e g :3 曙( n o t) ＋N :i n e s( a n y)

＋N :i n e 8( c a s e) ＋Ⅴ( ri s e) ＋N : p a rt:3 曙(h a n d) ＋N :p a rt: 3 s g( w i fe ) ＋P o st p(a g ai n s t) .

( 4) 腕をあげる｡ ( 人)

P a r a n n a n / H i o n t ai tqj a n i .

Ⅴ: 1 s g( m a k e b et t e r/ s h a rp e n) ＋N : p l:p a rt: l a g( s kill) .

(5) ｢ 燥ゆる情炎+ 以来 ､ 腕をあげて ､ ( スクリ
-

ン 1 95 6 年 2 J] 1 4 4)
"

L i e k e h ti v a n kii h k o n
”

jalk e e n h a m o n p a r a n t a n u t o t e t a a n .

N : g e n(L) ＋P o st p( a 氏e r) ＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ: 3 8 g(b e) ＋Ⅴ:p rt .
.
p rf( m a k e b et t e r)

＋N : p a rt:3 曙(g r a s p)

(1 .6) 対象が 具体物でない場命

対象は｢ /k + やr--卜+ や ｢畑+ や｢ 火+ などのような数えられない 物体である場合 ､
フィンランド語の 表

現がかなり変わる( , ただし､ こ の 場合も例 文(1) と(2) のょうに ､ 動作主は｢ 水位+ や｢ + 二台+ の 上 が
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る具合をコ ントロ
ーー.･) i , できると､ ｢ n o 8 t a a+ も【k o h o tt? a]も可 能であるo また例文(1) のように対象の

｢ 土台+ 全体が｢ 高くなる+ という意味で変化すると､ ｢ k o r o tt a a+ (高める) という動詞も使える｡ そし

て
､
例文(2 2) a) ように対象になる水は

､ 動作主｢ 花+ の 中であがる場合､
｢i m e a + ( 吸う) などほか

の動詞の ほうが適切である｡

-
･

般的に ､
｢ 畑+ や｢ 炎+ などの ような対象 は｢ 花火+ と同じように､ 自力であるい は自然的 に上昇

するの で ､

｢ n o s t a a + 動 詞が 使 えない (･, しかし､ 例 文(3) と( 4) と( 1 0) と( 16) と( 1 7) の ように

｢ k o h ot t a a + の ほか に｢ n o s t a tt a a +( あがらせる) という動詞も使える｡ これらの 動詞 の適い は例文

(8) と( 9) で 明らかになる(, 対象｢ 吸気+ と｢ほこり+ に対して到着点｢ 空中に+ などを加える場合､
あ

るい は例文(1 0) の ように対象を｢ ほこり雲+ のように全体的な対象に変える場合､ ｢ k o b o t t a a + 動

詞も可能である(, こ のように｢タ コを揚げる+ や｢ ロケ ットを上げる+ 場合も両方が可能である｡ しかし､

前述の 対象は自力で とがれない場食は ､ ｢ n o 8 t a tt a a+ 動詞は使えない o

例文(5) の対象｢ 抹+ や( 1 9) の｢ 光+ の場 合､
フ ィンランド語では JS l だん｢ n o 8t a a+ や｢ k o h ott a a+

や｢ n o 8t a t t a a + というような動 詞で は描か れない の で ､ ｢ p a a B ta aJ ( 行かす) などの動詞が使われ

る｡ なぜなら｢ 抹+も｢ 光+ もま っ すぐ上 に上 がらないからであるo 対象が ｢光線+ や｢ 視線+ など方向

性が結 っきりしている場命､ ｢k o h o tt a a+ も｢ n o s t a a + も可能であるo

例文(6) と( 7) と( 1 8) そして( l l) から( 1 4) の 場合も ､ 別の 動 詞が使われるが ､ 場合によ っ て

｢k o h o t t a a+ も｢ n o 8 t a tt a a+ も可能であるo 例文(7) の ように｢ n o B t a tt a a h 6 y r y a+ (湯気を上 げる)

の代わりに｢h 6 y r y七色+ (吸気があがる)という別 の動詞が使われている. また､ (1 2) から(1 4) のよう

に｢ あげる+ 動作は｢摘機が落ちる+ ように 上下の 方向 ではない 場合､
あるいは｢あげる+ スピ - ドは

｢ 汽笛+ や｢列 軌 のように速い 場合 ､ ｢p a 鮎七色a+ (行かす) 動詞が使われる｡

例文(2 0) と( 21) のような自然現象の場合､
フィンランド語で桔 自動詞｢ n o u s t a+ ( あがる) が使 わ

れて いる｡

( 1) だか らあたし､ 十台を 上げなくっ ちやいけないと申しましたでしょう(, (トルストイ)

Sik si h a n m i n a s a n o i n , e tt a al u st a a p i七色a n o s t a a/k o h o tt a a /k o r o tt a a . ･

C o nj: p( th at
'

B W h y) ＋N : n o m (I) ＋V : p a s t: 1 s g( s a y) ＋C o nj(t h a t)＋N :p a rt(b a s e)

＋V :3 ∈唱( m u s t) ＋Ⅴ: 1 i n f(lift)

( 2) 取水めため水位を上げo ( 平凡 百科 2)

V e d e n o t o n t a ki a n o st a m m e/k o b o t a m m e v e d e n p i n t a a .

N :g e n ( w a t e r t a k e) ＋P o st p(b a h a lf) ＋Ⅴ: 1 pl( ri s e) ＋N :g e n ( w a t e r) 十N : p a r t(l e v el) .

(3) 波しぶきをあ げる(, ( 釈)

A a ll o k k o 16i/ n o st a tti/k o h o tti v a a h t o p a it a .

N : m o m ( w a v e s) ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g(bit/ ri s e) ＋N :p l: p a r t( s e a s p r a y)

( 4) 見えない ^
-

の 川u ) 水車) そOL) ときは ゆらゆらと青い焔の やうに波をあげるの でした｡

( 銚肘鉄道の 夜2 98)

S ill o i n m y 6 s n a k y m at 6 n li n n u n r a d a n vi r t a n o s t a tti/k o h otti k ei n u v i a l a i n e it a

k t li n si n i n e n li e k ki .
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A d v(th a tti m e) ＋A d v( al s o) 十A dj: n o m (i n v i sibl e) ＋N :g e n( m ilk y w a y) ＋N : m o m ( a t r e a m )

＋Ⅴ:p a 白t:3 B g( m a k e ri 8 e) ＋Ⅴ: P rt ･ p r o :p a rt( 8 W i n g) ＋N :p l:p a rt( w a v e) 十C o njnik e)

＋A dj: m o m (bl u e) ＋N : m o m (n a m e) .

(5) やがて水沫をあげて全身をあらはした｡ ( 冬の 宿1 7)

V ii m e i n 8 e n a y tti k o k o h a h m o n 8 a P a a S t a e n V a a h t o a .

A d v( a tl a s t) ＋N : n o m (it) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 g( s h o w ) ＋A dj( w h o l e) ＋N : a c e: 3 B g( a p p i e 1
･

a n C e)

＋V : 2i n f:i n s(l e t) ＋N : p a rt(f o a m )

( 6) 湯気をあげる下草の 上 に点在するの は ､ 珍らしく花やいだ光景であった ｡ ( B)

U 8 V a i B ell a ru o hik o ll a s i ella t 舶11a oli h a r vi n ai n e n kn k k ai B a n a k y m a .

A dj: a d e 8( m i st y) ＋N : a d e s(g l
.

a 8 8) ＋N : a d e 卓(th e r e h e r e) ＋V :p 由8 t:3 曙仲e)

＋A dj: m o m ( r a r e) ＋A dj: n o m ( m o w e r) ＋N : m o m ( v i e w) .

(7) ホカホカと吸気を上げる水鮫子o ( 汽車 ･ 酒)

L 魚m p i m i n a h 6 y ry a v l a g y O O 21i a .

■
● ●

A dj :p l: e s s( w a l
･

m ) ＋Ⅴ: p l
･

t . p r 8( 8 t e a m ) ＋N : p l: p a rt(g y o z a) .

( 8) 爆雅して吸気でもあげてゐるやうに見えるの でした｡ (銀河鉄道の 夜2 6 3)

R aj a h 七色e s s a n 魚y t ti silt a , e tta s e n o st a tt a i si v e sih 6 y r y 乱

Ⅴ: 2i n f:i n e s( e x p o s e) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g(l o ok) ＋N : a bl(it) ＋C o nj(t h a t) 十N : n o m (i七)

＋Ⅴ:c o n d : 3 B g( ris e) ＋N :p a rt(8t e a m)

(9) 砂ぽこりを上 げながら､
主人 の後になり前になりして ､ ( 田園の憂密 5)

H a n j u o k si m i e h e n s a e d e s 8 a j a t a k a n a n o s t a tt a e n h i e k k a p 6 1y a .

N : n o m ( sh e) ＋Ⅴ: p a 卓t: 3 8 g( r u n) ＋N : a c e:3 s g(h u s b a n d) ＋P o st p(f r o n t) ＋C o nj(a n d)

＋P o s tp(b e hi n d) ＋Ⅴ: 2i n f:i n 卓( ri s e) ＋N :p a rt( s a n d d u st)

( 1 0) それに風 の強 い 日で ､ 青Il l の 練兵場は発い 挨を揚げた｡ ( 坐)

S e n li B a k 8i t u u li n e n p a i v a n o s t at ti/k o h o t ti A o y a m a n h a rj oit u 8 k e n t all e k e lt ai s e n

p 61y p il v e n .

N :g e n(it) ＋N :t r a m s( a d dit o n) ＋A dj: n o m ( w i n d y) ＋N : m o m (d a y) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 g( ri s e)

＋N :g e n( A)＋N : all(t r a i n i n g fi elf) ＋A dj: a c cb , ell o w ) ＋N : a c e(d u s t cl o u d) ･

( l l) 溶岩叩1 頂 rT _ が … 現在も噴煙を上 げる｡ ( 平凡百科 2)

P y 6 r e a l a a v a h u ip p u s a v u a a vi ela t魚n a p ai v a n a ki n ･

A dj: n o m ( r o u n d) ＋N : m o m (l a v a t o p) ＋Ⅴ:3 喝( s m o k e) ＋A d v( S till) ＋N : e 告s: p( al s o t o d a y) ･

( 1 2) 初め ､ 墜ちて 崇畑を_山ブて いるの は敵機だと､ 誰もが思 ってい たo ( 阿川弘之)

E n si n k a ik ki l u u li v a t
,
e t七色 p u t o a v a m u B t a a 8 a vu a P a 鮎t a v a h o n e o li si

vi b o lli s k o n e .

N u m ( fu
･

st) ＋N : m o m ( e v e r y b o dy) 十Ⅴ: p a st :3 8 g(t h i n k) ＋C o nj( th a t) ＋V :p rt ･p r B(f a ll)

＋A dj :p a rt(bl a c k) ＋N :p a rt( s m o k e) ＋V :p rt . p r s(l e t) ＋N : n o m (p l a n e)
＋Ⅴ: p a s t ･ c o n d(b e)

＋N : m o m ( e n e m y) .
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( 1 3) けたたましい汽笛が-
一

抹の 白煙を青空に挙げて鳴りはためき､ ( 或る女 ･ 前 1 6 4)

K o rv i a viilt & v a h 6 y r y p i11i vih e 1 8i p 舶 B t a e n y h d e n vii v a n v alk oi 8 t a B a V u a 8i n i s e n e

t a i v a all e .

N :p l: p a rt( e a r) 十Ⅴ: p r t ･p p s: m o m ( c u t) ＋N : n o m ( 8t e a m W h i stl e) ＋Ⅴ:p a 白t:3 喝( w hi s tl e) ＋Ⅴ

: 2i n f:i n 8(l e t) ＋N : a c e( o n eli n e) ＋A dj : p a rt( w hit e) ＋N :p a r t(自 m O k e) ＋N a dj : al l(bl u e) ＋N : a

ll(s k y) .

( 1 4) 外 柑吹雪いてきて ､

- 列車は雪煙をあげながら走 っ て｡ ( 汽車 ･ 酒)

U lk o n a a lk oi p y r y七色j a j u n a kiiti s y 6 s t e n l u n t a t ai v a all e .

N : e 8 B( o u t sid e) ＋Ⅴ:p a s t:3 8 g( St a r t) ＋V : 1 i n 恥 n o w ) ＋C o nj(a n d) ＋N : n o m (t r ai n)

＋Ⅴ:p a s t:3 s g( S p e e d u p) ＋Ⅴ: 2i n f:i n 8(t h r o w) ＋N : p a r t( 8 n O W) ＋N : all( S ky) .

( 1 5) さかん に雪げむりをあげてい る野をながめ .) ( 三浦哲郎)

K at 8 0 i n l u m i s e n a t u p r u a v a a p elt o a .

Ⅴ:p a 白t: 1 s g(l o o k) ＋A dj : e 8 8( s n o w y) ＋Ⅴ:p rt . P r 8( s m o k e) ＋N : p a r t( 丘eld) .

( 1 6) のろしをあげる. (節)

S y t y七色n/T e e n /K o h o t a n/ N o st a t a n m e r kk it u l e n .

V : p a 白(li g h t/ m a k e/ri s e) 十N : a c e( S ig n al fi r e) .

( 1 7) 真 っ 赤な炎をあげて燃える｡ (大)

S e p al a a n o s t a tt a e n n o h o t t a e n t u lip u n a i s e t li e s k a t t ai v a all e .

N : n o m (it) ＋Ⅴ:3 s g 仲u r n) ＋Ⅴ:2i n f:i n 卓( ri s e)＋A dj: p l: a c e( r e d) ＋N :p l: a c e(fl a m e)

＋N : all(s k y) .

(1 8) 巻は焦げて ､ にわかに炎をあげた｡ ( B)

S a t a m a p al oij a li e k e h ti kii v a a 8 ti .

N : m o m (h a r b o 1
･

) ＋Ⅴ: p a st: 3 8 g O ) u rn )＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s t:3 日嘗(n a m e) ＋A d v(h a s tily) .

( 1 9) 手首にぶ つ か つ てできた波は ､ うつくしい燐光をあげて､ (銀河鉄道の 夜 27 4)

T 6 r m a y k s e 8 拍 r a n t e e 8 e e n t ull u tj u o v a p a a sti k a u n i 8 t a fo sf o ri h e h k u a .

N :i n e s(h it) ＋N :ill( w ri st) ＋Ⅴ: P rt , p rf(c o m e) ＋N : m o m ( 8 1
･

O k e) ＋Ⅴ:p a s t:3 s ど(le t)

＋A dj:p a rt(b e a u tif u l) ＋N : p a r t( fo sf o rli gh t)

( 2 0) 夕方になると潮があげてくる｡ ( 大)

Illa ll a t u l e e/ n o u s e e n o u s u v e si/ v u o k s i . > 満ちる｡

N : a d e s( e v e n i n g) ＋Ⅴ: S a g(c o m e/ ri s e) ＋N : m o m (h i g h ti d e/tid e) .

(2 1) こ の へ んが内海 のまん 巾で西からも廉からも潮が 上げて来て ､ (暗夜行路
･ 前 1 7 3)

T a m a o n si s a m e r e n k e s k u st a a j a n o u 8 u V e Bi n o u s e e s e k a i d a B七色 ett a la n n e s七色.

N : m o m (thi s) ＋Ⅴ:3 8 g(b e) ＋N : g e n(i n l a n d s e a) ＋N :p a rt( c e n t e r) ＋C o nj( a n d)

＋N : n o m (tid e) ＋V 3 s g(ri s e) ＋C o nj( al s o) ＋N : el a t( e a st) ＋C o nj( al s o) ＋N : el a t( w e s t)

(2 2) 蜘花が水をあげる( , ( 栄)

L e ik a tt u k u k a n v a r si i m e e v et t a .
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Ⅴ: p rt‥p rf( c u t) ＋N : m o m (m o w e r S t e m ) ＋Ⅴ:3 喝(S u c k) ＋N : p a rt( w a t e r)

(1 .6 .
1) 数えられない 対象の 比愉表現

この 場合ヰ) ､ 例文(2) のようにフィンランド語ではまっ たく興なっ た表現 になることが 多い o しかし､

例文(1) の ｢ の ろしを上げる+ ことや｢波をあげる+ ことは
､
フ ィンランド語でもそれぞれ｢ 注目させる+

や｢ 乱れをおこす+ という連想を引き起こす o 最後の例文(4) は例えとして使われる可能性もあるの

で
､
フィンランド語でもにたような表現が 可能であるo

(1) こ のときに ､ 分 子生物学の研 究を志す日本の 学者たちはノロシ を上げたのである｡

(!J三命の 略啓を如く1 6 3)

Sill o i n m ol e k y ylibi ol o gi a n t u t ki m u k s e 8 8 a t O i m i v a t j a p a n il ai 8 e t t u tk ij a t

n o s t a tti v a t m e rk k it u le n .

A d v(t h a tti m e) ＋N : g e n ( m o l e c ul e bi ol o g y) ＋N :i n e B( r e s e a r c h) ＋Ⅴ:p rt . p r 8 :P l: n o m ( a c t)
＋A dj: n o m O a p a n e s e) ＋N : m o m ( r e s e a r ch e r) ＋Ⅴ:p a 白t:3 p l( m a k e ri B e) 十N : a c e( Big n al丘r e)

(2) 今にきつ と牡卿内な什鮮をして ､ 日本の 剃 こ気焔をあげてくれるだろう (友情 44)

N y t b a n v a l
'

m a a n t e k e e j o m a a il m a n l a aj u i st a t y 6 t a j a p u h u u J a p a n i n p u ol e B t a .

A d v( n o w ) ＋N : m o m (h e) ＋A d v b r o b a bly) ＋V : 3 B ど(d o) ＋A d v( al r e a dy) ＋A dj: p a rt

( w o r d w i d e) ＋N : p a r t( w o r k) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: 3 B g(s p e a k) ＋N : g e n(J) ＋P o 8 tp 仲a h ali)

( 3) この 三 つ が- 一

緒になっ て､ 常に凄じい 波を挙げたD ( 坐)

N 畠 m a k ol m e y h ty i v a t j a n o Bt a t ti v a t j a t k u v a sti hi rv itt a v i a a alt oj a .

N : m o m (t h e s e) ＋N u m : m o m (3) 十Ⅴ:p a s t: 3 pl(u n it e) 十C o nj(a n d) ＋Ⅴ:p a st: 3 pl(ri s e)
＋A d v( c o n ti n u o u sly) ＋A dj:p l: p a r t(t e r ribl e) ＋N :p l:p a r t( w a v e) .

( 4) -1 一 方を操み消す為には一
一

方にどんと火の 手を挙げる必要がある｡ ( 或る女 ･ 前 2 7)

S a m m u tt a a k s e e n y h d e n 七色y t y y t oi s e n a n t a a p a l a a .

Ⅴ: 1 i m f:t r a m s :3 s g( e x ti n q u i B h) ＋N :g e n( o n e) ＋Ⅴ: 3 B g( m u s t) ＋N :g e n ( o th e r) ＋Ⅴ: 1i n f(l e t)

＋Ⅴ: 1i m f(b u r n) .

( 1 .6
.
2) 特殊な数えられない物 の 場合

この｢ あげる+ の 川法は ､ フィンランド語 の ｢ n o st a a + や ｢ k o h o tt a a + の にはない の で ､ 具体的 に｢ 吐

くこと+ を表す｢ o k s e n t a a + という動詞が使われる｡ , しかし例 文(4) のように｢ a n t a a yl e n + ( 上 に与え

る) という慣用句も多少使われて いる｡

( 1) 昼食 べ たもの を皆あげてしま っ た｡ (研)

O k s e n si n k a ik ki
,
m it畠 oli n p 魚i v a11a s y 6 n n y t .

Ⅴ:S a g( ri s e) ＋N : a c e( e v e r y t hi n g) ＋C o nj( w h a t) ＋Ⅴ:p a st: 1 B g 仲e) ＋N : a d e 且(d a y)

＋V : p rf( e a t)

( 2) 急 にあげそうになっ た (, ( 小)

R u p e si y ht a k ki a o k s e tt a m a a n .
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Ⅴ: p a st: 3 8 g( s t a rt) ＋A d v( S u d d e n ly) ＋Ⅴ:3i n f:ill( m a k e v o m it) .

(3) 胸が 上げそうだ( むかむかしてはきたくなった) o (節)

M i n u ll a o n h u o n o ol o .

N : a d e 8(Ⅰ) ＋Ⅴ: 3 B g 仲e) ＋A dj: n o m (b a d) ＋N : n o m (fe eli n g)

(4) 船に酔 っ てす っ かりあげてしまう｡ ( 大)

T u li n m e ri B a i r a a k si j a a n n oi n yl e n .

V :p a s t:1 8 g(c o m e) ＋N :t r a n s( s e a si c k) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s t: 1 s g(gi v e) ＋A d v(o v e r)

(1 .7) 想像の 中にある対象の場合

以下の 例文の ように ､ 見附
L

( ,) な対 象ではないときも､ 想像の中で 具体的なものと同じように｢あが

る+ 場合､
｢ n o st a a + も【k o h o tt a a】も可能であるo 例 文(2) と( 3) の 場合 ､ 対象になる｢ 肩先+ と｢ウ ェ

スト線+ などはぎ判股の -
･ 部分であるの で ､ 具体的にあげられるものでもあるo

(1) (1 5 ＋1 7) F に 2 を番い て 1 を上に上げる｡ (研)

K ilj oit e t a a n 2 al a s j a n o s t et a a rJ k o h o t e t a a n / sii r r et a a n 1 y16 s .

Ⅴ: p a s( w rit e) ＋N u m (2) ＋P o st p(d o w n) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s( ri s e/ m o v e) ＋N u m (1)

十P o s t p(u p)

(2) 肩線は肩先とネック ･ ポイントを5 ミリ上 げてカ -

ヴ線で訂正します｡ (婦人倶楽部 19 5 6

年 1 0 月 付録 流行 のジャケット集 62)

E ar ti a li nj a k o rj a t a a n k 魚y r a vii v all a n o s t a m all a /k o h ot t a m al 1 a olk a p 魚at a j a

k a u l a p i s t et t a 5 m illia .

N : a c e( s h o u ld e rli n e) ＋Ⅴ:p a 白( 触) ＋N : a d e s( c u r v eli n e) ＋Ⅴ:3i n f: a d e s(ri s e)

＋N :p a r t(8 h o u ld e r ＋C o nj(a n d) ＋N : p a r t( n e c k p o i n t) ＋N : p a rt(5 m illi m e t e r)

(3) ウ エ スト線を3 セン チ 山ブ､ そこからス カ
ー･ - ト丈をとる｡ (婦人の友 1 9 56 年 1 2 月 2 51)

N o s t e t a a n / K o h o t e t a a n v y 6 ta r 6 a 3 8 e n tt ia j a o t e t a a n sii ta h a m e e n m itt.
a .

V :p a s( ri s e) ＋N : p a rt( w ai st) ＋N :p a rt( c e n ti m e t e r) ＋C o nj( a n d) ＋V :p a 8(t a k e)

＋N : el a t(it) ＋N :g e n ( S ki rt) ＋N : n o m ( m e a s u l
-

e) ･

( 1 .8) 鹿本的なL
･

. 昇o ) 複今語

前に述 べ た｢ 付し 卜げる+ や｢ 締り上げる+ などの 複合動詞と同じように以 下の 動詞もフィンランド語

で 直接｢ n o s t a a + などの｢ あげる+ の 基本的な意味を表す動詞 に結び つ かない ｡ 以 下の 例文では ､

｢ あげる+ がなくてもフィン ラン ド語で はま っ たく同じ訳 になる｡ ただ し､ れい ぶ ん(3) の 場合 ､

｢il m a a n + ( 空中に) は同じようなことを連想させる()

( 1) 放りあげる( , ( 節)

O t t a a y16 s/p o i s/k a sitt ely y n .

Ⅴ: 1i m f(t a k e) ＋A d v( u p / a w a y)/ N :ill(t r e a t m e n t) I

( 2) 放 べ あげるo ( 新)
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L ait t a a J O n O O n .

Ⅴ: 1i n 托p u t) ＋N :ill(li n e) .

( 3) ロ ケ ットを打ちあげるo ( 大)

L a u k a i 畠e m m e r a k e ti n il m a a n
.

Ⅴ: 1 p l( s h o o t) ＋N : a c e( r o c k e t) ＋N :ill( a i r) .

(2) 対象が意志をもつ 具体物

フィンランド語 の｢ n o st a a + と【k o h o tt a a】動詞は ､ 上述のように｢ あげる+ に最も近 いフィンランド語
の動詞でありながらも､ 対象は 自力であがる場合｢ n o 8 t a a+ が使えないし､ そして以 f の 例文のよ

うに対象は自 分の 意志であがる場合｢ k o h ot t a a+ も使えなくなるo ｢ n o 畠t a a J と【k o h o tt a a] の 対象

は
､ 自分の意ぶをもっ ている場合 ､ それは｢箱+と｢魚+ と同じようにあげられる｡ 自分生石 で移動す

るのではない
r)

(2 . 1) 意志をもつ 具体物が動物である

以
‾
F の例文( 1) では ､ 肺が自分で膝 にの ぼるという意味解釈の 場合､ ｢ n o st a a+ 動詞が使えない

が ､ ｢ 持ち上 げる+ 場合は｢ n o B t a a+ が可能である｡ 例 文( 1) と(2) のように猫と雲雀は 自分の 意志

であがるが
､
それを許す(させる) の は別の 意志を持っ もの(女師匠) である場合､ フ ィンランド語で

は基本的に｢ あげる+ とは別の 意味を表す｢p a 鮎t a a+ ( 行かす) 動詞が使 われる｡

(1) ｢ 牡と糾 ) つくヰ) a) け猫も膝 にあげちやい けないよ｡ + ( 小説春秋 19 5 6 年 7 月 3 9)

N e
,j o id e n n i m i p 魚a tty y o 4 o n , ei v a t B a a p a a 8t a a e d e s ki B B a a p OI v e ll e .

N : n o m (t h o s e) ＋N : g e n ( w h o s e) ＋N : m o m ( n a m e) ＋V :3 s g( e n d) ＋N :ill( o) ＋N e g: 3 p l

＋V( m a y) ＋V :li n t(let) ＋A d v( e v e n) ＋N :p a r t( c a t) ＋N : a ll(la p) .

( 2) 盲目の 女師匠が物干台に立ち出 でて雲雀を空に揚げて いるの を( 春琴抄 1 8 1)

S o k e a n n a i 8 0 p e tt aj a n p y y k k it eli n e illa p a a st a m 畠8 S a P eip p o a v a p a a k si .

A dj: a c e(bli n d) ＋N : a c e(t e a ch e r) ＋N :p l: a d e 8( cl o t h e B P Ol e) ＋Ⅴ:3i n f:i n e B(l e t)

＋N : p a rt( S k y l a r k) ＋A dj:t r a n s(f r e e) .

(2 .2) 意志をもつ 対象が子供など動作主と対等でないもの である

人が対象である場合 ､
フ ィンランド語で は｢ 人を行か せる+ ような意味を表す動詞が使われる｡ 例

えば
､ 例文( 1) から(3) の 場今

､
強制的な意味が含まれてい るの で ､

｢1 aitt a a + ( 置く) という動 詞

が適切で ある｡, しかし､ 動作 主 は対象の希 望で生か す場合 ､ 例文(4) と( 5) の ように｢p a 鮎七色a +

(行かす) あるい はその 日動詞 ｢ p a 鮎t a + ( 行ける) が使われる｡ 例文(6) と(7) のように ､ 対象が任

務を果たすために到着]∴･1 に行かされる場合､
｢1a h ett a a + ( 送る) という動詞が使われる｡ この動詞

は
､ 学校に勉虎という托務を果たすために行かされる場合 ､ ( 1) から(3) の 例でも使える｡

( 1) 私は息子 を如j)
'

-( の学校に上 げた. ( 研)

L a it o i n I) Oi k a n i k o tll u u n T o ki o o n .
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Ⅴ:p a s t: 1 8 g(p u t) ＋N : a c e:1 8 g( s o n) ＋N :ill(s c h o o l) ＋N :ill(T) .

(2) 子供を2 人とも大学に上げた｡ ( ノJ ､)

L a it JO i n m ol e m m a t l a p s e n i yli o p i B t O O n .

Ⅴ:p a s t: 1 s g(p u t) ＋A dj : a c e(b o t h) ＋N : a c e: 1 s g( c hild) ＋N :ill( u n i v e r sit y) .

(3) ･f
･1lJl

.

1 が 六歳 にな っ たら小学校にあげるo ( 大)

K u n l a p si 七色yt t a魚 6 v u o tt a , nii n l a it a n h a n e t al a -

a s t e ell e .

C o nj( w h e n) ＋N : n o m ( c hild) 十Ⅴ‥3 s g(fill) ＋N : p a rt(3 y e a r 8) . C o nj(t h e n) ＋Ⅴ: 1 s g(p u t)
十N : a c c(bi n ) ＋N : a ll(el e m e n t a r y) .

( 4) おくみ がl･
･

匹I になっ て女学校 - 上 げて塔つ たばかりのときに(桑の実 6)

1( u n O k tl m i oli 七色y tt a n yt 1 4 j a p 良鮎 8 y tj u u ri t y tt 6 k o u l u u n .

C o nj( w h e n) ＋N : m o m (0) ＋Ⅴ: p a s t:S a g o , e) ＋Ⅴ:p rt ･p rf(fill) ＋N u m (1 4) ＋C o nj( a n d)
＋Ⅴ: p rt ･ p rf(g et) 十A d v O u B t) 十N :ill(g i rl B C h o ol) .

(5) あれ 切りしか休まない で落第するなんか ､ 変だなあ( , あれくらゐなら､ 僕なんか上 げて

もらえるんだがなあ{】(冬の 宿 12 9)

R e p a t a v ai k k ei siit良 Ia hti e n p i七色n y t e d e 卓 t a u k oj a , O u t o a! Sii n 魚 t a p a u k e 8 8 a

v oi si v a t p a a st a a m i n u t .

Ⅴ: 1i m f(f a il) ＋C o nj: n e g( a llt h o u g h) ＋N : el a t(fr o m th a t) ＋Ⅴ:2i n f:i n 8( st a rt)
＋Ⅴ:p rt ･ p rf(h old) ＋A d v(e v e n) ＋N : p l:p a rt(b r e a k) ＋N :p a r t( s t r a n g e) . N : e 8 8(i n th a t)
＋N :i n e s( c a s e) ＋Ⅴ: C O n d(c o u ld) ＋Ⅴ: 1i n 町et) ＋N : a c e( m e) .

(6) 話しがして みたくなっ たんで ､ それでわざわざ使 を上げた様な訳なんです｡ ( 門)

H a n la h e tti sii s la h e ti n v a rt a v a 8t e n ,k o s k a t u li p tlh u m a p 魚all e .

N : n o m (h e) ＋V :p a st: 3 s g(s e n d) ＋N : a c e( m e 8 B e n g e r) ＋A d v O ＋C o njO) e c a u s e)

＋Ⅴ:p a s t:3 s g( c o m e) ＋Ⅴ: 3i n f( S p e a k) ＋N : a ll( m o o d) .

(7) 親達が---･
･

];i: 実家 - 帰らせ ､ あらためて宮仕えに+ 二げることになっ た｡ ( 田辺聖子)

V a n h e m m a t p a l a u t ti v a t m i n u t e n si n k otii n j a la h e tti v a t βitt e n u u d e Bt a a n

h o v i p al v el u k 8 e e a .

N : m o m (p a r e n t s) ＋Ⅴ:p a 白t: 1 p l( r e t u rn ) ＋N : a c e( m e) ＋A d v(丘r s tly) ＋N :ill(h o m e)

＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a st: 3 p l(s e n d) ＋A d v(th e n) ＋A d v(n e w ly) ＋N :ill( c o u rt s e rv i c e) .

(2 . 2 . 1) 対象が 7 - 供であるが
､
到着点がない 場合

フィンランド語の ｢ n o s t a a + 動詞 では｢ 生 む+ という意味を連想させる換愉表翠または比 愉表現が

ない U) で ､ 以 下 の 例文の ｢ あげる+ の 意味は ｢ s y n n yt ta a J ( 生む) または｢ s a a d a + ( 受ける) という動

詞で表現されるo 例文(2) の 上
.

v

) にくだけた言い 方 で は ､

｢
p y 6 r a y tt魚a J ( 回す) という動詞の 比 愉

表fIR も使える｡

( 1) 3 人U )
.
乃 T - を挙げるu (研)

H 魚n s a i/ s y n n y tti 3 p o ik a a .
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N : m o m (s h e) ＋Ⅴ: p a s t :S a g(g e tn) e a r) ＋N :p a rt(3 s o n s)

(2) 結婚して -･甥 二女をあげたo ( 大)

H a n m e n i n a i m i sii n j a s ai/ s y n n y tti/p y 6 r a y tti p oj a n j a 2 t yt t 6 a .

N : m o m ( S h e) ＋Ⅴ:p a 卓t: 3 B g(g o) ＋N :ill( m a r ry) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a 白t:3 8 g(g e t 伽 a r/ r oll)
＋N : a c e( s o n) ＋C o nj( a n d) ＋N : p a r t(2 d o u gh t e r)

( 3) 母しげ女は京都 馴 切 跡部氏のLU にして安左衛門に嫁し二男悶 女を挙ぐo

(春琴抄 1 3 8)

A n z a ei m o n ill e v a i m o k sij a B y n n yt ti 2 p oik a a j a 4 t yt t6 a .

N : all( A) ＋N : t r a n 自( w if e) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ: p a 8t: 3 8 g O ) e a r) ＋N : p a r t(2 s o n s) ＋C o nj(a n d)
＋N : p a 1

･

t(4 gi rl s)

(2 .3) 意志をもつ 対象が大人である

l二述 が芦校などに行か せる場合 ､ 対象は何らかの 命令を受けたの で
､ 動作主は ､ 対象と 一 緒に

行かなくてヰ)
､ 知 的 の 上で対象の 動きを管理 したo しか し､ 以下の 例文では ､ 対象は軌作主と

同等である0)
y

ご辿れて いく例が 多い o せ いぜい例文(6) と( 7) の ｢ 芸者+ の 場合 ､ 文の意味は上述

と似てい るu こ の上うな例では ､
フ ィンランド語の ｢la h e t七色a + ( 送る) 動 詞が動作主から離れる意味

を表すの で ､ 別の 動詞｢ til a t a + ( 注文する) などが使わなけれ ばならない o 例文( 1) と( 3) と(4) で

は ､ 動作主が対象を連れて いくの で
､
フィンランド語の 中で｢j o h d a tt a a+ ( 導く) やr o hj a t a+ (リ

ー ド

する) や｢ v i e d a+ (持 っ て いく) などの動詞が使われる｡ 例 文(2) と(5) では対象は 玄関 で経比され

るので ､ ｢p a 色 紙 は 8is 紬 n J (q l に行かす) という表現のほうが適切である｡ 最後の例文(6) と(7) の

対象｢候補者+ は ､ 具体的 にどこにも行かない の で ､ ｢ 送る+ ことも｢導く+ ことも不可能である｡ その

ためにフィンランド語では
､
｢ a s e tt a a+ ( 設置する) という動詞の換愉表現が使われている｡

(1) 女が 玄関先で 大きな声をたてるため ､ 仕方なく自分が出て応接室 へ 上 げた ｡ ( B)

K o s k a n a i n e n p u h u i k o v a a a n i s e sti a u l a 舶 a , V e i n h a n e t it s e o d o t u s h u o n e e 畠e e n .

C o njO' e c a u 8 e) ＋N : n o m ( w o m a n) ＋Ⅴ: p a s t‥3 s g(s p e a k) ＋A d v q o u dly) ＋N :i n e s(h all)
＋Ⅴ: p a st: 1 B ど(t a k e) ＋N : a c e(h e r) 十N : m o m ( m y 8 elD ＋N :ill( w ai ti n g r o o m ) .

( 2) 自分の家 へ 君を上げては ､ 死んだ奴らに済まぬと感 じた男だ｡ (帰郷 1 3 5)

M i e s
, j o st a t u n t u i v 畠a r 魚1七色 kn o11 eit a k a v e r eit a k o h t a a n p 最良B t 組 si n u t o m a a n

a s u n t o o n 8 a .

N : m o m ( m a n) ＋N : el a t( A
･

o m w hi c h) ＋Ⅴ:p a s t:3 s g(fe e l) ＋A dj: e l at( w r o n g)

＋Ⅴ‥p r t ･p rf:p l‥p a rt(d e a d) ＋N : p l:p a rt( & i e n d) ＋P o st p( a g a i n s t) ＋Ⅴ: 1i n f(l e t)

＋N : a c cb , o u) ＋N :ill( o w n) ＋N :ill:3 s g(h o m e) .

(3) 河原 州 ま= 本座敷 - 二 人をあげたo ( むらぎも 1 6 6)

K a w a h a r a d a j o h d a tti m ol e m m a t t at a m i lm o n e e 8 e e n .

N : m o m (Iq ＋Ⅴ: p a s t:3 s g(l e a d) ＋N : a c c(b ot h) ＋N :ill(t a t a m i r o o m )

( 4) お客をざしきに 卜げなさい ｡ ( 文)
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O hj a t k a a Ⅳi e k a a vi e r a s t a t a m ih u o n e e s e e n
.

Ⅴ‥i m p : 2 p l(le a dJt a k e) ＋N : a c e(g u e st) ＋N :ill(t a t a m i r o o m ) .

( 5) I--
一

見(イチゲン) の
J

# はあげるわけにい かない o (大)

A B i a k k a it a ,j o t k a ei v & t ol e t u t t uj a , ei B a a p 組 8 ta a Bi 8 a a n .

N : p l:p a l
･t(g u e s t) ＋N : m o m ( w hi c h) ＋N e g :3 p l( n o t) . v ol e) . A dj:p l:p a rt(k n o w n)

＋N e g :3 B g( n o t) ＋Ⅴ( m a y) ＋V : 1i n f(l e t) ＋P o 8tP :ill(i n si d e) .

(6) 芸者をあげて大騒ぎするo (栄)

Til a a m m e/ K u ts u m m e G ei 8 h oj a j a p id a m m e k u n n o n j u hl a t .

Ⅴ:1 p l(o r d e r/ c a ll) ＋N : p l: p a rt( G) ＋C o nj(a n d) ＋V :3 pl(h old) . A dj: a c e(g o o d)
＋N :p l: a c c(p a rt y) .

( 7) 芸者を糾ヂて-I- 一 晩愉快に遊び明かすo ( 大)

T il a Bi m m e G ei s h oj a j a p i di m m e h a u s k a a a a m u u n a s ti .

Ⅴ: p a s t ･
･

1 p l(o r d e r) ＋N ‥pl:p a rt( G) ＋C o nj(a n d) ＋Ⅴ‥3p l(h old) ＋A dj: p a r t( fu n)
＋N :ill( m o r ni n g) ＋P o 8 t p(u n 七ill) .

( 8) 候補者をあげるo ( 節)

As e t a m m e e h d o k k a a n .

Ⅴ:1 p l(p u t) ＋N : a c e( c a n di d a t e) .

(9) そ ごご､ クラスとしてとり上げたこの 問題を白治会でとり上げてやってもらおうというの で

委員をあげることにな っ たら
､ 受験勉強をや っ て い る人たちが皆立候補して 出てくるので

す(, ( 平和 1 9 5 4 年 6 月 35)

K u n r u v e t a a n a 8 e t t a m a a n e d u st aj a a o p p il a 8 n e u v O 8t O O n , j ott a 8 a a t a i8ii n

l u o k a 8 日a k a sit e lty o n g e lm a B e n k 鮎itt ely y n , a s e t t u v a t k ai k ki e h d o k k ai k 8i .

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ:p a 白(S t a r t) ＋Ⅴ:3i n f:ill(p u t) ＋N :p a r t( r e p r e s e n t a tiv e)
＋N :ill(s t u d e n t c o u n cil) ＋C o nj(t o) ＋Ⅴ: p a 白: c o n d(g e t) ＋N :i n e s( cl a s s)
＋Ⅴ:p a s :p rt ･p rf: m o m (h a n dl e) ＋N : n o m (p r o bl e m ) ＋N : g e n (it) ＋N :ill(h a n dl e)

＋Ⅴ:3 p l(sit d o w n) ＋N : m o m ( a ll) ＋N :t r a m s( c a n did a t e) .

(2 .3 . 1) 意志をもつ 対象の 換愉表現

上述の ように意志をもつ 対象を｢あげる+ 場 合 ､
フ ィンランド語の｢ n o s t a a+ と｢k o h o tt a a + が使えな

か っ たが
､ 換愉表現では具体的 に人 ではなく人の ランクを上げるの で

､ 抽象的な対象と同じような

扱い になる() 帥象的にランクを上 げる動作は ､ 例文( 1) と( 2) のように普通の｢魚+ と｢ 手+ と同じよう

にあげることが できる0) で
､
｢ n o st a a + または ｢ k o h o tt a a + が 可能になる｡ 例文(3) で は｢ n o 8 t a a + が

可能であるが ､
｢ k o b o tt a a + の はうがは っ きりとランク順を表してい る｡ そ の代わり例文(4) と( 5) で

は候補肴の 順席が抜けて い るの で
､
･

一

気 にあげる｢ n o s t a a + の ほうが適切である｡ しかし､ ほか の

動詞も可能である
｡ )

(1) 彼 はや っと課長にあげてもらっ た( ) ( 小)
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H a n e t n o 如 e ttii n /k o h o t e ttii n/yl e n n et tii n vi h d oi n ki n t oi m i s t o p 最良lik 6 k si .

N : a c e(h e) ＋Ⅴ:p a st :p a B( ri s e/ S u c c e e d) ＋A d v(a t l a s t) ＋N ･

･

t l
･

a n S( S e c ti o n c hi eO .

(2) 彼を会 艮候補に挙げることが決まっ た｡ ( 小)

P 畠a t e ttii n
, e t七色h 魚n e t n o B t e t a a nJk o h o t e t a a n / a s e t e t a a n j o ht aj a e h d o k k a a k si .

Ⅴ: p a s t:p a 8(d e ci d e) ＋C o nj(th a t) ＋N : a c e(h e) ＋V ‥p a 8(p u t)
十N :t r a n 8( 即 e Sid e n t c a n di d a t e) .

(3) 帝同人学を卒業後は直に助教授 に挙げられ､ ( つ ゆのあとさき53)
P a 鮎t y a n i K eis a rilli s e 8 t a y lio p i 8 t O 8 t a k o h o t e t ti i n m i n u t s u o r a a n d o 良e n tik 8i .

Ⅴ: p rt ･ p rf:p a rt :1 s g(g e t) ←A dj: el a t(i m p e ri a l) ＋N : el a t( u n i v) ＋V :p a s t:P a 母(ri s e)
＋N : a c e( m e) ＋A d v(di r e ct) ＋N ‥t r a n s(a 8 Si B t a n t P r O fe 8 8 0 1

･

) .

( 4) r
J

[ 分を代議員にあげてくれた職 劇 こくると
､ (改造 1 9 5 4 年 1 月 1 53)

K u n t u l e n t y 6 p aik all e , j o 8 七a m i n u t n o B t et七ii n k a n 8 a n e d u 8 t aj a k si .

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ: 1 a g(c o m e) ＋N : a ll( w o r kp l a c e) ＋N : el a t(& o m w hi c h) ＋N : a c e( m e) ＋Ⅴ: p a

8 t ･p a 8( ri s e) ＋N :t r a n 8( r e p r e s e n t a ti v e)

(5) 委員にはA :君をあげるt, (尉)

N o s t a m m e j o n k u n e d u s t aj a k si .

Ⅴ: 1 p l(r i s e) ＋N : a c e( 8 0 m e b o d y) ＋N :t r a n s( c o m m itt e e m e m b e r)

(2 .3 .2) 意志をもつ 対象の比 喰表現

以下の 例文はす ベ てフィンランド語では｢ n o B t a a + と｢ k o h ot t a a + と別 の動詞 で表現されるo 例 文

(3) のように表現全体が異なっ て いる場合も多い ｡

( 1) は い は い (一 別品さん を上げるように言うて遣ります｡ ( 鶏)

K y lla k yll 乱S a n o n k ylla , e tt a k a u n o k ai si a k e h u t a a n .

N :G ' e 8 , y e s) ･ ＋Ⅴ‥1 s g(良a y) ＋A d v( of c o u r s e) ＋C o nj( th a t) ＋N : p l:p a rt(b e a u t y)
＋Ⅴ: p a 白(p r a i s e)

(2) あげたり( はめたり) 下げたりする｡ ( 節)

V a lii n k e h u v a t/y li s t a v a t v alii n h a u k k u v a t/p a rj a a v a t .

N :ill( o n e ti m e) ＋Ⅴ: 3p l(p r ai s e)＋N :ill( o n e ti m e) ＋Ⅴ: 3p l(i c old) .

( 3) 男ぶりをあげる
( , ( 岩)

K e bi七色n l u o n n e tt a n i .

Ⅴ: 1 s g(d e v el o p) ＋N :p a r t: 1 喝(c h a r a c t e r)

( 4) -･- - 躍男をあげたo ( 人)

H a n t e k i k e r r a ll a it .B e s t
.
a a n mi e h e n .

N : n o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g( m a k e) ＋N : a d e s(1 ti m e) ＋N : el a t: 3 s g( S elf)＋N : a c e( m a n) .

(5) ill( 藤さんも手紙 の J
･

. で は
一

枚がた男を上げてゐますわね (ある女 ･ 前 2 04)

G o t o o ki n o n ki rj e e s s a hi m p u n v e r r a n p a r an t a n u t o s a k k e it a a n .
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N : n o m :p ( a1 8 0 G) ＋Ⅴ:3 8 帥 e) 十N :i n e B(l e tt e r) ＋A d v( alittl e bi t) ＋Ⅴ:p rt ･ p rf( m a k e b e tt e r)
＋N :p l: p a l

･

t:3 曙(s t o c k)

(2 .4) 意志をもつ 対象が肺礁である

この用法 臥 職う+ という連想 を引き起こす場合
､
フ ィンランド詣 では｢j o h d a tt a a t ai s t el u u n + 傾

い - 導く) という表現が 鹿も適 切であるが ､ ただ｢ 兵を召集し､ 移動させる+ という意味の 場合､

｢ n o s t a tt a a + ( あがらせる) という動詞も使えるo 上述 の 学校や家などが到着点であっ た場合 ､

｢ n o st a t t a a + が使えなか っ た の は
､ 対象は は っきりと自分の 意志を持 っ てい た個人であっ たから

であるo つ まり､ ｢ 兵+ や｢ 軍隊+ などは
､ 強い 管理 下にある集団であるの で

､
｢ n o s t a tt a a + が 可能で

ある
o ( l ･ 6) でも見られたように｢ n o 8t a tt a a + は ､

｢ 炎+ や｢ 波+ など基本的に不特定の集団を対 象

にするo ｢ k o h o tt a a + 札 1:･ f の動きに限られて いるの で
､ 以下の 例文で は使えない ｡ また､ 対負

は自分 の 意志 で 動くことも｢ k o h ot t a a + 動詞 を不可 能 にす る｡, しか し､ ほか の 動 詞 ､ 例 えば

｢ k o ot a + ( 収鮭する) などが可能である〔,

(1) 関東に兵をあげる
o (大)

H a n n o st a tti/j o h d a tti a r m e ij a n K a n t o o s e e n .

N : n o m (h e) ＋Ⅴ: p a s t:3 叩( ri s e/l e a d) ＋N : a c e( a r m y) ＋N :ill(A) .

(2) 彼らは つ い に政〃利こ対して兵を挙げたo ( 小)

H e n o st a t ti v a t/k o k o si v a t v ii m e i n a r m eij a n h a 11it u 8t a V a 8t a a n .

N : n o m (th e y) ＋Ⅴ: p a s t:3 p l(g a t h e r/ ri s e) ＋A d v( a tl a s t) ＋N : a c e( a r m y)
＋N : p a r t(g o v e rn m e n t) ＋P o s tp :ill(a g a i n st) .

(2 ･ 4
. 1) ｢ 群集をあげる+ 意味からの 生産性の高い 比愉表現

以下の 用法は ､
｢ 大勢で+ という意味を連想させて いるので ､ 文の中で は副詞 のような働きをして

いるo そ の ため に ､
フ ィンランド語でも｢あげる+ の 果たす意味は ､ 動詞 で は表現されない ｡ 例文

( 1) と(3) と( 4) の ように｢ あげる+ が 対象 ト 家+ と｢ 同+ をうける場合 ､ それは文全体の主語｢彼ら･

我 々+ に結 び つ い てい るo こ の 場合 ､
フ ィン ランド語 で は主語 につく｢ kn k o+ ( 全) という形容詞が

個 をあげて+ に似たような意味を表して い る. しかし例文(2) と( 5) のように対象が動作主と
一

致

する場 合 ､
フ ィ ン ラン ド語 で は ｢ 全 員 で + という意味 を表 す 副 詞 ｢ y h d e s B a + (

一

緒 に) や

｢
y k si m i eli s e s ti+ ( 全員-

一

致) などが使われるo

( 1) ･
一

家を挙げて 人阪 - 移 つ たさうだが ､ ( 多情仏心 ･ 前 2 9 8)

H e n a y t七色v 畠t m u u tt a n e e n O s a k a a n k o k o p e rh e .

N : m o m (t h e y) ＋V : 3 p l( s h o w ) ＋V :p o t: a c c( m o v e) ＋N :ill( 0) ＋A dj( w h ol e) ＋N : m o m (f a m ily)

(2) ア か ､ タ紙そ の 他同系統 のものは い ざ知らず､ それ以外の 日本の 言論機関は ､ 挙げて ､

範光全権と同じ見解を表明した () ( 東洋経訴新報 19 56 年 8 月 1 8 日 2 1)

E n ti e d a P u n a li p u st a j a m u i st a s a m a n s u u n n a n l e h di s t a , m u tt a m u u l e h di st 6

il m ai s i y h d e s s 畠 s a m a n k a n n a n E m it s u e ri k oi sla h e ttil 狛 n k a n s s a .
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N e g: 1 8 g( n ot) ＋Ⅴ( kn o w ) ＋N : e l at( r e d n a g) ＋C o nj(? n d) ＋A dj: el a t( o t h e r)
＋A dj: g e n( a a m e) ＋N : g e n (di r e cti o n) ＋N : el a t(P a p e r) ＋C o nj O u t) ＋A dj: m o m ( o t h e r)
＋N : m o m (p r e s s) ＋Ⅴ‥p a 8 t: 3 s g(e x p r e s) ＋A d v(t o g e th e r) ＋A dj: a c e( s a m e)
十N ‥a c c(p o siti o n) ＋N ‥酢 n ( 叩 e Ci a l a t t a ch e) ＋P o s tp(t o g e t h e r) .

(3) 国をあげて記念 日をい わう｡ ( 文)

1( o h o m a a j u hlii m e r k kip a i v a a .

P( w h o l e) ＋N : n o m ( c o u n t r y) ＋Ⅴ: 3 8 g(c el e b r a t e) ＋N : p a rt( m e m o ri al d a y) .

( 4) 国をあげて歓迎する｡, ( 大)

H a n e t t oi v o t et tii n t e r v e t u ll e e k Bi k o k o m a a n p u ol e 8 t a .

N : a c e(h e) ＋Ⅴ:p a s t:P a 白( w i s h) ＋Ⅴ:p r t ･p rf:t r a n 8( w ell c o m e) ＋A dj( w h ol e)
＋N : g e n( c o u n t y) ＋el a t(b e h alO .

(5) 巾民托こU) 計耐にあげて賛成した. ( 大)

K a u p u n gi n a s u k k a a t h y v a k 8 yi v 如 s u u n n it el m a n y k s i m i eli B e 8 ti .

N : g e n(cit y) 十N : p l: n o m (p e o p l e) ＋Ⅴ:p a st: 3 p l( a p p r o v e) ＋N : a c e(p l a n)
＋A d v( u n a n i m o u s ly) .

( 6) い ま国内をあげてⅠうK P 時代にあるの で(虎洋経済新報 19 5 6 年 7 月 28 日 35)

K o s k a o l e m m e n y t k o ti m a r k k i n oid e n a v u ll a B K P -j a k B Oll a

C o njO) e c a u s e) ＋Ⅴ‥1 p l(b e) ＋A d v( n o w) ＋N :g e n(i n l a n d m a r k e t) ＋P o 8 tP Q e h a lO
＋N : a d e s(B K P p e ri o d) .

(2 .5) 患忘をもつ 対象が犯罪者である

この用法の 対象は ､ ｢ 人+ でありながらも自分の意志で ｢あがる+もの ではない ので ､ ｢魚を網 などで

あげる+ という用法からの比 聴衆現であることが考えられる｡ フ ィンランド語では｢1 男2 女をあげる+

と同じように｢ n o s t a a + や｢ k o b o tt a a + には｢ 人+ をあげるような比 愉表現がない ｡ また｢ n o 8 t a tt a a +

は｢ 立ち上げて行動させる+ という意味なので ､
｢ 検挙する+ という意味で は使えない ｡ こ の用法は ､

フィン ランド語 の 巾で･-･
-

般的 に｢ 犯 人をあげる+ の 類義語｢ 検挙する+ と似たような意味を表す

｢p id a t ta a + ( 樹める) で表現できるL) そ の ほか ､ 例えば例文( 1) の｢ ott a a kii n n i+ ( t a k e ＋f a B t) と

(3) と(5) の ｢ s a a d a kii n n i+ ( g e t 十f a s t) のような動詞｢ o tt a a+ ( 取る) ･ ｢ 8 a a d a+ (受ける) と不変化

詞｢kii n n i+ ( 閉まっ た) の 組み命 わせでも表現されている｡ また ､ 例文(6) のように対象は ､ 事件で

ある場命 ､ 迎1
'

l[け亡どができない の で
､

｢ 暴露する+ や｢ 舶決する+ という意味表す動詞｢ p alj a st a a +

( 露糾する) と｢ s e l v it t魚a J (角牢く) などが使われる｡

(1) 殺 人犯はその 場で挙げられた
｡ (小)

M u r h a aj a p i d 魚t e ttii n/ o t e t tii n k ii n n i silla p ai k all a .

N : a c e( m u rd e r e r) ＋Ⅴ: p a s t:p a 卓( a r r e s t/t a k e c a u g h t) ＋N : a d e 8(t h a t) ＋N : a d e s b l a c e) .

( 2) i -:. 犯 共犯い っ しよに挙げちまひました〔, (木 目休診 76)

P a a s y y t e tt y j a m u u t o s a lli s e t p id a t et tii n y h d e s s a .

1 7 2



N : m o m ( m ai n s u s p e ct) ＋C o nj( a n d) ＋A dj‥pl: m o m ( o th e r) ＋N : p l: m o m ( a c c o m p li c e)
＋Ⅴ:p a s t: p 舶( a r r e st) ＋A d v(t o g e t h e r) .

(3) 麻炎穂輸 軌Tt まだ挙げられてい ない ｡ ( 小)

H u u m eid e n 8 a l a k uj e t u 81iig a a ei ol e v i ela 8 a a t u kii n mi .

N : g e n(d ru g) ＋N ‥p a r t( s m u 紺I e g a n g) ＋N e g :3 s g( n ot) ＋V Q e) ＋Ⅴ‥p a 8:P rf(g e t)
＋A d v( c a u g h t) .

( 4) 質屋から足がつ い て
､ 仙人りの魚屋の 若い者が上げられた｡ (多情仏心 ･ 前 3 0 8)

P a n ttil a i n a a m o 8t a S a a tii n j o ht ol a n k a j a t u t u n k al a k a u p a n n u o ru k ai n e n

p id a t e ttii n .

N : el a t(p a w n s h o p) ＋Ⅴ:p a st: p a 8(g e t) ＋N : m o m (le a di n gt h r e a d) ＋C o nj( a n d)
＋A dj:g e n( kn o w n) ＋N : g e n(fi8 h 如1 0 P) ＋N : n o m b , o u n g m a n) ＋Ⅴ:p a st: p a 白( a r r e s t)

(5) 奴や､ おれをあげる証拠を握 っ ちゃいなか っ たし
､ (J ( シリト- )

E i 8illa ja t k a lla k 白魚n oll u t t o di8t eit a ,j oll a m i n u t olt ai si s a a t u kii n n i .

N e g :3 s g( n o t) ＋N : a d e s(it) ＋N : a d e 8 :P(g u y) ＋Ⅴ:p r t .P r 恥 e) ＋N :p l: p a rt( e vi d e n c e)
＋N : a d e s( w ith w hi c h) ＋N : a c e( m e) ＋Ⅴ‥c o n d‥p a s t(b e) ＋Ⅴ: p a 8 :P rf(g et) ＋A d v(c a u gh t) .

( 6) やね ､ きみが 三国鉱りl の 汚職をあげたことがあっ たろ? 0 ( B)

Si n a h 魚n p alj a stit S a n k o k u - k a i v o k B e n l a hj u k s e t . E ik 6?

N : m o m : p b , o u) 十Ⅴ: p a s t:2 曙(e x p o s e) ＋N .

～

g e n(S - m i n e) ＋N : p l: a c e( c o r ru p ti o n) .

＋N e g : p(i s n
'

t) .

(3) 対象が仙象的なもの である場合

上述 の｢ 視線をあげる+ そして｢ 課長にあげる+ の対象が抽象的だっ た場合のように
､
フィンランド

語でも､ 具体的な対象 は抽象的 に変わると､ 同じように｢ n o 8 t a a+ と｢ k o h ott a a + と｢k o r o tt a a + と

｢ n o s t a t t a a + を使うことが できる(】 つ まり､ 抽象的な対象は具体的な対象と同じ意味の 連鎖にある

と考えられる
【,

(3 .1) 抽象的な対象が声である

声は ､
｢畑+ や｢ 炎+ などと同じような対象であるが ､ 見えない あるい は感じないものなの で ､

より抽

象的な対象であると判断できる｡ - 一 般的に｢ 声をあげる+ 場合 ､
｢ 光+ と｢ 抹+ と同じように方向性が

は っきりしな い の で ､
｢ k o b o t t a a + が仕えない く〕 この 場合､ 例文( 1) と(4) と(6) と(9) と(1 2) と( 1 3) と

( 1 5) 0 ) ように｢p a a st a a + ( 行かす
･ 放す) という動詞が使 われる｡ しか し､ 例文(3) と( 8) の ように ､

方向 作 が は っ きり棒 往 - と示され た 場 合 ､
｢ k oI1 0 t t a a + も使 える｡ ほか の 例 文も方 向性 が

｢il m a a n + ( 空 中に) などで特 定されると､ ｢ k o b ot t a a+ が可能 になるが ､ ほかの 用法の ほうが適切

である
｡ 例文(5) と( 7) と( 1 0) と(l l) と( 1 4) の ように｢h t l u t a a + ( 叫ぶ) や ｢ n a u r a a + ( 笑う) などの動

詞も H 本語と同じようによく｢ p a a s t a a a a n i+ ( 声をあげる) の代わりに使われているL, 特に｢ 小さい

叫び+ や｢ 斯J
I
. ･
:

J U ) ように対象が 直接 フィン ランド語 に訳せ ない 場合 ､
別の 動詞が使われるo 例文
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(2) の ように｢ 声 をあげる+ は 副詞的に別 の 動詞を特定する場合､
フ ィンランド語では｢ a a n e e n + と

いう副詞的な表現が使われて いるく】

(1) ふりか え っ て 木祁をみ つ けたとき
､
あ っと小さい 声をあげたo (寅空地 掛 上 1 3 4)

K u n k a a n n y i n t a k a i si n j a 16 y s i n K it a n i n , p a 鮎ti n p i e n e n a a n e n .

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ: p a st: 1 s g(t u rn ) ＋P o s tp(b a c k) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a s t: 1 s g(ri n d)
＋N : a c e(i) ＋Ⅴ:p a s t: 1 s g(le t) ＋A dj : a c e( S m all) ＋N : a c e( v o i c e)

(2) そ の 時の彼 の 鮒 軒らを考 - ､ 中には声をあげて泣 いたものが ゐた｡ (蟹工船 87)

K u n aj a tt eli h a n e n sill oi B t a t u n n e tt a o li j o u k o s B a h e n ki16 ita , j o t k a it ki v a t

a a n e e n .

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ‥p a 8 t‥3 8 g(t hi n k) ＋N ‥g e n(hi s) ＋A dj‥p a rt(t h a tti m e) ＋N ･

･

p a r t(f e eli n g)
＋V :p a s t:3 s gO) e) ＋N :i n e s(g r o u p) ＋N :p l: p a rt(p e r s o n) ＋N : m o m ( w h o)

＋Ⅴ:p a b c:3 p l(c r y) ＋N :ill( v oi c e)

(3) シ ョ ー
ー

･.･ ･ 族 の 鹿後の 子供が ､ 産声をあげたFl でございました｡ (ブロンテ)

S e oli s e p a i v a ,j o ll oi n S h a w -

8 u vu n Vii m e i n e n l a p 8i k o h o tti/p a a sti e n 8i m m a i s e n

p a r k a u k s e n s a .

N : m o m (it) ＋Ⅴ: p a s t: 3 B g(b e) ＋N : m o m (d a y) ＋P r o n ( w h e n) ＋N : g e n ( cl a n) ＋A dj : n o m (l a s t)

＋N : n o m ( c hild) ＋Ⅴ:p a b 上: 3 s g( ri s e/l e t) ＋A dj: g e n (fi r st) ＋N : a c e:S a g( c r y) .

(4) なぜ悲鳴のような高い 声をあげたか
､ 0 ( ち)

M i k si si n 魚 p a a s tit k i r k a i s u n k a lt a i s e n k o r k e a n a 魚n e n .

N ( w h y) ＋N : n o m (y o u) ＋Ⅴ:p a s t:2 s g(l e t) ＋N : g e n( c r y) ＋A dj : a c e(lik e) ＋A dj : a c e(h i gh )

＋N : a c e( v oi c e) .

(5) 無意織にIul ･ び声をあげたL , ( B)

H a n h u u d a h ti h u o m a a m a t t a a n .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a st: 3 s g( s h o u t) ＋Ⅴ:3i n f: a b e s :3 s g( n oti c e) .

(6) 仲子 はその たびに悲しげな､ 断れ断れな叫びを上 げた｡ ( 仲子 ･

_
ヒ6 6)

A i n a sill oi n N o b u k o p a 鮎ti s u r u m i eli s e n k a tk o n ai 8 e n h u u d o n .

A d v( a ll w a y s) ＋A d v(t h e n) ＋N : n o m ( N) ＋Ⅴ: p a 白t: 3 8 g(l e t) ＋A dj : a c e( s a d)

＋A dj: a c e(f r a g m e n t o r y) ＋N : a c e( c ry)

(7) 背後 で ､ 小さい 叫びを挙げた o ( B)

T a k a a h a m h u u si hilj a a .

P o s t p : p a rt(b e h i n d) ＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( s h o u t) ＋A d v(q u i e tly) .

(8) それを見てみ んな歓声を1二げた( ) (小)

S e n n a h d e s s a畠n k a ik ki p a a s ti v a t/k o h o tti v a t ela k 6 6 n h u u d o n .

N : a c c(it) ＋Ⅴ: 2i n £i n e s :3 p l( s e e) 十N : m o m ( e v e r y b o dy) 十Ⅴ:p a s t:3 pl(l e t/ ri s e)

＋N : a c e(h u r r a h) .

(9) 急に弾け返 つ たやうな笑ひ声をあげ､ ( 多情仏JL l ･ 前 87)
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H a n p a a s ti y11a t七色e n p u r s k a h t a v a n n a u ru n .

N : n o m (h e) ＋V :p a 8t‥3 8 g(l et) ＋Ⅴ: 2i n f:i n B( B u l
･

P ri 8 e) ＋Ⅴ‥P r t .p r 8: a c e(b u l
･

8 t)
＋N : a c c(1 a 一喝h)

( 1 0) 木 村j: しょげかえ っ て いる曾rr11 をみて笑い を軌ブザにはいられなか っ たo

( 真空地僻 ･ 上 1 5 3)

1 日t a n i ei v o i n u t oll a n a u r a m a tt a n a h d e 舶 幽 n m a 8 e n t u n e e n ⅠIi d a n .

N : m o m (lO ＋N e g :3 喝( n o t) ＋Ⅴ‥p rt ･ P rf( c o u ld) ＋Ⅴ: 1 i n fo ) e) ＋Ⅴ: 3i n f: a b e B(l a u gh)
＋V :2i n f:i n e 8: 3 s g( s e e) ＋Ⅴ:p r t . p l

･

f: a c c(di s h e a rt e n) ＋N : a ce(H ) .

(ll) ベ ンチ の浮浪人 達は ､ 朗かな肝声をあげて眠 っ て いる｡ (放浪記 4 2 -

4 3)

P e n ki11a ol e v a t l m l kn rit n u k k u i v a t k u o rs a t e n o n n elli 8 e 8ti .

N : a d e s(b e n c h) ＋Ⅴ:p rt ･ p r 8 :P l: m o m (b e) ＋N : p l: n o m ( v a g a b o n d) ＋Ⅴ: p a s t:3 p l(Bl e e p)
＋V : 2i n f:i n 卓( s n o r e) ＋A d v(c h e e rf ul ly)

( 1 2) でも彼らは昏を上げない (, (藤原正彦)

M u tt a h e ei v a t p a a s t a n e e t a a n 七色k a a n .

C o nj仲u t) ＋N : n o m (t h e y) ＋N e g: 3p l(n o t) ＋V :p a s t:S D I(le t) ＋N :p a rt:p( v oi c e) .

( 1 3) 鋭い 11 笛 の 昏を上げたりするもの があっ たが ､ (多情仏心 ･ 前 1 7 2)

O lij oit a i n , j o tk a p a 鮎tiv a t t e r a v ia vih elly k 8ia .

Ⅴ:p a s t: 3 s g(b e) ＋N :p l: m o m ( s o m e) ＋N :p l: m o m ( w ll O) ＋Ⅴ: p a 白t: 3p l(l et)

＋A dj: p l:p a rt( s h a rp) ＋N : pl: p a rt( w h i stl e)

( 1 4) 生き残 っ た三 発のイ - ”/ ル ･ エ ンジンが晦埠を上げると､ 0 ( 汽車 ･ 酒)

E hja k sij主はn e e t 3 E a gl e - m o o t o ri a m u r a h ti v a t .

A dj:t r a n s( w h ol e) ＋Ⅴ: p rt . p rf( St a y) ＋N : p a rt(3 E a gle m o t o r) ＋Ⅴ:p a st: 3p l(r o a r) .

( 1 5) 小沢の 手が動き
､
尺 八 が風を切るような鋭い 悲鳴をあげる｡ ( B)

O z a w a n k a si lii k kn i j a S h a lm h a c h i p皇は 如i t u u lt a l eik k a a v a n t e r a v 魚n k i r k a i s u n .

N :g e n ( 0) ＋N : n o m (h a n d) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g( m o v e) ＋C o nj(a n d) ＋N : n o m (S) ＋Ⅴ:p a s t:S a g(l e t)

＋N : p a rt( w i n d) ＋Ⅴ:p rt . p r s : a c e( c u t) 十A dj : a c e( s h a r p) ＋N : a c e( c r y) .

(3 . 1 . 1) ｢ 声をあげる+ 場合の 換I倫表現

以下の例文 で は ､ ( 2) と( 3) と( 4) と( 9) と( 1 0) の ように動作が｢ 話す+ ことを連想させる場合､
フ ィン

ランド語では ｢ n o 8 t a a + と｢ k o h o tt a a + が使 われて いない . ｢p 狛 s七色a +も｢話す+ 意味 で例文(4) で

比愉的にしか使 えない の で ､
別 の｢ 話す+ 意味を表す動詞を使わなければならない ｡ 例文(1) と

( l l) のように対象は ､

｢ 祈り+ である場合 ､
天 に昇るの で ｢k o h ot t a a + が使えるが ､ 例文(9) と(1 0)

の ように｢ お経+ の 場介､
祈りとして 理解されてない ので｢1 u k e a + ( 読む) という動詞で表現される｡

また
､ 例 文( 7) の ように対象が-･･-

･

気であげる｢ 歌+ である場合 ､
｢ k o h o tt a a + も可能 であるが ､ 例文

(8) の ように｢ 歌+ が 前から続 い て い る場合 ､
｢1 a u l a a + ( 歌う) という動詞が使われて いる｡ つ まり､

｢k ol1 0 t t a a+ の 対象は-
･

つ の まとまりとして現れなければならない 〔,
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例文(5) のように対象は｢反 対の 声+ で ある場合､
フ ィンランド語 では必 ずしも具体的な声という

意味で はない の で ､ ｢ n o st a a + も【k o h o tt a a】も抽象的な｢ あげる+ 意味を表してい る｡ また､ 例文

(6) の 場合､
｢ 不信任の 声+ が｢ e p 魚I u o t t a m u 8J ( 不信任) としか訳 せない の で

､
｢ 煙+ と同じような

扱いで 日動詞 の｢ k ol l O t a+ で表現される｡

( 1) ア - ー

メンと云ふ 声の - 一

座 の 人々 から挙げられるのを待 つ て( 或る女･ 前 6 3 -

6 4)

H a n o d o tti
, e t七色 8 a m a 8 t a r y h m a 8 七色k o h o t e tt ai 8ii n a a m e n ru k o u 8 .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a 白t :3 s g( w ait) ＋C o nj(t h a t) ＋A dj: el a t( s a m e) ＋N : el at(g r o u p)
十Ⅴ:p 舶: C O n d :p a 叫 ris e) ＋N : m o m ( a m e n p r a y e r)

(2) 女枕声をあげながら勢い よく立 っ て､ ま臥 ようこそ､ ロ ックウッドさま! o ( ブロンテ)

N ai n e n n o u si rip e a 8 ti 8 eiB O m a a n a h k ai 8t e n :
”

T e r v e t u l o a h e r r a R o ck w o o d!
,,

N : n o m ( w o m an ) ＋v : p a Bt :3 8 g(ri 8 e) ＋A d v(f a st)＋V : 3i n f:ill(S t a n d) ＋V :2i n f:i n s( B a y) .
(3) 山雲i■｢ 榔 近づ いてきたo 今度は私が声をあげる｡ ( 汽 卦 酒)

Id e n k a u p u n ki t u li la h e m m a s ･ T a11a k e rt a a m i n 魚 a u k ai 8i n 8 u u n i .

N : g e n(Ⅰ) ＋N : m o m (t o w n) ＋Ⅴ: p a 白t:S a g( c o m e) ＋A d v : c o m p( n e a r) ･ N ･

･

p a rt(th i s ti m e)
＋N : m o m (∫) ＋Ⅴ: p a st: 1 8 g( o p e n) ＋N : a c e:1 8 g( m o u t h) .

( 4) 奥の間の 廊下までくると
､ 俄かに滝 十郎は酔湊らしい っくり声をあげて

､
｢さア､ 来ました

よ ! 来ましたよ ! ど､ 同勢そろつ でらん入しますよ! + (多情仏心 ･ 前 8 4)

K u n t u li n p e r a h u o n e e n k a y七色v a a n p a a s ti T a kij u r o y lla t七色e n j u o p p o a

m u i s t u tt a v a n b u u d o n :
”

…

”

.

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ: p a 8 t: l a g( c o m e) ＋N : g e n (b a ck r o o m ) ＋N :ill(c o r ri d o r) ＋V :p a st: 3 s g(l e t)
＋N : n o m (T) ＋A d v(s u d d e n ly) ＋N : p a rt(d ru n k) ＋Ⅴ:p rt . p r s : a c e( r e s e m bl e) ＋N : a c(8 h o u t)

(5) その提案にだれもあえて反対の 声を上 げなか っ た｡ ( 小)

K u k a a n ei n o s t a n u t/k o h o tt a n u t v a 8 t al a u s e tt a e h d o t u s t a v a Bt a a n

N : m o m ( n o b o d y) ＋N e g: 3 s g( n o t) 十Ⅴ:p rt . p rf( ri s e) 十N : p a r t( o bj e cti o n)
＋N : p a rt(p r o p o s a l) ＋P o s t p(a g ai n s t) .

( 6) われわれの 判断に対して疑念が生じ不信任 の声が挙げられるにつ れて
､

( 哲学以 前 2 0 2)

P 魚a t6 Bt a m m e V a S t a a n n O u Si e p 象ily s J a e p al u o tt a m u k s e n kn h ot e s s a .

N : p a rt : 1 pl(d e citi o n) ＋P o s tp ( a g a i n st) ＋V :p a st: 3 s g( ri s e) ＋N : n o m (d o u bt) ＋C o nj(a n d)

＋N : pl: g e n ( n o n c o n fi d e n c e) ＋V :2i n f:i n e s( ri s e)

( 7) 藤尾 は第二の 艦歌を揚げる｡ ( 虞美人 草)

F uji o k o h o tti/p a 鮎ti il m o ill e 2 : n l a i v a s t ol a u l u n .

N : m o m (F) ＋Ⅴ:p a st :3 s g( ri s e/l e t) ＋N :p l: all( ai r) ＋N u m : a c e(2) ＋N : a c e( n a v y s o n g) .

( 8) これが 卜縮の 人 々 の 最後に ヒげた凱歌であ っ た｡ (破戒 1 1)

T a m a oli a s u n t ol a n v a e n v ii m e i s e k si l a u l a m a l a u l u .

N : m o m (t hi s) ＋Ⅴ: p a s t: 3 B g(b e) ＋N : g e n (d o r m it o r y p e o pl e) ＋A dj:t r a n s(l a st)
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＋Ⅴ:3i n f( 8i n g) ＋N : n o m ( 8 0 n g) .

(9) 仏儀にむか ってお経をあげる｡ ( 大)

L u e n s u t r a a k a 8 V O t altt a ri i n p ai n .

Ⅴ:1 8 g(r e a d) 十N : p a rt( s u t r a) ＋N : n o m (f a c e) ＋N :ill(alt a r) ＋P o &t p(t o w a r d) .

( 1 0) お経 絡 げて 州11 潜 の畿を慰めてやることは 出来ない ｡ (蟹工船 88)
E n v oi l a u 8 u a S u t r a a j a l e p y t七色a Y a m a d a n si el u a .

N e g : 1 s g( n o t) ＋Ⅴ(c a n) ＋Ⅴ:1i n f( r e cit e) ＋N : p a rt( 8 u t r a) . C o nj( a n d) ' V ‥1i n f(c o m f o r h )
＋N : g e n(Ⅵ＋N :p a r t( s o u l) .

(l l) 隣人 の 女たちはすぐ感謝の 祈りをあげ､ 叫び声を軌ずて ､ 子供たちを抱い た｡

(実話雑誌 1 9 5 6 年 1 2 月 2 8)

N a a p u ri n n ai s e t k o h o tti v a t h e ti kiit o s ru k o u k s e n , h u u 畠i v a tj a h al a 8i v a t l a p si a .

N :g e n ( n ei g h b o r) ＋N :p l: m o m ( w o m e n) ＋Ⅴ: p a s t= 3p l(ri s e) ＋A d v( a t o n c e) ＋N : a c e

(t h a n k s p r a y) ＋Ⅴ‥p a st:3 pl(S h o u t) 十C o nj( a n d) ＋V :P a st:3 p l( lm g) ＋N :p l: a c e( c hild)

(3 ･1 ･ 1 ･1) 換愉表現から対象がは っ きりした言薬になった場合

この用法で は ､ ｢ あげる+ に対応するフィンランド語の動詞 は､ 対象になる｢例+ や｢証拠+ などの 内

容によっ て分かるの であるo 例文(1) の ように対象( 例) は ､ ｢ もう2 ､ 3 あげる+ というようにリストにで

きるような対象である場合､ ｢ a n t a a+ ( 与える) という動詞が使 われてい る｡ (1) の ほかにこの ような

例文 は ､ ( 3) と( 5) と( 7) と(8) と( l l) であるo こ の場合 ､ 例文(9) と(1 0) の ｢t u o d a e 8ill e+ (表面に

もたらす) も使うことができるt)

例文( 4) のように対象( 例) は ､ 説明のようなはっきりした言共になると､ ｢ m a i n it a+ ( 述 べ る) とい

う動詞が使われる｡ ( 4) のほか にこのような例文は ､ (3) と(5) と(1 2) から(1 6) と( 1･9) から(2 4) であ

るo 例文( 1 4) で は ､ f li和まリストであるの で
､
｢ a n t a a + ( 与える) も可能である｡, 例文( 1 7) と( 1 8) の

場合
､ 動作主は自分の 名前をあげるの で

､
｢ m a i n it a + の代わりに自動詞の ｢il m oitt a u t u a+ ( 申し

込む) と｢t u ll a e sii n + ( 表rb]
-

にtJ
J
, る) が使われている( )

例文( 2) と( 6) のように｢ 例 ･ 数字をあげて+ を副詞的 に使われると､ フィンランド語 に相当する動

詞が｢k a y tt a a + ( 使う) である. 最後 の例 文(2 5) は ､ 慣用句的な表現なので ､ まっ たく異なっ た訳

になる
L-,

( 1) 似た例をもう2 ､ 3 挙げる｡ (小)

A n n a n v i ela 2 - 3 s a m a n l a i 8 t a e 8i m e r k ki a .

Ⅴ: 1 sど( gi v e) ＋A d v( still) ＋N u m (2 - 3) ＋A dj: p a rt( s a m e ki n d) ＋N : p a rt( e x a m p l e) .

(2) 例をあげて説明せよく) ( 文)

S elit畠k 畠y t t a e n e si m e r k k ej a .

Ⅴ:i m p : 2 s g( e x pl a n e) ＋Ⅴ: 2i n £i n s( u s e) ＋N : p l:p a rt( e x a m p l e) .

(3) 具体的な例をあげる( ) ( 新)

A n n a ll/ M a i n it s e n k o n k r e e tti s e n e si m e r ki n .
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Ⅴ: 1 8 g(gi v e/ m e n ti o n) ' A dj: a c e( c o n c r e
.
t e) ＋N ‥a c e( e x a m p l e) .

( 4)
-

q rj を挙げると
､ もし坊さん に女の子があつ て ､ 其女の 子が年頃になつ たとすると､ 檀家

のもの が相 談して
､ 何処か適当な所 - 嫁に過つ て 呉れます｡ (こころ 1 94)

J o s m ai n it s e n 1 e 8i m e r ki n n ii n j o s p a p ill a o n ty t a r j a B e t y七色r o n t ul 1 u t 七色yt e e n
i k 魚a n , n ii n h 魚n a n t a a ty t t a r e n v a i m o k sij o h o n ki n 8 0 P i v a a n p ai k k a a n .

c o nj(iD ＋V : 1 咽( m e n ti o n) ＋N : a c e(1 e x a m p l e) ＋C o nj(th e n) ＋C o nj(iD ＋N : a d e 8 b ri e 8t)
＋v : 3 s 帥 e) ＋N : n o m (d o u gh i e r) ＋c o nj( a n d) ＋N : n o m (t h at) ＋N : n o m (d o u gh t e r) ＋v :3 s g
O ) e) ＋Ⅴ:p rt . p f r( c o m e) ＋A dj:ill(fu ll) ＋N :ill(a g e) ＋C o nj(th e n) ＋N : n o m (b e) ＋Ⅴ:3 s g(g i v e)
＋N : a c e(d o u gt e r) ＋N : t r a n 8( w if e) ＋N :ill(s o m e) ＋A dj:ill(S u it a bl e) ＋N :ill(pl a c e)

(5) 仰乳類の 文 化 につ いては ､ い ろいろな事例をあげることができよう｡ ( B)
I m e t七色v a i s t e n kn 1tt u u ri s t a v o id a a n a n t a a/ m ai n it a e ril ai 由a e si m e r k k ej a .
N :p l: g e n( m a m m al) ＋N : el a t( c u lt u r e) . Ⅴ:p a 白(c a n) . Ⅴ‥1i n f(gi v e/ m e n ti o n)
＋A dj: p l 1

'

P a rt(diff e r e n t) ＋N :p l:p a rt( e x a m p l e) .

(6) 具体的な数字をあげて鋭明する｡ (大)

S elit a n k a y tt a m 魚11a k o n k r e et ti 8i a l u k uj a .

Ⅴ: l a g( e x p l a n e) ＋Ⅴ:3i n f: a d e 卓(u s e) ＋A dj:p l:p a r t( c o n c r e t e) ＋N : p l:p a r t( n u m b e r) .

( 7) -･- 一

変した実例を証拠に挙げた. ( 道草)

H 良n a n t o i k 組 n t e e n t e k e v a n e Bi m e r ki n t o di s t e e k si .

N : n o m ( h e) ＋Ⅴ‥p a s t: 3 s g(gi v e) ＋A dj : a c e( c h a n g e m a ki n g) ＋N : a c e( e x a m p l e)
＋N :t r a n 8( e vi d e n c e)

(8) 瞥察は状況証拠しか挙げられなか っ た｡ (小)

P o lii si e i v oi n u t a n t a a m u u t a kn i n aih e t o di8 t e e n .

N : m o m (p oli 8) ＋N e g :3 s g( n o t) ＋Ⅴ: p a s t( c a n) ＋Ⅴ‥1i n f(gi v e) ＋N :p a rt( el s e)
＋C o nj(t h a n) ＋N : a c e( ci r c u m s t a n ti a l e v id e n c e) ＋N e g : 3 8 ど: p (i s n

'

t)

( 9) 証拠をあげる( 見せる) 0 ( 節)

T u o n t o di 8t u S a i n ei s t o n e 8ill e .

Ⅴ:1 s g(b ri n g) ＋N : a c e( e v id e n c e m a t e ri al) ＋A d v : all( S u rf a c e)

( 1 0) 確証をあげる
｡ (大)

T u o m m e t o di s t e e t e sill e .

Ⅴ: 1 p l(b ri n g) ＋N : p l: a c e( e vi d e n c e) ＋A d v : all(s u rf a c e)

( l l) この 説には種 々 の反 証が挙げられるo (｢一本及 日本人 195 4 年 1 月 9 0)

T a七色 s elit y B t a V a St a a n V Oi d a a n a n t a a u s eit a t o di B t eit a .

N :p a r t(t hi s) ＋N :p a rt( e x p l a n a ti o n) ＋P o B tp( a g ai n st) ＋Ⅴ:p a s( c a n) ＋Ⅴ: 1i n f(gi v e)

＋A dj: p l:p a rt( s占v e r al) ＋N :p l: p a rt( e v id e n c e)

(1 2) 才. を..l
･

_ げるL ) ( 研)

M ai n it s e n n i m e n .
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Ⅴ: 1 8 g( m e n ti o n) ＋N : a c e( n a m e) .

( 1 3) 国会議員の名前を挙げた｡ (小)

H a n m ai n it 8i k a n s a n e d u s t aj a n n i m e n .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 8 g( m e n ti o n) ＋N : g e n (l e gi slat o r) ＋N : a c e( n a m e) .

( 1 4) 合格者 の名前をあげて 下さい () ( 文)

A n t a k a a/M a i n itk a a k o k e e n la p ai B 8 e id e n n i m e t .

Ⅴ:i m p : 独(gi v e/ m e n ti o n) ←N : a c e(t e s t) ＋Ⅴ:p rt ･ p rf: pl: g e n b a 8 t) ＋N :p l: a c e( n a m e) .
(15) 次期社長の候補として三 人の名をあげる｡ (大)

Il m oit a n r M a i n it 8 e n 8 e u r a a v a k Bij o ht aj a e h d o k k a a k si 3 : n h e n ki16 n n i m e t .
Ⅴ: 1 曙(r e p o rt/ m e n ti o n) ＋A dj:t r a n 8( n e x t) ＋N :t r a n B b r e 8 id e n t c a n did a t e)
＋N :g e n(3 p e r B O n 8) 十N :p l : a c e( n a m e) .

( 1 6) 彼女が 馴 ､ 川すままに挙げる新しい 作家の銘前など､ (雪国 4 1)
U u Bi e n ki rj ailij oid e n n i m

･

e t
,j o t k a h a n m a i n it Bi kn t 6 n m u i 8 ti .

A dj:p l: g e n( n e w ) ＋N : p l: g e n( w ri t e r) ＋N : pl: n o m ( n a m e) ＋N : pl: p a rt( w hi c h)
＋N : m o m ( s h e) ' Ⅴ:p a s t:3 s g( m e n ti o n) 十C o nj( a s) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g( r e m e m b e r) .

( 1 7) 弁護側に虎人u) 桂木先生が# . 乗りをあげた｡ ( B )

T o ki o n yli o p i 8t O n p r o fe s B O ri K a t s u r a gi o n il m oitt a u t u n u t p u ol u s t u s -

a Bi a n aJ aj a k si .

N : g e n(T) ＋N ‥g e n( U n i v) ＋N : n o n (p r oO 十N : m o m ( A) . Ⅴ‥3 s g(b e) ＋Ⅴ:p rt . p rf( off e r)
＋N :t r a n B(d e f e n c e l a y e r) .

(1 8) いち 早くriLfイモ文学+ を創刊して職後文学第-
･ の銘乗りをあげたが ､

(騨像 1 95 6 年 4 月 1 1 5)

H e j u lk ai si v a t p i a n K i n d a ib u n g a lm n j a t u li v a t s o d a njalk ei 8 e n ki rj a u i s u u d e n

e n si m m &i 8 e n a e Sii n
,
m u tt a

N : n o m (th e y) ＋Ⅴ‥p a St ‥3 p l(p u bli s h) 十A d v(s o o n) ＋N ‥a c e( E) ＋C o nj( a n d) ＋Ⅴ:p a st :3 p l

(c o m e) ＋N : g e n( aft e r w a r) ＋N : g e n (1it e r a t u r) ＋A dj : e s B( 丘r Bt) ＋N :ill(S u rf a c e) ＋b u t

( 1 9) 先にあげた松 下幸之 助氏は ､ あれだけの 要素は備えてい たのだ｡

(実業の 日本 1 9 5 6 年 1 1 月 1 日 5 2)

A B k e n m a i n itt u K o o n o s u k e M a t s u s hit a o n o m a k s u n u t n ii n m o n t a el e m e n ttia .

A d v( w hil e a g o) ＋Ⅴ:p a B ･

･

p r t ･P rf( m e n ti o n) ＋N ‥n o m ( K M ) ＋Ⅴ: 3 B 帥 e)

＋V
･

'

p r t ･p rf( a c q u i r e) ＋C o nj( s o) ＋N u m :p a 1
･t( m a n y) ＋N :p a l

･

t( el e m e n t)

(2 0) ス ペ イン文学 如) ヒでは
､
カ ル デ ロ ン

､
グラシ アン をあげることが拙来る｡ ( B)

E s p a nj a n k i rj alli s u u s hi s t o ri a s s a v oi d a a n m ai nit a K al d e r o n j a G r a ci a n .

N : g e n( S p ai n) ＋N :i n e 8(lit e r a t u rh i s t o ry) ＋Ⅴ‥p a s( c a n) ＋Ⅴ: l i n t( m e n ti o n)
＋N : a c c( K a n d G)

(2 1) 前にあげたサンゴ礁 の 鮎ま
､
サ ン ゴ礁ならどこにでも住めるわけではない o ( B)
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E d ella m ai n it s e m a n i k o r allik al at ei v 凱 v oi a 8 u a m i B 8 a t a h a n s a k o r allill a .

P o s t p : a d e 的 e fo r e) ＋V : 3i n f: 1 8 g( m e n ti o n) . N : p l: m o m ( c o r alA 8 h) ＋N e g :3 p l(n o t)
＋V ( c a n) ＋Ⅴ:1i m f(li v e) ＋N :i n e 8( w h e r e)＋A d v( e v e r) ＋N : a d e s( c o r a l) .

( 22) 難点をあげる｡ ( 那)

M a i n it s e n o n g e l m a k o b d a t .

Ⅴ:1 s g( m e n ti o n) ＋N : p l: a c e(diffi c ult p oi n t)

(2 3) 筆頭 にあげる( 掲げる) 0 ( 新)

Siv u n al u s s a m ai n itt u .

N ‥g e n (p a g e) ＋N ‥i n e 8(b e gi mi n g) ＋V : p rt .p rf( m e n ti o n) .

(2 4) 矧11 に( を) あげる
r) ( 節)

M ai n it B e n S y y k Bi .

Ⅴ: 1 s g( m e n ti o n) ＋N :t r a m s( r e a s o n) .

(2 5) 挙げて数ふ ベ からず(あまり多くて一一- 一 々 数えては居られない) o ( 新)

L u k e m a t o n m a a r a .

Ⅴ:3i n f: a b e s( u n c o u n t a bl e) ＋N : m o m ( a m o u n t) .

(3 . 1 .1 . 2) 換愉表現からさらに連想した比愉表現

｢孝揃 をあげる+ ことを比 愉的 に使う場合 ､ フ ィンランド語 では ｢ n o st a a+ と｢k o h o tt a a+ が使うことが

できるが
､ 例文(2) と(3) と(5) の ように到着点 に｢k u u l u i s u u s + ( 有名さ) を入れなければならない o

この ように 日本語 の表現 ｢孝膚あげる+ は フィンランド語で ｢ 有利 こあげる+ というふぅに表現できる｡

ただし例文(1) のように｢ 有名さを糾ブる+ または例文(4) のように｢ 有名さをもたらす+ ことも可能で

ある〔,

( 1) 名をあげるo ( 節)

H a n k o h o t ti m a i n e tt a a n .

N : m o m (h e) 十Ⅴ: p a st: 3 B g( ri s e) ＋N :p a rt: 3 B g(f a m e) .

(2) 第 2 作 目の 小 説で彼 は名を挙げた u ( 小)

H a n n o sti/k o h o tti n i m e n s 魚k u u l u i s u u t e e n t o i 8 ell a r o m a a n ill a a n .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g( ri s e) ＋N : a c e: 3 喝( n a m e) 十N :ill(f a m e) ＋A dj: a d e s( s e c o n d)

＋N : a d やs: 3 s g( n o v el) .

(3) あ の ひとは名をあげるだろうし
､ 財産もつくる(, ( スタンダ -

ル)

H a n k o h o tt a a l u u lt a v a sti n i m e n s a k u u l u i s a k sij a t e k e e o m a i s u u d e n ki n .

N : m o m (h e) ＋V :3 s g(ri s e) ＋A d v b r o b a bly) ＋N : a c e: 3 8 g( n a m e) ＋A dj:t r a n s(f a m o u s)

＋C o nj( a n d) ＋V : 3 s g( m a k e) ＋N : a c e: p(f o rt u n e) .

(4) 彼 は スピ ー･
-

チコ ンテ ストで ･･ 一 番にな っ て 学校の 令をあげたo ( 文)

H 白n t oi k o u l u ll e m ai n e t t a v oitt a e s s a a n p u h e kilp ail u n .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a st: 3 s g(b ri n g) ＋N : all(s c h o ol) ＋N : p a rt(f a m e) ＋Ⅴ:2i n f:i n e s: 3 B g( w i n)
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＋N : a c e( S p e e c h c o n t e s t) .

(5) 前に伊藤 矧まチャタL , - 裁判で
一

躍各をあげたが
､ (改造増刊 19 53 年 1Q 月 1 0)

A i k ai s e m m i n oli S e i It o o h e t k e s 姐 n o st a n u t/k o h o tt a n u t n i m e n B a C h a tt a rl e y
-

o ik e u d e n k 魚y n n i s 8 a k u u l u i 8 u u t e e n .

A d v( e a rli e r) ＋Ⅴ:p a s t: 3 B g(b e) ＋N : m o m (S) ＋V : p rt ･p rf(ri s e) ＋N : a c e:3 s g( n a m e)
＋N :i n e s(t ri a l) ＋N :i n e s( m o m e n t) ＋N :ill(f a m e)

( 6) おだをあげる{, ( 節) > 主張する

R e h e n n ellarYlp eillA .

Ⅴ: li n t(b o a st) .

(3 ･ 1 ･ 1 ･3) 換聴 衆現から派生した複合動詞

以 下0) 複合動詞に対]･E:するフィンランド語 の動詞はす べて 日本語の 複合される動詞の 意味に棉
当するものである

( J
ただし､ 例 文(5) では副詞的に使 われる名詞｢a a n e e n + ( 声に) があげるの 意

味を反映してい るかも知れない(, また例文(6) は ､ 具体的な意味の複合動詞から転じた比愉的な

表現であるL
,

( 1) 高らか に歌いあげる｡ ( 節)

H 良n l a u l a a ki r k k a a s ti .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ: 3 咽( si n g) ＋A d v( cl e a rly) .

( 2) こ の誌は彼らの勝利 を歌いあげてい る｡ (小)

T a m a ru n o yli s t皇は h e id a n v oitt o a a n .

N : m o m (t hi s) ＋N : n o m (p o et) ＋Ⅴ: 3 s g(p r a i s e) ＋N : g e n(t h ei r) ＋N : p a r t:3 pl(vi c t o r y) .

( 3) 欠 点を数えあげる() ( 大)

L u e t t e l e n p u u tt e elli s e t k o b d a t .

V : 1 8 g(li s t) ＋A dj:p l: a c e(f a u lt) ＋N :p l: a c e(p o i n t) .

( 4) で っ ちあげるo ( 新)

K e k sia k o k o j u tt u .

V : 1 i m f(t hi n k) ＋A dj( w h ol e) ＋N : m o m ( s t o r y) .

( 5) 原稿を読みあげるo ( 大)

L u e n k 魚si ki rj o it u k s e n 急白n e e n .

Ⅴ: 1 s g( r e a d) ＋N : a c c( m a n u s c rip t) ＋N :ill( v o i c e) .

( 6) こねあげるし) ( 節)

H eitt畠a h u u lt a .

V : 1i n f(th r o w) ＋N :p a r t(lip) .

(3 . 1 . 2) 声をあげることからの比喰表 現

例文(2) のJ:うに｢p 畠鮎t a a a a n t a + ( 声を行かす) ことは ､
比 愉的に rl 本譜の｢ 音をあげる+と同じ
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ような意味( 文句を言う) を表して いるが
､
この ような表現はあまり使われてない ｡ や はり､ フ ィンラン

ド語では ｢ v alitt a a+ ( 嘆く) や｢t o r u a + ( 叱る) のような日本語 にあるような意味の動詞が使われて
い る｡

( 1) 爆撃だけで炎国が音を上 げるとは
､ 到底思えない ｡ ( 阿川弘之)

E n u B k o , e t t a h y 6 k k a y 8 βa a E n gl a n n i n v a li七t a m a a n .

N e g :1 自g(n ot) ＋V : 1 8 帥 eli v e) ＋C o nj(t h a t) ＋N : n o m ( a tt a c k) ＋V :3 叩(g e t) ＋N : a c e(E)
＋V :3i n f:ill(c o m pl a i n) .

( 2) それでなくて車) 主食の獲得に音を上 げてゐる兵庫県や大阪府で は､ ( 闘牛 1 1 8)
Il m a n Bit a ki n eli n t a r vi k k e id e n s a a n n i n vu o k Bi a a n t魚p a a 8 t a V & t H y o g o j a O s a k a .

P r e p( w it h o u t) ＋N :p a r t:p( al s o th a t) ＋N ‥pl ･
･

g e n(f o o d) ＋N : g e n( a cq u i siti o n)
＋P o s tp (b e h alD ＋N ‥p a rt( v o i c e) ＋Ⅴ:p rt ･ p r B :P l: n o m (l e t) ＋N : n o m ( H a n d 0)

( 3) そ のうえ､ 子供 の足をつ つ い たり､ ときの 声をあげたりして ､ 0 ( B)

S e n li s 魚k si h a n n a p 魚y tti l a p 8 i a j al k oi hi n j a v a lii n t o r u i h eit畠.

N ‥g e n(it) ＋N :t r a n 8( a d diti o n) ＋N : m o m (h e) ＋V : p a 白t:3 8 g(hit) ＋N :p l:p a rt( c hild)
＋N : p l:ill(fo o t) ＋C o nj( a n d) ＋N :ill(i n t e r v al) ＋Ⅴ: p a st:3 B g( 8 C Old) ＋N :p a rt(t h e m ) .

(3 ･ 2) 抽象的な対象が高低で判断される次元 のもの である場合

前に述 べ た 職 長にあげる+ のようなランクの高低差の 面で｢あげる+ が使われた例と同じように ､
｢価 値+ や｢ 生産性+ などの 抽象的な対 象に対しても｢あげる+ が使 われる｡ フ ィン ランド語でも
｢ n o s t a a + と｢ k o h ot t a a + と｢k o r o tt a a + が使われているが ､ ｢ n o s t a tt a a+ の場合対象は自力であが

らなけれ ばならない ので ､ 以 下の例では使うことができない ｡

-
一

般 的に例文(2) と(1 4) と(1 5) と(1 7)と( 1 8)と( 2 0) と(2 7) と( 29) と(,37) の ように上述の ｢ほこ

り+ と似たような形で ､ 対象は｢ 価値+ や｢ スピ ー

ド+ や｢ 生産+ や｢率+ などである場合 ､ ｢ k o h ot t a a +

が可能になるが ､ 自力であがる｢ n o 8 t a t t a a+ の代わりに｢ n o 8 t a a + が使 われる｡ しか し､ 例文(1) と

( 1 0) と( l l) と( 1 6) のように対象( 畳 ･ 温度) は到着点がない場合､ ｢ n o B t a a+ だけが使われる｡ もし､
｢ 量+ や｢ 温度+ の到着点が｢ 1 8 度 に+ の ようには っきりすれば､ ｢k o h o tt a a + も可能である. 同じよう

に例 文(2 4) と( 2 5) と( 2 6) と( 2 8) の ように対象が｢ 成績 ･ 率+ である場合も､
ふだん｢ k o h o tt a a + が

使われていないが ､
｢ 成績を2 点あげた+ あるい は｢ 打率を 3 0 % にあげた+ 場合には｢k ｡ b o tt a a+ も

可能になる｡

例文 ( 3) から( 9) のように対象は ｢ 値段+ である場合 ､
｢ 土+ と同じように｢ k o b ot t a a + の 代わりに

｢ 高める+ という意Ⅰ如 ) ｢ k o r o tt a a + が使 われる( , こ のような例 では ､
｢k o r ott a a + の ような｢積 み重ね

る+ 意味ではなく､ ｢ 5 万 円から6 万 円 - + と値段の--
一

位 の 変化を強調したい 場合､ ｢ n o 8 t a a + が使

われる()

また ､ ( 1 7) と( 1 8) と( 2 0) と( 3 7) そして(2 4) から( 2 6) まで の例 文では
､
｢ 生産 ･ 収量 ･ 成績 ･ 女性

の 地位+ などの対象がは っきりと｢ あがる+ という要素がなけれ ば､ ｢ p a r a n t a a + ( 良くする) と いう動

詞の ほうが適 切である
o
こ の ｢ p a r a n t a a + 動詞は ､

｢ n o s t a a + と｢k o h o tt a a + が使えない場合も､ 例
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えば例文(1 6) と( 2 2) と( 2 3) と( 30) から(3 2) と( 3 4) から(3 6) では使える｡ この 場合｢p a r a n t a a +

の 対象は ､ ｢ ピ ンチ+ と｢ 能率+ と｢効果+ と｢ 性格+ など段階的にあげられない ようなもの ばかりである｡

ここでも対象の後 に｢どれぐらい あげたか+ を記せ ば
､
｢ n o 8t a a+ も｢k o h o tt a a +も使 えるだろう｡

最後に例文(1 3) と( 2 1) と(2 2) のように｢1i 8 a t a+ ( 増やす) という動詞も使われる｡ こ の 場合､ 対

象は ｢ 利溢+ ”) ような｢ p a r a n t a a + でも表 現できるようなものであるo この 動詞は ､ 日本語 の ｢ 増や

す+ と同じようにおもに塵である対象に関して使われる｡

( 1) こ の家 - 入り込んでくる客の人数を挙げたo ( 明暗)

H a n n o 8 ti t a h a n t a l o o n t u l e v i e n v ie r a itt e n l u k u m a a r a a .

N : n o m (h e) ＋Ⅴ: p a 白t :3 曙( ri s e) ＋N :ill(th i s) ＋N :ill(h o u s e) ＋V : p r t .p r s : g e n ( c o m e)

＋N : p l: g e n( g u e 8 t) ＋N : p a r t( n u m b e r) .

( 2) その会社は大幅に株価を上 げた｡ ( 小)

S e y h ti6 o n n o 如 a n u t/k o h ott a n u t h u o m a tt a v a 8ti o 8 a k k eid e n s a a rv o a .

N : m o m (t h a t) ＋N : m o m ( 氏r m ) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋Ⅴ:p rt .p rf( ri s e) ＋A d v( w i d ely)

＋N : g e n :3 昭(S t o c k) ＋N : p a r t( w o rth) .

(3) 年の藤に鍛 榊けの家主が急に家賃を上げたの で ､ 私は京町 - 引き越した｡ ( 二 人の 友)

K o s k a v u o k r ai s a n 七色 n o s ti/k o r o tti v u o d e n l o p u s 8 a ylla t ta e n v u o k r a a , m u u ti n

R y o c h o o h o n .

C o njO) e c o u 8 e) ＋N : m o m (l a n dlo r d) ＋V : p a s t:3 8 g(ri s e) ＋N : g e n(y e a r) ＋N :i n e 8( e n d)

＋N : p a r t( r e n t) ＋Ⅴ:p a 白t: 1 8 ど( m o v e) ＋N :ill( K) .

( 4) 運賃をあげる｡ ( 節)

N o 8t a n /K o r o t a n m a t k a n hi n t a a .

V : 1 s g(ri s e) ＋N : g e n(t r a v el) ＋N :p a rt( c h a r g e) .

( 5) 政府は税金をあげないと行 っ ている｡ ( 文)

H allit u s s a n o o
,
e tt ei s e n o st a/k o r o t a v e r oJ a .

N : n o m (g o v e r n m e n t) ＋Ⅴ:S a g( 8 a y) ＋C o nj : n e e:3 s g(t h a t n o t) ＋N : n o m (it) ＋Ⅴ(ri s e)

＋N : p l:p a r t(t a x) .

( 6) 料金をあげる｡ (岩H

N o s t a n / K o r o t a n m a k s u a .

V : 1 s g( ri s e) ＋N : p a 1
･

t( c h a r g e)

(7) 来年は私 の給料を上 げてくれるそうだ｡ ( 小)

H e k u u l e m a n o s t a v a t/k o r o tt a v a t p a lk k a a n i e n si vu o n n a .

N : n o m (t h e y) ＋Ⅴ: Si n s(h e a r) ＋Ⅴ:3 p l(ri s e) ＋N : p a;t:1 s g( S a l a r y) ＋A d v(n e x t)

＋N : e s s(y e a r) .

( 8) -
一

年に-
- 度月 給を上げることになっ てい る｡ ( 文)

p a lk k a a n o st e t a a n /k o r o t e t a a n k e r r a n vu o d e 8 8 a .

N :p a r t( s a l a ry) ＋Ⅴ: p a 白(ri s e) ＋A d v(o n c e) ＋N :i n e s b , e a r) I
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( 9) 勤続年数が ふえるに つ れて ､ 給与をあげねばならぬo (文芸春秋 1 95 6 年 1 0 月 98)
Sit a m u k a a h u n t y 6 v u o d e t li B a a n ty V a t O n p alk k a a n o B t e tt a V a/k o r ot e tt a v a .

N :p a r t(t h a t) ＋P o 8t P( al o n g) ＋C o nj( w h e n) ＋N : pl: m o m ( w o r k y e a r s) ＋Ⅴ: 3 pl(i n c r e a s e)
＋Ⅴ: 3 8 g O) e) ＋N : p a rt( S a l a r y) ＋Ⅴ: p a s :p l

･t . p r 9(ri 8 e) .

( 1 0) も っと部屋o )f温度を+ ニげないとかぜを引いてしまうo ( 文)

J o 8 ei h u o n e e n la m p 6 a n o 8t e t a ,8 ai r a 8t u u fl u n 8 8 a a n .

C o nj(if)＋N e g :3 s g ＋N : g e n( r o o m ) ＋N : p a rt( w a r m ) ＋Ⅴ( ri s e) ＋Ⅴ:3 s g(b e c o m e si c k)
＋N :ill(n u) .

( l l) 温度臥lニげて 溶融して液体にすると､ (新しい繊維 3 81)

K u n n o Bt a a la m p 6 a j a t e k e e 8iit a 8 u l a tt a m a ll a n e B t e t七色.

C o nj( w h e n) ＋Ⅴ:3 8 g( ri s e) ＋N :p a r t(t e m p e r a t ur e) ＋c o nj( a n d) ＋Ⅴ:3 喝(d o)
＋Ⅴ: 3i n f: a d e 8( m elt) ＋N : p a rt(li q u id) ,

(1 2) もっと嗣子を_I
-

_ げて歌 っ てください o ( 文)

L a u l a k a a k o r e a m m all a n u o till a .

V :i m p :2 p l( si n g) ＋A dj: c o m p : a d e 卓(hig h) ＋N : a d e 卓( n o t e) .

( 1 3) K さんもス ピ ー ー ドを上げると､ 二 人はさらに歩調を速めて ､ ｡ ( B)

K u n Ⅸki n li s a 8i n o p e u tt a a n , n ii n m o l e m m a t n o p e u tti v a t a 8 k eli a a n siit a ki n .

C o nj( w h e n) ＋N : n o m :p( R) ＋Ⅴ:p a s t: 3 昭(i n c r e a s e) ＋N : p a r t:3 8 g( S p e e d) ＋C o nj(th e n)

＋A dj: n o m (b ot h) ＋Ⅴ:p a st: 3 p l( s p e e d) ＋N : p a r t:3 p l( St e p) ＋N : el at :p(th at) .

( 1 4) ここは 1 0 0 キ ロまでス ピ ー

ドを上げられる｡ (′J ､)

T 鮎 8 a B a a n O 8 t a a/k o h o tt a a n o p e u d e n 1 0 0 k m :i n t u n n i $ 8 a .

N :i n e 8(h e l
･

e) ＋Ⅴ:3 9 g( m a y) ＋Ⅴ: 1i n f(ri s e) ＋N : a c e( S p e e d) ＋N :ill(1 0 0k m ) ＋N :i n e 8(h o u r) .

( 1 5) あまりスピ ー ー

ドをあげると危険だ｡ (大)

O n v a a r alli st a ,j o 貞 k o b o tt a a/ n o s t a a n o p e u tt a liik a a .
//kiilld y tt a a liik a a .

Ⅴ: 3 s g(b e) ＋A dj: p a r t(d a n g e r o u s) ＋C o nj(iり＋V : 3 s g( ri s e) ＋N : p a r t( S p e e d)

＋N :p a rt(t o o m u c h) .// ＋Ⅴ: 3 8 g( 8 P e e d) ＋N : p a r t(t o o m u c h)

( 1 6) fl:
-事の ピ ッ チをあげる｡ (大)

T ii vi 8 七色a/N o p e u tt a a/P a r a n t a a t y 6 n t a h ti a .

Ⅴ: 1 B g( m a k e f a s t e r/ S p e e d/ m a k e b e tt e r) ＋N : g e n( w o rk) ＋N :p a r t(p a c e) .

( 1 7) / F _J宅を 5 咋で 2 イ割 こ上げるo ( 小)

N o s t a n / K o h o t a nJP a r a n n a n t u o tt a n n o n 5 v u o d e s B a 2 k e 1 ･t a i s e k 8i .

V : 1 s g( ri s e/ m a k e b e tt e r) ＋N : a c c(p r o d u cti o n) ＋N :i n e s(5 y e ar s) ＋A dj:t r a n s(2 f old) .

( 1 8) 生産性を+ 二げる｡ ( 研)

N o st a n J K o h o t a n/ P a r a n n a n t, u o tt a v u u tt , a .

Ⅴ: 1 s g( m a k e b e tt e r/ ri s e) ＋N :p a rt(p r o d u cti v ity) .

( 1 9) 肥料は ､
. . , 上り多くの 収量をあげるため , 0 ( 平JL 百科 2)
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L a n n o it e t t a k a y t e t a a n ,j o tt a 8 a a t ai Bii n y h a 8 u u r e m p i s a t o .

N :p a rt(f e rtili z e r) ＋V : p a 白(u s e) ＋C o nj(t h a t) ＋Ⅴ‥c o n d : p a 白(g e t) ＋A d v(Still)
＋A dj: m o m : c o m p(big e r) ＋N : n o m (h a r v e s t) .

(2 0) 穂 数で 主に収 量をあげる品種で は ､ (億業世界 1 95 6 年 9 月 1 2 7)

P 狛 a si a s 8 a 七色h k 魚Iu v u 11 a s a d o n m a a r a a n o 8 t a V i s B a/k o h o tt a vi
.
8 B a/p a r a n t a v i 8 B a

l ajik k ei 8 S a .

N :i n e s( m ai nly) ＋N : a d e 卓( e a rn u m b e r) ＋N :g e n (h a rv e 8 t) ＋N :p a rt( a m o u n t)
＋Ⅴ:p r t ･ p r B : p l:i n e 8( ri s e) ＋N :p l:i n e s( v a ri e t y)

( 2 1) 労賃以 上いくばくの 収益をあげているだろうかなどの (鹿耕と園芸 1 月 1 3 3)

K u i n k a p a lj o n B e k a 8 V a tt a a/1i 8 a a V Oitt o a p alk k a m e n oj e n jalk e e n .

∫n t p( h o w ) 十A d v( m u c h) ＋N : m o m (it) ＋V :3 8 g( m a k e bi g e r/i n c r e a 8 e) ＋N :p a l
･

t b r o fi t)
＋N :p l: g e n( s al a r y c o 8 t) ＋P o st p( a ft e r)

(2 2) 利 縫をあげる( 得る) o ( 新)

K a B V a t a n/li8 a a n V O itt oj a n i .

Ⅴ: l a g( m a k e bi g e r/i n c r e a s e) ＋N : p l:p a rt:1 s 紬 r o n t) .

( 23) 業績をあげる｡ (節)

M e p a r a n n a m m e s a a v u t u k si a m m e .

N : n o m ( w e) ＋Ⅴ:1 p l( m ak e b e tt e r) ＋N :p l:p a rt( r e s u lt) .

( 2 4) 成績をあげる( よくする) 0 ( 新)

P a r a n n a n /N o 8 t a n a r V O S a n Oj a n i .

V : 1 s g(b e tt e r) ＋N : p l:p a rt :l a g(g r a d e) .

(2 5) さて ､ 本年もお蔭様にて ､ 順調に成績をあげることができました｡ (太郎手紙文例)

T 畠n a ki n vu o n n a 白ai n p a r a n n et t u a/ n o s t e tt u a a r v o 畠a n Oj a n i s u u n n it el m i e n

m u k a a n .

N : e s s :p(t hi s) ＋N : e s s( y e a r) ＋Ⅴ: p a s t: 1 s g(g e t) ＋Ⅴ: p rt .p rf: p a rt( m a k e b e tt e r/ri s e)

＋N : p l:p a r t: 1 s g(g r a d e) 十N :p l: g e n(p l a n) ＋N :ill( m a n n e r)

( 2 6) 別 の成績あげよおもて
､ 自分 の朗 のもんにええの ん廻 して､ (真 空地帯 ･ 上 4 9)

H a n aj a tt e li p a r a n t a a / n o st a a o m a n r y h m a n s a t u l o k 8i a j a l ai tt oi h y v a t o m all e

r y h m all e e n .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g(t hi n k) ＋Ⅴ: l i n t( m a k e b e tt e r/ ri s e) ＋A dj :g e n( o w n)

＋N : g e n(g r o u p) ＋N :p l:p a rt( r e s ul t) ＋C o nj(a n d) ＋Ⅴ: p a s t:3 喝 b u t) ＋A dj:p l: n o m (g o o d)

＋N : A dj: all( o w n) ＋N : all: 3 s g(g r o u p) .

(2 7) レ ン ズや反射鏡などで収レンさせ て 5 0 % までこの 率を_1二げることができることが分か っ て

いる( ) (科学朝l
'
1 1 9 5 6 年 1 0 月 3 1)

T i e d e t畠a n
, e tt a h eij a B t a m all a li n s Billa j a p eililla v oi d a a n s u h d et t a

n o s t a a/k o h o tt a a 5 0 p r o s e n ttii n .

1 8 5



Ⅴ:p a s( kn o w) ' C o nj( th a t) ＋V : 3i nf: a d e 虫(r e n e c t) . N : a d e 8(l e n s) ＋C o nj( a n d)
＋N : a d e 8( m i r r o r) ＋Ⅴ: p a s( c a n) ＋N : p a r t( r a ti o) ＋Ⅴ‥1i n f(ri s e) ＋N :ill(5 0 %)

( 2 8) j‥r 率をあげる｡ ( 大)

N o 8t a n /P a r a n n a n ly 8 n ti o 8 u V u u t t a .

Ⅴ: 1 咽( ri s e/ m a k e b e tt e r) ＋N : p a rt(b a tti n g a v e r a g e) .

( 2 9) 彼 o) 研 究してい る浅海魚雷の 有効率を百 パ ー セ ントに上 げるようにという要望｡

( 阿川 弘之)

H 鼓n e n t u t ki m u k 8 e n S a t a r k oit u s o n n o st a a/k o h o tt a a m at al a n v e d e n t o r p e d o n

k a y tt 6 p r o B e n tti 1 0 0 : a n .

N : g e n(hi s) ＋N : g e n ‥3 s g(r e s e ar c h) ＋N ‥m o m ( m e a n i n g) ＋Ⅴ: 3 8 g(もe) ＋Ⅴ:li n t(ri s e)
＋N : g e n(l o w w a t e r) ＋N : g e n(t o r p e d o) ＋N ‥a c e( effe cti v e n e 鮎 %) ＋N u m :ill(1 0 0)

( 30) 淵 阿 礼 夜間攻撃の 精度を上げることに夢 利こな っ てい て
､ o ( 阿川弘之)

F u c hid a k e s kitt yi p a r a n t a m a a n y 6 h y 6 k k a y k 8 e n t a r k k u u t t a .

N : n o m (F)＋Ⅴ:p a s t: 3 s g( c o n 8 e n t r a t e) ＋Ⅴ:3i n f:ill( m a k e b e t t e r) ＋N :g e n( n i gh t a tt a c k)
＋N :p a rt(p r e ci si o n) .

( 3 1) 能率をあげる｡ (節)

Li 拍t a a n /P a r a n n e t a a n t e h o k k u u tt a .

V : p a 8(i n c l
･

e a S e/ m a k e b e tt e r) ＋N :p a rt( efB ci e n c y) .

( 3 2) 効果をあげる｡ (新)

P a r a n n e t a a n v ai k u t u 8 t a .

Ⅴ: p a s( m a k e b e t t e r) ＋N :p a r t( e ff e c t) .

( 33) 将来 ､ 月産三 千トン位の能力までは上げるかも知れないがそれ以上 にする計画はない

ようである｡ (ダイヤ モ ンド 1 9 56 年 4 月 28 日 7 0)

T u l e v ai s u u d e s 8 a t u O t a n t O k y k y n o s t e t a a n ol e t e t t a v a 8ti 3 t o n n i n k u u k a u 8it a s o11 e ,

m u tt a s it魚 ylit七色a v a 象 s u u n n it el m a a e i ol e .

N :i n e s( fu t u r e) ＋N : m o m (p r o d u cti o n a bility) ＋Ⅴ: p a 8( ri s e) 十A d v b r o b a bly)

＋N :g e n(3 t o n) ＋N : all( m o n t hl e v el) ＋C o nj O u t) ＋N :p a r t(t h a t) ＋Ⅴ:p rt . p rf: p a rt( e x t e n t)

＋N :p a r t(p l a n) ＋N e g :3 s g( n o t) ＋Ⅴ仲e)

( 3 4) 品質などをあげる`, ( 研)

P a r a n n a n l a a t u a .

Ⅴ: 1 s g( m a k e b e tt e r) ＋ N : p a rt( q u ality) .

( 35) 州I;･ u ) 性質をあげる. ( 小)

S e p a r a n t a a l a st e n 1 . u o n n e tt a .

N : n o m (it) ＋ Ⅴ:3 8 g( m a k e b e t t e r) ＋N : g e n( c h ild) ＋N : p a rt( c h a r a c t e r) .

( 3 6) 賓俗に依っ て口分 の 面卜1 を上げようとする努 力である｡ ([!_
I
_

･

潮 1 95 4 年 4 月 36)

Y rit y s yl elli s y y d ell a p a r a n t a a k a B V Oj a a n .
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N : m o m (t r y) ＋N : a d e s(l u x o r y) ＋Ⅴ:1i
.

n f( m a k e b e tt e r) ＋N :p l:p a rt:3 s g(f a c e)
(3 7) 女性 の地位を上げる

-) ( 小)

Y rit a m m e n o st a a/k o h o tt a a/p a r a n t a a n ai 8t e n a S e m a a .

Ⅴ: 1 p l(t r y) ＋V : 1i n f(ri s e/ m a k e b e tt e r) ＋N : p l:g e n ( w o m e n) ＋N : p a rt( 8 t a t u B) .

( 3 . 2 . 1) 帥象的な対象の 換愉表現

上述 の 例文( 17 - 3 3) の｢ 効果を良くする+ という意味からさらに連想して ､
｢ 結果を残すという意味

が想像された｢ あげる+ の 例に関して ､ フ ィンランド語 では ｢ n o 8t a a+ などの｢ 上昇+ の 意味を表す動
詞が使えない(, 口本譜でも｢ あげる+ よりも｢ 結果をIll け + や｢結果をもたらす+ や｢結果を得る+ など
の ようなより積極的な結果に対する働きかけを表す動詞｢ 出す

.
･ もたらす+ あるい は明らか に楽観

的な結果を表す動詞｢得る+ が使われる｡

-- 一 般 的に｢ 結果を川す+ というような意味で フィンランド語で は ､ 例文(1) と( 3) と(5) から( 7) と

( 9) と( l l) と( 1 3) の ように｢t u o tt a a+ ( 生産する) という動詞が使われる｡ 同じ意味でrt u o d a + (もた
らす) という動詞も位われるが ､ 動作が進行中である場合｢t u o tt a a+ の ほうが適切である｡ また､ 結

果 が動作主に 向か ゲぐ｢ 結果を得る+ という意味 の場 合 ､
フ ィンランド語では例文(8) と( 1 4) と

( 1 6) と( 1 7) のように｢ s a a d a+ ( 受ける) という動詞が使われる｡ この ほかに相当な努力が要求され

る場合､ 例文(4) と( 8) と(1 5) のように｢ s a a v u tt a a+ ( 届く) という動詞も使われる｡

以 上の ほか にも例文(1 3) と( 1 5) のように｢t e h d a+ ( 作る) という動詞も｢ 記録+ や 鳩 日の産業の

成 果+ とい っ た対象の 場合 ､ 使うことができるo また ､ 例文(2) では｢ 効果を示 した+ という意味で
｢ o 8 0 itt a a+ ( 示す) ､ 例文( 1 0) ではr11又穫を収集する+ という意味で｢k o 軸t a+ ( 回 即

-

る) ､ そして

例 文(1 2) では｢ 実を実る+ という意味で｢k a n t a a+ (掲げる) 動詞が使われている｡

( 1) 立 派な成果をあげた｡ (小)

S e t u o tti/t o i m a h t a v a n t u l o k s e n .

N : n o m (it) ＋Ⅴ: p a 白t: 3 8 如 r o d u c e/b ri n g) ＋A dj: a c e(どr e a t) ＋N : a c e( r e s u lt) .

( 2) 黄熱予 防に効 果をあげた｡ ( 平凡 百科 2)

S e o n o s o itt a n u t v a il m t u s t a k e lt a t a u di n e h k a i By y n .

N : m o m (it) ＋Ⅴ:3 s g(b e) ＋Ⅴ:p rt ,p rf( s h o w) ＋N : p a rt( eff e ct) ＋N : g e n b , ell o w f e a v e r)

＋N :ill(p r e v e n ti o n) .

(3) 考山は実力以 上の効 果をあげて いるのだ｡ ( スタンダ ー

ル)

K o o s a n t u o tt a a p a r e m p a a t u l o B t a k u i n m it a h a n elt a v oi si o d o tt a a .

N : m o m ( K) ＋Ⅴ:3 s g(p r o d u c e) ＋A dj : c o m p :p a rt(b e tt e r) ＋N :p a rt( r e s u lt) ＋C o nj(t h a n)

＋N :p a r t( w h a t) ＋N : el a t(h e) ＋V : c o n d( c o u ld) ＋Ⅴ: li n t(e x p e ct) .

( 4) 秀 吉に従 っ て九州征伐, 朝鮮役に出陣し戦功をあげた｡ ( 平凡 百科 2)

H 魚n m e n i 白id e y o si n m u k a n a K y u u s h u u n v all o it u B r e tk ell e j a 8 a a vu t ti v oitt oj a

K o r e a n t e ht a v alla a n .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ: p a 白t:3 s g(g o) ＋N : g e n( H) ＋P o Bt P : e S 8( w ith) ＋N :ill( K) ＋N : al l(c o n q u e s t)
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＋C o nj(a n d) ＋Ⅴ: p a 白t :S a g( r e a c h)十N :p l‥p a rt( v i ct o r y) ←N : g e n( K) ＋N : a d e 卓(d u t y)
(5) 結果をあげる｡ ( 新)

T u o tt a a/T u o d a t u l o s t a .

V : 1 i n f(p r o d u c e/b ri n g) ＋N : p a rt( r e s ult) .

( 6) そ(7 ) 地引 で 2 0 0 万P] の利溢を上げたo (小)

S e k a u p p a t u o tti/t o i m eille 2 m ilj o o n a n y e n i n v oit o n .

N : m o m (t h a t) ＋N : m o m (d e a l) ＋Ⅴ: p a s t:3 s g(p r o d u c e/b ri n g) ＋N : all( w e) 十N : a c e(2 mi lj g
＋N : a c e(p r ofit) .

( 7) デ パ ー ー

卜は 大きな利益を上げている
( ) ( 文)

T a v a l
-

a t al o t u o tt a a/t u o p alj o n v o itt o a .

N : m o m (d e p a r t m e n t st o r e) ＋Ⅴ: 3 sど(p r o d u c e/b ri n g) ＋A d v b l e n ty) ＋N : p a rt(p r ofit) .

(8) 好成績をあげる. ) ( 大)

S ai n/S a a v u ti n h y v a t a rv o s a n a t .

Ⅴ:p a s t:1 s g(g e t/ r e a c h) ＋A dj:p l: m o m (g o o d) ＋N : p l: m o m (g r a d e) .

(9) 百万 円の純益をあげる｡ (研)

S e t u o tti/t o i m ilj o o n a y e n i a p u h d a s t a v oitt o a .

N : n o m ＋V :p a B t:3 s 如 r o d u c e/b ri n g) ＋N :p a rt( m ilj笥＋A dj: p a rt( cl e a r) ＋N :p a r t(p r o E t) .

( 1 0) 収穫をあげる(, (節)

K o rj a t a 卓a t o .

Ⅴ: 1i n f(g a th e r) ＋N : a c e(h a rv e s t)

( l l) 業績をあげる｡ (新)

T u o tt a a/t u o d a t u l o k s e n .

Ⅴ: 1 i n f(p r o d u c e/b ri n g) ＋N : a c e( r e s u lt) .

( 1 2) つ まり人間が陰陽和合の実を挙げるのは ､ ｡ ( 明暗)

E li ih m i n e n k a n t a a ji n gi n j a j a n gi n h a r m o n i a n h e d el m a a . ‥

N : m o m (h u m a n) ＋Ⅴ: 3 s g( c a r ry) ＋N : g e n b Ti n g a n d y a n g) ＋N : g e n (h a 1
･

m O n y)

＋N :p a rt(f ru it) .

( 1 3) こ のように､ 宮川村森林組合は ､ 着々 と山林復興に ､ その実績をあげているが ､

( 家 の 光り 1 9 5 6 年 4 月 1 8 7)

N 畠i n M iy a g a w a
- k yla n m e t 始 o s u u s k u n t a t u ot t a a/t e k e e vu o ri st o m e t s a n

elp y m i s e k sij a t k u v a s ti t u l o s t a ,

A d v(th i s w a y) ＋N : g e n ( M
-

v ill a g e) ＋N : n o m (f o r e s t c o
-

o p) ＋Ⅴ:3 s g(p r o d u c e/d o)

＋N :g e n ( m o u n t ai n f o r e st) ＋N :t r a n s( r e c o v e ry) ＋A d v(c o n ti n u o u sly) ＋N :p a rt( r e s u lt)

( 1 4) イランが石 油を国際市場に販売し､ それから収入をあげようとすればそれには ､ 妥協し

なけれ ばならない 〔, ( 世界 1 9 5 3 年 1 1 月 1 8)

J o s I r a n m y y 61j y n s a k a n s a i n v ali Bill e m a r k ki n oill e j a s it e n p y r kii s a a m a a n
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v oitt o a
,
o n 16 y d e tt魚v a k o m p r o rpi 舶i .

C o nj(iO ' N : m o m (Ⅰ) ←Ⅴ‥3 8 g(s ell) ＋N :pl‥a c e :3 B g( oil) ＋A dj: pl : all(in t e rn a ti o n al)
＋N : p l: a ll( m a rk e t) ＋C o nj(a n d) ＋A d v(s o) ＋V : 3 8 冒(t r y) 十Ⅴ:3i n f:ill(g e t) ＋N :p a rt b r o fit)
＋Ⅴ: 3 s g(b e) ＋V :p a 8 : p rt ･p r 8(fi n d) 十N : n o m ( c o m p r o m i s e)

( 1 5) メ - ー デ ー

･
-

が平和 に､ 百六 十 万という軌後最高の動員レ コ -
-

ドを軌ブながら､

(中央公論 1 95 4 年 6 月 4 6)

S a a v u t t a e s B a a n /T e h d e ss 舶 n l ･6 m ilj o o n all a S o d a nj a k ei s e n lii k e k a n n all e p a n o -

e n n 畠t y k B e n .

Ⅴ: 2i n f:i n e s( r e a c h/d o) ＋N : a d e 8(1 .6 m ilj) ＋N : g e n( a ft e r w ar )
＋N : a c e( m o bili 2; a ti o n r e c o r d)

(1 6) 次の 回 西鉄がまた二 点をあげ ( ベ
ー

スボ ー ル マ ガジン 1 95 6 年 1 0 月 1 1 6)

S e u r a a v a s s a e r 鮎 始 N i s hit et s u 8 a i もa a s 2 p i st e tt a .

A dj:i n e 8( s e c o n d) ＋N :i n e B(i n n i n g) ＋N ‥n o m (N) ＋Ⅴ:p a b 上: 3 喝(g e t) 十A dふ(a g ai n)
＋N :p a r t(2 p oi n t s) .

( 1 7) - 辞 の希望は関 取早々 から連続 ニ十勝をあげることo (週刊読売 1 95 6 年 3 月 1 1 日 7)

T o i v o n j o s m a h d olli s t a B a a V a mi h e ti a l u 8 t a 1 2 p e r a t tai 8 ta V O it t o a

V :1 s g(h o p e) ＋C o nj(if)＋A dj:p a r t(p o 舶ibl e) ＋Ⅴ: p rt . p r s :l a g(g et) ＋A d v(a t o n c e)
＋N : e l a t(b e gi n n i n g) ＋N u m (1 2) ＋A dj:p l‥p a rt( c o n ti n u o u s) ＋N :p a rt(vi ct o r y) .

( 3 . 2
.
1

. 1) 換愉表現からの 比愉表現

例文の( 1) の対象｢全頼+ の 場合だけ､ 具体的な動作を表す｢ o tt a a + ( 取る) が使われる｡ それ以

外 の 例 文(3) と( 4) と( 6) で は ､ 対象は ｢ 全 力+ であるの で ､ ｢ す べ て を阜える+ という意味 で

｢ a n t a a + ( 与える) や｢す べ てを尽くす+ という意味で の ｢ t e h d a J ( する) が使われる｡ しかし､ ｢ 全力

をあげる+ ことは悲観的な結果をもたらす場合 ､ 例文(5) のように｢t u bl a t a + ( 費やす) という動詞も

使うことが できる
(,

例文( 2) の ような｢ 全ノJ をあげて+ という文の 副詞的な用法の 場合 ､
フ ィンランド語で は｢ 具格+

(i n B) で表 示された名 詞句｢k aik i n v oi m i n + ( 全 ての 力で) が使 われる｡

( 1) 収 入 の全額を挙げて春琴 の用に供した(春琴抄 2 06)

H 魚n o tti k o k o p alk k a n 8 a j a u h r a 8 i n e H a r u k o t o n h y v 魚k si .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g(t a k e) 十A dj( w h ol e) ＋N : a c e: 3 s g( S al a r y) ＋C o nj( a n d)

＋Ⅴ‥p a st: 3 8 g( off e r) ＋N : a c e(t h o s e) ＋N : g e n( H) ＋A dj;t r a p s(g o o d) ･

( 2) 全力をあげて試験のため勉強した｡ ( 文)

O p i 8 k el e n k o k ei sii n k a ik i n v oi m i n .

Ⅴ: 1 s g( S t u d y) ＋N :ill(t e st) ＋A dj:i n 8( all) ＋N :i n s(p o w e r) .

(3) 問題解決 のため全力をあげる｡ ( 大)

M i n 良t e e n/ a n n a n k a ik k e n i s e l v itt a a k s e ni 七色m a n o n g el m a n
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N ‥m o m (Ⅰ) ＋Ⅴ:1 s g(d o/gi v e) ＋N : a c e :
.
1 B g( a v e r y thi n g) ＋V :1i n f:t r a n s: 1 曙(cle a r)

＋N : a c e(t his) ＋N : a e c(p r o ble m ) .

( 4)
-

行 の 詩を番くの にも全力を挙げなければならない
､ . ( 福永武彦)

K irj o itt a a k s e e n v a i n y h d e n ri v i n r u n o n o n a n n et t a v a/t e h七色v魚 k aik k e n s a .

Ⅴ:1i m f:t r a m s: S a g( w ri t e) ＋A d v(o n ly) ＋N : a c e( o n e) ＋N : a c e(li n e) ＋V :S a g(b e)
＋Ⅴ:p rt ･p r s(gi v e/d o) ＋N : a c e :3 喝(e v e r y t hi n g) .

(5) 全力を挙げた反論小鋭は全然失敗して､ ｡ ( 坐)

S e r o m a a n i
,j o h o n oli n t u hl a n n u t k a ik ki v oi m a n i , e p a o n n i Bt u i …

N : m o m (it) ＋N : m o m ( n o v el) ＋N ‥ill(t o w bi e h) ＋Ⅴ: p 比 p r 恥p e n d) ←A dj‥a e c( e v e ry)
＋N : a c e:1 s g(p o w e r) ＋Ⅴ: p a s t: 3 8 g(fail) .

( 6) 党は ､ 榔 咽 氏の独 立
､ 平和 ､ 自由の闘争の先頭にたっ て活動することができるように

､

われわれは全力をあげてい る｡ ( 中央公論 1 95 6 年 2 月 5 0)

T e e m m e/ A n n a m m e k a ik k e m m e
, j o tt a p u ol u e e m m e v oisi s ei s o a e n 8i m m ai8 e n a

p u ol u 8 t a m a S 8 a m a a m m e it s e n a l S y y t ta , r a u h a a j a v a p a u tt a .

● ●
●

Ⅴ:1 p l(d o/gi v e) ＋N ‥a c e: 1 p l(a v e r y t hi n g) ＋C o nj(t h a t) ＋N : n o m : 1 p l(p a rt y)

＋V : c o n d :3 B g(c o u ld) ＋Ⅴ: 1i n f(S t a n d) ＋A dj: e s s(丘r 8t) ＋Ⅴ:3i n f:i n e s(d ef e n d) ＋N : a c e:

1 p l( c o u n t ry) ＋N :p a r t(i n d e p e n d e n c e) ＋N : p a rt(p e a c e) ＋C o n d( a n d) ＋N :p a r t( 血e e d o m ) .

(3 .2 .2) 抽象的な対象の比聴表現

これらの例 文はす ベ て慣用句 的な意味を表してい るの で ､ フィンランド語では全ての意味に共通

点を持 つ 動詞がない ｡ その ため にそれぞれの 例 は ､ 別 々 の 動詞で表現されて いる｡ 例文( 4) と

(5) と( 7) の 場合 ､ 対象の ｢気 勢+ を｢t aist el u h e n ki+ ( 闘志)と｢ v a s t a l a u 8 e 十( 反論) と｢ m i eli a l a +

( 気分) に訳すことによっ て ､
｢ n o 8t a a + と｢k o h o t t a a+ が使えるようになっ た｡ しかし､ ｢ 気 勢を上げ

る+ に匹敵するような表現は ､ フィンランド語にはないと言えるだろう｡

( 1) 勝負に熱を_上げたりしていた｡ ( 阿川弘之)

H a n oli k iib t y n y t kilp ail u st a .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ: p a s t: 3 喝(b e) ＋Ⅴ:p rt ,p rf( e x it e d) ＋N : el a t( r a c e) .

( 2) そう勝手に熱をあげるの はよしてくれ｡ (トルストイ)

L o p e t a t u o it s e k 鮎 kii h k o il u .

Ⅴ:i m p : 2 s g( s t o p) ＋N : a c e(t h a t) ＋A dj: a c e( s elfi s h) ＋N : a c e( a g it a ti o n)

( 3) マ リナ の ほうは 早くも彼に熱をあげ ､ 訪問のお 目当てが姉なの です っかりふくれ ､

( スクリ
-･

-

ン 1 95 6 年 7 月 1 0 8)

M a ri n a o li h u u l a a n t u n u t m i e h e e n j a , k o s kn v i e r a il u n k o h d e oli i s o 自i B k o , oli h a h

h u o n o11 a p a a lla .

N : m o m ( M ) ＋Ⅴ: p a s t: 3 s g(b e) ＋Ⅴ: p rt .p rfl(g et c r a zy ) 十N :ill( m a n) ＋C o nj( a n d)

＋C o nj(b e c a u s e) ＋N : g e n(vi sit) ＋N : n o m (t a r g e t) ＋Ⅴ:p a s t: 3 s g(b e) ＋N : n o m ( eld e r 8i B t e r)
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＋Ⅴ:p a s t: 鮎 g(b e) ＋N : m o m ( s h e) ＋A dj: a d e s 伽 d) ＋N : a d e 8( m o o d) .

(4) 気勢を上げる｡ ( 研)

K o h ot a m m e t ai s t el u h e n k e a .

V : 1 p l( ri s e) ＋N : p a rt(fi g h ti n g s p i rit)

(5) J ･丈対 の気勢をあげたい わゆる艦隊派の-- ー

味 の 人 であっ たo ( 阿川弘之)

H a n o li v a s t a l a u 8 e e n n O St a n e e n n ii n 8 a n O t u n l a i v a 8 t O S u u n n a n k a n n a tt aj a .

N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t:3 喝(b e) ＋N : a c e( o bj e c ti o n) ＋Ⅴ: 2i n f
･

. g e n( ri s e)

＋Ⅴ:p rt ･p rf: g e n( s o c a ll e d) 十N : g e n(fl e e t f a c ti o n) ＋N : n o m ( S u p p o rt e r) .

( 6) 際限なく晒を注文して ､ 乱暴に飲みながら､ 気勢を揚げてゐた｡ ( 帰郷 3 3 7)

R aj att a h 邑n til a si 8 a k e a j a r y y p 如 e n k o h o tti m i eli al a a n 8 a .

N : a b e s(b o r d e r) ＋N : m o m (h e) ＋Ⅴ:p a s t: 3 8 g( o r d e r) ＋N :p a st( S a k e) ＋C o nj(a n d)

＋Ⅴ: 2i n
'

f:i n s(d ri n k) ＋V : p a s t:3 喝(ri s e) ＋N :p a r t: 3 咽( m o o d) .

( 7) 血道をあげる( 節)

H a n o n h u ul a a n t u n u t .

N : m o m ( h e) ＋Ⅴ: 3 s g(b e) ＋Ⅴ: p rt . p 1
･

f(d e 如r e) .

( 8) 選挙で同じ候補者 - 投票するというぐらい の ことに何で血道をあげる必要がある ?

( むらぎヰ) 3 1 8)

M i k si p it a a kiih t y a v a i n s iit a , e t ta o n a a n e 8 t a n y t V a al ei s 8 a S a m a a e d u 8 t aj a a .

I n tp( w h y) ＋Ⅴ:3 : 8 g( m u s t) ＋Ⅴ: li n t(g et e x it e d) 十A d v(o n ly) ＋N : el a t( a b o u tt h a t)

＋C o nj(th a t) ＋Ⅴ: 3 s g仲e) ＋Ⅴ: p rt . p rf( v o t e) ＋N :p l:i n e s( el e c ti o n) 十A dj:p a rt( s a m e)

＋N :p a rt( r e p r e s e n t a ti v e) .

( 9) 尤も老婆は僕の鰯の ねたを
一

度誉めて以来､ 三 日にあげず生臭いねたを掃 - ては ､

( 思川の記 ･ J 二 1 9 3)

S e n j alk e e n , k u n v a n h u s o li k e r r a n k e h u n u t m i n u n s a r dii n ej a , n ii n h 良n

p a i v itt ai n t e ki n ii s 七色 h a i s e v i s t a k al o i s t a ru o kn a .

N : g e n(t h at) ＋P o 8 t P( aft e r) ＋C o nj( w h e n) ＋N : n o m ( old)＋V : p a st :3 s g(b e) ＋A d v( o n c e)

＋Ⅴ: p rt . p r托p ri c e) ＋N ;g e n ( m y) ＋N :p l: p a rt( s a r di n) ＋C o nj(t h e rl) 十N : n o m (h e)

＋A d v(d aily) ＋Ⅴ: p a st :3 s g(d o) ＋N : el a t(f r o m th e m) ＋A dj:p l: el a t( sti n ky)

＋N : p l: e l a t(f1 8 h) ＋N : p a r t(f o o d)

( 4) 翻訳対照 の 結脹

ヒ述の Fl 本譜の ｢あげる+ が表現する意味の フィンランド語との翻訳対照をまとめると､ 次の(表 1)

の ようになる
( )
この 表は

､ 第3 章で作り上 げた｢ 上げる+ の 対象の 抽象化(意味連鎖) とそれぞれの

表現の 固定化( 換愉 ･ 比 愉) にしたが っ てい る｡ 最も右側に書かれた番号は ､
上述の項 目の 番号

である｡ そ の 次 の欄 は ､
基本的な対象そしてフィンランド語の 訳と訳 の意味( 〟 ) である｡ 換愉表

現と比愉表現も同じように記述されてい るが ､
対象u) 下に連想される日本語の 意味しJ を加えた｡
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フィン ランド語のj .E ; W l(J な上昇を表す動 詞｢ n o st a a
,k o h ot t a a ,k o r o tt a a , n o 8 t a t t a a + の場合 ､ 欄

を灰 色に塗っ た(
〕

( 表l)

意味連# ::

n o 軸 a 笹 換愉表現 比喰表現

フィン 諦

( 意味)

I

対象 ;
フィン 語

I

対象 ;
フィン静

項 対象 ｢連想+ ( 意味) ｢ 連想+ J
( 意味)

l l 感‥

n (油t a a .-
.

I
J
LL
ヽ

l

I

l l 瀞破･ ;
:

n o 紬 a
■
･
.
- oll a 3 男 ; B y n n y tt a a

l
｢ ある+ ( ある) ｢設ける

I j =

1 l バ ー
‾

; n o 如 a 軌
ベ ル ; k o h o 七t a a･･

軍配 ; n o u 8 t a
｢ 掛-

∫ -

ミ ミ

I l l i
k o rj a t a p o i 自

I

i
(

I
I

｢)･
L

( づける+ ( 片づ ける)
I

I l l i
･監 k u i v a t a l

7 ,
= ＋

l
)

｢■J: 二す+ ( 干す)
l

l i l l

i n o 軸 軒-･･
I

l

l
I

1

.
+. ･

l i l 串ッ至 l- n o Bt･a 血.
l■ I

l･ .
.

.
-

･ k 6
■
h6t七i涼三ラ ･むA;...I:I

: 萎)r:ll;=ril;妻

l

i

l i l ･■軸如薮亘'
= I

i

I

･ ､ -E
.
J
L
～■･-.

J

.
:■
･
:
.･と‥轟

11 1 墓に a s e tt a a I

l

｢ げる+ ( 設 生する) I

1 1 2

1 1 2

i

I
槍玉 に : t e h d a u h ri

I

i
｢ 犠牲+

∫
(犠牲を作る)

棚に ; h y lly tt 組
｢ 放 っ ておく+

l

( 保管する)

1 1 2 首 o tt a a 首 ‡o tt a a
｢ 殺す+

I
( 取る) ｢勝つ +

I
( 取る)

l l

:il

寮銭 ; a n t a a
｢ 捧 げる+

i
( 与える)

l l l

E
お線香 : u h r a t a

:il

i
_
1

i
｢捧げる+

l
( 捧げる)

I

奨学金 : 争n t a争
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3 2

l l

3 2

l l :i

2 1

l l :i

2 2

l l

こiこi

l l

;! t
I

!

l l

3 L
I

L

l l

ニi4

l l

3 L

}

1

l l

3 4

1 1 3

4 1

1 1 3

4 1

L l ニ3

4 2

l 1 3

4 2

l l:i

4 3

l l :i

4 3

1 1ニ‡

.
:

'

!
,
葺き.

1 2

l【

‡
- -

ド
- I - -

I

-I

l

I

I

- ･ト
I

I

l

I
.

I

1

I

)

･!
i

積み荷

二野.

(午

l

[

1

卜･

i

∫

I

v i e cl&

( 持 っ てく)

l

l

l

卜
- I

, I , ･ ･- - ･

I

!

l

1

I

I

･

ト
- ･ ‥ ･ - -

1

I

1

･ト
暮

I

t

-ト
1

1

1

手紙

｢ 送る+

-
ー

てあげる

- ー あげる

天 ぶら

天ぶら

作品

｢ 完成+

十･ ･t

i la h e t七色a

: ( 送る)

i ( 1 s g/p l十a11)

i . . .(申.4 .亨埋葬三阜三き

I (l a g/p l＋2p l)

= ･
･ ･ ･; ･ T:I . T ･{ p ･ ･ - - I - ･ - ･ ･ ･ ･ ･ト･t . I- ･ '

･
-
･ ･T ･
で.

- ･ ･ , I . - ･ ･ ･ - ･ ･ - ･ ･

; 8 a a d a ＋v al m i s

. , I . . . .

･
. … . - 一 . ,

.
. . . .

A
. . ”

_
.
. . .i ” .

(畢!耳鼻し … . , … . . . . .

｢ 完了+

読み物 J

.
l u k e a ＋1 o p p u

･
” _ . . . ” . ” _ . . . _ - ‥ . . … . ” . _ .し嘩を軽車重.) _

_
, . _ . -

｢ 終える+

リ - ダ - J

.
e r o t a

｢ 辞める+

1

I

I

･
･

トI
J

1

I

L
'

l
■ ■■●■
l

I

I

･
･
･ト
J

I

l

_ J ”

1 93

; p a i st a a

-
･ - ･ ･ -ト･挫担で嘩与1

. .
.
. . …

; k eit七色a

･ ･ ･ . ･ ･ - -

l

(

. ･ ･ ･(餐?f･1･で革･9 ･ し ･

E t e h d魚＋v a l m i s

l ( 作る)

一ト.(g ,A .考)

結婚式を :ja rj e st a a

･ , ･ ･ ･ ･ , ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - I

,
･ ･ ･ , - ･ - ･ ･ ･ ･i ･i:!享･を)･ ･ - I - ･ ･ ･ . ･ ･ .

｢ 行う+

: p it a a ＋a d e s

何円で
J

r
p a 鮎ta

｢ 済ます+

- あげる

i p it 組

l kii n n i
l

l

･ ･ ･
･ ･
･ - ･ ･ ･ ･

･
･ Tl
1

1

l

･ ･ ･ ･ ･ ･ . ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - ･1
1

1

(Ⅴ＋閉まっ た)

1 o p p u u n

( Ⅴ＋終わりに)

v a l m iik si



1 3

I .
'

!

I :i

2 5

2 5

2 5

2 5

2 1

2 1

2 1

2 1

2 1

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 4

-

1
- I

棲み荷

船から

瓜

l

L vi e d a

≡( 持 っ てく)

; p u r k a a

. .L .(!T]:
'

f,S h) . . . ” . … . . ‥
,
.

: n o 8 t a a
-

･†r
i

)

(

i
1

1

J

- - - - - ･ ･
･
･
･ ･ - ト - 一 =

l

(

l

孤

雲雀

息 戸

位い

芸者

候補者

客

客

友人

lモ
/ ヽ

p a 魚s t主は

( 行かす)

p a a s七色畠

( 行かす)

1 ai tt a a

( 置く)

p a a s七色a

(行かす)

l畠h e t七色a

.蝉李.

)

k tlt S u a

( 呼ぶ)

; a s e tt a a

( 設置する)

vi e d 畠

( 持 っ
.

てく)

j o h d a tt a a

ト(.撃(-.)
l vi e d a
l

( 捲 っ
.
てく)

j9h d a tt a琴
. .

'

r
' い ‾ 小 ` ● ‾ ■

I

I .

1

I

J

I

･ ･･卜
J

(

I

I

l

l

･

･l
1

1

i

1

I

l

･･l
I

. ..I .
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殺 人犯 : p id a tt a a

; ot t a a kii n n i

; s a a d a kii n n i

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - = ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ - I -
…i , . 後世.g . . _ . . . ” . _ . . . .

. . . . ,

: p alj a 9 t a a
｢ 暴露+

･ ･ ･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ r ･ - - ･ ･
･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ - ･ ･ -ト･( ･@ .担づ二.g ” . . , . ” - .

: s e l vit ta a

別 品さん

｢ 誉める+

]

L k e h u a

2 3 2



ロケ

ット

2 4 1

2 4 1

ト
ノ

l

卜
′

l

ト
ノ

l

卜1

l l

1 4

1 5

1 5

1 5

1 5 1

1 5 1

1 5 1

1 5 1

1 5 1

花火

風船

帆

戸

･
･ト(準≦し
I

I

I

-I

l
■ … ' - ' -

‥
◆ ' - - ”

. I .
-
◆ ' ” … ` ･ ･ ･ - -

卜
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ . ･ - ･ ･ . ･ ･ . ･ ･ - ･ ･

･
･ -

･ ･ ･ ･ . v ･ ･

一

家 i k ai k ki

[i

I

i

(

･ト

: a m p u a

･ト嘩コ.) . . . , . , … .

; l a t lk a i 8 t a
し(
-

1･
( 発射する)

i p a 鮎七色鼓

: ( 行かす)
ド

-

7

･ .

J

-

'

J - ･ 一

; k o h o七t a a

_ . ‥i .鞍9 .餌牟坤男卑

; n o 軸 a

; k o h ott a a
l

一 - ■. ■ ‥

国旗 : n o 如a a

k o h o t七a a
･
･
.丁

-
･ ･
･ ･ ･ - - - -

-ト竺
t! ･そ･
l
･t! ･y ･ 照 色 . ･ ･ ･ ･ ･

蒔 ; n o s t a a
I

･与7
k Q h 加地 a

畢 ; n o8 t a a ′
J

エ ･
-
･
･
･
･ - ･ 一 斗 ･ - ･ ･ -

A
- ･ ･ ･ ･ - ･ ･ ･ ･ ･ ･ .

'
･ ･ ･ ･ . ･

1

1

i

頭 ; n o8 t a a

顔 ; n Q8 t 組

帆 1 e n n a t七色a

( 飛 ばす)

1

I

)

ト･

I

I

[

1

1

I

･ 丁･
･ ･
,- , T･ト ･

手 1 52 ■ ■
.;

｢降伏ず

朗

顔

r r;

日

(搾

: k a a n t 舶

( 向

k a畠rlt a魚

向

I k a t s o a
I

｢ 見争+ Li旦争)

視線 : n o 8 t a a
｢ 見る+ 王k o 蜘 t a a
” ' - … … - ' ' ‥ ' … ● 一 ” ' ` ‥ー′ '1 ' ' … ● 一 ' . r ～ ' ' ' - ● - I - 一 一 ● - ' - ' ' - ' … …

腰 ; n o u s t a

.

.
.

.
-

….
. …L 仕串,型 . .

.
- .

.
. , _ .

r ! [
'

.

-

? J

お尻 ; n os t a a
｢ 動く+

】

. … . … ... ” .
｡
. . . .

.

_ . I
.
. i . . 嘩.S .)
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国は : y h d e B S a

･ ･ ･ ･
･
･ ･ - I - - ･ ･ ･ - ･ ･ ･ , - . … ･i . . ,

(
_ = 獲iS .;｢ 全 力で+

J

1

1

一 滴 げる 1 8 i il m a a n
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上 述の 表を見ると､ ｢ あげる+ と基本的な意味で-
一

致する動 詞｢ n o s t a a + と｢k o h o tt a a + などは ､ 換

愉表現と比 愉表 現の 場合､ 同じような意味を表わすことは 決してない ｡ 比愉表現の 場 合､ 唯
一
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｢ 上げる+ と共通する連想は
､

｢ 手を上 げる+ の ｢ 暴力を振るう+ という意味である,, rI準伏する+ という

意味も似て いるが ､
フ ィンランド語では｢ お手上げ+ というような表現がない ので

､
こ
_
の意味では｢ 上

げる+ はど使われて いない o しかし､ I掛しを呼ぶために｢ 手を上げる+ という意味J)j喚愉表現は
､
フ

ィンランド語でも日本語でも完全に同じ昏昧を表している
` ,

比愉表現は ､ ほとんど典通点がない が ､ 換愉 表現もあまり-･-
-

致するところがない
n 最も-一一 致する

ところが多い の は ､ 基本的な具休物｢ 帽 子+ や｢ 杯+ などの 動きの場命 ､ そして体の-一一

部分｢ 手+ や

｢お尻+ などである対象の場合であるo また､
｢ 地位を上げる+ 意味の ｢ 練良にあげる+ などもフィンラ

ンド語 の｢ n o 8 t a a + とr k o h o t t a a + などo) 動詞で表現できる｡ それ以外の連想によっ て別の 意味を

引き起こした｢ 上げる+ の月拙 は ､
ほとん ど｢ n o st a a + などの 動詞とは別の 動詞で 表されて い る｡ 例

えば ､ 到着点が人である場合 ､ 動作の ｢ 与える+ という連想が 含まれてい る場合 ､

｢ a n t a a+ ( 与え

る) という動詞が使われる｡ また は ､ 到着点が敬意を要求する｢ 墓+ などである場合 ､ 到着点に塵

点を置く｢ a s e tt a a+ ( 設置する) という動詞のほうが適軌である()

基本 的な用法 の場合も､ ｢ n o st a a+ などの 動詞は ､ 全ての｢ 上 げる+ と同じ対象の 動きを描くこと

ができない ｡ 最も基本 的とされる意味 ｢ 具体物の 空間的な上昇+ (1 . 1) の 場合 ､
｢ n o s t a a + などの

動詞 が ｢ 上 げる+ と同 じ意味を表 して い るが ､ 対 象の 位置と性 質が 変わ れ ば ､ 別の 動 詞が

｢ n o st a a+ などの 代わりに使われる｡ 例えば ､ 到着点が遠く離れてい る場合 ､ あるい は対象は自分

の意志で動く場合､ ｢v i e d a + ( 持 っ ていく) とい 動詞がよく使われている｡ また ､ 対象は 自分の 意志

ではないが 自力で 上昇するあるい は｢斜めで 速い+ 動きの 場合､

｢
p a a s t a a+ ( 行かす) という動詞

が使われるが
､
｢ ほ こり+ や｢炎+ や｢煙+ など自然的に上がる場合､

｢ n o 8t a tt a a+ と｢k ob o tt a a+ を使

うことが できる｡ 最も抽象的な対象の 場合､
｢ n o B t a a+ と｢k o h o t t a a+ は｢ 上 げる+ 動作が段階的に

行われるときだけ使うことができる｡ ｢能 率+ や ｢ 性格+ などの 対象に対して ､
｢ p a r a n t a a + ( 良くす

る) という動詞が最も適切である｡

こ のほか に｢ n o 8 t a a + と｢ k o b o tt a a+ と｢k o r o tt a a + と｢ n o s t a tt a a + はそれぞれフィンランド語 の中

で 異な っ た意 味範囲 を占め て い る｡ 形 からも分か るように｢ n o s t a a + とl
ー

n o st a tt a a + ､ そして

｢ k o b ot t a a + と｢ k o r o tt a a + は ､ それ ぞれ 対 抗する ペ ア で ある｡ ｢ n o s t at t a a + は ｢ n o s t a a + と

｢ n o u s t a+ ( 上がる) の 使役なので ､
｢ 上がらせる+も｢ 上げさせる+ の意味も表してい る｡ その 代わり､

｢k o r o tt a a + は ､
｢k o b o tt a a+ の 意味を補う形で ､

｢ 土台+ や｢ 運賃+ など対象全体が大きくなる場合

に使 われる｡ また､ ｢ n o st a a+ は ､ 直接力を加えて別の所 にも移動できるの に対し､ ｢ k ol l O tt a a+ は

力を入れなくても直接上 に上が る場合使われてい る｡ もちろん この 適い をもっとは っ きり分かるた

めに ､
これら4 つ の 動詞の意味分析が 必要であるが､ 本研 究で は｢ 上げる+ の意味に集中するの

で
､
フィンランド語の 動詞 の意味関係を具体的に理解することが必 要で はないと判断した｡

以上 の 比較 で 分か っ たように ､ 完全に共通の意味を表してい る動詞は ､ 基本的な意味を表して

い る動詞( n o 8t a a など) だけである. ほか の動詞( a n t a a など) は ､
別の基本的な意味を表してい

るの で
､ その動 詞の 意味の対照( a n t a a < > 与える) によ っ て明確 にすることができる｡ その 場合 ､

例えば｢ 与える+ 動詞の 意味範 囲に含まれて いない ｢ a n t a a + の川法は ､
別の 動詞 つ まり｢あげる+

で表現することができる｡ この ように動詞の意味範囲が互 い に絡み合い ､ 言語活動全体を描くこと
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になる｡

( 5) ｢ あげる+ と｢ N O S T A A + などの 対照

次に ､ それぞれu) フ ィンランド訴の 動 乱 ｢ n o 8 t a a+ と｢ n o B t at t a a + と｢ k o h o tt
･

, a a + と｢ k o r o tt a a + は ､

どのような｢ あげる+ の対象を上昇させることができるかを見てみる.,

1) 具体物

箱(Ⅹに)

血

バ ー

･
- べ ノレ

戸

国旗

土台

2) 自力で上昇

ロケット

花火

3) 自分の 意志

雲雀

息子

4) 動作主の -I- #r王

手

頭

声

5) 自然的に上昇

凧

炎

光

6) 抽象的な次元

｢ n o s t a a+ ｢ n o s t a t t a a +

｢ n o 8 t a a+ *

｢ n o s t a a+

｢ n o 8 t a a+

｢ n o 8 t a a +

｢ n o 8 t a a +

｢ n o 8t a a +

*

｢ n o s t a a+

r n o s t a aJ

｢ n o s t a a+

値段 ｢ n o 8t a a +

ス ピ -

ド ｢ n o 8t a a+

生産 ｢ n o 8t a a +

候補者 に ｢ n o 8t a a+

性格 *

*

｢ k o b ott a a +

*

*

｢k o h o tt a a+

r k o h o tt a aJ

｢ k o h ot t a a +

*

*

* ｢k o b o tt a a+

* ｢k o b o tt a a+

* ｢k o b o tt a a+

｢ n o 如 a tt a a+ ｢k o h o tt a a +

｢ n o 8 t a tt a aJ ｢ k oll O t t a a +

* *

* ｢k o h o tt a a+

* rk o h o tt a aJ

* ｢k o h o tt a a+

* rk o h o tt a aJ

* *

｢ k o r o tt a a+

*

*

*

｢k o r o tt a a+

*

*

*

｢ k o r o tt a a +

*

上述 の表を見ると､ フ ィンランド語の ｢ 上昇+ を表す動詞は ､ 動作主が必 ず対象を動かす力を与え

る｡ 自力で上がる対象､
または 自分の意志であがる対象の 場合､

｢ n o S t a a+ や｢ k o h o t t a a + などの

2 00



動詞が使えない o ただし､ 対 象が動 作主の 力を原医= こ自然的に_1二がる場合､
｢ n o 8 t a tt a a J と

｢ k o h o t t a a + が使えるo また ､
上 f の 方向性がは っきりしな い ､ 例えば｢ 光+ や｢ 惟格+ の場合 ､

｢ 上

罪+ を表す動詞が位えない o

フ ィン ランド語 の 上昇を表す 動詞 の 分布を比較してみ ると､ ｢ n o s t a a + と｢ n o st a tt a a + または

｢ k o b o tt a a + と｢k o r o tt a a + は ､ 前にも述 べ たように い つも対 立して いる｡ ｢ n o st a a+ の 場合､ 動作主

は直接 的に対象を｢ 上声ほ せる+ a) に対し､ ｢ n o s t a tt a a+ の勘合 ､ 動作Ii :. は｢ 上昇の 原因+ になる

だけであるo そのために ､ ｢ n o 8 t a tt a a + は自然I
′

伽 こ上昇する対象｢ 炎+ に対しても使えるo ｢ 凧+ も

同じように自力あるいは 動作主の 力によ って 卜がれない ので ､ 白然的 に 卜がると解釈される`)

｢k o h o tt a a + の腸介､ 対象の動きは ､ ｢ n o B t a a + と｢ n o 8t a t t a a + で見られた｢
'

!,er7Jql
r

J勺な上昇+ に似

ているo しかし､ ｢k o r o tt a a+ の場合､ 対象は ､

｢ 空l 耶
/
J に 上界する+ げごはなく､ ｢ 高くなる+ というよ

うに変化する｡ そ0) ため に｢ 二Lニ台+ と｢値段+ のような対象だけは ､
｢ k o r o tt a a + の 対象になるo ｢ 温

痩+ や｢ ス ピ
ー ー ド+ a) 場合､ 摘み 張ねu) 意味磐索が感じられない U) で ､

｢ k o r o tt a a+ が似えない o ま

た､ ｢k o b ott a a + を｢ 土台+ に対 して使うと､ ｢ 土台を持ち上げる+ という意味しか表現できない ｡ こ の

ような制限は｢ n o s t a a + にはない ｡

では
,
｢ n o st a a + を｢ k o h o tt a a+ に比 較すると､ 最初の ｢箱+ と｢魚+ のような対象の場命 ､ その 差が

明らかである｡ ｢持ち上げる+ という意味で は両方 の動詞が 可能であるが ､
｢ どこかに置く+ という意

味が含まれる場合､

｢ k o h o t t a a + は使うことができない o つ まり､ ｢k o h o tt a a+ は ､
｢ 直接的な上下の

動き+ という意味の 制限があるの に対し､ ｢ n o 8 t a a+ には 直接上にある到着点以外のものも可能 で

ある｡ 例えば ､

7) K o h o ti n /N o 8 ti n a n k k u ri n .

Ⅴ
･

. p a s t:1 s g(ris e) ＋N : a c e( a n c h o r) .

い かりを上げた｡

8) N o s ti n a n k k u ri n l a i v a n k a n n ell e .

Ⅴ:p a s t .
･

1 s g( ri s e) ＋N .

･

a e c( a n c h o r) ＋N :g e n(S hip) ＋N : a ll(d e c k) .

い かりを船の 上に上げたo

9) N o s ti n j o e s t a l o b e n .

Ⅴ:p a s t:1 s g(ri s e) ＋N : el a t( ri v e r) ＋N : a c e( 8 al m o n) .

川から鮭をあげた｡

こ のほか に､ ｢ k o h o tt a a + は ､ ゆ っくりまたは｢重そうに_t 昇する+ ようなイメ
- ー

ジを持 っ ている｡

上述の 意味は全て ､ 基本的な意味から対象の変化によっ て別 の意味解釈ができた例だっ たが ､

日本語 の ｢あげる+ と同じように｢ n o st a a + などにも換愉 表現または比喰表現が存在する｡ 上述 の

第1 牽の 第3 節で 取り上 げた｢ n o s t a a + の辞書記述でも見られたとおり､ 全ての 用法は対象の 意

味変化 によるもの ではない ｡ 例えば ､ 次の ような例は ｢ n o s t a a+ の 基本的な意味が連想することに

よっ て別の意味に変わ っ た ｡

1 0) N o s t a n ela k e tt a .

V : 1 s g( ri s e) ＋N :p a r t b e n si o n) .

2 0 1



私は年金を受けてい る( , ( 銀行から手の ひらにお金をあげる)

l l) N o 8 t a n y rit y k 8 e n j a l oill e e n .

Ⅴ: 1 s g(ri s e) ＋N : p a r t( c o m p a n y) 十N :p l: all:3 8 g(fo ot) .

会社を建て直すo (自分の 足に 立たせる)

1 2) N o 8 ti n p a 鮎 y k o k eid e n ri m a a .

Ⅴ: p a 8 t:1 s g( ri 8 e) ＋N : p l:g e n ( e n t r a n c e e x a m i n a ti o n) ＋N :p a l
･

t( p ol e) .

私 は人 拭の レ ベ ルをあえた() (走り高跳びのポ
ー

ル の高さを)

この ように｢ n o 8t a a + にも｢ あげる+ にない ような意味があるが ､ そU) 意味を連想する範囲が｢ あげ

る+ ほど大きくない o ｢あげる+ の 比愉的な表現は ､ 場合によ っ て生産惟が商い の で ､ ｢ 天ぷらを揚

げる+ の ように別の 同音輿凝紳 の動詞として扱っ ても問題はない o

20 2



結翰

(1) ｢ あげる+ の 多嵐性

p
L 述で示 したように ､ 動 詞u) 意味は ､

ア J/ タン卜u) 意味によ っ て変わ ケ こくるo 臥弼u ))良木的な意

味は ､ まず最もし卜し的なアクタントの 意味の 変化(仙象化) によ っ て拡大される√, LtJ 'L l[YIJ なアクタ

ントというの は ､
｢ 薮) げる+ の ような他 動節J U) 場合 ､

･

般的 にl=川
/
J 譜を表してい る｢束ト象物+ で ､

｢ あ

がる+ のような自動詞U) 場 合､
--･-

一

般的に 主神を表して いるr 対象物+ であるo ここで の｢ 対象物+とい

うの は ､
｢ 動作によ って彩轡されるもの+ あるい はr 状態によ っ て描かれるもU )+ である【, 他動詞u) 場

合､ 対象物 は ､ ふだん動作主( 動作のきっ かけを作るアクタント) によっ て動かされる｢ 対象+ ( 動く

辛) 〟) で あるが ､ 対象が 自分の 慮志で動 けば､ 動作主の働きヰ) 瀬ねてい ると考えられるr】 また ､ 自

動詞で の 対象物 は ､
ふだん自分 の 意志で動くので ､

｢ 動作三q壬: . ＋対象+ の 働きを持つ が ､ 自分の 意

志を持たない 白力で動く｢煙+ などの 場合､ ただのr
■

対象+ である｡, この 対象物は ､
さまざまなものを

指すことができ､ 動作の鹿本的な意味を応川し､ 動 弼の意味を多轟音削こ広げるn ｢ あげる+ の 場合 ､

対象物 の 意味の 変化によっ て ､ どこまで｢あげる+ 0) 意味範朗が広がるかを見ると､ 次のIi
-

_
V ､ に関

連してい る名詞a) 意味連鎖ができると考えてい るo

1) 箱 > 魚 > バ
ー ー ベ ル > 戸 > 国旗 > 土台

> 手 > 頭 > 声

> ロケ ット> 花火

> 凧 > 炎 > 光

> 猫 > 雲雀 > 息 子 > 候補者

> 値段 > スピ
ー ー

ド> 生産 > 性格

( 具体物)

( 動作:.i :_ a )
･

榔)

(仁l )J であがる)

( 自然的に上がる)

( 自分の巌ぶであがる)

( 高低差の机象的な次元)

このように対象物 の性 質によっ て ､
｢ あげる+ の意味が),i

-

J 二†ほ れ ､ 多義言割こな ってくるo お そらく｢あ

げる+ の全体的な意味は ､ 非常に抽象的なものであるの で ､ それぞれの 対象物 の表す意味に応

じて｢ あげる+ の 意味が解釈 できる｡ つ まり, ｢ あげる+ の 対象物の 意味連鎖によっ て ､ 具体物 の動

きも ､ 自力で上がる動きも､ 自分の 意志であがる動きなど､ 全ての 対象物 の動きは｢あげる+ の 意

味範囲に含まれることになる｡ ただし､ こ の場合｢ あげる+ の 鹿本的な意味は変わらない だろうr)

次に ､ ｢ 手をあげる+ の ように ､ 具体的 に手をあげるという意味の ほかに ､
｢ 手をあげて降伏 する+

や｢ 手をあげて殴る+ という別 の 意味の連想 がある｡ こ のような換愉表現と比愉 表現は ､ 別の アクタ

ントやほか の周辺 的な意味( 語愛) や語川論的な意味によ っ て特定することができる｡ 例え ば､

2) 相手に対 して 手をあげる｡ ( に対して暴力を振る)

3) 夫婦喧嘩で 手をあげたことがない ｡ ( 喧嘩で 殴る)

4) 妻に文句をい われても手をあげなか っ たr, ( 批判されると殴る)
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このような例は ､ 比較的はっきりと鹿本的な意味とa.) 関係を表して いるが ､ 多くu))H 法の場合､ 鹿

本的な意味がどの ように関連して いるかは UIJ らかで はない o つ まり､ 比愉的な表現から別 u) 比愉

表現が 連想される場合､
そして比愉 表現が過小的な意味を表現できなくなっ た場分､

表現が孤

立し
､
同音親裁語の ような川払になる() 例えば ､

5) 結婚 式をあげるr ,

6) 天 ぶらを揚げる.,

こ のように ､ 胎の 意味 のl姻係は どこまで 多凝他をもっ て い るかは ､ 憾昧である, , 例えば ､ ､.J二述 の

｢ 天 ぶらを揚げる+ は｢ガイ ル から持ちJ
･

. げられた+ というつ ながりを車) つ てい ると言えるが ､
こ0) よう

な鋭明が祉明できない(, こ の ような関連他が沖くなっ た!L
'

.]劉
･/A :_ (7) 高い 川 掛ま､ ほか の川法との 意

味関連がなければ､ 同好親裁語として扱っ てヰ) 関越 はない o しか し､ ｢某= こあげる+ のような川法は ､

鹿本 的な意味からだい ぶ離れてい るが ､ 関連性が[g
=] らかであるので ､ 多義語｢あげる+ のI-

- -

3 の

用法として考えられる｡

7) 仏壇にあげるo > 神にあげるo > 抑にあげる｡ > 先生にあげるn > 常にあげるo

｢あげる+ の基本的な意味は ､ 比較fyJ fgjらかであるので ､ 意味の辿想が想像できる(, しかし､ ｢ はか

る+ のように多くの 中心 的な意味 の中から鹿本的な意味が容易に特定でないような動詞の 場合､

動詞 はどこまで多轟語として分析できるか は問題である｡ い ずれにせよ､ 明らか に同音異義語の

ような動詞 ､ 例えば｢ 買う+ や｢飼う+ の 場合も､ アクタントの 意味と格( 店からかう< > 家でかう) また

は文法的な方法( 日本でか っ た > < 日本でか っ てい た) によっ て ､ 動詞の意味が特定される｡

(2) ｢ あげる+ の 意味と格の 関係

｢あげる+ は ､ 鹿本的に動作主と対象と到 着点の 三 つ の 必須補語( アクタント) を要求し､ ｢ が ･ を･

に+ という格助 詞で表示する｡ しかし､ ｢ バ ー ー ベ ル ･ 手 ･ 花火を上げる+ という文は ､ 対象の 性質によ

って到着点が明らか ､ あるい は 不特 定であるの で ､ 到着点を要求しない o そのため に , 必 須補語

は , 補語の 意味が文に関連して いる要素によ って明確 にならない 場合だけ､ 記述する必 要がある｡

また ､ それぞれ の ｢ 格+ の 表して いる意味は ､
r あげる+ a ) 基本的な意味では ｢ 動作三i三+ と｢ 対象物+

と｢ 到着点+ であるが ､ 連想された意味 の 場合､ 新しい 動作の 要求するアクタントの 意味に応じる

の で ､
｢格+ の 役割は必ずしも同じではない ｡

｢ あげる+ のもっとも鹿本的な意 味で は ､
対象は特定 u) 連想を13I き起こさない の で ､

｢ 動作 二i:
-

.
は対

象物を場所 に+ という構造になる｡ 動 作主は ､

一 般的に｢ 人間+ など｢ 意志を持 つもの + であるが ､

｢爆発+ など｢ 原因+も場合 によ っ て 可能 である,̀ 対象は ､ 上 でも取り上 げたように｢ 具体物+ や ｢ 自

力で 上がる物+ などに分けられる｡ 例えば ､
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1) 学生が箱をテ
-- プ ルにあげたo

学生が頭を_l二に上 げた｡

学生が ロ ケ ットを空(f T にあげた o

学生が煙を空中にあげた(,

学生が友人を家にあげた｡

学生がスピ ーーー
ー

ドを1 0 0 キ ロ にあげたo

2) 爆発が箱を空中にあげるo

爆発がロ ケットを空中にあげた(,

爆 発が煙を空中にあげた(,

爆発が温度を1 ()()() 度にあげた(,

( 具体物)

( 動作主o) J･
･

郎)

( 臼ノJ であがる)

( 自然的 に上がる)

川 分の 意志であがる).

( 高低差 の抽象的な次元)

( 具体物)

( 自力であがる)

( 自然的 に上がる)

(腐低差の 拙象的な次九)

到着点は--･
一

般的に｢場所+ であるが ､ 劇9
-

r に移動できない 場合( 頗) ､ 到着点は必 要ではない o そ

の場合､ 方 向性を持 つ ｢ 上に+ などが代わりに蚊うことができる｡ 抽象的な対象の勘合､ 到着点は

空間的な範幡の 中に収まらない の で ､ 地象的な次元 に応じてその変化の 度合い を表すことがで

きる｡ しか し､ 上に述べ たように - ･ 般的な役割構造が動詞の 意味の 変化によって変わっ てくるo 例

えば ､ 例文(こ!) ｢ 私は+ の場合､ 意味は具体物 をあげると同じであるが ､ 例文(4) ｢本屋は+ の場合､

意味は｢本屋には看板があげてある+ であるo

3) ｢ 私 は肴板をあげて いる+

4) ｢本屋 は看板をあげてい る+

意味変化の 理 由は ､
｢ て い る+ 状態によ っ て-dL

･ 般 的な連想｢ 今肴板をあげて いる+ も可能だが ､ 別

の｢すで にあげてある+ 状態の連想も引き起こされるからであるu つ まり､ ｢有坂をあげてい る+ という

文は , 新しく連想された意味の 場合 ､

-

つ のまとまっ た｢肴板をあげてい る状態+ を表して い るの

で
､
｢ 本屋 が状態だ+ というような格の構 造が可能 になる｡ 状態を表す場合､ 動作は自動詞と同じ

ような｢何か の様子+ を表して いるの で ､
主語には ､ 場所｢ 本屋+ などが 入る｡ つ まり､

5) ｢ 私 は+ ｢看板を+ ｢ あげて いる+

｢ 動作主+ ｢対 象+ ｢ 動作+

6) ｢ 本屋は+ ｢ 看板をあげてい る+

｢対象+ ｢状態+

なぜ
､
例文(6) の ｢本屋+ は｢ 動作主+ あるい は｢場所+ ではなく､

｢ 対象+ の 役割を果たすか ｡
｢ 動作

主+ は具体的に ｢ 対象物+ に力を加えるが ､ ( 6) ではそ のような意味 がない ( , ふ だん ｢ 本屋 に+ ある

い は｢ 本屋で+ というのは｢ 場所+ を表して い るが ､
｢ 本屋 が汚い+ などの ような状態の 場合､

｢ 本屋+

は状態の 対象である｡ 場所を表現する場 合､
｢ 本屋 には看板があげてある+ の ように表現しなけれ

ばならない ｡

ほか の ｢あげる+ の 基本的な意味からの 比噛表現は ､
｢ 大 ぷらを揚げる+ や｢]j; にあげる+ や｢ 式を

20 5



あげる+ の ように鹿本的な意味と同じ牌造を要求するo こ のように ､ 格は
､
動詞の 鹿本的な意味に

したが っ て形を残すが ､ その意味は 新しい 意味に沿う( ,

( 3) 二 言言別間の 動詞の 対照

序論の(3 ･ 3) で示したように(1) 動 緋ま互い に何らか V) 意味的なI娼係 を持 っ て譜衆全体の 網を作

り上げる｡,

1) d o

/ I ＼

m a k e c a u s e b e c o m e

/ l ＼

c o o k ki11 b o il

/ l ＼

する

/ l ＼

作る 行う J成る

/ I ＼

調P=B する 殺す 湧かす

/ l ＼

e x e c u t e m u r d e r a s 8 a 8 8i n a t e 処刑する 殺害する 暗殺する

しかし
､
この ほか に多適性 のある動 詞は ､

-

-
-

定u) 関係ではなく
､ 多くの別 u) 動詞と意味的な関係

を結ぶ(2) 0

2) 片づける 与える 捧げる

＼ I /

述べ る - あげる - フライす る

/ ‡ ＼

吐く 行う 完了する

この ような動詞 を別の 言語 に対照する場合 ､ 盛本 的な意味 に相 当する動詞は ､ 同じ鼓味を表し

ていると判 断できる｡ しかし､ 別の 二 次的な意味用法に対応する動詞は ､ 言語の 中で -I-
･

致 しない

の で ､ 概念あるい は思考の 中で
一

致するのであるo この ような動詞は ､ 直接対応できない(3) 0

3) ｢ k o rj a t a p o i sJ ｢ a n t a a+ ｢ u h r a t a +

＼ l /

片づける 与える 捧げる

＼ l /

｢ m a i n it a+
- 述 べ る - あげる - フライする - ｢

p ai 8 t a a +

/ l ＼

吐く 行う 完了する

/ l ＼

｢ o k s e n t a a J ｢ja rj e 8 t a aJ ｢1 o p e t t a a +
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この ようにほとんどの 比愉表 現と換愉 表現が
､
いくつ か の 例外を取り除けば ､ 火遁 の 農本的な意

味をもっ て い ない o また ､ 基本的な意味 でも全ての 対象は
､ 耐力 の言語では農本的な意味で表

現できない o 自力で 上昇する対象｢ ロケット+ などや自分の 意志で上昇する対象｢ 息･たげ脚 ま､ フ

ィンラン ド詣 で は ｢ n o s t a a + などで 表 現できない o ｢ 光+ と｢ 性格+ も ､ 抽象的な方 向性 の た め
､

｢ n o s t a a + などの｢ 上界+ を衷す動詞の 対象には当て はまらない ｡ こ の ほか ､ 両方の 言語の ｢ 上罪

を表す軌 剛 の 対象に 可能な名詞句の 場合も､
｢ あげる+ に対)JL; するフィンランド語o) 動詞は ､ ま

たそれぞれ の意味的な制約があるo ｢ k o r o tt a a + は ､
｢ 対 象が摘み 盛ねて向くなる+ ことを条件に

するo ｢k o b o t t a a + の 対象は ､ 常に｢ -1ニ下 の 方向+ で動くo ｢ n o 8 t a a + の動作主は
､
い っも対象に対

してノJ を加 えるが
､
｢ n o s t a tt a a+ の場 合

､ 対象物 は自 捌 (J にJ :_ =拝するが ､ 動作主は ､ そのきっ か

けを与えるo こ の ようにあげるの 意味に直接的 に仙当するフィンランド糾 J 動詞は
､ 次( a) から(a)

のように分布する｡

( a) 対 象は具体物

魚 ｢ n o s t a a +

国旗 ｢ n o 8 t a a+
･ ｢ k ob ott a a+

土台 ｢ n o 8 t a a+
I ｢ k o r o tt a a +

(b) 対象は動作主の･y 一

部

手 ｢ n o s t a a+
･ ｢ k o h o tt a a+

( c) 対象は 自然的に上昇する

炎 ｢ n o 8 t a tt a a+
･ ｢k o h o tt a a+

( a) 対象は抽象的な次元

値段 ｢ n o 8 t a a+
･ ｢ k o h o tt a a+

･ ｢k o r o tt a a +

ス ピ ー

ド ｢ n o s t a a+
･ ｢k o h o tt a a +

( l 二I1
'

u ) 動きではない)

(._L 下の動き)

( 対象は変化する)

( 上 F の動き)

( 自然的に上昇する)

(段 階的な上昇)

( 上 下の 動き)

これらの アクタントは直接以 下の 1 3 7 ペ ー

ジ でも取り上 げた概念意味論の概念構造に当ては

める｡

4) ｢ あげる

I

L

Ⅴ

_
( N Pj を/が) ( (b ,｡ N P α から】)) ( (h ,p N P k に/ -】))

【E v e n t C A U S E (【 ]
α

i ,(｢ E v e n t G O (【】j) , ｢((( F R O M [ α])))l )l)]

L M O V E J u p w A R D I J

Ll ,,1th ( (T O [ 】k)) +

｢ N O S T A A

J v
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I

I

1

L

N Pj a c e/p a r t(【-,P N P ,y
a b u e l a t]) (([p p N P l く all/ilu t r a n 81]))

【-ll, v ., n t .C A U S E([ ]
(y

i, ([t 一: v e n t . G O (【】j) , ｢ ( (( F R O M [ α】)))1 )])]

l u p w A R D I

L p a Lh (( T O [ ] k)) +

｢ N O S T A m A A

I v

I N Pj a c e/p a rt (L ,., N P α
a bl/ el a t】) ((〔｡ p N P k a ll/ill]))

l 【1.:v やI､t C A U S E([ ]
〔r

i ,([Il:Y e n. . M O V E (【]j) , ｢((( F R O M [ α】)))1 )】)】

I

L

｢ K O H O T T A A

I

I

し

I U P W A R D I

L p ｡ Lh(( T O 【 】k)) +

V

N Pj a c e/p a r t(h )I) N P α
a bl/el a t]) (h ,p N P k ill/ a ll]))

【H v e n t C A U S E ([ 】
< '

i, (t F, v e n L G O (【】j) , ｢ ( (( F R O M [ α】)))1)】)】

l D I R E C T I

l u p w A R D I

L p ｡t′h((T O I 】k)) +

｢ K O R O T T A A

I

L

V

N Pj a c e/p a r t(h ,P N P α a bl/el a t】) ([p p N P k al l/i11Jt r a n 8])

【E v e n t C A U S E([ ]i ,(【伽 e n t G O (【】
( r

〕) , ｢(( ( F R O M [ α】)) )1)】)】

I D I R E C T I

t u p w A R D I

L p ｡ th (( T O 【α】k)) +

I

1

1

+

1

1

1

1

1

+

1

I

1

1

I

1

J

1

t

I

I

t

I

+

しかし｢ あげる+ とフィン ランド語 の ｢ N O S T A A + 等の類似的な要素は ､
｢あげる+ の 基本的な意味の

- 一

部の対 象物に対する用法に限られる｡ フィ ン ランド語 に比 べ ると､ ｢ あげる+ の 特有の 要素は ､

対象の意味連鎖によっ て広くなっ た部分( e) と(f) と(ど) ､ 換喰表現(h) と比 喰表現(i) のように 日

本語特有の 連想によっ て 引き起こされた)Lf-] 法 である【,

( e) 対象は自ノJ で 上 昇する

ロケット ｢ a m p u a +
･ ｢1 a u k ai s t a+ など( 撃 つ など)

花火 ｢ a m p u a +
･ ｢l a u k a i 8 t a + など( 撃 つ など)
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(i) 自分の 意ぷで 上昇する

雲雀 ｢p a a 8 t a a + など ( 行かすなど)

息 子 ｢la h e tt a a + ･ ｢ k u t 8 u a+ など( 送る . 呼ぶなど)

(冒) ほかの フィ ンランド語の 1
･

:?7･･ する動詞の枠組に人らない 基本的な川班

二 階に ｢ v i e d a+ など (もっ ていく)

光 ｢
p a 鮎t a a J など (

^

1 f ける)

他 格 ｢
p a r a n t a a+ など ( 良くする)

(也) 換愉表現

墓に

例を

結束を

(i) 比愉表現

君に

池で

作品を

式を

円で

(到着点は遠い)一

( 対象o )【l二がり良命は述すぎる)

( 対象は高低 差の 次元に属さない)

( 商い生産他)

｢ a 8 e tt a a + など ( 設置するなど)

｢ m ai n it a +
I ｢ a n t a a+ など ( 述 べ る ･ 与えるなど)

｢ s a a d a+
･ ｢ t u o tt a a+ など ( 受ける ･もたらすなど)

( l酌 1 生産性)

｢ a n t a a +
･ ｢1a h e t七色aJ など ( 与える ･ 送るなど)

｢k eit t 組+
･ ｢p ai 8t a a+ など (蘇る･ 焼くなど)

｢ 8 a a d a v a l m iik 8i+
I rt e h d魚l o p p u u n + など (滝 i

′

するなど)

｢ja rje 8 t a a+ など ( 行うなど)

｢ p 紬 8 蛸 .+ など (行けるなど)

国を ｢ k aik ki+ など ( 全てなど)

犯 人を ｢
p id a tt a a+

･ ｢ o tt a a kii n n i+ など (留める･ 捕まるなど)

名を ｢t e h d a k u u l u i 8 a k 8i+ など ( 有銘にする)

全力を ｢ a n t a a + など ( 与えるなど)

このように｢あげる+ をフィンランド語の 動詞 に対照すると､ 多義性の膨 大さに圧倒される｡ しか し､

基本的な意味を比較してみると､ 対応する動詞の 意味 は ､ 比較的対照しやすい (, おそらく､ 人間

にとっ て最も基本とされてい る動作は､ どの 言語でも独立した動詞 で表現されてい るだろう｡

本研 究の 対照方 法に関しては ､
いくつもの間題点があげられる｡ 例えば､

基本的な意味を決定

するときの 唆昧さ､ 各表現 の動詞 の意味構造での位置( 基本的な表現であるか ､ あるい は換喰表

現それとも比喰表現であるか) などである｡ しかし､ 多少唆味な点が残 っ ても､ 動詞 の意味構造を

出発 点に別の 言語と対照すれ ば､ 初めて概念構造と言語構造の 違い が明らかになる｡ これから

も動詞の 意味構造の 記述により具体的な方法を求めて
､ 研究を進めるべきである｡
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夏 目淑石 : ｢ 硝 f
-

戸 の 中+ ､ 角川 文庫 o

2 1 3



( 研) 池上 勝之‥｢新和 英L 州草地(節 6 州)+ ､ 研兜杜､ 康成 ､ 19 9 7(1 9 33) ,)

(帰郷) ☆ 大仏 次郎: ｢帰郷+ ､ 新潮文庫､ 1 9 4 8 o

(銀 河鉄道の夜) ☆ 宮沢 賢治 : ｢銀河鉄道u) 夜+ ､ 第波文)rlf. ､ 1 92 6
n

(李 陵)
☆

中島 敦: ｢ 季陵+ ､ 新潮文蹄 ､
1 9 43 ` 】

( 汽 車 ･ 酒)

( こころ)
☆

(虞美人草)

( 桑 の実)
★

( 未枯)
☆

(l刑崖)
★

( 道草)

( 三 揃哲郎)

(I瀧り

( 文鳥)

(むらぎも)
☆

個人 のテキスト文 醇ファイルからの 例｡

淑イ:)
A

: r こころ+ ､ 岩波文雌 ､
1 91 4 .,

夏目淑石 : ｢ 虞美人草+ ､ 岩波又風,

鈴木 三藍 吉: ｢ 桑の 尖+ ､ 岩波 文席 ､ 19 1 3 ( ,

久保 川 ノJ
一

太郎: ｢ 束桝+ ､ 新潮文棚 ､
1 9 1 7 ‖

国立国緬研死所報 告: ｢ 現代雑誠) L I
･

稽 の川 捌†+ 例+ , 秀 掛 川臥

A
-

fヨ淑子f : ｢ 道*:+ ､ 岩波.A
-

)II[
'

.

o

三浦 軒別; ｢ 忍ぷ川+ ､ 新制文机 ,

夏目淑石 : ｢ 門+ ､ 岩波文風 ,

夏目淑石 : ｢ 文鳥+ ､ 岩 波文庫o

小野 塵治: ｢むらぎも+ ､ 新潮文鵬､ 1 9 5 4 0

( 明暗) 夏日淑石 : ｢明暗+ ､ 岩 波文晩

( 日本及 日本人)
★

国立国語研 究所編: ｢総合雑誌 の用例+ ､ 秀英出版､
1 9 56 o

( 鶏)

(仲子 ･

【
1二)
☆

( 野菊の墓)
☆

( 農業政界)
★

( 農耕と園芸)
☆

( オあヘ ンリ)

( オ ー ル 読物)
★

( 思出の 記 ･ 上) ☆

森鴎外 : ｢ 阿部一一
一

族 ･ 舞姫+ ､ 新潮文 風,

宮本 百合子 : ｢仲子 ･ 上+ ､ 岩波文俺､
1 9 2 6 o

伊藤 左千夫 : ｢野菊の墓+ ､ 岩波文庫 ､
1 9 0 6 o

国立国語研 究所報告: ｢ 現代雑誌九十種u) 用語JIJ 例+ ､ 秀典.
･
1
･

. 版o

国 立国語研究所報告: ｢ 現代雑誌九･卜種の 川緒川例+ ､ 秀典山版( ,

オ
-
･ ヘ ンリ

ー

( 大津栄
一

郎) : ｢ 瞥官と讃美歌+ ､ 岩波又姫o

国 立国語研究所報告: ｢現代雑誌九 十種 の用語用例+ ､ 秀英tl
f

,版( ,

徳富 健次郎: ｢ 思出の 記 ･ 上+ ､ 岩波文庫､ 1 9 0 1 0

( 恩讐の彼方 に)
★

菊池 寛: ｢恩讐の彼方 に+ ､ 岩波文庫 ､ 1 91 9 r,

( 落城)
☆

肝宮 虎彦 : ｢ 落城+ ､ 新潮文庫 ､ 1 9 4 8 0

( 三 凹郎) 夏目淑石 : ｢ 三凶郎+ ､ 岩 波文席｡

( 坐) 個人のテキスト文 章ファイルからの 軌 】

( 青銅の基督)
☆

長与 善郎: ｢ 青銅の基督+ ､ 岩波文庫､
19 2 2 .

( 世潮)
☆

国立 国語研究所編‥｢ 総合雑 誌の川例+ ､ 秀英 山版､
1 95 6 0

( 生命の暗 号を解く)
☆

高瀬 良夫: ｢ 生 釦 ) 暗号を解く+ ､ 現代の 教養 ･ 学問の 前線 ､
1 9 6 5

r)

( 陛界)
☆

国立 国語研究所編: ｢総合雑誌の 用例+ ､ 秀矧_L
f
. 版､ 1 95 6

o

( 新) 金 町
-

京助 編‥｢ 新明解国語辞娘+ ､ 三省堂 ､ 1 9 7 2
( ,

( 真空地帯 ･ 上)
★

野間 宏: ｢真空地帯 ･ 上+ ､ 岩波又庫､ 1 9 5 2 o

( シリ卜) アラン
･ シリ卜 - ( 河野･--- 1 郎 訳) ‥｢ 艮距離走者u) 孤独+ ､ 新潮又胤

2 1 4



( 小)

( 小説新潮)
☆

( 小説摩秋)
☆

(潮騒)
★

( 主婦と生活) 普

( 春琴抄)
☆

(過I
:

り読売)
☆

( スクリ -
ー

ン)
☆

( スタンダ - ル)

( 大)

( 立 原..1一三軟)

( 多情仏心 ･ 前)
☆

( 高野聖)
☆

( 田 辺聖 子)

( 太郎 手紙文例)

( 哲学以前)
☆

( 闘牛)
☆

速藤 い ね r - ､ 高野 フミ編‥｢ プ ログ レ ッ シプ和 則 僻 地+ ､ 小学館
､
1 98 6

Q

国 立国語研 究所報 告: ｢ 現代雑誌九 f
･

椎 o) 川 糾Ij 例+ ､ 秀典川版‥

国 )i: 鳳晴耕 究所 報告‥｢ 現代雑誌 ,) し1
･

挿u))lj 糾[J 例+ ､ 秀姫川版o

一三鳥 山紀 太: ｢潮騒+ ､ 新潮叉僻
､
1 9 5 4 o

l 如上[ 射i研 究所 報告 : ｢ 卿-i
.

雑誌 九 f
･

柏 u))‖,i
A

r
lf･)LI一例+ ､ 秀射 川凱

御崎
I

n均
一

郎 : ｢ 麻琴抄+ ､ ふ
l

;･ 政 文柵 ､
1 93 3

｡

国立 同語)･]r
･

死所 報告: ｢ 呪イIt
'

雑誌) L 卜挿(J))‖.i
-

.
1u ‖例+ ､ 秀矧l= 鼠,

国立国語研死所報告: ｢ 現代雑誌)し 卜称u ) 川言別‖例+ ､ 秀典川駄

スタン ダ ー - ル( 桑原此卿∴ ′I:. 偽遼 ･

.釈) : r j]Jミと)
L
･.t
!
<+ ､ ん

1

.

'
･ 披
.
丈棚 ､
1 9 5 8 n

松村 U] 編: ｢ 人辞林､ 第 ∴版+ ､ /
A

. 即臣､ 1 9 9 5( 1 9 88) ”

)
'

/
-

.Ji;I: lL:_ 秩 : ｢ 冬u ) 節+ ､ 新潮文 胤

型見 弓亭: ｢ 多情仏心+ ､ 岩波 k)itf .
､
1 9 2 3

o

泉 鏡花: ｢ 南野型+ ､ i
l

-～,
1
-

地文庫 ､ 1 9 0 0 ,,

し口辺 型 ＋ : ｢尭帽 紙 物論+ ､ 冶波麿),I ,
.

'

o

･･
･

太郎ワ - ー

ドプ ロ セ ッサ
ー -

a ) 下紙文†札､

山 隆: ｢哲学以前+ ､ 新潮又庫､ 1 92 9 ( 】

井上 靖: ｢ 闘牛+ ､ 新潮又庫､ 1 9 49 ,,

( 廉洋経済新報)
☆

国立国緒研究所報告: ｢現代雑誌) L 十穐の 川 副l‖札】､ 秀典り‖臥

(トルストイ) トル ストイ( 中村副) : ｢ アン ナ ･ カL , -I - ニ ナ+ ､ 岩波文廊 ､ 19 8 9 o

( つ ゆのあとさき)
☆

永井 荷風 : ｢ つ ゆのあとさき+ ､ 岩波文雄､ 1 93 1 (
〉
､

( 吾輩は猫である)

( 笑の 泉)
★

( 野火)
☆

( 野球界)
★

( 友情)
★

( 雪国)
☆

夏目淑石 : ｢ 蕗輩は猫である+ ､ 岩波文庫｡

国立国語研 究所報告: ｢現代雑誌九 卜梯の川静川例+ ､ 秀典山版( ,

大岡 昇jf '= : ｢ 野火+ ､ 新潮文庫 ,
1 9 5 1 -,

国立 国語研 究所 報告: ｢ 現代雑 誌九十種 の川語川例+ ､ 秀 射l_= 批

武者 小路 実騰: ｢ 友情+ ､ 岩波又席 ､ 1 91 9 o

川端 康成: ｢雪 国+ ､ 岩 波又擬 ､ 1 93 7 ( I
☆

個 立 国語研究所 : ｢ 動詞u) 意味川法 u) 記述的研 兜+ ､ 秀典､ 1 9 7 2)
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